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1
EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行

EPMのベスト・プラクティスは、CoE (センター・オブ・エクセレンス)を作成することです。
EPM CoEは、導入およびベスト・プラクティスを確実にするための統合された取組みです。
パフォーマンス管理およびテクノロジ対応ソリューションの使用に関連するビジネス・プロ
セスの変革を促進します。
クラウドの導入により、組織がビジネス・アジリティを改善し、革新的なソリューションを
促進することが可能になります。EPM CoEはクラウド・イニシアチブを監督し、投資を保護
および維持し、効果的な使用を促進するのに役立ちます。
EPM CoEチーム:

• クラウドの導入を確実にし、組織が Cloud EPMの投資を最大限に活用することを支援し
ます

• ベスト・プラクティスの運営委員会として機能します
• EPM関連の変更管理イニシアチブをリードし、変革を促進します
すでに EPMを実装済の顧客を含めて、すべての顧客が EPM CoEからメリットを得られま
す。
使用を開始する方法
クリックして、EPM CoEのベスト・プラクティス、ガイダンスおよび戦略を取得します: EPM
センター・オブ・エクセレンスの概要。
さらに学習
• クラウド・カスタマ・コネクトWebセミナーを見る: Cloud EPMのセンター・オブ・エ
クセレンス(CoE)の作成および実行

• ビデオを見る: 概要: EPMセンター・オブ・エクセレンスおよびセンター・オブ・エクセ
レンスの作成。

• EPMセンター・オブ・エクセレンスの作成および実行の EPM CoEのビジネス上のメリ
ットおよび価値提案の確認。

 

1-1

https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://community.oracle.com/customerconnect/events/604185-epm-creating-and-running-a-center-of-excellence-coe-for-cloud-epm
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32425
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:32437
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第 I部
照合コンプライアンスの設定

次も参照:

• 照合コンプライアンスでの設定および構成について学ぶ
• 設定のベスト・プラクティスについて学ぶ
• 照合コンプライアンスの構成
• 期間の構成
プロファイルおよび照合を作成する前に期間を構成します。

• フォーマットの定義
• プロファイルの操作
• グループ照合の操作



2
照合コンプライアンスでの設定および構成について学ぶ

次も参照:

• 照合コンプライアンス構成の概要
• 期間の構成
• フォーマットの設定
• プロファイルの作成
• データ・ロードの構成
• 期間に固有のタスク
• ユーザーのトレーニング、受入れテストの実行および本番への移行

照合コンプライアンス構成の概要
照合コンプライアンスの設定の最初のタスクは、ホームから「アプリケーション」、「構成」
の順に選択して使用できる様々な設定を構成することです。
「構成」には、次のような様々な機能および設定に簡単にアクセスする方法があります。
 

 

• アラート・タイプ
• 属性
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• システム属性
• 通貨
• データ・ロード
• フィルタ
• フォーマット
• リスト
• 組織
• 期間
• 設定(システム設定)

アラート・タイプ
アラートでは、照合を閉じる作業中に問題が発生したユーザーと、問題の解決を支援
できる他のユーザーの間の通信が可能です。管理者によってアラート・タイプが作成
され、特定の問題が発生したときに従う手順が定義されます。アラート・タイプの作
成を参照してください
属性
カスタム属性は主に管理者によって定義され、照合、プロファイルおよびフォーマッ
トで使用できるユーザー定義フィールドです。
プロファイルで: 管理者およびパワー・ユーザーは、標準属性でサポートされない情報
を取得するために、プロファイルに属性を割り当てることができます。フォーマット
で: 管理者は、2つの場所の照合に表示されるフォーマットに属性を割り当てることが
できます。
このタブは、Account Reconciliationの管理の際に頻繁にアクセスされるため、リスト
の最初にあります。この作成方法の詳細は、属性の作成を参照してください。
システム属性の定義
「システム属性」で、プロファイルおよび照合の次の属性を定義します。
 

 

• プロファイル・セグメントは、プロファイルおよび照合を一意に識別するために使
用される勘定科目 IDのコンポーネントです。たとえば、通常会社-勘定科目レベル
で勘定科目を照合する場合、2つのセグメント(1つは会社用、もう 1つは勘定科目
用)を定義します。プロファイル・セグメント値はラベルです。これによって、照
合への残高のマッピングは制御されません。マッピングはデータ・ロード定義に追
加されたマッピング・ルール、またはインポートの前の残高の事前マッピングによ
って行われます。

第 2章
照合コンプライアンス構成の概要
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• プロセスでは、事前定義された貸借対照表プロセスなど目的の異なる照合が区別されま
す。他の語がよい場合はこのオプションを削除できます。

• リスク評価は、照合に割り当てられ、レポートおよび分析に役立つ高、中、低などのタグ
です。

• 頻度によって、照合を準備する頻度が決まります。「月次」および「四半期ごと」が通常
の頻度です。「システム設定」で頻度を定義します。プロファイルおよび期間にも頻度を
割り当てる必要があります。照合は、プロファイルに割り当てられた頻度が期間に割り当
てられた頻度と一致する場合にのみ作成されます。

• 勘定科目タイプは、照合に割り当てられ、レポートおよび分析に役立つ資産、負債、資本
などのタグです。

• 経過期間プロファイル 経過期間プロファイルはレポートで使用され、定義した経過期間
バケットにトランザクションが分類されます。たとえば、0-15日、16-30日、30-60日、
61-90日および 90日超のバケットで構成される経過期間バケットを定義するとします。
各経過期間バケット内のトランザクションの数または値が表示されたレポートを確認で
きます。

• グローバル統合トークンは、パラメータ化されたレポートが照合からアクセスされる場合
に使用されます。たとえば、BI Publisherを使用して固定資産ロールフォワード・スケジ
ュールを生成する場合、グローバル統合トークンを使用して勘定科目 IDや期間などのパ
ラメータをレポートに渡し、レポートに正しいデータが表示されるようにすることができ
ます。

通貨の定義
「通貨」セクションでは、通貨バケット、レート・タイプおよび通貨を構成できます。
 

 

通貨レート。通貨レートの定義を参照してください
通貨バケットは、照合で認証される必要のある各バケット、および照合の準備を容易にする
ための追加バケットに対して定義します。たとえば、機能通貨バケットでの照合が必要とさ
れることが非常に一般的です。自社がこれに該当する場合、機能通貨バケットを有効にしま
す。「入力済」または「転記済」通貨値で値を入力することで策定者の照合の実行が容易にな
る場合、このバケットも有効にします。レポート通貨バケットは、通常このバケットに対す
る認証要件がある場合にのみ有効にします。自社の規則に合せて名前を変更できるようすべ
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てのバケット・ラベルを構成できることに注意してください。ただし、大文字は通貨
バケットのラベルを名前変更する場合にのみ使用してください。
「通貨」では、システムでアクティブな通貨コードを制御できます。
照合に入力されたトランザクションの換算が必要な場合、レート・タイプを定義する
必要があります。たとえば、策定者が「入力済」通貨バケットでトランザクションを
追加すると、インポートされたレートを使用して値が機能通貨バケットに換算されま
す
データのロード
データ管理を使用してデータをロードし、同じデータ・ロード・パラメータを保存す
るために、「データのロード」ダイアログを使用して、データ・ロード定義を定義でき
ます。データ・ロード定義の定義を参照してください。
フィルタ
フィルタ済ビューの作成を参照してください
フォーマット
フォーマットについて学ぶを参照してください
リスト
ビューを使った作業を参照してください
アプリケーション内のリスト全体にわたって参照される、データセット・タイプ(プロ
ファイル、照合、残高、トランザクション)のリスト列の定義を表示するには、付録 A:
照合リストの列の選択の定義を参照してください。
組織
「カレンダ」は、各期間の日付と頻度を設定するために使用します。各カレンダでは、
同じ期間に対して異なる組織が異なる日付および頻度で作業することが許可されてい
ます。
休日ルールは、照合スケジュールが自社休業日や法定休日の影響を受ける場合にのみ
定義します。
組織単位では、階層型の組織単位構造をプロファイルおよび照合に割り当てるメカニ
ズムが提供されます。これによって、フィルタやレポートに値が指定され、これを介
して休日ルールがプロファイルに適用されます。
期間
次に、照合に関連付ける期間の数を構成します。期間によって照合の基点の日付が決
まり、各期間には開始日、終了日、およびクローズ日があります。期間には、頻度も
関連付けられます。プロファイルが期間に追加される場合、その期間に関連付けられ
た頻度と一致する頻度を持つプロファイルのみが照合として期間に追加されます。
状況により照合を変更する必要がある場合、または管理者が更新された残高をインポ
ートする必要がある場合、管理者は期間を再度開くことができます。
1、2個の期間から始め、必要に応じて期間を追加することができます。期間ごとに開
始日、終了日、および各期間の決算を行う日、および各期間に関連付ける頻度を定義
します。
期間の構成を参照してください
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設定(システム設定)

「設定(システム設定)」タブには、管理者が照合コンプライアンスの設定時に使用する必要の
あるその他の構成設定が含まれます。たとえば、ユーザーにコメントの削除を許可する、リ
スト内の最大行数を設定する、バルク更新を許可する、データ・ロードのタイムアウトを設
定するなどです。
 

 
システム設定の定義を参照してください。
概要: 照合コンプライアンスでのシステムの構成のスタート・ガイドのビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

期間の構成
次に、照合に関連付ける期間の数を構成します。期間によって照合の基点の日付が決まり、
各期間には開始日、終了日、およびクローズ日があります。期間には、頻度も関連付けられ
ます。プロファイルが期間に追加される場合、その期間に関連付けられた頻度と一致する頻
度を持つプロファイルのみが照合として期間に追加されます。
状況により照合を変更する必要がある場合、または管理者が更新された残高をインポートす
る必要がある場合、管理者は期間を再度開くことができます。

第 2章
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1、2個の期間から始め、必要に応じて期間を追加することができます。期間ごとに開
始日、終了日、および各期間の決算を行う日、および各期間に関連付ける頻度を定義
します。

フォーマットの設定
照合フォーマットによってどのような照合か、および策定者とレビュー担当者が入力
できる情報のタイプが決まります。照合のフォーマットは、フォーマットの管理機能
を使用してサービス管理者が選択または設計します。標準フォーマットのライブラリ
を出発点として使用できますが、フォーマットは完全にカスタマイズ可能です。初期
セットから始め、必要に応じてそのセットを修整したり、調整することもできます。
すべてのフォーマットは、残高の比較、勘定科目分析または差異分析という 3つの照
合方法のいずれかに基づきます。
フォーマットには次の情報が含まれています。
• 方法などのプロパティ
• 指示および関連する参照ファイル
• フォーマットの変更の履歴
• 仕訳番号、サプライヤ、ポリシー番号などの属性
• 照合の処理時に選択されたユーザーによって回答される質問
• 照合に適用するよう選択されたルール

プロファイルの作成
プロファイルは照合の前段階であるため、Account Reconciliation内で最も重要なオブ
ジェクトの 1つです。プロファイルは、照合される勘定科目の集まりまたはグループ
に使用される用語です。各プロファイルは異なる照合を表し、多くの異なる下位レベ
ルの勘定科目が含まれる場合があります。
プロファイルは手動で作成することも、スプレッドシートからインポートすることも
できます。プロファイルには策定者およびレビュー担当者の割当て、勘定科目の説明、
指示、フォーマットの割当て、リスク評価が含まれます。実行される照合ごとに 1つ
のプロファイルが存在します。照合は、月ごとに管理者によってプロファイルから作
成されます。プロファイルから照合を作成するプロセスによって、プロファイルのス
ナップショットが作成され、照合とともに格納されます。プロファイルの構成は、時
間の経過とともに変わる場合があります。ただし、照合とともに格納されているプロ
ファイル情報は、そのような変更によって影響されません。
時間の経過とともにビジネスが変わり、プロファイルの構成が変わります。これらの
変更によって既存の照合は影響を受けません。既存の照合はそのまま保たれ、作成さ
れた日に存在した構成を表します。

データ・ロードの構成
次に、データ・ロード構成を作成する必要があります。事前マップ済データのロード
(残高とトランザクションの両方を含む)を使用するか、データ管理でデータ・ロードの
設定を実行します。
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事前マップ済データのインポートの場合、ファイルが指定された構造に準拠し、どの照合に
データを割り当てるかがわかるよう各行に勘定科目 IDが割り当てられている必要がありま
す。
 

 
事前マップ済データの詳細は、事前マップ済データのインポートを参照してください
データ管理と Oracle Account Reconciliation Cloudを組み合せた使用については、データ管理
を使用したデータのインポートを参照してください

期間に固有のタスク
他に行う必要のある作業は、期間に固有の作業です。
• 通貨レートのインポート(データ・ロード・プロセスを使用してインポートされていない
場合)

• 期間に対する照合の作成
• 期間のオープン
• データ・ロードの実行

ユーザーのトレーニング、受入れテストの実行およ
び本番への移行

ユーザーが策定者、レビュー担当者、およびジョブ機能を実行するために照合と対話する必
要があるその他の役割として照合プロセスを管理したり、照合の作業を行うには、トレーニ
ングが必要です。ユーザーのトレーニングに使用できるチュートリアルがあります。
ユーザーのトレーニング後、受入れテストを実行し、構成が正しいことを検証する必要があ
ります。
検証する主な項目は次のとおりです。
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• 各照合の残高マッピングおよび集約に正しい勘定科目残高が含まれていることの
確認

• すべての策定者およびレビュー担当者が正しいことの確認
• 各照合に正しいフォーマットが含まれていることの確認
テストが完了したら、テスト環境から本番環境へ構成を移行します。
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3
設定のベスト・プラクティスについて学ぶ

Oracle Account Reconciliation Cloud Serviceなどの勘定科目照合コンプライアンス・ソリュ
ーションの実装は、科学というよりはむしろ技法です。1つの正しい方法があるわけではあり
ません。この項では、実装メソドロジとフォーマットの設計という 2つの難易度の高い実装
の問題に対するベスト・プラクティスを提示します。
実装メソドロジ
実装メソドロジは、組織で Account Reconciliationをどのように導入するかについてのオプシ
ョンです。できるだけ短時間で測定可能な成功を収めることにフォーカスすることをお薦め
します。ほとんど企業にとって、これは、照合の必要な各勘定科目が実際に照合されるとい
うことです。追跡のみの実装を使用することで、ビジネスに大きな支障もなくすぐにこの目
標を達成できます。
追跡のみの実装
追跡のみの実装では、照合方法を変更する必要はありません。実行されていることを単に追
跡するだけです。主に影響するのはフォーマットの設計です。これらの実装では、初期導入
に 1つまたは 2つのフォーマットのみ準備します。これらの単純なフォーマットは、完了し
た照合(通常は Excelで実行)を添付するためのものです。製品で提供される標準フォーマッ
トにはサンプルの追跡フォーマットが含まれています。追跡のみの方法を実装すると、照合
プロセスのステータスが完全に視覚化され、照合自体に一元的にアクセスできます。
フォーマットの設計
ユーザーがこのプロセスに慣れてきたら、実行される各照合が必ず有効な照合であるように
するなどの 2次目標に向けた取組みを始めることができます。これは、効果的なフォーマッ
トの設計によって達成します。照合フォーマットの設計に最適なのは、勘定科目タイプ・レ
ベルです。買掛金、売掛金、固定資産などの補助元帳に対応した勘定科目は、追跡のみのフ
ォーマットからカスタム・フォーマットへの移行が最も簡単な勘定科目です。この種の勘定
科目の移行は、補助元帳の残高のロードの自動化と同時になるようタイミングを合せると最
もよいです。このようにすると、ソースとサブシステムの残高を照合する際自動照合のメリ
ットがユーザーからすぐに認識されます。
前払、経過勘定、引当金、準備金などの補助元帳に対応しておらず、勘定科目分析方法を使
用して照合を行う必要がある勘定科目は難易度がより高くなります。こういった勘定科目に
対するベスト・プラクティスは、必要な分析をユーザーが実行できるようガイドし、質の高
い照合が行われるようなフォーマットを設計することです。フォーマットの設計によって、
照合アイテムまたは残高の説明が入力される際にどのような情報が含まれる必要があるかを
厳密にカスタマイズできます。
データを検証したり、添付を必要とするルールを追加することもできます。たとえば、無形
資産の場合、残高を構成する項目の概要を求めるのではなく、項目の質を評価する質問をし、
それを勘定科目の残高とするのが適当であることを確認できます。勘定科目タイプ・レベル
でカスタム・フォーマットを導入することで、最もリスクの高い勘定科目をターゲットとし、
それほど必要性の高くない分野での混乱を最小限にすることができます。
ベスト・プラクティスのビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。
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4
照合コンプライアンスの構成

次も参照:

• 属性の定義
Account Reconciliationでは、カスタム属性および計算済属性を定義できます。

• システム属性の定義
• 通貨の定義
• カレンダの定義
• 休日ルールの定義
• 組織単位の定義
• システム設定の定義

属性の定義
Account Reconciliationでは、カスタム属性および計算済属性を定義できます。
次も参照:

• Account Reconciliationの属性について
属性はサービス管理者によって一元的に定義され、Account Reconciliationの複数の場所
で使用できます。

• カスタム属性の定義
カスタム属性は、単一のフィールドが含まれるユーザー定義属性です。

• グループ属性の定義
グループ属性では、単一エンティティに関連する依存属性のセットを簡単に管理するメカ
ニズムが提供されます。

• 照合コンプライアンスでのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。

• グループ属性の作成
照合コンプライアンスで、サービス管理者はグループ属性を作成できます。トランザクシ
ョン照合で、「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、グループ属
性を作成できます。

• グループ属性プロパティの指定
グループ属性プロパティには名前およびタイプがあります。

• メンバー属性の定義
グループ属性の各メンバー属性に、名前およびタイプを指定する必要があります。

• グループ・メンバー属性の値の指定
グループ属性の各メンバー属性に複数の値を指定できます。

• グループ属性メンバーの値のエクスポート
グループ属性をエクスポートすると、メンバー属性値を別の環境で再利用できます。
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• グループ属性のインポート
グループ属性をインポートすると、インポート.csvファイルに含まれたグループ
属性を自分の環境で使用できます。

• グループ属性の編集
サービス管理者は、メンバー属性のメンバーおよびグループ属性の値を変更できま
す。

• グループ属性の削除
サービス管理者は、グループ属性、メンバー属性、または特定の条件の対象である
メンバー属性値を削除できます。

Account Reconciliationの属性について
属性はサービス管理者によって一元的に定義され、Account Reconciliationの複数の場
所で使用できます。
属性はユーザー定義フィールドであり、次のものがあります:

• カスタム属性(カスタム属性についてを参照)

• グループ属性(照合コンプライアンスでのグループ属性についてを参照)

• 計算済属性(計算済属性についてを参照)

さらに、Account Reconciliationにはいくつかのシステム定義の属性も用意されており、
これは編集できません。
属性は次の場所で使用できます:

• プロファイル
管理者およびパワー・ユーザーは、標準属性でサポートされない情報を取得するた
めに、プロファイルに属性を割り当てることができます。

• フォーマット
管理者は、2つの場所の照合に表示されるフォーマットに属性を割り当てることが
できます。
– 照合のサマリー・セクション。策定者またはレビュー担当者から照合レベルの
情報を取得します(フォーマットの属性)。

– 調整および残高の説明を含む、照合に関連付けられたトランザクション。これ
らの属性の値は、策定者によって提供され、残高を正当化するのに十分な情報
が照合に含まれることを保証します(トランザクションの属性)。

カスタム属性の定義
カスタム属性は、単一のフィールドが含まれるユーザー定義属性です。
Related Topics

• カスタム属性について
カスタム属性は、単一のフィールドで構成されるユーザー定義属性です。

• 計算済属性について
計算済属性は読取り専用です。

• 属性の作成
「アプリケーション」、「構成」の下の「属性」タブからカスタム属性を作成します。
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• 計算済属性の作成
計算済属性は、「構成」の下の「属性」タブを使用して作成されます。

• リスト属性のインポート
「リスト」タイプの属性の場合、TXTファイルからリスト値をインポートできます。

カスタム属性について
カスタム属性は、単一のフィールドで構成されるユーザー定義属性です。
属性のタイプ
Account Reconciliationでは、次のタイプの属性がサポートされています:

• 日付
• 日時
• 整数
このタイプを選択する場合、「合計」の値を選択します。使用可能なオプションは、「な
し」、「平均」、「数」および「合計」です。

• リスト
質問に対する有効な回答のリストを入力します。属性のリストをインポートするには、リ
スト属性のインポートを参照してください。

• 複数行のテキスト
最大長は 4,000文字です。
「複数行のテキスト」を選択し、3から 50行の間の行数を入力します。「複数行のテキス
ト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示できるテキス
トの行数を決定します。
複数行のテキスト・タイプの場合: 照合アクション・ダイアログ・ボックスに添付用のセ
クションを作成するためにカスタム属性が必要な場合は、「添付を含める」を選択します。

• 数値
「数値」を選択した場合、「フォーマット」タブで数値のフォーマット・オプションを選択
します:

– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
– 「パーセンテージとして表示」を選択して、パーセント記号を表示します。
– 数値に 3桁ごとの区切り文字(たとえば、1,000.00)を表示する場合、「3桁ごとの区切
り文字」オプションを選択します

– 「通貨記号」リストから、通貨記号を選択します。たとえば、ドル($)。
– 「負数」リストから、負数の表示方法を選択します。たとえば、(123)。
– 「スケール」リストから、数値のスケール値を選択します。たとえば、1000。

Note:

トランザクション照合でメンバー属性を作成している場合、「フォーマット」タ
ブは表示されません。「数値」属性に使用されるデフォルトの精度は小数点以下
2桁です。
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すべての数値属性に対して、「合計」フィールドに値を入力できます。照合リスト
にグループ・ビューが表示されます。グループ化方法の値には、次を指定できま
す。
– なし
– 平均
– 数
– 合計

• テキスト
• 「True」または「False」
• ユーザー
• 「はい」または「いいえ」
• 計算
計算済属性についてを参照してください

計算済属性について
計算済属性は読取り専用です。
管理者は「アクション」ダイアログ・ボックスの属性セクションに計算済属性を追加
でき、ワークフロー・ユーザーはその属性をアクション・ダイアログ・ボックスとト
ランザクションに表示できます。管理者は、アクセス権を「表示しない」に設定する
ことで、特定の役割に対してアクセス権を制限できます。たとえば、管理者が計算済
属性 XYZに対して「参照者: 表示しない」アクセス権を追加すると、XYZは参照者に
表示されません。
どのユーザー役割でも、計算済属性を列としてビューおよびリストに追加できます。
「フィルタ・パネル」にフィルタ可能な属性として追加することもできます。
次の表は、「計算」オプションが選択された場合に、属性タイプごとに使用可能な計算
タイプを示しています。

Table 4-1    「計算」オプションが選択された場合に、属性タイプごとに使用可能な計算タイプ

属性タイプ 値をリストに割当て 条件 スクリプト リストを値に割当て
日付 X
日付/時間 X
整数 X X X
リスト X X
複数行のテキスト X X X
数値 X X X
テキスト X X X
True/False X
ユーザー
はい/いいえ X

スクリプト関数の例
すべての数値関数について、入力の null値は結果の計算時に無視されます。
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• 月の追加: 開始日からの指定した月数の日付オフセットを返します。日付は常に指定した
月オフセットに該当します。開始日に、オフセット月を越える日の値がある場合は、オフ
セット月の最後の日が使用されます。たとえば、EDate (31-Jan-2017, 1)は(28-Feb-2017)
を返します。月の場合は、開始日の前または後の月数を入力します。月に対する正の値は
将来の日付を生成します。負の値は過去の日付を生成します。
EDate(<Start Date>, <Months>, <Length>)
例: EDate(DATE(2017, 2, 15) 3)

• 過去平均関数: 過去 X期間の数量の平均値を算出します。
AVERAGE_PRIOR(<Value>, <Number of Periods>, <To Currency*>, <Rate Type*>,
<Rate Period*>

例: AVERAGE_PRIOR( {Source System Balance (Reporting)}, '2', 'EUR', 'REC')

Note:

アスタリスク(*)の付いたパラメータは、「ソース・システム」など、値が残高タ
イプ属性の場合に必須です。値が通常の値(数値属性など)の場合、*パラメータ
は省略する必要があります。

Note:

「レート・タイプ」は、システムで有効なレート・タイプであるか、照合に割り
当てられたレート・タイプを使用することを意味する値'REC'である必要があり
ます。「レート期間」パラメータは、通貨を換算するときに現在の期間または前
の期間のレート・タイプを使用することを意味する'CURRENT'または'PRIOR'で
ある必要があります。

• 日付: 年、月および日に対して指定された整数値に基づく日付値を返します。たとえば、
この関数は日付タイプの値を作成するため、DATE(2018, 5, 31)は May 31st 2018に変換
されます。これを次に「日付差異」関数で使用して、終了日などの日付とこの特定の日付
の間の日数の差異を取得できます。
DATE(<Year>, <Month>, <Day>)
計算済データ属性を作成する場合は、PERIOD START、PERIOD ENDまたは PERIOD CLOSE
の日付を使用することもできます。たとえば、調整トランザクションの「クローズ日」と
PERIOD END日付を比較する場合などです。

• 日付差異: 2つの日付の差を日、時間、分または秒で戻します。たとえば、Date1と Date
2には、それぞれ現在の日付(時間コンポーネントなし)と日時を表す TODAYおよび NOW
の値を使用できます。
有効なタイプは DAYS、HOURS、MINUTES、SECONDSです。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)
例: DATE_DIFF('TODAY', {Preparer End Date}, 'DAYS')または DATE_DIFF({Preparer
End Date}, 'NOW', 'HOURS')

• 日: 日付の日の値を整数として返します
DAY(<DATE>)
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• テキストの抽出: 値内の指定した位置からの部分文字列を戻します。「テキストの
抽出」/「テキストの場所」は、最初の文字に値 1を使用します。
SUBSTRING(<Value>, <Location>, <Length>)
例: SUBSTRING( {Name} , 5, 10)

• If Then Else: 条件付きの計算をスクリプト計算に挿入できるようになります。
IF_THEN_ELSE計算式は、ネストして ELSE IFタイプの計算式に対応することも
できます。
IF_THEN_ELSE(<Condition>, <Value1>, <Value2>)
例:

IF_THEN_ELSE( {Risk Rating} = 'Low', 'Good',
IF_THEN_ELSE( {Risk Rating} = 'Medium', 'Better',
IF_THEN_ELSE({Risk Rating} = 'High', 'Best','Bad')))

• Instring: 値内の部分文字列の索引を戻します。
INSTRING(<Value1>, <Value to Search>)
例: INSTRING({Name}, 'a')

• 長さ: テキスト値をパラメータとして取得し、テキスト内の文字数である整数を返
します。
LENGTH('Value')では 5が返され、LENGTH({Name})ではオブジェクトの名前の文
字数が返されます。値が空/nullの場合は、計算で 0が返されます。
SUBSTRINGを含む計算を使用して、テキスト値の最後の 4文字を抽出します。
例: SUBSTRING( {MyString}, LENGTH ({MyString}) - 4

• 小文字: 値を小文字で戻します。
LOWERCASE(<Value>)
例: LOWERCASE( {Description} )

• 最大: 属性リストの最大値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができ
ます。
MAX(<Value1>, <Value2>,<ValueN>)
例: MAX( TRANSLATE( {Source System Balance (Entered)}, 'USD',
'Accounting'), TRANSLATE( {Source System Balance (Functional)}, 'USD',
'Accounting'), TRANSLATE( {Source System Balance (Reporting)}, 'USD',
'Accounting') )

• 過去最大: 過去 X期間の最大値を戻します。
MAX_PRIOR (<Value>, <Number of Periods>, <To Currency*>, <Rate Type*>,
<Rate Period*>)
例: MAX_PRIOR( {Source System Balance (Functional)}, '6', 'CAD', 'REC',
'CURRENT')
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Note:

アスタリスク(*)の付いたパラメータは、「ソース・システム」など、値が残高タ
イプ属性の場合に必須です。値が通常の値(数値属性など)の場合、*パラメータ
は省略する必要があります。

Note:

「レート・タイプ」は、システムで有効なレート・タイプであるか、照合に割り
当てられたレート・タイプを使用することを意味する値'REC'である必要があり
ます。「レート期間」パラメータは、通貨を換算するときに現在の期間または前
の期間のレート・タイプを使用することを意味する'CURRENT'または'PRIOR'で
ある必要があります。

• 最小: 属性リストの最小値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MIN(<Value1>, <Value2>,<ValueN>)
例: MIN( TRANSLATE( {Source System Balance (Entered)}, 'CAD', 'REC'),
TRANSLATE( {Source System Balance (Functional)}, 'CAD', 'REC'),
TRANSLATE( {Source System Balance (Reporting)}, 'CAD', 'REC') )

• 過去最小: 過去 X期間の最小値を戻します。
MIN_PRIOR (<Value>, <Number of Periods>, <To Currency*>, <Rate Type*>, <Rate
Period*>)
例: MIN_PRIOR( {Source System Balance (Functional)}, '6', 'EUR',
'Simplified')

Note:

アスタリスク(*)の付いたパラメータは、「ソース・システム」など、値が残高タ
イプ属性の場合に必須です。値が通常の値(数値属性など)の場合、*パラメータ
は省略する必要があります。

Note:

「レート・タイプ」は、システムで有効なレート・タイプであるか、照合に割り
当てられたレート・タイプを使用することを意味する値'REC'である必要があり
ます。「レート期間」パラメータは、通貨を換算するときに現在の期間または前
の期間のレート・タイプを使用することを意味する'CURRENT'または'PRIOR'で
ある必要があります。

• 月: 日付の月の値を整数(1から 12)として返します
MONTH (<DATE>)

• 累乗: 一方の数字を他方の数字の回数掛け合せます。
POWER(x,y) (x=底、y=指数)で、xと yは数値であるかぎり属性または計算にすることがで
きます。
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例: POWER(3,4)=81

Note:

分数値では、べき根になります。たとえば、POWER(27, 1/3) = 3 で、立
方根です。

Note:

負の値では、指数計算の逆数になります。たとえば、POWER(2, -2) =
1 / (2^2) = 1 / 4 = .25です。

• 前: 指定された前期間の値を戻します。前の期間数が省略されている場合は、値 1
が想定されます。
PRIOR(<Value>, <Number of Periods Prior*>, <To Currency*>, <Rate
Type*>, <Rate Period*>)
例: PRIOR( {Source System Balance (Entered)}, '1', 'EUR', 'rec',
'prior')

Note:

アスタリスク(*)の付いたパラメータは、「ソース・システム」など、値が
残高タイプ属性の場合に必須です。値が通常の値(数値属性など)の場合、
*パラメータは省略する必要があります。

Note:

「レート・タイプ」は、システムで有効なレート・タイプであるか、照合
に割り当てられたレート・タイプを使用することを意味する値'REC'であ
る必要があります。「レート期間」パラメータは、通貨を換算するときに
現在の期間または前の期間のレート・タイプを使用することを意味する
'CURRENT'または'PRIOR'である必要があります。

• 丸め処理: 指定された小数点以下の桁数で丸めた値を戻します。
ROUND(<Value>, <Decimal Places>)

例: ROUND( ({Scripted Translate} /7), 4)
• 過去の合計: 過去 X期間の合計値を戻します。

SUM_PRIOR(<Value>, <Number of Periods>, <To Currency*>, <Rate Type*>,
<Rate Period*>)
例: SUM_PRIOR( {Source System Balance (Reporting)}, '3', 'EUR', 'REC')

第 4章
属性の定義

4-8



Note:

アスタリスク(*)の付いたパラメータは、「ソース・システム」など、値が残高タ
イプ属性の場合に必須です。値が通常の値(数値属性など)の場合、*パラメータ
は省略する必要があります。

Note:

「レート・タイプ」は、システムで有効なレート・タイプであるか、照合に割り
当てられたレート・タイプを使用することを意味する値'REC'である必要があり
ます。「レート期間」パラメータは、通貨を換算するときに現在の期間または前
の期間のレート・タイプを使用することを意味する'CURRENT'または'PRIOR'で
ある必要があります。

• テキストの場所: 値内の部分文字列の索引(1が最初の位置)を戻します。
INSTRING(<Value>, <Value To Search>)
例: INSTRING( UPPERCASE( {Name} ), 'TAX' )

• 換算: 指定されたレート・タイプを使用して、通貨属性を数値属性に変換します。
TRANSLATE(<Value>, <To Currency>, <Rate Type>)
例: TRANSLATE( {Source System Balance (Entered)}, 'EUR', 'Accounting')

Note:

「レート・タイプ」は、システムで有効なレート・タイプであるか、照合に割り
当てられたレート・タイプを使用することを意味する値'REC'である必要があり
ます。

• 大文字: 値を大文字で戻します。
UPPERCASE(<Value>)
例: UPPERCASE( {Name} )

• 年: 日付の年の値を整数として返します。
YEAR (<DATE>)

属性の作成
「アプリケーション」、「構成」の下の「属性」タブからカスタム属性を作成します。
エントリに基づいて表示される様々なタブがあり、属性の作成プロセスをガイドします。
• プロパティ - 属性のコア・プロパティが含まれています
• フォーマット - このタブは数値タイプの属性に対してのみ表示されます
• リスト - リスト・タイプ属性に対してのみ表示されます。
• 計算 - このタブの内容は、選択した計算タイプによって異なります。
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一部のタブは、特定のタイプの属性を作成した場合にのみ表示されます。たとえば、
「プロパティ」タブで「計算」を選択すると、「計算式の定義」タブが表示され、入力
内容に基づいて必要なエントリが示されます。
属性を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順にクリックし、 「属性」タブを選
択します。

2. 「新規」(+)をクリックします。「新規カスタム属性」ダイアログが表示されます。
3. 「名前」に、属性名を入力します。
以前に使用し、なんらかの理由で削除した同じ名前を使用して属性を作成できるこ
とに注意してください。削除したオブジェクトに以前にリンクしていたオブジェ
クトは、新しいオブジェクトに関連付けられます。

4. 「タイプ」で、属性のタイプのオプションを選択します
カスタム属性についてを参照してください。

5. 特定のタイプの属性に対して、追加タブまたは追加フィールドが表示されます。
指定する必要がある追加情報の詳細は、カスタム属性についてを参照してくださ
い。

6. 「OK」をクリックします。

計算済属性の作成
計算済属性は、「構成」の下の「属性」タブを使用して作成されます。
計算済属性を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順にクリックし、「属性」タブを選択
します。

2. 「新規」(+)をクリックします。「新規カスタム属性」ダイアログが表示されます。
3. 「名前」に、属性名を入力します。
以前に使用し、なんらかの理由で削除した同じ名前を使用して計算済属性を作成で
きることに注意してください。削除したオブジェクトに以前にリンクしていたオ
ブジェクトは、新しいオブジェクトに関連付けられます。

4. 「タイプ」で、計算済属性のタイプを選択します。
カスタム属性についてを参照してください。

5. 「計算」を選択します。
新しい「計算」タブが「新規カスタム属性」ダイアログに追加されます。

6. 「計算タイプ」で、計算のタイプを選択します。表示される値リストは、属性タイ
プによって決まります。
• 値をリストに割当て - 値をリスト・タイプの属性に割り当てます
• リストを値に割当て - リストの値を異なる属性の値に割り当てます。タイプ・
リストの属性にのみ使用できます

• 条件 - 条件付き計算(If – Then – Else)

• スクリプト - 自由形式のスクリプト計算。スクリプトは、日付、テキスト、数
値または整数タイプの属性に使用できます
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各属性タイプで使用可能な計算タイプは、計算済属性についてを参照してください。
7. 「計算タイプ」の「スクリプト」を選択した場合、「属性の追加」および「関数の追加」を
使用して、計算済属性の値の計算に使用される自由形式の計算式を入力します。
 

 

• 属性の追加 - 属性を選択して「追加」をクリックすると、「計算式の定義」ボックス
のカーソルの位置に属性が挿入されます。カーソルが単語または属性上にある場合
は、定義内でその単語/属性が置き換えられます。追加される属性は、スクリプトの形
式に従って、名前が大カッコ{}で囲まれます。

• 関数の追加 - 関数を選択して「追加」をクリックすると、「計算式の定義」に関数が
追加されます。関数は各パラメータのプレースホルダとともに追加されます。

例:

TRANSLATE関数を計算式の定義に挿入します。
TRANSLATE(<Value>, <To Currency>) - TRANSLATE(<Value>, <To Currency>)<Rate
Type*>
次に、プレースホルダを属性に置き換えます。
TRANSLATE({Source System Balance (Entered)}, 'USD') - TRANSLATE({Subsystem
Balance (Entered)}, 'USD')
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8. 「ユーザーへの表示」を選択して、ユーザーがこの計算済属性をリストおよびビュ
ーの列として含めて、この属性を使用してデータをフィルタできるようにします。

9. 「OK」をクリックします。

リスト属性のインポート
「リスト」タイプの属性の場合、TXTファイルからリスト値をインポートできます。
「リスト」タイプの属性をインポートするには:

1. 値ごとに異なる行を使用して、リスト・タイプのインポート・ファイルを TXTフ
ァイル形式で作成します。
例:

Blue
Yellow
Red
Green

インポート・オプションは常に「すべて置換」です。
2. ホーム・ページから「アプリケーション」、「構成」、「属性」の順に選択します。
3. 「リスト」タイプの属性を選択し、「アクション」、「編集」の順にクリックします。
4. 「インポート」をクリックします。
5. TXTインポート・ファイルに移動し、「ファイル区切り文字」を指定します。
6. 「インポート」をクリックします。
「リストの値のインポート」ダイアログに次の値が表示されます: 合計リスト値、「完
了」、「エラー」、作成済リスト値および更新済リスト値。
「ステータス」に「正常に完了」が表示される場合は、「OK」をクリックします。
「ステータス」に「エラーありで完了」が表示される場合は、エラーがリストされ
ます。エラー・リストをエクスポートするには、「Excelにエクスポート」をクリ
ックします。

グループ属性の定義
グループ属性では、単一エンティティに関連する依存属性のセットを簡単に管理する
メカニズムが提供されます。
Related Topics

• トランザクション照合でのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。

• グループ属性の作成
照合コンプライアンスで、サービス管理者はグループ属性を作成できます。トラン
ザクション照合で、「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、
グループ属性を作成できます。

• グループ属性メンバーの値のエクスポート
グループ属性をエクスポートすると、メンバー属性値を別の環境で再利用できま
す。
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• グループ属性のインポート
グループ属性をインポートすると、インポート.csvファイルに含まれたグループ属性を
自分の環境で使用できます。

• グループ属性の編集
サービス管理者は、メンバー属性のメンバーおよびグループ属性の値を変更できます。

• グループ属性の削除
サービス管理者は、グループ属性、メンバー属性、または特定の条件の対象であるメンバ
ー属性値を削除できます。

• 照合コンプライアンスでのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。

照合コンプライアンスでのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。
グループ属性は、メンバー属性のセットに対して複数の値を格納できます。グループ属性の
1つのメンバー属性を、キー・メンバー属性として割り当てる必要があります。
グループ属性の例は、親勘定科目、親の説明および部門のメンバー属性がある親勘定科目で
す。複数の親勘定科目の詳細は、このグループ属性に格納されます。各メンバー属性のデー
タは、値として参照されます。グループ属性に格納されているデータは、次の表に表示され
ているようにすることができます。
Table 4-2    グループ属性の例 - 親勘定科目

親勘定科目 親の説明 部門
P10000 現金総取引 1100
P12000 固定売掛金 1200
P14000 資産勘定科目 1400
P20000 買掛金 2000
P30000 資本 1000

Note:

照合コンプライアンスで定義されたグループ属性は、トランザクション照合で定義
されたものとは異なります。トランザクション照合では、照合コンプライアンスの
グループ属性を使用できず、その逆も同様です。

グループ属性を使用するメリット
• 一度定義して、複数のオブジェクト内で使用します
• 複数のオブジェクトで使用される属性の値の不一致を阻止します

– いずれかのメンバーの値に変更がある場合、更新する必要があるのはグループ属性の
その値のみです。この変更は、グループ属性のキー値を参照するアプリケーション内
のすべてのオブジェクトで表示できます。

– 照合またはトランザクションでグループ属性のキー・メンバーを選択すると、すべて
のメンバー属性の値を自動的に取得します。

• アプリケーションでの複数の関連属性の設定に関係する労力が削減されます
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通常、グループ属性メンバーのサブセットは、フォーマット、照合またはトランザ
クションに含まれます。そのため、照合で店舗 ID、店舗マネージャおよび店舗電
子メールを使用し、トランザクションで店舗 ID、店舗の場所および電話番号を使
用する場合があります。グループ属性が使用される場合、これらの属性のすべてを
個別に設定する必要はありません。かわりに、店舗 ID (キー属性)を選択すると、
他の属性メンバーの値は移入されます。

照合コンプライアンス・グループ属性を使用できる場所
オブジェクトで照合コンプライアンス・グループ属性を使用するとき、一部またはす
べてのメンバー属性を使用できます。たとえば、照合リストの「列の選択」で、店舗
名および店舗の場所のメンバー属性のみを含めることができます。
照合コンプライアンスに定義されたグループ属性は、次の場所で使用できます:

• フォーマット
• 「照合」カード

– 検索
– 列の選択
– フィルタ

• 「トランザクション照合」カード
– 検索
– 列の選択
– フィルタ

• ビュー
– リスト・ビュー - 列の選択
– ピボット・ビュー – 「レイアウト」タブの属性として
– チャート・ビュー – 「レイアウト」タブの属性として

• ダッシュボード - 「照合」、「トランザクション」、「アラート」、「詳細残高」および
「プロファイル」オブジェクト・タイプ用

グループ属性の作成
照合コンプライアンスで、サービス管理者はグループ属性を作成できます。トランザ
クション照合で、「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、グル
ープ属性を作成できます。
照合コンプライアンスでグループ属性を作成するには:

1. ホームから、「アプリケーション」、「構成」、「属性」の順に選択します。
「属性」タブには、照合コンプライアンスで定義されたグループ属性を含むすべて
のカスタム属性が表示されます。

2. 「追加」をクリックして「新規カスタム属性」ダイアログを表示します。
3. グループ属性プロパティを指定します。グループ属性プロパティの指定を参照し
てください。

4. グループ属性メンバーを定義します。メンバー属性の定義を参照してください。
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5. グループ属性メンバーの値を指定します。グループ・メンバー属性の値の指定を参照して
ください。

6. 「OK」をクリックしてグループ属性を保存します。
トランザクション照合でグループ属性を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「グループ属性」タブを選択します。このタブには、トランザクション照合で定義された
すべてのグループ属性が表示されます。

3. 「追加」をクリックして「新規カスタム属性」ダイアログを表示します。
4. グループ属性プロパティを指定します。グループ属性プロパティの指定を参照してくだ
さい。

5. グループ属性メンバーを定義します。メンバー属性の定義を参照してください。
6. グループ属性メンバーの値を指定します。グループ・メンバー属性の値の指定を参照して
ください。

7. 「OK」をクリックしてグループ属性を保存します。
グループ属性プロパティの指定

グループ属性プロパティには名前およびタイプがあります。
グループ属性プロパティを指定するには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログの「プロパティ」タブをクリックします。
2. 「名前」に、グループ属性の名前を入力します。名前は、アプリケーション内のすべての
カスタム属性全体で一意である必要があります。

3. 「タイプ」で「グループ」を選択します。
ノート: グループ属性の作成時は、「計算」オプションが無効になっています。

メンバー属性の定義
グループ属性の各メンバー属性に、名前およびタイプを指定する必要があります。
グループ属性のメンバー属性を定義するには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログの「メンバー」タブをクリックします。
2. 次のステップを使用して、1つ以上のメンバー属性を作成します:

a. 「追加」をクリックします。「新規属性メンバー」ダイアログが表示されます。
b. 「名前」に、メンバー属性の一意の名前を入力します。
名前は、アプリケーション内のすべてのカスタム属性およびシステム属性全体で一意
である必要があります。

c. 「タイプ」でメンバー属性のタイプを選択します。カスタム属性についてを参照して
ください。
「リスト」を選択した場合、このメンバー属性の値リストを指定する必要があります。
メンバー属性のタイプとして「グループ」は選択できません。
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Note:

照合コンプライアンスで、複数行のテキスト属性に添付を追加するこ
とはできません。

d. これが計算属性の場合、「計算」を選択します。計算済属性についておよび計
算済属性の作成を参照してください。
計算式の定義の指定時に、このグループ属性のメンバー属性のみを使用できま
す。

Note:

このオプションは、トランザクション照合で作成されたメンバー属性
には無効です。

3. このグループ属性のキーとして使用する必要があるメンバー属性の「キー」を選択
します。グループ属性には 1つのキー属性が必要です。

グループ・メンバー属性の値の指定
グループ属性の各メンバー属性に複数の値を指定できます。
メンバー属性の値を入力するか、.CSVファイルからインポートできます。グループ属
性のインポートを参照してください。
グループ属性のメンバー属性の値を指定するには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログの「値」タブをクリックします。
「メンバー」タブで定義された各メンバー属性に対して、グリッドに 1つの列が表
示されます。

2. 定義されたメンバー属性に対して、1つ以上の値のセットを作成します。
a. 「追加」をクリックして、新しい行を表示します。
b. 各メンバー属性に値を入力します。

Note:

キー属性の値は、グループ属性全体で一意である必要があります。

グループ属性メンバーの値のエクスポート
グループ属性をエクスポートすると、メンバー属性値を別の環境で再利用できます。
グループ属性をエクスポートするには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きま
す。
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• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。エクスポートする必要があるグループ属性の名前をクリ
ックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」
の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、エクスポートする必要があ
るグループ属性の名前をクリックします。

2. 「値」タブをクリックし、「エクスポート」を選択します。
メンバー属性値が、メンバー属性名を列とした Members.csvという名前のファイルにエクス
ポートされます。この名前のファイルがすでに存在する場合、整数の接尾辞が使用され、フ
ァイル名は Members(n).csvになります。

グループ属性のインポート
グループ属性をインポートすると、インポート.csvファイルに含まれたグループ属性を自分
の環境で使用できます。
インポート・ファイルに無効な値(つまり、グループ属性に存在しない値)が含まれている場
合、その属性は空白のままになり、後で更新できます。
グループ属性をインポートするには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログまたは「カスタム属性の編集」ダイアログを開きます。
グループ属性の作成またはグループ属性の編集の最初のステップを参照してください。

2. 「値」タブをクリックし、「インポート」をクリックします。
「メンバーの値のインポート」タブが表示されます。

3. 「ファイルの選択」をクリックし、メンバーの値を含む.csvファイルを選択します。
4. 「インポート・タイプ」で、1つ以上のメンバーに既存の値がある場合に実行する処理を
示すオプションを選択します。
次のいずれかのオプションを選択してください:

• 置換: インポート・ファイルのすべての値が追加されるか、既存の属性値が置換され
ます。インポート・ファイルにない既存の属性値は変更されません。ただし、特定の
キー値のすべての属性データが、ファイルのコンテンツで置換されるか、クリアされ
ます。
最新の変更をソース・システムから単に移動している場合、このインポート・タイプ
を使用します。たとえば、企業買収からの新規店舗データを追加する場合です。

• すべて置換: インポート・ファイルのすべての値によって既存の属性値が完全に置換
されます。インポート・ファイルにない既存の属性値は削除されません。
フル更新でソース・システムからの値をミラーリングしている場合、このインポー
ト・タイプを使用します。たとえば、ERPシステムからの店舗データと同期するた
めの週次更新です。

• 更新: キー属性を使用して比較し、メンバー属性値を、インポートしているファイル
内のメンバー属性値で更新します。インポート・ファイルで指定されていないキー属
性の値には影響がありません。
インポート・ファイルのすべての値が追加されるか、既存の属性値が置換されます。
インポート・ファイルにない既存の属性値は変更されません。特定のキー値の属性デ
ータのみが、ファイルのコンテンツで置換されます。ファイルにない属性の属性デー
タは変更されません。属性にないキー値がインポート・ファイルにあると、エラーが
発生します。
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すべての属性値にわたる数個の属性のみを更新する場合、このインポート・タ
イプを使用します。たとえば、組織変更の後に、店舗マネージャを更新して残
りの店舗データには影響を与えない場合です。

5. 「日付フォーマット」で、必要な日付フォーマットを選択します。
6. 「ファイル区切り文字」で、インポート.csvファイルでファイル区切り文字として
使用される文字を選択します。

7. 「インポート」をクリックします。

グループ属性の編集
サービス管理者は、メンバー属性のメンバーおよびグループ属性の値を変更できます。
グループ属性を編集するには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きま
す。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構
成」、「属性」の順にクリックします。更新する必要があるグループ属性の名前
をクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合
タイプ」の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、更新する必
要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. (オプション)「名前」で、グループ属性の名前を変更します。
3. メンバー属性を編集するには、「メンバー」タブをクリックします。
編集するメンバー属性を選択し、「編集」アイコンをクリックします。メンバー属
性名およびリスト属性に指定された値リストを編集できます。新規メンバー属性
を追加するには、「追加」アイコンをクリックします。
キー属性は変更できず、メンバー属性のタイプも変更できないことに注意してくだ
さい。

4. メンバー属性の値を編集するには、「値」タブをクリックします。
必要なセルをクリックし、値を変更します。変更を保存すると、このメンバー属性
を使用するすべての照合またはトランザクションが、新しい値を使用するように更
新されます。
「追加」アイコンをクリックして、新しい値を追加できます。キー属性の値は変更
できないことに注意してください。

グループ属性の削除
サービス管理者は、グループ属性、メンバー属性、または特定の条件の対象であるメ
ンバー属性値を削除できます。

Note:

照合コンプライアンスでグループ属性およびメンバー属性を削除できるの
は、ロックされていない期間内にそれらがフォーマット、プロファイルまた
は照合で使用されていない場合のみです。
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グループ属性またはメンバー属性が削除されると、それらを使用する照合またはトランザク
ションは削除された情報を引き続き保持します。
グループ属性を削除するには:

1. 既存のグループ属性のリストにアクセスします。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」
の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択します。

2. 削除するグループ属性について、「アクション」メニューをクリックし、「削除」を選択し
ます。

3. 「削除の確認」ダイアログで、「はい」をクリックします。
メンバー属性を削除するには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きます。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。メンバー属性を削除する必要があるグループ属性の名前
をクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」
の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、メンバー属性を削除する必
要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. 「メンバー」タブをクリックします。
3. 削除するメンバー属性を選択し、「削除」アイコンをクリックします。
4. 「削除の確認」ダイアログで、「はい」をクリックします。
メンバー属性値を削除するには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きます。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。メンバー属性値を削除する必要があるグループ属性の名
前をクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」
の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、メンバー属性値を削除する
必要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. 「値」タブをクリックします。
3. 行全体を削除するには、行を選択して「削除」アイコンをクリックします。
4. 特定の値を削除するには、そのセルをクリックして[Delete]キーを押します。
このメンバー属性の値は nullになります。削除された値を使用するすべての照合も、この
メンバー属性値に対して nullを表示します。

システム属性の定義
「システム属性」で、次の値を定義します。
• プロファイル・セグメントは、プロファイルおよび照合を一意に識別するために使用され
る勘定科目 IDのコンポーネントです。たとえば、通常会社-勘定科目レベルで勘定科目を
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照合する場合、2つのセグメント(1つは会社用、もう 1つは勘定科目用)を定義し
ます。プロファイル・セグメントの定義を参照してください。

• プロセスでは、目的の異なる照合が区別されます。一般的なプロセスには、貸借対
照表照合プロセス、連結システム照合プロセスおよびローカル GAAP照合プロセ
スがあります。他の語がよい場合はこのオプションを削除できます。

• リスク評価はプロファイルおよび照合に関連付けられ、リスク・レベルに従ったプ
ロファイルと照合の分類を可能にします。リスク評価を使用して、レポート用の勘
定科目を選択することや、策定者、頻度または他の属性を簡単に割り当てることが
できます。

• 頻度によって、照合を準備する頻度が決まります。「月次」および「四半期ごと」
が通常の頻度です。頻度の定義を参照してください。

• 勘定科目タイプは、プロファイルおよび照合に関連付けられ、次のものを定義する
階層構造に従ったプロファイル、照合、および調整の分類を可能にします。
– 勘定科目の性質(資産、負債、資本など)

– 下位分類(流動資産、非流動資産など)

– 特定の勘定科目タイプ(現金など)

勘定科目タイプを最大限利用するには、財務報告で使用される構造と一致する
ように構成します。

• 経過期間プロファイルはレポートで使用され、定義した経過期間バケットにトラン
ザクションが分類されます。たとえば、0-15日、16-30日、31-60日、61-90日お
よび 90日超のバケットで構成される経過期間バケットを定義できます。経過期
間プロファイルの定義を参照してください。

• グローバル統合トークンは、パラメータ化されたレポートが照合からアクセスされ
る場合に使用されます。たとえば、プログラムを使用して固定資産のロール・フォ
ワード・スケジュールを生成する場合、グローバル統合トークンを使用して勘定科
目 IDや期間などのパラメータをレポートに渡し、レポートに正しいデータが表示
されるようにすることができます。グローバル統合トークンの定義を参照してく
ださい。

プロファイル・セグメントの定義
プロファイル・セグメントは、プロファイルおよび照合を一意に識別するために使用
される勘定科目 IDのコンポーネントです。たとえば、通常会社-勘定科目レベルで勘定
科目を照合する場合、2つのセグメント(1つは会社用、もう 1つは勘定科目用)を定義
します。
プロファイル・セグメントを一度作成すると、サブセグメント設定を編集して変更す
ることは次の条件下でのみ可能になるため、慎重に設計してください:

• 1つ以上のサブセグメントが有効になっている間、残高がロードされていません。

ノート:

これが行われた場合、すべての残高を削除する唯一の方法は、期間を削
除するか、以前に残高をロードした各期間とカテゴリのそれぞれのデー
タ管理場所から空のファイルをロードすることです。
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• 「グループ照合」チェック・ボックスが有効になっているフォーマットはありません。
• 作成時に「グループ照合」オプションが有効になっていた照合は存在しません。
プロファイル・セグメント値はラベルです。これによって、照合への残高のマッピングは制
御されません。マッピングはデータ・ロード定義に追加されたマッピング・ルール、または
インポートの前の残高の事前マッピングによって行われます。
プロファイルを定義する場合、プロファイルの勘定科目 IDは、値のフィルタ処理およびレポ
ートの便宜を図るため、セグメントに格納されます。プロファイル・セグメントの数は、構
成可能であり、無制限です。たとえば、勘定科目 ID 100-1200-ABCには、3つのプロファイ
ル・セグメントが含まれます。

ノート:

ベスト・プラクティスとして、照合のプロファイル・セグメントを 20個に制限する
ことをお薦めします。すべてのセグメント・ラベル(および区切り)の合計は最大
1000文字ですが、英語以外の文字ではこれより少なくなることがあります。

異なるプロファイル・セグメント・タイプを指定できます。
整数
0から 9までの範囲の値。数値セグメントは、数値のみが要求されるセグメントに使用しま
す。
リスト
プロファイル・セグメントに入力される値は、あらかじめ定義され、許可された値セットに
制限されます。
テキスト
数値、文字およびほとんどの特殊文字。プロファイル・セグメントを区切るには、ハイフン
(-)を使用します。そのため、ハイフンはセグメント値として使用できません。セグメント値
が定義リストに制限されず、広範囲の値を含む可能性がある場合は、テキスト・セグメント
を使用します。

ノート:

勘定科目照合では、勘定科目 IDの中ほどの NULLセグメント値を 3つの空白として
扱い、末尾の NULLセグメントを切り捨てます。データ・ロードの場合のデータ管
理の勘定科目 IDは、勘定科目照合のまったく同じ勘定科目 IDにマップする必要が
あり、3つの空白が含まれることがあります。たとえば、5つのプロファイル・セグ
メントに 001、NULL、NULL、NULLおよび 1925 XXXの値を持つプロファイル
(NULLは完全に文字がない)の勘定科目照合での勘定科目 IDは、"001 - - - - 1925
XXX"になります。

グループ照合に対するサブセグメントの定義
グループ照合に対するプロファイル・サブセグメントの設定の詳細は、グループ照合の管理
者設定タスクを参照してください。
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プロファイル・セグメントの作成
プロファイル・セグメントを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「システム属性」をクリックし、「プロファイル・セグメント」タブをクリックしま
す。

3. 「新規」(+)をクリックし、新規プロファイル・セグメントを作成します。
4. 新規プロファイル・セグメントの名前を入力します。
5. 新規プロファイル・セグメントのタイプを選択します。
リストの場合、リスト値を入力します。マスター・セクションおよび詳細セクショ
ンが表示されます。管理者がリスト・セグメントの値を追加します。

プロファイル・セグメントのインポート
値ごとに異なる行を使用して、リスト・タイプのインポート・ファイルを TXTファイ
ル形式で作成します。
「リスト」タイプのプロファイル・セグメントをインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「プロファイル・セグメント」の順に選
択します。

2. 「システム属性」、「プロファイル・セグメント」の順にクリックします。
3. 「プロファイル・セグメント」を選択し、リスト・タイプのプロファイル・セグメ
ントを選択します。

4. 詳細セクションで、「アクション」、「インポート」の順に選択します。
5. 「参照」をクリックし、インポート・ファイルに移動して、「開く」をクリックしま
す。
インポートが完了すると、「リストの値のインポート」に、ステータス、合計リス
ト値、リスト値の「完了」、「作成済」および「更新済」が表示されます。

6. 「OK」をクリックしてインポートを受け入れるか、「リセット」をクリックしてイ
ンポートを却下し、「リストの値のインポート」に戻ります。

「プロセス」システム属性の定義
プロセスでは、目的の異なる照合が区別されます。一般的なプロセスには、貸借対照
表照合プロセス、連結システム照合プロセスおよびローカル GAAP照合プロセスがあ
ります。他の語がよい場合はこのオプションを削除できます。
「プロセス」システム属性を編集するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「システ
ム属性」タブを選択します。

2. 「プロセス」を選択します。
3. 属性を追加するには、「新規」(+)をクリックし、名前(貸借対照表など)を入力しま
す

4. 「保存」をクリックします。
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「リスク評価」システム属性の定義
リスク評価はプロファイルおよび照合に関連付けられ、リスク・レベルに従ったプロファイ
ルと照合の分類を可能にします。リスク評価を使用して、レポート用の勘定科目を選択する
ことや、策定者、頻度または他の属性を簡単に割り当てることができます。
「プロセス」システム属性を編集するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「システム属性」
タブを選択します。

2. 評価を追加するには、「新規」(+)をクリックし、名前(中程度など)を入力します
3. 評価を編集するには、値を強調表示し、新しい名前を入力します。
4. 「保存」をクリックします。

頻度の定義
頻度によって、照合を準備する頻度が決まります。「月次」および「四半期ごと」が通常の頻
度です。
頻度の名前について特に制限はなく、いつでも変更可能であり、照合の処理にも影響しませ
ん。
「システム設定」で頻度を定義します。プロファイルおよび期間にも頻度を割り当てる必要が
あります。
照合は、プロファイルに割り当てられた頻度が期間に割り当てられた頻度と一致する場合に
のみ作成されます。

頻度の作成
頻度を作成するには:

1. ホームから「構成」をクリックし、「システム属性」タブを選択します。
2. 「頻度」を選択します。
3. 「新規」を選択します。
4. 頻度の名前を入力します。例: 月次、四半期

頻度の削除
頻度を削除するには:

1. ホームから「構成」をクリックし、「システム属性」タブを選択します。
2. 「頻度」を選択します。
3. 頻度を選択し、「アクション」、「削除」(X)の順に選択します。
頻度が他のアイテムによって使用されている場合、「変更するために選択した 1つ以上の
アイテムが、別のアイテムによって使用されているため、現在変更できません。使用中の
アイテムのリストを表示するアイテムを選択してください」というメッセージが表示され
ます。
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「勘定科目タイプ」システム属性の定義
勘定科目タイプはプロファイルおよび照合に関連付けられています。勘定科目タイプ
は、階層構造に従ったプロファイル、照合、および調整の分類を可能にします。階層
構造では、勘定科目の性質(資産、負債、資本など) – 下位分類(流動資産、非流動資産
など) – 特定の勘定科目タイプ(現金など)を定義します。勘定科目タイプを最大限利用
するには、財務報告で使用される構造と一致するように構成します。
「プロセス」システム属性を編集するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「システ
ム属性」タブを選択します。

2. 「勘定科目タイプ」を選択します。
3. 新規勘定科目タイプを追加するには、「新規」(+)をクリックし、名前(資産など)を
入力します。

4. 勘定科目タイプを編集するには、勘定科目タイプを強調表示し、フィールドに新し
い値を入力します。

5. 「保存」をクリックします。

経過期間プロファイルの定義
経過期間プロファイルはレポートで使用され、定義した経過期間バケットにトランザ
クションが分類されます。
たとえば、0-15日、16-30日、31-60日、61-90日および 90日超のバケットで構成さ
れる経過期間バケットを定義できます。
追加の経過期間プロファイルを定義して、経過期間ポリシーをサポートできます。
各経過期間バケット内のトランザクションの数または値が表示されたレポートを確認
できます。

経過期間プロファイルの作成
経過期間プロファイルを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「システ
ム属性」タブを選択します。

2. 「経過期間プロファイル」を選択します。
3. 「新規」(+)、「新規」の順にクリックします。
4. 経過期間のプロファイル名を入力します。
5. 経過期間プロファイルの経過期間バケットごとに、次の手順を実行します:

a. 「追加」(+)をクリックします。
b. 次のフィールドに入力します:

• ラベル: 日の範囲ごとに、0–30日、31–60日、61–90日のようにラベルを
入力します。

• 開始日: 範囲の最初の日(0など)を入力します。
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• 終了日: 範囲の最後の日(30など)を入力します。

グローバル統合トークンの定義
グローバル統合トークンは、URLリンク(通常は指示から)のパラメータを現在の照合の情報
(レコード IDなど)で置き換える一般的なメカニズムとして設計されています。
これらのトークンは:

• 一意である必要があります
• 変更できません
• 削除しないでください。削除しようとすると、次の警告メッセージが表示されます。「グ
ローバル統合トークンを削除すると、それを参照している URLが無効になります。続行
してよろしいですか?」

URLの作成時に、パラメータが URLに挿入されます。URLがクリックされると、パラメー
タは、別のプログラムの値に置き換えられます。
Account Reconciliationでは、パラメータは次の項目から構成されます。
• 静的パラメータ
• プロファイル、照合およびフォーマットに割り当てられた「テキスト」および「リスト」
タイプの属性

• プロファイル、照合およびフォーマットに割り当てられた「テキスト」および「リスト」
タイプのネイティブ・プロファイルまたは照合属性

「指示」セクションの次の場所から URLにアクセスできます。
• 「プロファイル」ダイアログ・ボックス(管理者が参照 URLを「指示」セクションのプロ
ファイルに追加した後)。

• 「フォーマット」ダイアログ・ボックス(管理者が参照 URLを「指示」セクションのフォ
ーマットに追加した後)。

• 「アクション」ダイアログ・ボックス。
グローバル統合トークンの作成
トークンを作成するには:

1. ホームから「構成」をクリックし、「システム属性」タブを選択します。
2. 「グローバル統合トークン」をクリックし、「追加」(+)を選択します。
3. 新しい統合トークンを定義するには、次の入力を行います。

• 名前: 一意のトークン名を入力します
• タイプ: 照合属性または静的属性
• 値:

– 「タイプ」として「照合属性」が選択されている場合は、照合属性および残高属性
を選択します。

– 「タイプ」として「静的属性」が選択されている場合は、URLがレンダリングさ
れるときに渡される値を入力します。
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通貨の定義
この項では、次の構成を行います。
• 通貨レートの定義
• 通貨バケット
• 通貨
• レート・タイプ

通貨レートの定義
通貨レートは、初めに既存の CSVファイルからインポートして設定するか、または手
動で作成できます。
インポートについては、通貨レートのインポートを参照してください。
通貨レートの手動作成については、通貨レートの作成を参照してください。

ノート:

使用中の通貨は削除できません。

通貨レートのインポート
通貨レートをインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「通貨」タブを選択し、「通貨レート」を選択します。
3. 「期間」および「レート・タイプ」を選択します。
4. 「新規」(+)、「インポート」アイコンの順に選択します。

• ファイル名を入力するか、「参照」をクリックして通貨レート・フォルダに移
動します。

ノート:

インポート・ファイルの例を次に示します:
FromCurrency,ToCurrency,Rate
USD,CAD,1.3

• 「インポート・タイプ」で、「置換」または「すべて置換」をクリックします。
5. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します(カンマやタブなど)。ま
たは、「その他」を選択して、任意の 1文字を区切り文字として指定します。

6. 「インポート」をクリックします。
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通貨レートの手動作成
通貨レートを手動で作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「通貨」タブを
選択します。

2. 「通貨レート」タブをクリックします。
3. 期間を選択します。
4. レート・タイプを選択します。
5. 「新規」(+)をクリックします。
6. 「新規通貨レート」ダイアログ・ボックスで、次の情報を入力します。

• 通貨(元)を選択します
• 通貨(先)を選択します
• 新しい通貨レートを入力します

ノート:

レートの作成後にレートに変更が行われた場合、通貨が自動的に再計算される
ことはありません。

通貨バケットの定義
通貨バケット設定オプションでは、会社で設定される通貨バケットの数を決定します。最大
で 3つの通貨バケットを保持できます(「入力済」、「機能」、「レポート」など)。
通貨バケットは、照合で認証される必要のある各バケット、および照合の準備を容易にする
ための追加バケットに対して定義します。
たとえば、FUNCTIONAL通貨バケットでの照合が必要とされることが非常に一般的です。自
社がこれに該当する場合、機能通貨バケットを有効にします。
ENTEREDまたは「転記済」通貨値で値を入力することで策定者の照合の実行が容易になる
場合、このバケットも有効にします。
REPORTING通貨バケットは、通常このバケットに対する認証要件がある場合にのみ有効に
します。自社の規則に合せて名前を変更できるようすべてのバケット・ラベルを構成できる
ことに注意してください。

ノート:

通貨バケットを無効にする必要がある場合、そのバケットを参照するリスト(保存済
リストを含む)を確実に更新して、有効な通貨バケットをかわりに参照するようにし
ます。このとき、新たに有効化されたバケットと同期するために、通貨属性の削除
と置換を行う可能性があります。

通貨バケットを定義するには:
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1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「通貨」
タブを選択します。

2. 「通貨バケット」を選択します。
3. 残高およびトランザクションのデータに対して複数の通貨バケットのラベルを選
択します。例:

• ENTERED - 残高およびトランザクションを発生時の通貨でレポートします。
• FUNCTIONAL - 残高およびトランザクションを、勘定科目を所有するエンテ
ィティに関連付けられた通貨でレポートします。

• REPORTING - 残高およびトランザクションをシステム全体のレポートに使
用される通貨でレポートします。

4. アプリケーションに表示する通貨バケットを有効化するかどうかを選択します。
5. USドル(USD)などのデフォルト通貨を選択します。
6. 「小数点以下の桁数」を確認します
7. 「すべての通貨による調整属性」を選択し、すべての通貨値を含む残高属性を含め
ます。残高属性が、列リストおよびフィルタの選択に使用できるようになります。
このオプションはすべての通貨バケットに対してデフォルトで選択されています。

8. 必要な通貨バケットに対して、「デフォルトの通貨による調整属性」を選択し、照
合のデフォルト通貨の残高のみを表示する数値残高属性を含めます。残高属性が、
列リスト、フィルタ、および照合とプロファイル、トランザクションの計算での選
択に使用できるようになります。

「すべての通貨による調整属性」と「デフォルトの通貨による調整属性」の両方が選択
されている場合、すべての残高属性オプションをフィルタ処理および計算に使用でき
ます。いずれのオプションも選択されていない、または通貨バケットが無効である場
合、残高属性はバケットの選択に使用できません。

ノート:

使用可能なすべての残高属性が常に Account Reconciliationで作成されます。
これらのオプションを使用して、必要な残高属性を選択に使用できるように
します。オプションは選択されていないが属性の一部がすでに使用中である
場合、それらはこれまでどおりに機能し続けます。ただし、ユーザーは新し
いフィルタや計算にそれらを選択できなくなります。

通貨の制御
「通貨」タブでは、システムでアクティブな通貨コードを制御することができます。標
準通貨は製品とともにインストールされます。使用可能な通貨リストで使用されてい
ない通貨を非表示にするには、通貨のシステム設定でそれらを非表示にします。
標準通貨を無効にするには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「通貨」
タブを選択します。

2. 「通貨」タブを選択します。
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3. 通貨を選択し、「使用可能」フィールドをクリアします。カスタム通貨の作成を参照して
ください。

カスタム通貨の作成
カスタム貨を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックします。
2. 「通貨」タブを選択します。
3. 「通貨」タブを選択します。
4. 「新規」(+)を選択します。
5. 次の情報を入力します:

• 通貨コードを入力します
• 通貨記号を入力します
• 表示する小数点以下の桁数を選択します
• 選択した通貨の説明を入力します
• 使用可能
通貨を使用可能にすると、通貨リストに表示されます。

ノート:

残高ロード・プロセス中に、ソース残高およびサブシステム残高は、該当する通貨
の「小数点以下の桁数」に自動的に丸められます。「小数点以下の桁数」を変更し、
別の「小数点以下の桁数」設定を使用してロードされた残高がすでにある期間に対
して、後で残高をリロードすることはお薦めしません。そのようにすると、すでに
完了している照合が、残高が変更されたために再オープンされる場合があります。

レート・タイプの定義
レート・タイプは、プロファイルまたは調整で使用するために、外国為替レートに関連付け
られます。照合に入力されたトランザクションの換算が必要な場合、レート・タイプを定義
する必要があります。照合されるソース・システムの期末残高換算に使用されるレート・タ
イプのみを構成します。
たとえば、策定者が「入力済」通貨バケットでトランザクションを追加すると、インポート
されたレートを使用して値が機能通貨バケットに換算されます。各レートはレート・タイプ
に関連付けられます。
外国為替レートは、ソース・システムからインポートされる場合、レート・タイプに関連付
けられます。外国為替換算が必要とされるプロファイルおよび照合に、ソース・システムの
残高換算に使用されるレート・タイプと一致するレート・タイプを割り当てます。Account
Reconciliationで照合の外国為替換算の値を計算する場合、照合に割り当てられたレート・タ
イプに関連付けられたレートが使用されます。
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レート・タイプの作成
外国為替レートは、ソース・システムからインポートされる場合、レート・タイプに
関連付けられます。外国為替換算が必要とされるプロファイルおよび照合に、ソース・
システムの残高換算に使用されるレート・タイプと一致するレート・タイプを割り当
てます。Account Reconciliationで照合の外国為替換算の値を計算する場合、照合に割
り当てられたレート・タイプに関連付けられたレートが使用されます。
レート・タイプを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「通貨」、「レート・タイプ」の順に選択します。
3. 「追加」(+)を選択します。
4. 次の情報を入力します

• レート・タイプ - レート・タイプの一意の名前を入力します。
• ソース・システム - ソース・システムの名前を入力します。たとえば、ソー
ス・システムとしての Oracle GLから通貨レートをインポートする場合は、
「Oracle GL」と入力します。

• ソース・システムのレート・タイプ - ソース・システムのレート・タイプを入
力します。たとえば、データ管理から通貨レートをインポートする場合は、
Oracle GL Corporateなどのレート・タイプを選択します。

• データ管理 - データ元がデータ管理である場合は、この列にチェック・マーク
が表示されます。

カレンダの定義
「カレンダ」は、各期間の日付と頻度を設定するために使用します。各カレンダでは、
同じ期間に対して異なる組織が異なる日付および頻度で作業することが許可されてい
ます。
管理者は、期間と組織単位に関連付けられているカレンダを定義します。1つの期間に
複数のカレンダを用意し、その期間の異なる日付の構成が反映されるようにする場合
があります。組織単位には、その組織単位に対して使用される日付を決定する 1つの
カレンダが割り当てられます。カレンダが先に存在している必要があります。「システ
ム設定」で、管理者が期間または組織単位にカレンダを割り当てます。
カレンダと休日ルールは両方とも、組織に対して個別に適用できます。最終的に、プ
ロファイルに(組織単位で)関連付けられているカレンダと休日ルールが、期間に関連付
けられているカレンダと相互に作用して、デプロイされている照合におけるユーザー
のワークフローの開始日と終了日を決定します。たとえば、ある会社で北米と欧州の
業務を異なる財務日付で照合するとします。この例を使用して、カレンダと期間の相
互作用および異なる組織での休日ルールの動作について説明します。
• カレンダおよび期間:

– 北米のカレンダでは、5月の開始日は 5月 1日、終了日は 5月 31日、クロー
ズ日は 6月 4日であり、頻度は月次、四半期次および年次です

– 欧州のカレンダでは、5月の開始日は 5月 1日、終了日は 5月 31日、クロー
ズ日は 6月 10日であり、頻度は月次です
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– 北米のカレンダでは、12月の開始日は 12月 1日、終了日は 12月 31日、クローズ日
は 1月 5であり、頻度は月次です

– 欧州のカレンダでは、12月の開始日は 12月 1日、終了日は 12月 31日、クローズ日
は 1月 10であり、頻度は月次、四半期次および年次です

• 休日ルール:

– 米国の休日ルールでは、7月 4日は休日です
– 英国の休日ルールでは、5月 27日(春のバンク・ホリデー)は休日です
– フランスの休日ルールでは、5月 1日(レイバー・デー)は休日です

• 組織:

– 米国の組織は、北米のカレンダと米国の休日ルールを使用します
– イングランドの組織は、欧州のカレンダと英国の休日ルールを使用します
– フランスの組織は、欧州のカレンダとフランスの休日ルールを使用します

カレンダの追加
カレンダを追加するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」タブを
選択します。

2. 「カレンダ」をクリックします。
3. 「新規」(+)をクリックします。
4. 次のフィールドに入力します。

• カレンダ ID

識別子として必須で、一意である必要があります。
• 名前
必須。

カレンダの削除

ノート:

基本カレンダは削除できません。

カレンダを削除するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」タブを
選択します。

2. 「カレンダ」をクリックします。
3. カレンダを選択し、「削除」を選択します。
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休日ルールの定義
休日ルールは、照合スケジュールが自社休業日や法定休日の影響を受ける場合、また
は「トランザクション照合」で日付許容差を使用し、かつ照合の目的で基本カレンダ
のかわりにビジネス・カレンダを使用する場合にのみ定義します。
休日ルールを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」
タブを選択します。

2. 「休日ルール」タブを選択します。
3. 「新規」(+)をクリックします。
4. 次を入力します:

• 休日ルール ID

レコードを識別し、必須で、一意であることが必要です。
• 名前
必須で、最大 50文字を指定でき、一意にする必要はありません。

• 年
「年」属性はフィルタとして機能します。ユーザーが値を選択する必要はあり
ませんが、選択した場合は、その年に関連する日付が表に表示されます。

休日日付のインポート
日付を既存の休日ルール内にインポートできます。
休日日付をインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」
タブを選択します。

2. 「休日ルール」タブを選択します。
3. 休日ルールを作成または選択します。
4. 「休日ルール」の下部のセクションで、「新規」(+)、「インポート」の順に選択しま
す。
• ファイル名を入力するか、「参照」をクリックして CSVインポート・ファイル
にナビゲートします。
例:

"Date","Name"
"Jan 1, 2014","New Years Day"
"May 26, 2014","Memorial Day"

• 「インポート・タイプ」で、次のいずれかをクリックします。
– 置換 - 休日日付を、インポートしているファイル内の休日日付に置き換え
ます。インポート・ファイルに指定されていない他の単位には影響しませ
ん。
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– すべて置換 - 既存の休日日付を置き換える新しい休日日付のセットをインポート
します。このオプションを使用して、あるシステムの単位を別のシステムで更新
された定義に置き換えます。インポート・ファイルに指定されていない休日日付
は削除されます。

5. 日付フォーマット
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、日付フォーマットを選択し
ます。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フォーマットはエクスポ
ートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマットに設定されます。
例:

• MM/dd/yyyy

• dd/MM/yyyy

• dd-MMM-yy

• MMM d, yyyy

6. 「インポート」をクリックします。

組織単位の定義
組織単位では、階層型の組織単位構造をプロファイルおよび照合に割り当てるメカニズムが
提供されます。これによって、フィルタ、レポート、トランザクション照合に値が指定され、
これを介して休日ルールがプロファイルに適用されます。組織を追加する手順では、一意の
組織を追加し、特定のメタデータ(カレンダ、ビューアなど)に関連付ける方法を説明します。

ノート:

以前に使用して削除した同じ名前を使用して、組織単位を作成できます。削除した
オブジェクトに以前にリンクしていたオブジェクトは、新しいオブジェクトに関連
付けられます。

組織の追加
組織を追加するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」タブを
選択します。

2. 「組織単位」タブを選択します。
3. 子または兄弟の追加先まで階層を展開します。
4. 必要に応じて、「子の追加」または「兄弟の追加」をクリックします。「プロパティ」タブ
が開きます。

5. 「プロパティ」 タブで、次の情報を入力します。
• 名前
必須で、50文字以内とし、名前を一意にする必要はありません。管理者はいつでも
名前を変更できます。

• 組織単位 ID
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移行目的でトランザクションを識別するために使用される一意の ID。組織単
位 IDは必須で、組織単位の設定後は変更できません。

• カレンダ
管理者が組織単位を期間カレンダと関連付けられるようになります。カレン
ダの選択はオプションです。選択しない場合、各期間に基本カレンダが使用さ
れます。
管理者は、組織単位に関連付けられたカレンダを変更できます。ただし、変更
には条件があります。たとえば、カレンダが変更され、現在の期間が月間では
なくなった場合、その頻度は組織単位に関連付けられているカレンダの頻度と
一致しませんが、既存の月次照合はその期間に残ります。組織単位に割り当て
られた ARMカレンダが変更された結果として期間の開始日、終了日およびク
ローズ日に変更が発生しても、照合はその影響を受けません。

• 親組織
管理者が階層を変更できるようになります。

• 説明
オプション。

• 休日ルール
オプション。休日のリストが組織単位に適用されるかどうかを決定します。

ノート:

トランザクション照合でトランザクションを照合するために日付許
容範囲を操作するときに、基本カレンダのかわりにビジネス・カレン
ダを使用する場合は、休日ルールを設定する必要があります。

• 労働日数
どの曜日が労働日であるかを決定します。

ノート:

トランザクション照合でトランザクションを照合するために日付許
容範囲を操作するときに、基本カレンダのかわりにビジネス・カレン
ダを使用する場合は、組織の労働日の曜日を設定する必要がありま
す。

6. 「アクセス」タブを使用すると、管理者は参照者およびコメント作成者のアクセス
権を中央の 1箇所で割り当てることができ、各タスクまたは照合にアクセス権を割
り当てる必要がなくなります。
ユーザーを選択するには:

a. 「アクション」、「追加」(+)の順に選択します。
b. 「参照者の選択」で名および姓を入力するか、「ユーザーの検索」アイコンをク
リックして「ユーザー」または「チーム」を選択し、名前を入力するか、「検
索」をクリックします。

c. 「検索結果」でユーザーまたはチームを選択し、「作業可能」列に追加します。
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d. 「OK」をクリックします。

組織単位のインポート
インポート・ファイル形式
組織単位をインポートするには、CSVインポート・ファイルを作成します。
使用可能なヘッダーのリストを次に示します:
OrganizationalUnitID,Name,ParentOrganization,Description,
HolidayRule,Calendar,Workdays,Viewer1,Viewer2,Commentator1,Commentator2,Viewer3
この場合:

Workdaysは、数値 1の月曜日から始まる 1から 7までの数値を入力して指定します。数値
はダッシュで区切られます。
次に示しているのはインポート・ファイルの例で、ここでは米国の休日というリストおよび
米国のカレンダというカレンダに休日を設定したものと仮定しています。
 

 

組織単位をインポートするには
組織単位をインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」タブを
選択します。

2. 「組織単位」タブを選択します。
3. 「インポート」をクリックします。

• ファイル名を入力するか、「参照」をクリックして CSVインポート・ファイルにナビ
ゲートします。

• 「インポート・タイプ」で、次のいずれかをクリックします。
– 置換 - 組織単位の詳細を、インポートしているファイル内にある組織単位で置き
換えます。インポート・ファイルに指定されていない他の単位には影響しません。

– すべて置換 - 既存の単位を置き換える組織単位のセットをインポートします。こ
のオプションを使用して、あるシステムの単位を別のシステムで更新された定義
に置き換えます。インポート・ファイルに指定されていない組織単位は削除され
ます。

• インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します(カンマやタブなど)。また
は、「その他」を選択して、任意の 1文字を区切り文字として指定します。

4. 「インポート」をクリックします。

組織単位の選択
管理者は組織単位をシステム設定で定義します。組織リストが機能ダイアログに表示されま
す。
組織を選択するには:
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1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「組織」
タブを選択します。

2. 「組織単位」タブを選択します。
3. 組織を選択します。矢印は子組織が存在することを示します。子組織を選択する
には親を展開します。

4. 「OK」をクリックします。

システム設定の定義
「システム設定」には、ユーザーによるコメント削除またはバルク更新の許可、デー
タ・ロードがタイムアウトするまでに許される時間の長さの設定、デジタル・アシス
タント設定、期限日の電子メール・リマインダのタイミング、電子メール通知がアク
ティブかどうか、リスト・ビューに表示される行の数、ファイル添付の最大サイズ、
ユーザーによる照合の直接再割当ての許可、照合の再オープンの許可、システムで許
可されるレビュー担当者レベルの数、オープン照合サービス開始時間およびシステム・
メンテナンス・プロセスの次の実行のスキップなど、システムの動作に影響を与える
その他の技術的な設定が含まれています。
 

 

コメントの削除を許可
サービス管理者は、「コメントの削除を許可」構成設定オプションを使用して、照合コ
ンプライアンスでコメントの削除を許可することを決定できます。デフォルトでは、
このオプションは「オフ」です。
監査の目的で、コメントが作成されたら、このオプションをオンにしないと削除でき
ません。照合に対するワークフローの役割が同じユーザーは、互いのコメントを削除
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できます。たとえば、照合の策定者は、他の策定者が作成したコメントを削除できます。た
だし、策定者は、レビュー担当者が追加したコメントは削除できません。コメント作成者は、
自分が追加したコメントを削除できます。管理者の役割を持つユーザーは、任意のコメント
を削除できます。
ユーザーにコメントの削除を許可するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「設定」タブを
選択します。

2. 「システム設定」で、「コメントの削除を許可」を選択します。
3. 「オンにする」を選択して削除を有効にします。

ユーザーによるバルク更新の許可
サービス管理者は、照合コンプライアンスの構成設定を使用して、ユーザーが複数の照合を
一度に送信、承認、却下、請求またはリリースできるようにすることが可能です。
バルク更新を許可するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「設定」タブを
選択します。

2. 「システム設定」で、「バルク更新」を選択します。
3. ユーザーが複数の照合に対して一度に次の操作の一部またはすべてを実行することを許
可するかどうかを決定します。
• 送信
• 承認
• 却下
• 請求
• リリース

4. 「保存」をクリックします

データ・ロード・タイムアウト
データ・ロード・タイムアウトを有効にするには:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」の順にクリックし、「システム設定」タブ
を選択します。

2. 「データ・ロード」を選択します。
3. 「Data Managementデータ・ロード・ルールが終了するまでの待機時間数」で、時間数
を入力します。

サービス・タイム・ゾーンおよび期限日の設定
「日時」構成設定を使用して、サービスのグローバル・タイム・ゾーン、トランザクション照
合のカットオフ時間および照合に関するその他の時間設定を設定します。
次の条件において、電子メールによる期限日リマインダ通知が策定者およびレビュー担当者
に送信されます。
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1. 照合の責任が策定者またはレビュー担当者に変更された場合。
2. 期限を過ぎた場合。
3. 照合の期限が近づいています。(期限までの日数を構成する必要があります。次の
手順を参照してください。)

ノート:

夏時間に従うタイムゾーンを選択した場合、夏時間中に設定された時間
を超える追加の 1時間がシステムによって含められます。この追加時間
が不要な場合は、サービス管理者が夏時間中の照合期限またはトランザ
クション照合調整カットオフ時間(あるいはその両方)を 1時間早く設定
できます。

条件 1および 2に関する通知には追加の構成は必要なく、照合内に含まれる情報に基
づいて送信されます。
日時設定を定義するには:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」、「設定」の順にクリックします。
2. 「システム設定」で、「日時」を選択します。
3. 「サービス・タイム・ゾーン」で、サービスのタイム・ゾーンを選択します。この
グローバル設定は、照合オープン時間、照合期限、トランザクション照合調整カッ
トオフ時間などの設定に使用されるタイム・ゾーンを決定します。たとえば、「サ
ービス・タイム・ゾーン」を(UTC-8:00)ロサンゼルス – 太平洋標準時(PT)に設定
し、「照合期限」を午後 8時に設定すると、照合は、照合の期限日の太平洋標準時
午後 8時までの期限となります。
ノート: 自動メンテナンス・ウィンドウは、「サービス・タイム・ゾーン」の影響を
受けません。「ツール」→「日次メンテナンス」の独自のタイム・ゾーン設定が使
用されます。

4. 「照合オープン時間」で、日次タスクであるオープン照合が実行される時間を選択
します。
選択した時間は、「サービス・タイム・ゾーン」で設定されたタイム・ゾーンでの
時間です。開始時間を「深夜」に設定すると、照合は設定された日の 12 AM (正
午)に開始されます。ユーザーのタイム・ゾーンがサービス・タイム・ゾーンと異
なる場合は、ユーザーのタイム・ゾーンでの対応する時間が、このフィールドの右
側に表示されます。

5. 「照合期限」で、遅延した照合のその日の終わりを選択します。選択した時間は、
「サービス・タイム・ゾーン」で設定されたタイム・ゾーンでの時間です。たとえ
ば、サービス・タイム・ゾーンを太平洋標準時に設定し、照合期限を午後 6時に設
定すると、期限日が 6月 16日の照合は、6月 16日の太平洋標準時午後 6時が期
限となります。期限を「深夜」に設定すると、期限日はその日の午後 11:59:59で
す。
ユーザーのタイム・ゾーンがサービス・タイム・ゾーンと異なる場合は、ユーザー
のタイム・ゾーンでの対応する時間が、このフィールドの右側に表示されます。

6. 「照合期限のリマインダ」で、期限日の何日前にリマインダ通知を送信するかを入
力します。

第 4章
システム設定の定義

4-38



ユーザーのタイム・ゾーンがサービス・タイム・ゾーンと異なる場合は、ユーザーのタイ
ム・ゾーンでの対応する時間が、このフィールドの右側に表示されます。

7. 「トランザクション照合調整カットオフ時間」で、調整会計日が現在の日付に設定される
ように、トランザクション照合調整を作成する必要がある時間を選択します。カットオフ
時間後に作成された調整は、調整会計日が翌日に設定されて作成されます。これは、手動
で作成された調整と自動的に作成された調整の両方に適用されます。
この設定は、「サービス・タイム・ゾーン」と連動して機能します。
たとえば、「サービス・タイム・ゾーン」が東部標準時に設定され、「トランザクション照
合調整カットオフ時間」が午後 8時に設定されている場合、ある日の東部標準時午後 8時
より前に作成された調整は、調整会計日が現在の日付に設定されます。ある日の東部標準
時午後 8時以降に作成された調整は、調整会計日が翌日に設定されます。

EPMデジタル・アシスタントの設定
「Account Reconciliation」で使用する EPMデジタル・アシスタントの構成の一部として必
要な設定があります。これらの設定は、「Account Reconciliation」で、「アプリケーショ
ン」、「構成」、「デジタル・アシスタント設定」を順にクリックして使用できます。
1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」、「システム設定」の順に選択します。
2. 「システム設定」で、「デジタル・アシスタント設定」を選択します。
3. 「サービス URI」(Uniform Resource Identifier)で、サービスにログオンしたときに表示さ
れる Oracle Digital Assistantサービス URLである「デジタル・アシスタント URL」を入
力します。http://または https://を前に付けずに URIを入力する必要があります。

4. 「チャネル ID」で、Oracle Webチャネルを作成したときにメモしたチャネル IDを入力し
ます。

5. これで Account Reconciliationアシスタントを使用する準備が完了し、「ホーム」にア
イコンが表示されます。
 

 

「Account Reconciliation」で使用する EPMデジタル・アシスタントの構成の詳細は、Oracle
Cloud Enterprise Performance Managementデジタル・アシスタント・スタート・ガイド を
参照してください。

電子メール通知の有効化
「電子メール通知」構成設定を使用して、電子メール通知のオン/オフを切り替えたり、電子メ
ール通知プリファレンスの設定を定義します。

ノート:

デフォルトでは「オフにする」が選択されます。
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電子メール通知を有効にするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「システム設定」タブで、「電子メール通知」を選択します。
3. 「電子メール通知」に対して「オンにする」または「オフにする」を選択します。
この設定は、すべてのユーザーに対するすべての通知のマスター・オン/オフ・ス
イッチの役割を果たします。「オンにする」を選択した場合、バッチ通知が生成さ
れます。

4. 「送信元アドレス」を編集できる場合は、電子メール IDを入力します。それ以外の
場合、デフォルトの no.reply@oraclecloud.comが表示され、編集できません。

5. サービス管理者は、「ユーザー指定」を選択して、ユーザーによる個人の電子メー
ル通知設定をカスタマイズ可能にできます。ユーザーによる電子メール通知設定
のカスタマイズを防止するには、サービス管理者が「ユーザー指定」の選択を解除
します。この場合、ユーザーは、サービス管理者によって定義されたデフォルト設
定を継承します。

6. 「電子メール開始時間」と「電子メール終了時間」を使用して、スケジュールされ
た電子メールが送信される 1日の期間を指定します。この設定は、各ユーザーの個
々のタイム・ゾーンで有効になります。

7. 「通知する」で様々な通知タイプの通知設定を行います。これには、遅延通知、ス
テータス変更通知、期限日リマインダ通知が含まれます。通知設定の詳細は、電子
メール通知設定のリファレンスを参照してください。

電子メール通知設定のリファレンス
サービス管理者は、すべての電子メール通知とすべてのユーザーのデフォルト設定を
定義できます。通知のタイプには、遅延通知、ステータス変更通知、期限日リマイン
ダ通知があります。サービス管理者がユーザーに電子メール通知設定のカスタマイズ
を許可している場合、ユーザーは独自の通知設定を定義できます。
Table 4-3    遅延通知の設定

通知 有効な値
あなたは照合策定者です。策定が遅延してい
ます

• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは照合レビュー担当者です。レビュー
が遅延しています

• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 4-4    ステータス変更通知の設定

通知 有効な値
あなたはバックアップ策定者です。プライマリ策
定者が作業できません

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはバックアップ・レビュー担当者です。プ
ライマリ・レビュー担当者が作業できません

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは照合策定者です。ステータスがオープン
(策定者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは照合レビュー担当者です。ステータスが
オープン(レビュー担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート承認者です。アラート・ステー
タスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート担当者です。アラート・ステー
タスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスがオープン(所有者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 4-4    (Cont.) ステータス変更通知の設定

通知 有効な値
あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート所有者です。アラート・ステー
タスが完了に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスがオープン(所有者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスがオープン(担当者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスがオープン(承認者)に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回
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Table 4-4    (Cont.) ステータス変更通知の設定

通知 有効な値
あなたはアラート参照者です。アラート・ステー
タスが完了に変更されました

• なし
• 即時
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

Table 4-5    期限日リマインダ通知の設定

通知 有効な値
あなたは照合策定者です。策定者の期限日が 1日
以内に到来します

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

あなたは照合レビュー担当者です。レビュー担当
者の期限日が 1日以内に到来します

• なし
• 2時間ごと
• 3時間ごと
• 4時間ごと
• 6時間ごと
• 1日に 1回

エンタープライズ仕訳の接続の構成
Account Reconciliationをエンタープライズ仕訳にリンクするには:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」、「システム設定」の順に選択し、「エンタ
ープライズ仕訳接続」を選択します。

2. Financial Consolidation and Closeのエンタープライズ仕訳への URLを入力します。
3. Financial Consolidation and Closeのエンタープライズ仕訳用のユーザー名とパスワード
を入力します。ユーザーには仕訳を設計する権限が必要です。

4. 「検証」および「保存」をクリックします。
「リセット」をクリックして、前回保存した接続情報に戻ります。これが初めての接続情報の
入力で、保存済の接続情報がない場合は、「リセット」によって入力した詳細がクリアされま
す。

勘定科目調整でのガバナー制限の設定
勘定科目調整では、事前定義済およびカスタマイズ可能なガバナー制限が提供されます。
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Related Topics

• 事前定義済ガバナー制限について
勘定科目調整では、特定のシステム設定に対して事前定義済ガバナー制限が設定さ
れます。

• カスタマイズ可能なガバナー制限の設定
様々なシステム設定に対してデフォルトのガバナー制限が設定されます。サービ
ス管理者は、ビジネス要件に基づいてこれらのデフォルト値を変更できます。

事前定義済ガバナー制限について
勘定科目調整では、特定のシステム設定に対して事前定義済ガバナー制限が設定され
ます。
事前定義済のガバナー制限は、Oracle® Fusion Cloud EPM Oracle Enterprise
Performance Management Cloudオペレーション・ガイドの Account Reconciliationの
ガバナー制限の引上げのリクエストで説明されているプロセスを使用して増やすこと
ができます。
照合コンプライアンスでの事前定義済ガバナー制限について
事前マップ済トランザクション・ロード・プロセスには、ファイルごとの最大トラン
ザクション数を 500,000に制限するガバナーがあります。
トランザクション照合での事前定義済ガバナー制限について
特定のトランザクション照合設定に対して、ガバナー制限が設定されます。
Table 4-6    トランザクション照合の事前定義済ガバナー制限

ガバナー 最大許可数
アプリケーションでの照合タイプの数 300
照合タイプ内のデータ・ソースの数 20
アプリケーションでのデータ・ソースの数 750
データ・ソースの属性の数 200
照合タイプ内の照合プロセスの数 20
照合プロセスのルールの数 500

カスタマイズ可能なガバナー制限の設定
様々なシステム設定に対してデフォルトのガバナー制限が設定されます。サービス管
理者は、ビジネス要件に基づいてこれらのデフォルト値を変更できます。
更新可能なガバナー制限には次のものがあります:

• 照合、トランザクション、プロファイル、照合リスト、照合アクション・ダイアロ
グに表示する行の最大数、およびエクスポートできる監査レコードの最大数

• ファイルをアップロードする際の個々のファイルの最大サイズ
Account Reconciliationのガバナーを設定するには:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」、「設定」の順にクリックします。
2. 「システム設定」で、「ガバナー」をクリックします。
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3. 「リストに表示するアイテムの最大数」で、ドロップダウンを使用して、照合、トランザ
クション、プロファイル、照合リスト、照合アクション・ダイアログに表示する行の最大
数の値、およびエクスポートできる監査レコードの最大数を設定します。デフォルト値は
10000です。

4. 「最大ファイル・アップロード・サイズを選択してください」で、ユーザーがアップロー
ドできる個々のファイルの最大サイズの値を選択します。デフォルトは 5MBです。
個々のファイルの最大サイズは 20MBです。保存できるファイルの最大数はありませ
ん。

Note:

個々のファイルの最大サイズが 20MBであるデフォルトのダイレクト・データ
ベース・ストレージのかわりに、添付のオブジェクト・ストレージを使用する
と、100MBに増加できます。Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保
存を参照してください

5. 「レポート」セクションで、次のように設定します:

• 「別のプロセスとしてレポートを生成」で、「オンにする」または「オフにする」を選
択します。

• 「並列で実行可能なレポートの数」で、ドロップダウンを使用して、並列で実行可能
なレポートの数を選択します。

Note:

Oracleサポートが推奨しないかぎり、「レポート」セクションのデフォルトのガ
バナー制限は更新しないでください。

Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存
次も参照:

• Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存について
• OCIオブジェクト・ストレージに格納される内容について

Account Reconciliationでは、OCIオブジェクト・ストレージとのファイルの移動が自動
処理されるため、ユーザーは添付をシームレスにアップロードおよび表示できます。

• Account Reconciliationでの OCIオブジェクト・ストレージの使用手順
• オブジェクト・ストレージ・バケットのレプリケーションの使用

Oracle Cloud Object Storageを使用した添付の保存について
アップロードされる添付の数が主な要因で大規模な Account Reconciliationデータベースを
使用している場合は、Oracle Cloud Infrastructure (OCI)オブジェクト・ストレージを使用し
て添付を格納してください。別のストレージ・オプションを使用すると、LCMスナップショ
ットのサイズを大幅に削減できるため、バックアップ、ダウンロードおよび復元ステップが
より合理化されます(たとえば、スナップショットをテストから本番に復元する場合、または
オフライン・ストレージのスナップショットをダウンロードする場合)。もう一つの利点とし
て、OCIオブジェクト・ストレージの使用により、最大添付サイズを 20 MBから 100 MBに
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増加できます。ベスト・プラクティスとして OCIオブジェクト・ストレージを使用す
ることをお薦めします。
OCIオブジェクト・ストレージには独自のサブスクリプションおよび構成が必要であ
るため、この機能はオプションです。OCIオブジェクト・ストレージを設定するよう
に選択した場合、今後の添付はこのストレージに保存され、既存の添付は構成後に OCI
オブジェクト・ストレージに移動されます。

Note:

OCIオブジェクト・ストレージの使用開始後は、これらの添付に対して
Account Reconciliationデータベースを再度使用することはできません。

OCIオブジェクト・ストレージに格納される内容について
Account Reconciliationでは、OCIオブジェクト・ストレージとのファイルの移動が自
動処理されるため、ユーザーは添付をシームレスにアップロードおよび表示できます。
Account Reconciliationによって OCIオブジェクト・ストレージに格納される内容の例
には、照合、トランザクションおよびアラートの添付があります。
Account Reconciliationで作成された各添付に対して一意の IDが生成されます。この
IDは、添付が OCIオブジェクト・ストレージに格納されるときにファイル名として使
用されます。添付ファイルの実際の名前は、オブジェクト・ストレージ・ファイルの
プロパティとして格納されます。たとえば、fx_translations.xlsxというファイル名
の添付を照合に追加するとします。この添付に対して、fpbh-2765などの一意の IDが
生成されます。この添付は fpbh-2765という名前で OCIオブジェクト・ストレージに
格納され、添付ファイルの実際の名前 fx_translations.xlsxは、OCIオブジェクト・
ストレージに fpbh-2765のプロパティとして格納されます。添付ファイルの実際の名
前を特定するには、OCIオブジェクト・ストレージでファイルの「詳細の表示」を使
用します。

Note:

Account Reconciliationでは、OCIオブジェクト・ストレージからファイルが
削除されることはありません。かわりに、OCIオブジェクト・ストレージの
添付は、OCIオブジェクト・ストレージで設定された保持ポリシーに基づい
て削除されます。保持ルールを使用したデータの保持を参照してください。

Account Reconciliationでの OCIオブジェクト・ストレージの使用手
順

Account Reconciliationで OCIオブジェクト・ストレージを使用するための大まかな手
順は、次のとおりです。
1. OCIオブジェクト・ストレージをサブスクライブします。Oracle Cloud

Infrastructure - クラウド・ストレージを参照してください。
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OCIオブジェクト・ストレージのユーザー支援を確認するには、オブジェクト・ストレー
ジの概要を参照してください。

2. 添付の保存に必要な環境を OCIオブジェクト・ストレージに作成します。これには、添
付を保存するバケット(OCIオブジェクト・ストレージ内の論理ストレージの場所)の設定
を含みます。
OCIオブジェクト・ストレージの設定を参照してください。

3. 添付を OCIオブジェクト・ストレージに格納するように、Account Reconciliationを構成
します。
Account Reconciliationにおける OCIオブジェクト・ストレージの設定を参照してくださ
い。

OCIオブジェクト・ストレージの設定
この機能を使用するには、OCIオブジェクト・ストレージのサブスクリプションが別途必要
です。バケットは、オブジェクトを格納するための OCIオブジェクト・ストレージ内の論理
コンテナであることに注意してください。Account Reconciliationのコンテキストでは、添
付はオブジェクトと見なされます。
OCIオブジェクト・ストレージの概要レベルのステップを次にリストしています:

1. OCIオブジェクト・ストレージで、Account Reconciliationの添付を保存するためのバ
ケットを作成します。手順は、バケットの作成 を参照してください。

Note:

既存のコンパートメントにバケットを作成することも、Account Reconciliation
の添付に対して新しいコンパートメントを作成することもできます。

バケットの設定の例を次に示します。
 

 

Note:

バケットの自動階層制御が無効になっていることを確認してください。
2. OCIオブジェクト・ストレージでライフサイクル・ポリシー・ルールをそのまま保持する
必要があります。これは変更しないでください。

3. オプション: OCIオブジェクト・ストレージの保持ルールは、会社の監査要件(5-7年な
ど)に従います。
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4. Oracle Cloud Infrastructure (OCI)では、Account Reconciliationのユーザーを作
成し、少なくとも READおよびWRITEアクセス権をそのユーザーに付与する必要
がありますが、DELETEアクセス権は付与しないでください。ユーザーは、
Identity and Access Management (IAM)ユーザーまたはフェデレーテッド・ユー
ザーにできます。
Account Reconciliationのオブジェクト・ストレージにアクセスするために、個別
のユーザーを作成することをお薦めします。このユーザーには、添付ストレージ・
バケットにアクセスする権限およびバケットのオブジェクトを管理する権限を付
与する必要があります。

5. ポリシーを割り当てるには、グループを作成する必要があります。
オブジェクト・ストレージへのアクセスは、Identity and Access Management
(IAM)ポリシーによって管理されます。一般的なオブジェクト・ストレージ・ポリ
シーは、https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Concepts/
commonpolicies.htm#write-objects-to-bucketsに記載されています
IAMポリシーを作成するには、このガイド https://docs.oracle.com/en-us/iaas/
Content/Identity/Concepts/policygetstarted.htmを参照してください
次に、必要なポリシーの例を示します。
• Allow group ArcsAttachmentWriters to read buckets in compartment

ABC
• Allow group ArcsAttachmentWriters to manage objects in compartment

ABC where all {target.bucket.name='ArcsAttachments', any
{request.permission='OBJECT_CREATE',
request.permission='OBJECT_INSPECT',
request.permission='OBJECT_READ'}}

6. ユーザーの認証トークンを作成しておく必要があります。詳細は、https://
docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Tasks/
managingcredentials.htm#Workingを参照してください

Note:

認証トークンは構成プロセスの後半で使用しますが、作成した後は表示
されないため、トークンをノートにとります。

7. バケットを作成してユーザーを作成したら、バケット URL、「ユーザー名」および
「パスワード」を使用して接続が行われるように、Account Reconciliationで OCI
オブジェクト・ストレージを設定する必要があります。Account Reconciliationに
おける OCIオブジェクト・ストレージの設定を参照してください。

Account Reconciliationにおける OCIオブジェクト・ストレージの設定
Account Reconciliationで OCIオブジェクト・ストレージを設定するには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」をクリックし、「構成」をクリックして「設
定」タブを選択します。

2. 「システム設定」で、「オブジェクト・ストレージ」を選択します。
3. OCIオブジェクト・ストレージの設定からバケット URLを入力します。「バケット

URL」は、Oracle Object Storage Cloudバケットの URLです。
URLの形式を次に示します:

第 4章
システム設定の定義

4-48

https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Concepts/commonpolicies.htm#write-objects-to-buckets
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Concepts/commonpolicies.htm#write-objects-to-buckets
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Concepts/policygetstarted.htm
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Concepts/policygetstarted.htm
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Tasks/managingcredentials.htm#Working
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Tasks/managingcredentials.htm#Working
https://docs.oracle.com/en-us/iaas/Content/Identity/Tasks/managingcredentials.htm#Working


https://swiftobjectstorage.region_identifier.oraclecloud.com/v1/namespace/
bucket_name。この場合:

• region_identifierは、ホストしている Oracle Cloud Infrastructure (OCI)です
• region.namespaceは、すべてのバケットとオブジェクトの最上位のコンテナです。
各 Oracle Cloud Infrastructureテナントには、アカウントの作成時に、システムによ
って生成された一意の Object Storage名前空間名が割り当てられます。テナンシの
名前空間名(axaxnpcrorw5など)は、すべてのリージョンで有効です

• bucket_nameは、データとファイルを保存する論理コンテナの名前です。バケットは
コンパートメントの下に整理され、維持されます。

URLの例: https://swiftobjectstorage.us-ashburn-1.oraclecloud.com/v1/
epmcloud/arcsAttachments

4. Oracle Cloud Infrastructureで Account Reconciliation用に作成した「ユーザー名」お
よび「パスワード」を入力します。

Note:

ユーザーがフェデレーテッド・アイデンティティ・プロバイダで作成された場
合は、ユーザー名の前にフェデレーテッド・アイデンティティ・プロバイダ名
を付ける必要があります。例: oracleidentitycloudservice/username。パス
ワードについては、ログイン・パスワードではなく、認証トークンをパスワー
ドとして使用する必要があります。

5. 「検証および保存」をクリックします。接続が適切に機能していることを確認するために
検証され、テスト・ファイルの作成および読取りが行われます。

6. Account Reconciliationの既存の顧客であるか、OCIオブジェクト・ストレージおよび
Account Reconciliationを初めて設定する新規顧客であるかに応じて、統計が次のよう
に表示されます:
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• 移行済添付の数 - 移行済添付の数。
• 移行済添付のサイズ(MB) - 移行済添付のサイズ。
• 保留中添付の数 - 移行が引き続き保留されている添付の数。
• 保留中添付のサイズ(MB) - 移行が保留されている添付のサイズ。
• すべての添付の数 - システム内の添付の合計数(移行済添付、移行保留中添付お
よび新規に追加された添付を含む)。

• すべての添付のサイズ(MB) - システム内のすべての添付のサイズ
• Account Reconciliationの既存の顧客である場合、Account Reconciliation
データベースから OCIオブジェクト・ストレージへの添付の移行に関する統計
が表示されます。添付の移動に合せて統計が増分されます。
Account Reconciliationでは、データベースから添付が取得され、OCIオブ
ジェクト・ストレージの設定したバケット内にファイルが移動されます。これ
は、バケット URLと、Oracle Cloud Infrastructureで Account
Reconciliation用に作成したユーザー名およびパスワードに基づいて実行さ
れます。添付はデータベースから OCIオブジェクト・ストレージに移動された
後、データベースから削除されます。
初回移行の後、添付のアップロードおよびダウンロードは OCIオブジェクト・
ストレージに対して格納および取得されます。

• Account Reconciliationを初めて使用する顧客である場合、既存の添付を
OCIオブジェクト・ストレージに移動していないため、表示される統計の多く
はゼロと表示されます。

構成の問題のトラブルシューティング
OCIオブジェクト・ストレージの設定時に次のエラーが表示される場合は、バケット
URLまたは資格証明に問題がある可能性があります:
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エラー: 指定された URLおよび資格証明を使用してオブジェクト・ストレージ・サービスに接続できませ
ん。
cURLまたは Postmanなどの任意の RESTクライアントを使用して、バケット URLおよび資
格証明をテストします。
cURLコマンドの書式は次のとおりです: curl <bucket URL> -u "<username>:<password>"

次に、URLおよび資格証明をテストする cURLコマンドの例を示します:

curl https://swiftobjectstorage.us-ashburn-1.oraclecloud.com/v1/epmcloud/
arcsAttachments -u "username:password"

オブジェクト・ストレージ・バケットのレプリケーションの使用
構成されたバケットに一時的にアクセスできない場合は、複製されたバケットに添付を格納
できます。ただし、複製されたバケットは読取り専用です。したがって、新規バケットを作
成し、複製されたバケットから新規バケットにデータをコピーし、新規バケットを使用する
ように Account Reconciliationを構成する必要があります。
詳細は、複製の使用およびオブジェクトのコピーを参照してください。

ワークフロー・ユーザーによる再割当て要求の実行と承認の
許可

管理者は、承認のために管理者またはパワー・ユーザーに要求を送信するかわりに、ワーク
フロー・ユーザーが照合の再割当てを直接実行および承認できるようにする機能をオンにで
きます。管理者は、「構成」の「システム設定」の「再割当て要求」でワークフロー・ユーザ
ーにこの権限を許可します。
ユーザーが再割当てを実行できるようになると、ワークフロー・ユーザーに対して「アプリ
ケーション」の下に「プロファイル」カードが表示され、そこで自身への「プロファイル」
の割当てを要求できます。ユーザーは「ワークリスト」で再割当て要求を承認できます。
再割当ての実行をワークフロー・ユーザーに許可するには:

1. ホームで、「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「システム設定」タブで「再割当て要求」を選択します。
3. 「ワークフロー・ユーザーに照合プロファイルの再割当てを許可」で「オンにする」を選
択します。

ノート:

デフォルト設定は「オフにする」です。
4. 「次の実行者による再割当て要求の承認を許可」の下で「ユーザー」チェック・ボックス
を選択します。
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ノート:

デフォルト設定では、「管理者」と「パワー・ユーザー」による再割当て
の実行が許可されます。

ユーザーによる再割当要求の実行方法の詳細は、Oracle Account Reconciliation Cloud
を使用した勘定科目の照合の再割当ての要求を参照してください。

照合の再オープン
組織で、ユーザーがビジネス・サイクル上、照合を再オープンしたり、認定を取り消
す必要がある場合があります。管理者は、「システム設定」で操作し、これを許可でき
ます。
照合の再オープンを許可するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします
2. 「システム設定」タブで、「再オープン」を選択します

 

 

3. オープンしている照合の再オープンを許可する条件を設定します。
• 許可しない - これがデフォルト・オプションで、策定者およびレビュー担当者
は、送信または承認後は、オープンしている照合のワークフローを変更できま
せん。

• すべてのレビュー担当者に許可 - 照合を承認したレビュー担当者がワークフ
ローを自分に戻すことを許可します。策定者はこれを行えません。
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• すべての策定者およびレビュー担当者に許可 - 照合を送信した策定者または照合を
承認したレビュー担当者がワークフローを自分に戻すことを許可します。

4. クローズしている照合の再オープンを許可する条件を設定します。
• 許可しない - これがデフォルト・オプションで、策定者およびレビュー担当者は、ク
ローズしている照合を再オープンできません。

• 最後のレビュー担当者に許可 - 最終レビュー担当者にのみ再オープンし、ワークフロ
ーを自分に戻すことを許可します。レビュー担当者が 1人のみの場合、そのユーザー
がデフォルトで最終レビュー担当者です。

• すべてのレビュー担当者に許可 - 照合に関連付けられているレビュー担当者に再オ
ープンし、ワークフローを自分に戻すことを許可します

• すべての策定者およびレビュー担当者に許可 - 照合の策定者またはレビュー担当者
に再オープンし、ワークフローを自分に戻すことを許可します。

レポートの設定
管理者は、レポートの生成およびフォーマットを制御する設定を構成できます。
複数の行にまたがる行の処理
23.05月次更新の後、Microsoft Excel形式でレポートを生成すると、複数行にわたる行が、デ
ータを含む行とその後に表示される複数の空行になることがあります。行値に基づいて計算
を実行するスクリプトがある場合、これによって問題が発生する可能性があります。Account
Reconciliationには、このような余分な行の表示を制御する設定が用意されています。
この問題を解消するには、次のように実行してレポートのテンプレート・ファイルを変更す
る必要があります:

• 表の行から空行を削除します
• その行の高さを 0に変更します
また、Account Reconciliationには、このような余分な行の表示を制御する設定が用意されて
います。この設定はすべてのレポートに適用されます。
レポートの設定の指定
1. ホームから、「アプリケーション」、「構成」の順にクリックし、「システム設定」タブを選
択します。

2. 「レポート」を選択します。
3. 「行分割の有効化」の選択を解除し、Microsoft Excelの各データ行に対して複数の行が表
示されないようにします。

4. Excelエクスポート・フォーマットで、Account Reconciliationデータのエクスポート時
に使用する Excelフォーマットを選択します。オプションは次のとおりです:

• Excel 97 - 2003 (.xls): .xlsフォーマットのファイルを作成します。
• Excel (.xlsx): .xlsxフォーマットのファイルを作成します。

レビュー担当者レベルの設定
レビュー担当者レベルによって、照合がレビューされる場合のレベル数が決定されます。
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レビュー担当者レベルを変更するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「システム設定」タブで、「レビュー担当者レベル」を選択します。
3. 「レビュー担当者レベル」で 1から 10までの値を選択します。

システム・メンテナンスの管理
「システム設定」の「サービス」構成設定では、システム・メンテナンス設定を管理で
きます。
次のシステム・メンテナンス・プロセス実行のスキップ
「システム・メンテナンス・プロセス」は、ユーザー同期プロセスなど、Account
Reconciliation内で定期的に実行されるアクションを指し、「日次メンテナンス」と呼
ばれるクラウド・レベルで実行されるアクションとは異なります。
システム・メンテナンス・プロセスは、毎日実行するよう初期化されており、オフに
できません。ただし、次のシステム・メンテナンス・プロセスの実行はスキップでき
ます。
1. ホームで、「アプリケーション」、「構成」の順に選択します。
2. 「システム設定」タブで、「サービス」を選択します。
3. 「システム・メンテナンス・プロセス」の横にある「次の実行のスキップ」を選択
して、次のシステム・メンテナンス・プロセスの実行をスキップします。

ノート:

「日次メンテナンス」は、テストまたは本番環境のクラウドでの運用メンテナ
ンスやバックアップ・スナップショットなどのアクションを指し、「ツール」、
「日次メンテナンス」の順にクリックすることで使用できます。日次メンテナ
ンスの詳細は、Oracle Enterprise Management System管理者のためのスタ
ート・ガイドの日次メンテナンスの設定を参照してください。

属性キャッシュの同期

ノート:

属性キャッシュのリフレッシュは、このアクションを実行することを Oracle
サポートが推奨した場合にのみ行います。

データを迅速かつ効率的に表示するために、Account Reconciliationでは属性値などの
ランライム・データを含んだキャッシュが保持されます。キャッシュされたデータが
実際のデータと同期しなくなると、照合リストに表示される属性値と照合アクション
の属性値に不整合が発生する場合があります。「システム・メンテナンス・プロセス」
の横にある「属性キャッシュのリフレッシュの次回実行」を選択して、キャッシュを
リフレッシュして実際の照合データと同期させます。リフレッシュは、次の自動メン
テナンス・ウィンドウの実行中に実行されます。
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調整の属性値のリフレッシュ
実際の調整データと TM_ADJ_ATTRIBUTE_VAL_COL表に格納されているデータの間に不整合が
発生する場合があります。「システム・メンテナンス・プロセス」の横にある「トランザクシ
ョン照合属性表のリフレッシュの次回実行」を選択して、TM_ADJ_ATTRIBUTE_VAL_COL表の属
性値をリフレッシュします。リフレッシュは、次の自動メンテナンス・ウィンドウの実行中
に実行されます。
アプリケーションの管理モードの有効化
特定の管理タスクを実行している間、サービス管理者は、他のユーザーがアプリケーション
にアクセスしないようにする必要がある場合があります。「アプリケーションを使用可能にす
る対象」を「管理者」に設定すると、アプリケーションへのアクセスがサービス管理者のみ
に制限されます。すべてのユーザーがアプリケーションにアクセスできるようにするには、
「アプリケーションを使用可能にする対象」を「すべてのユーザー」に設定します。

トランザクション照合の設定
管理者は、パフォーマンスを向上させ、トランザクション照合を使いやすくする設定を構成
できます。
構成可能な設定には、検索モード、未照合のトランザクションのインライン編集の有効化/無
効化、およびトランザクションのパージのバッチ・サイズが含まれます。
トランザクション照合の設定を構成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」の順にクリックします。
2. 「システム設定」タブで、「トランザクション照合」を選択します。
3. トランザクション検索のパフォーマンスを調整するために、「検索モード」を設定します。
次のいずれかのオプションを選択してください:

• 標準: これはデフォルト設定です。
• 並列モード: 通常の検索が 1つの照合タイプ内のすべての勘定科目を対象としている
場合、このモードを使用します。

• 完全スキャン・モード: 通常の検索で単一勘定科目の選択が必要である場合、このモ
ードを使用します。

4. 「未照合のトランザクション」ダイアログで編集可能な属性の値のインライン編集を可能
にするには、「インライン編集を可能にする」を選択します。
これは、すべての編集可能な属性およびすべての未照合トランザクションに対するマスタ
ー・オン/オフ・スイッチとして機能します。新規アプリケーションの場合、「インライン
編集を可能にする」のデフォルト設定は ONです。既存のアプリケーションの場合、この
設定が構成されていないときは、デフォルトは OFFのままです。

5. 「トランザクションのパージ」セクションの「バッチ・サイズ」で、トランザクションの
パージ時に使用する必要があるバッチ・サイズを指定します。
デフォルトは 200000です。最小値は 1000で、最大値は 200000です。

6. 「トランザクションのアーカイブ」セクションの「バッチ・サイズ」で、アーカイブ内の
1つの.csvファイルに格納する必要がある照合済トランザクションの数を入力します。
デフォルトは、500000です。最小値は 10000で、最大値は 1000000です。

7. 「トランザクションのインポート」で、「無効な勘定科目の無視」を選択して、無効または
未照合の勘定科目 IDを持つトランザクションがデータ・ロード中に無視されるようにし
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ます。データ・ロードは成功し、インポート・ログ・ファイルにはロードされなか
ったトランザクションに関する警告が含まれます。
この設定を選択しない場合、無効な勘定科目 IDまたはマップされていない勘定科
目を持つトランザクションがロード・ファイルに含まれていると、インポートは失
敗します。

8. 「スレッド・プール・サイズ」(「自動照合」の下)で、すべての自動照合プロセスに
わたってシステムが並行して実行する必要がある勘定科目の数を指定します。
設定のデフォルト値は 10です。最小値は 1で、最大値は 32です。デフォルト設
定は、ほとんどのシナリオに適しています。Oracleサポートから薦められた場合
にのみ、デフォルト値を変更してください。この値が更新された場合、変更はサー
ビスの再起動時に有効になります。

9. 「残高のサマリー」セクションで:

• スレッド・プール・サイズ: 残高のサマリー再計算に対して並列で実行可能な
タスク数を指定します。最小値は 2で、最大値は 32です。デフォルト値の 2
は、ほとんどのシナリオに適しています。Oracleサポートから薦められた場合
にのみ、デフォルト設定を変更してください。この値が更新された場合、変更
はサービスの再起動時に有効になります。

• キュー最適化: 残高のサマリー再計算タスクの送信を最適化します。このオプ
ションはデフォルトで無効化されています。Oracleサポートから薦められた
場合にのみ、デフォルト設定を変更してください。この値が更新された場合、
変更はサービスの再起動時に有効になります。
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5
期間の構成

プロファイルおよび照合を作成する前に期間を構成します。
次も参照:

• 期間の構成の概要
期間は、照合に関連付けられ、照合の現日付を決定します。

• 期間の作成
期間を手動で作成するか、インポート・ファイルを使用して複数の期間を作成できます。

• 期間のステータスの変更
1つ以上の期間のステータスを同時に変更できます。

• 期間の履歴の表示
期間の履歴は、この期間に実行されたアクションのサマリーを提供します。

• 期間の編集
カレンダ行が選択されていて、期間が保留中またはオープンの場合は、その期間を編集で
きます。

• 期間の削除
基本カレンダ以外のカレンダ行が選択されていて、期間が保留中またはオープンの場合、
その期間は削除できます。

期間の構成の概要
期間は、照合に関連付けられ、照合の現日付を決定します。
すべての期間に、開始日、終了日およびクローズ日があります。期間には、頻度も関連付け
られます。プロファイルが期間に追加される場合、その期間に関連付けられた頻度と一致す
る頻度を持つプロファイルのみが照合として期間に追加されます。
状況により照合を変更する必要がある場合、または管理者が更新された残高をインポートす
る必要がある場合、管理者は期間を再度開くことができます。
期間は、複数のカレンダ(1つの基本カレンダと 1つ以上のカスタム・カレンダ)に関連付けで
きます。1つの期間に対して複数のカレンダが構成されている場合、特定のカレンダ内の期間
の開始日と終了日は重複できません。ただし、カレンダ間では開始日と終了日は重複できま
す。
期間の定義方法
期間を定義するには、次のいずれかの方法を使用します:

• 期間を手動で構成します(期間の作成を参照)

• ファイルを使用して期間を一括インポートします(ファイルからの複数期間のインポート
を参照)。この方法は、日次期間など、多数の期間を定義する場合に役立ちます。
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期間または日次期間の大きなリストの操作
Account Reconciliationで、期間または日次期間の大きなリストを作成および管理する
必要がある場合があります。次のようにすると、Account Reconciliationで複数の期間
を簡単に操作できます:

• 期間の大きなリスト(たとえば、5年または 10年用)を作成し、期間フィルタ機能を
使用して日付、ステータスまたは頻度によってフィルタ処理します

• 日次期間の簡単な作成を許可して、日次照合をサポートします
• 手動構成を必要とするのではなく、期間の一括アップロードを許可します

期間の作成
期間を手動で作成するか、インポート・ファイルを使用して複数の期間を作成できま
す。
ファイルからの複数期間のインポートを参照してください
期間および組織単位にはカレンダが割り当てられます。各期間にはデフォルトで基本
カレンダがありますが、開始日、オープン日、クローズ日および頻度の様々な構成に
対応したカレンダを管理者が追加できます。
期間を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「期間」タブの順にクリックします。
2. 「新規」(+)をクリックし、「新規期間」ダイアログ・ボックスを開きます。
3. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します。

• 期間名
• 前期間
前期間として使用される期間を指定します。

ノート:

期間がオープンされると、前期間を変更できなくなります。
前の期間に、別の期間で前期間として参照されている期間が含まれて
いる場合、期間を保存することはできません。期間が前期間になれる
のは一度のみです。

• カレンダ
カレンダには、開始日、終了日、クローズ日および頻度が含まれます。カレン
ダは、「組織単位」ダイアログ・ボックスで組織単位に割り当てられます。
各期間には、デフォルトで表に追加される基本カレンダ行があり、この行の
「ロック済」列にロック済アイコンが表示されます。
ロック済アイコンは、行が削除できないことを示しています。
期間は、管理者がカレンダの開始日、終了日およびクローズ日を選択しないか
ぎり、保存できません。管理者は頻度を 1つ以上選択する必要があります。
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ファイルからの複数期間のインポート
長い期間を対象とする期間を作成する、または日次期間を作成するために、手動構成を実行
するのではなく、フラット・ファイルから複数の期間をインポートできます。
期間インポート・ファイル・フォーマット
インポート・ファイル・フォーマットは次のとおりです:

• 名前 - 期間の名前。「置換」および「更新」の両方のインポート・モードに必要です。
• 前期間 - (オプション)前期間の名前。
• 開始日 - - デフォルトの基本カレンダの開始日(「置換」インポート・モードに必要)

• 終了日 - デフォルトの基本カレンダの終了日(「置換」インポート・モードに必要)

• 頻度 - デフォルトの基本カレンダの頻度。セミコロンで区切って複数の頻度を設定でき
ます(たとえば、月次; 年次(「置換」インポート・モードに必要)

• カレンダ名 1 - 追加カレンダが追加される場合はカレンダの名前。(オプション)

• 開始日 1 - カレンダ 1の開始日(オプション)

• 終了日 1 - カレンダ 1の終了日(オプション)

• 頻度 1 - カレンダ 1の頻度。セミコロンで区切って複数の頻度を設定できます(たとえば、
日次; 月次(オプション)

ノート:

インポート・ファイルの作成を開始するために、正しいヘッダーを持つサンプル・
ファイルを取得できるように、1つまたは 2つの期間のエクスポートを実行できま
す。それからそのファイルへの追加を行い、それをインポートします。

日次期間のインポート・ファイルの例を次に示します:
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異なるカレンダの期間インポート・ファイルの別の例を次に示します。
 

 

ファイルからの期間のインポート
ファイルから期間をインポートするには:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「期間」の順にクリックします。
「期間」ダイアログが表示されます。

2. 「インポート」

をクリックして「期間のインポート」ダイアログを表示します。
3. 「ファイル」で、インポート・ファイルに移動して選択します。
4. 次の「インポート・タイプ」のオプションのいずれかを選択します:

• 「置換」 - 新規期間を作成するか、既存の期間を更新します。次の必須列を指
定する必要があります: 「名前」、「開始日」、「終了日」および「頻度」。

• 「更新」 - 更新する必要がある列のみを入力します。既存の期間の場合は、「名
前」のみが必要です。更新を使用して新規期間を含める場合は、必須列を指定
する必要があります(「名前」、「開始日」、「終了日」および「頻度」。

ノート:

「期間名」と一致する既存の期間が変更されます。
5. ドロップ・ダウン・リストから「日付フォーマット」を選択します。
6. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します(カンマやタブなど)。ま
たは、「その他」を選択して、任意の 1文字を区切り文字として指定します。

7. 「インポート」をクリックします。
エラーが発生した場合は通知されます。

8. 「OK」をクリックすると、期間および前期間構造が生成される間、進捗ダイアログ
が表示されます。期間の生成中はブラウザを閉じないでください。
これは、期間が生成された後の期間のリストの例です。
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エクスポートを使用した複数期間の更新の実行
「エクスポート」機能を使用して、すべての期間または選択した期間をエクスポートすること
もできます。Excelで開いたり保存することができる.CSVファイルが作成されます。これに
より、期間を更新してから再インポートできます。
すべての期間または選択した期間をエクスポートするには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」、「構成」、「期間」の順に選択します。
2. 「エクスポート」をクリックします

「エクスポート」ダイアログが表示されます。
 

 

3. 「すべての期間」を選択するか、選択した期間を選択してエクスポートする期間を選択し
ます。

4. 「エクスポート」をクリックします。
.csvファイルを開くか保存するかを確認するメッセージが表示されます。

期間リストのフィルタ処理
「期間」ダイアログのフィルタを使用すると、作業する期間のみを表示できるように期間リス
トを絞り込むことができます。
これは、数年にわたる多数の期間を操作する場合、または日次期間を操作する場合に特に有
用です。
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使用可能なフィルタは次のとおりです:

• 開始日(基本カレンダにデフォルト設定されます)

• 終了日(基本カレンダにデフォルト設定されます)

• クローズ日(基本カレンダにデフォルト設定されます)

• ステータス
• 最終更新日
• 最終更新者
• 作成日
• 作成者
• 前期間
• 頻度
• 名前

期間のステータスの変更
1つ以上の期間のステータスを同時に変更できます。
期間のステータスは、照合プロセス全体を通じて変わっていきます:

• 期間は、最初は「保留中」ステータスに設定され、照合に対する作業は許可されま
せん。

• 管理者は、ステータスを「オープン」に変更して、照合開始日に到達した後に照合
に対する作業を開始できるようにする必要があります。

• 期間が終了したら、管理者は、期間を「クローズ済」に変更して、新しい照合が期
間に追加されることを禁止します。ただし、照合に対する作業は継続でき、更新さ
れた残高をインポートできます。「クローズ済」ステータスは、単にどれが現在の
期間かをユーザーが知るために役立ちますが、アクションを実行できなくなるわけ
ではありません。

• 作業が完了したら、期間をロックして、照合に対する変更を禁止できます。ユーザ
ーは、期間に照合を追加できず、照合は変更できません。また、残高をインポート
できません。

1つ以上の期間のステータスを変更するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「期間」の順に選択します。
2. 1つ以上の期間を選択します。
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3. 「ステータスの設定」ドロップ・ダウン・リストを使用し、「オープン」、「クローズ済」ま
たは「ロック済」を選択します。

期間のステータス変更のビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

期間を開く
期間リストから 1つ以上の期間を開くことができます。
ある期間の照合は、その期間のステータスが「オープン」になるまで「保留中」です。管理
者がステータスを「オープン」に変更すると、開始日に一致する自動照合が実行されます。
照合に対して残高がロードされていないか、照合にトランザクションが含まれる場合、その
照合では自動照合がスキップされ、照合ステータスは「オープン(策定者)」に変わり、策定者
に通知が送信されます。
照合に対する自動照合が失敗した場合(たとえば、ゼロの残高の自動照合に対して許可された
勘定科目の残高がゼロではない場合)、照合ステータスは「オープン(策定者)」に変わり、策
定者に通知が送信されます。
開始日に一致する手動照合の場合、ステータスは「オープン(策定者)」になり、策定者に通知
が送信されます。
1つ以上の期間を開くには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」、「構成」、「期間」の順に選択します。
2. 1つ以上の期間を選択します。

ノート:

期間の大きなリストで作業している場合、フィルタ・バーを使用して期間のリ
ストを絞り込むことができます。期間リストのフィルタ処理を参照してくださ
い

3. 「ステータスの設定」ドロップ・ダウン・リストを使用し、「オープン」を選択します。

期間のクローズおよびロック
1つ以上の期間を同時にクローズまたはロックできます。
期間を閉じると、新しい照合を開始することはできませんが、処理中の照合を完了すること
は可能であり、データのロードロードを含め、照合に対してアクションを実行できます。
期間をロックすると、その期間の照合を変更することはできなくなります。期間をクローズ
すると通知は引き続き実行されますが、ロックした場合は実行されず、会計日付がロック済
期間の終了日以前である「トランザクション照合」トランザクションをロードすることもで
きません。
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ノート:

期間の大きなリストで作業している場合、フィルタ・バーを使用して期間の
リストを絞り込むことができます。

期間を閉じる
1つ以上の期間をクローズするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「期間」の順に選択します。
2. 1つ以上の期間を選択します。
3. 「ステータスの設定」ドロップ・ダウン・リストを使用し、「クローズ済」を選択し
ます。

期間のロック
1つ以上の期間をロックするには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」、「期間」の順に選択します。
2. 1つ以上の期間を選択します。
3. 「ステータスの設定」ドロップ・ダウン・リストを使用し、「ロック済」を選択しま
す。

詳細は、トランザクション照合のロック期限とは何ですか。、ロック期限を使用する場
合のその他の考慮事項およびトランザクション照合が照合を再オープンするのはなぜ
ですか。を参照してください。

照合欠如の確認
完璧を期すために照合欠如がないか確認することは重要です。このアクションでは、
特定の期間に照合があるべきすべてのプロファイルについて、照合が存在しているこ
とがダブルチェックされます。
照合欠如の原因は様々です。
• 新しいプロファイル - たとえば、特定の期間の照合が作成された後でプロファイル
が作成された場合

• 必要な情報がない - たとえば、プロファイルにワークフローや通貨の情報がない場
合

• 削除 - たとえば、期間からプロファイルが削除された場合
• 非アクティブ  - たとえば、プロファイルに非アクティブのフラグが設定された場
合。

照合欠如を確認する際、非アクティブのプロファイルは対象になりません。たとえば、
株主資本を四半期ごとに照合する場合、この勘定科目は 1月および 2月は照合欠如と
して認識されませんが、3月には照合欠如とみなされます(3月が四半期の期末の場合)。
照合欠如は、プロファイルに対して照合の作成を忘れた場合に発生します。これは、
期間の後半に照合が作成された後でプロファイルが追加された場合、または照合が作
成されてその後削除された場合に起こります。
照合欠如を確認するには:
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1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「期間」の順に選択し、期間を選択します。
2. 「アクション」で、「照合欠如の確認」を選択します。
3. 照合欠如を Excelで確認するには、「Excelにエクスポート」アイコンをクリックします。
4. Excelファイルのディレクトリを選択し、「保存」、「閉じる」の順にクリックします。

照合欠如の確認に関するビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください:

期間の履歴の表示
期間の履歴は、この期間に実行されたアクションのサマリーを提供します。
期間の履歴を表示するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「期間」の順に選択します。
2. 編集する期間を選択します。
3. 「編集」(鉛筆)をクリックするか、「アクション」から「編集」を選択します。
4. 「期間の編集」ダイアログの「履歴」を選択します。
5. 期間をダブルクリックして「プロファイルの編集」を開きます。
6. 「プロファイルの編集」で「履歴」タブを選択します。「履歴」タブには、選択した期間で
実行されたすべてのアクションが、日付や新旧の値も含めて表示されます。

期間の編集
カレンダ行が選択されていて、期間が保留中またはオープンの場合は、その期間を編集でき
ます。
期間を編集するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「期間」の順に選択します。
2. 期間を選択し、「編集」(鉛筆)をクリックするか、「アクション」メニューから「編集」を
クリックします。

ノート:

多数の期間がある場合、フィルタ・バーを使用してリストを絞り込むことがで
きます。期間リストのフィルタ処理を参照してください

「カレンダ」、「開始日」、「オープン日」、「クローズ日」および「頻度」の各チェック・ボ
ックスが編集可能です。ただし、基本カレンダの「カレンダ」の値は編集できません。

3. 編集します。
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期間の削除
基本カレンダ以外のカレンダ行が選択されていて、期間が保留中またはオープンの場
合、その期間は削除できます。
組織単位に割り当てられているカレンダを削除しようとすると、検証エラー・メッセ
ージが表示されます。
1つ以上の期間を削除するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「期間」の順に選択します。
2. 1つ以上の期間を選択し、「削除」(x)をクリックするか、「アクション」メニューの
「削除」をクリックします。

3. 「はい」をクリックして、選択した期間を削除します。
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6
フォーマットの定義

次も参照:

• フォーマットについて学ぶ
• 標準フォーマットの使用
• フォーマットの作成
フォーマットは、照合コンプライアンスとトランザクション照合の両方に対して作成しま
す。

• フォーマットの削除
• フォーマット・ルールの操作
• フォーマットの指示の指定
• フォーマットの属性の追加
• フォーマットの質問の指定

フォーマットについて学ぶ
照合フォーマットによってどのような照合か、および策定者とレビュー担当者が入力できる
情報のタイプが決まります。照合のフォーマットは、サービス管理者が選択または設計しま
す。
フォーマットは完全にカスタマイズ可能です。標準フォーマットのライブラリを使用できま
す。また管理者がカスタム・フォーマットを一から作成することもできます。
グループ照合のフォーマット
グループ照合に対するフォーマットの定義の詳細は、グループ照合の管理者設定タスクを参
照してください。
フォーマットについて学習ビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

フォーマットの設計について
フォーマットの設計は、そのフォーマットに基づく照合に影響します。
フォーマットの設計で次の領域の定義により照合が影響を受けます。
• 「残高のサマリー」セクションに示される情報
• 照合内に存在するトランザクションのタイプ、これらのトランザクションに関連付けられ
ている属性、およびこれらの属性の値を編集できるユーザーを決定するルール
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• 照合が完全でポリシーに準拠していることが確実になるように設計された自動照
合ルーチンおよび予防的制御などの照合に影響を与えるビジネス・ルール

フォーマットは進化するよう設計されています。1セットのフォーマットから始め、時
間の経過とともにビジネスが変化したり、新しいリスクまたは別のリスクに気付いた
ときにフォーマットを変更することができます。毎月勘定科目プロファイルから照合
が作成されるとき、既存のフォーマットのスナップショットが作成されます。スナッ
プショットのコピーでは、照合とともに履歴フォーマットが保持されます。フォーマ
ットの設計を変更した場合、過去の照合は作成時とまったく同様に表示されます。

照合コンプライアンスのフォーマットについて
照合コンプライアンスのすべてのフォーマットは、「勘定科目分析」、「残高の比較」ま
たは「差異分析」という 3つの方法のいずれかに基づいています。
照合コンプライアンスのフォーマット
• 「勘定科目分析」方法は、比較対象の残高がない勘定科目に使用します。策定者が
前払費用、経過勘定、準備金、無形資産などの期末残高を構成する項目のリストを
照合に入力することで、勘定科目残高を正当化します。このトランザクションのリ
ストを 「説明付き残高」と呼びます。説明なし差異が存在する場合、策定者は、
「説明付き残高」タブと「調整」タブを使用して、説明なし差異をゼロにするため
に調整を記録します。

• 「残高の比較」方法では、残高を補助元帳、銀行残高証明書、レポートやその他の
外部システムなどの別のソースの残高と比較し、残高が正当に照合されているとし
ます。策定者がこのフォーマットを使用して勘定科目を照合する場合、ソース・シ
ステムの残高、サブシステムの残高およびその 2つの残高の差異が表示されます。
差異が存在する場合、策定者は、「システムの調整」タブまたは「サブシステムの
調整」タブで調整を記録する必要があります。システムで、ソース・システムに対
する調整および調整済のソース・システム残高が計算され、一方を他方から差し引
いて説明なし差異が計算されます。

• 「差異分析」方法は、特定のしきい値を超えた場合に残高変動がモニタリングおよ
び説明されるようにします。「差異分析」は、前月比や前四半期比など、複数期間
の残高を比較します。策定者は、このフォーマットを使用して勘定科目を照合する
場合に、差異金額の説明を提供し、レビュー用に送信します。上位レベルでは、パ
ワー・ユーザーまたは管理者はこの情報をロールアップするサマリー照合を参照で
きます。

Note:

差異分析では、「説明なし差異」は「現在の期間残高」から「差異の期間
残高」および「差異の説明」を引くことで計算されます。
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方法 フォーマット名
勘定科目分析 • 経過勘定

• 流動資産
• 流動負債
• 資本
• 無形資産
• 投資
• 非流動資産
• 非流動負債
• 前払費用
• ゼロ残高口座

残高の比較
* サンプル・アプリケーションの使用によってのみ
使用可能

• 買掛金
• 売掛金
• 資産 - その他*
• 銀行勘定突合
• 建物と土地
• 減価償却
• 固定資産
• 在庫
• TM会社間*
• 追跡専用
• 照合アイテムによる追跡

差異分析
* サンプル・アプリケーションの使用によってのみ
使用可能

• 月次差異分析
• 四半期差異分析*

トランザクション照合のフォーマットについて
トランザクション照合のすべてのフォーマットは、「勘定科目分析(トランザクション照合あ
り)」、「残高の比較(トランザクション照合あり)」または「トランザクション照合のみ」とい
う 3つの方法のいずれかに基づいています。
トランザクション照合のフォーマット
• 「勘定科目分析(トランザクション照合あり)」方法は、たとえば借方と貸方の照合など、1
つのデータ・ソース内のトランザクションを照合するために使用されます。

• 「残高の比較(トランザクション照合あり)」方法は、ソース・システムとサブ・システム
間でトランザクションを照合します。

• 「トランザクション照合のみ」方法が使用されるのは、トランザクション照合のみを使用
し、期末の照合を使用しない場合です。

フォーマットの詳細は、フォーマットの作成および標準フォーマットの使用を参照してくだ
さい。
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フォーマットを使用したファイル・アップロードの防止に
ついて

サービス管理者は、フォーマットレベルの設定を使用して、フォーマットに関連付け
られている照合にファイルをアップロードできるかどうかを制御できます。
フォーマットに関連付けられた照合へのファイル・アップロードを防止するには、フ
ォーマットの作成または編集時に、「ファイル・アップロードの防止」を選択します。
関連するフォーマットでファイル・アップロードが防止されていても、ユーザーは、
次のシナリオではファイルを照合にアップロードできます:

• 現在の期間の照合にファイル添付、ファイル添付付きのコメント、およびファイル
添付付きのトランザクションが含まれ、次の期間に繰り越されるように設定されて
います。続いて、それらの照合に関連付けられたフォーマットで、「ファイル・ア
ップロードの防止」オプションが選択されます。
この場合、「ファイル・アップロードの防止」を選択していても、既存の照合の添
付は、照合が次の期間に作成されるときに繰り越されます。

• 「ファイル・アップロードの防止」が選択されているフォーマットに基づいて設定
されているサマリー照合について考えてみます。一部のサマリー照合の子勘定科
目は、同じ方法を使用しているが「ファイル・アップロードの防止」オプションは
選択されていない別のフォーマットに属しています。この場合、「ファイル・アッ
プロードの防止」が選択されていないフォーマットを使用している子勘定科目のト
ランザクションに、ファイル添付を追加できます。その後、サマリー照合で生成が
実行されると、ファイル添付付きのトランザクションはサマリー照合にプルされま
す。

フォーマットの変更または削除の制限
フォーマットの更新または削除時に、特定の制限が適用されます。
• フォーマットは、既存の照合では変更できません。最初に照合を削除し、プロファ
イルのフォーマットを変更してから、変更したプロファイルを期間にコピーしま
す。システムで、ソース・システムに対する調整および調整済のソース・システム
残高が計算され、一方を他方から差し引いて説明なし差異が計算されます。説明な
し差異が存在する場合、策定者は、「説明付き残高」タブと「調整」タブを使用し
て、説明なし差異をゼロにするために調整を記録します。

• プロファイルに割り当てられているフォーマットは削除できません。フォーマッ
トをプロファイルから除外し、その後で削除します。照合に割り当てられているフ
ォーマットは削除できます。照合が参照しているのは、フォーマット自体ではな
く、フォーマットのスナップショットです。

• フォーマットの「概略」は、必須フィールドであり、依存関係のある照合内にナビ
ゲーション・リンクがあるため、削除できません。必要に応じて名前の変更はでき
ますが、削除はできません。

標準フォーマットの使用
構成の時間を節約できるようサンプル・フォーマットが提供されます。どの標準フォ
ーマットも編集したり、削除できます。
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照合コンプライアンスのフォーマット
標準フォーマットは勘定科目タイプ・レベルで作成されており、買掛金、売掛金、経過勘定
などの一般的な勘定科目タイプが含まれています。
勘定科目タイプ別のフォーマット以外に、追跡専用のフォーマットも 2つあります。これら
のフォーマットは、まだ Microsoft Excelベースで作業が行われており、結果が追跡用にアッ
プロードされる照合に使用できます。
• 追跡専用フォーマットでは、スプレッドシートのアップロードのみ行えます。
• 照合アイテム付き追跡フォーマットでは、スプレッドシートのアップロードおよび照合ア
イテムの記録がサポートされます。この方法は、照合アイテムのすべての照合にわたる重
要性についてレポートする場合に有用です。

「方法」列には、フォーマットで「残高の比較」方法、「勘定科目分析」方法、「差異分析」方
法のどれが使用されるかが示されます。
• 「残高の比較」方法は、残高が別の残高と比較して検証される勘定科目に適しています。
• 「勘定科目分析」方法では、策定者が残高について説明するか、正しいとする理由を示す
必要があります。

• 「差異分析」方法では、策定者が期間の残高間の差異を説明または正当化する必要があり
ます。

前期間残高およびネット・アクティビティは標準フォーマットでは表示されません。この情
報を表示する必要のあるポリシーまたはプリファレンスの場合、「非表示」チェック・ボック
スをクリアしてこの構成を変更します。
ソース・システム調整、サブシステム調整、説明付き残高などの照合トランザクションの設
計は簡略化されています。これらの構成を確認し、必要に応じてポリシーおよびプリファレ
ンスに合うよう変更します。
トランザクション照合のフォーマット
フォーマットは、「トランザクション照合」の「照合タイプ」と関連付けられており、フォー
マットを定義し、さらにプロファイルを定義するには、前もって「照合タイプ」を作成して
おく必要があります。
「トランザクション照合」で使用できる 3つのフォーマット方法があります。
• 「残高の比較(トランザクション照合あり)」方法は、残高が別の残高と比較して検証され
る勘定科目に適しています。

• 「勘定科目分析(トランザクション照合あり)」方法では、策定者が残高について説明する
か、正しいとする理由を示す必要があります。

• 「トランザクション照合のみ」方法が使用されるのは、期末の照合を使用しないが、トラ
ンザクションを照合する必要がある場合です。

標準フォーマットの使用のビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

第 6章
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フォーマットの作成
フォーマットは、照合コンプライアンスとトランザクション照合の両方に対して作成
します。
次も参照:

• 照合コンプライアンスの新規フォーマットの作成
• トランザクション照合での新規フォーマットの作成
• 照合コンプライアンス・トランザクションの構成
照合コンプライアンスでのトランザクションの管理方法を設計します。

照合コンプライアンスの新規フォーマットの作成
照合コンプライアンスのカスタマイズ済フォーマットを新規作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックしま
す。

2. 「新規」(+)をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 名前
• 説明
• 方法

– 勘定科目分析 — 「ソース・システムの期首残高」および「ネット・アク
ティビティ」により、勘定科目に対し最後に実行された照合からの勘定科
目の変更を測定できます。
総勘定元帳の残高は、期末残高を構成するトランザクションのリスト処理
を通じて実証できます。トランザクションのリストは、説明付き残高と呼
ばれ、総勘定元帳残高と比較されます。差異が存在する場合、策定者は、
「説明付き残高」タブと「調整」タブを使用して、説明なし差異をゼロにす
るために調整を記録します。勘定科目の例には、前払費用、経過勘定、準
備金、無形資産などがあります。高品質な勘定科目分析を実行するための
ポイントは、説明付き残高トランザクションのリストに、すべてのアイテ
ムを適切に説明する十分な詳細が含まれていることです。

– 残高の比較 - 総勘定元帳の残高を別のソースの残高と比較して実証できま
す。このソースは、補助元帳、銀行取引明細、システム・レポート、複雑
な計算を含むスプレッドシートなどです。
策定者がこのフォーマットを使用して勘定科目を調整する場合、ソース・
システムの残高、サブシステムの残高およびその 2つの残高の差異が表示
されます。差異が存在する場合、策定者は、「システムの調整」タブまたは
「サブシステムの調整」タブで調整を記録する必要があります。
その後、システムで、ソース・システムに対する調整および調整済のソー
ス・システム残高が計算され、これら 2つを差し引いて説明なし差異が計
算されます。
「ラベル」列で、わかりやすい名前を割り当てます。
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照合から行を除外するには、「非表示」を選択します。たとえば、サブシステムの
残高に間違いが発生しないことが確実な場合、「プロパティ」タブで、「サブシス
テムに対する調整」および「調整済のサブシステム残高」を非表示にして、ユー
ザーがこれらのタイプのトランザクションを追加することを防止します。

– 差異分析 - 特定の期間について、「残高のサマリー」が前の期間の残高と比較さ
れ、2つの間の差異には説明が必要です。「説明なし差異」が計算されます
差異分析の場合、説明なし差異 = 現在の期間残高 - 差異の期間残高 - 差異の説明
です
策定者がこのフォーマットを使用して勘定科目を照合する場合に、「現在の期間残
高」、「差異の期間残高」および 2つの間の「差異」が表示されます。差異がある
場合、策定者は説明を提供する必要があります。

• 「勘定科目 IDの表示形式」オプションを選択します。
– 連結文字列
– 個々のセグメント

• 説明なし差異がゼロであることが必要
選択した照合方法に応じて、照合では「説明なし差異」が次のように計算されます。
– 勘定科目分析フォーマットの場合: ソース・システムの残高 - 説明付き残高 - 調整
– 残高比較フォーマットの場合: ソース・システムの残高 - サブシステムの残高 - ソ
ース・システムに対する調整 - サブシステムに対する調整

– 差異分析フォーマットの場合: 「現在の期間残高」から「差異の期間残高」と「調
整」を引きます。

管理者は、フォーマットで説明なし差異が 0であることが必要かどうかを指定できま
す。その場合、策定者は、ソース・システムの残高と説明付き残高(サブシステムの
残高)の差異全体に対して調整が作成されるまで、レビュー用に照合を送信できませ
ん。

• 「ファイル・アップロードの防止」を選択し、ユーザーがこのフォーマットに関連付
けられている照合にファイルをアップロードできないようにします。これには、照
合、トランザクションおよびアクション・プランへの、添付またはコメントとしての
ファイルのアップロードが含まれます。ファイルをリンクとして添付することは許
可されていないことに注意してください。
フォーマットを使用したファイル・アップロードの防止についてを参照してくださ
い。

• 照合コンプライアンス・トランザクションの構成の説明に従って、照合コンプライア
ンス・トランザクションを構成します。

トランザクション照合での新規フォーマットの作成
トランザクション照合の新規カスタマイズ済フォーマットを作成するには
1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックします。
2. 「新規」(+)をクリックします。
3. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します:

• 名前
• 説明
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• 方法
– 勘定科目分析(トランザクション照合あり)

– 残高の比較(トランザクション照合あり)

– トランザクション照合のみ — 期末の照合を使用しない場合は、この方法
を使用します。

• 「勘定科目 IDの表示形式」オプションを選択します。
– 連結文字列
– 個々のセグメント

• ドロップ・ダウン・リストから「照合タイプ」を選択します。フォーマットは
照合タイプとリンクする必要があります。ドロップ・ダウン・リストにはフォ
ーマットの方法に基づいて次の照合タイプが含まれます。
– 「勘定科目分析(トランザクション照合あり)」フォーマットでは、「ソース・
システム」ソースのみを含む「照合タイプ」がリストされます。

– 「残高の比較(トランザクション照合あり)」フォーマットでは、「ソース・
システム」ソースと「サブシステム」ソースの両方を含む「照合タイプ」
がリストされます。

– 「トランザクション照合のみ」フォーマットでは「照合タイプ」がリストさ
れます。

• 説明なし差異がゼロであることが必要
選択した照合方法に応じて、照合では「説明なし差異」が次のように計算され
ます。
– 「勘定科目分析(トランザクション照合あり)」フォーマットの場合: ソー
ス・システムの残高 - 説明付き残高 - 調整

– 「残高の比較(トランザクション照合あり)」フォーマットの場合: ソース・
システムの残高 - サブシステムの残高 - ソース・システムに対する調整 -
サブシステムに対する調整。

管理者は、フォーマットで説明なし差異が 0であることが必要かどうかを指定
できます。その場合、策定者は、ソース・システムの残高と説明付き残高(サ
ブシステムの残高)の差異全体に対して調整が作成されるまで、レビュー用に
照合を送信できません。

Note:

「説明なし差異がゼロであることが必要」は「トランザクション照合
のみ」のフォーマットでは使用できません。また、設定が適用できる
のは、策定者によって照合が手動で送信される場合のみです。自動照
合か自動送信、および自動承認ルールに対しては適用されません。

• 「ファイル・アップロードの防止」を選択し、ユーザーがこのフォーマットに
関連付けられている照合にファイルをアップロードできないようにします。
これには、照合、トランザクションおよびアクション・プランへの、添付また
はコメントとしてのファイルのアップロードが含まれます。ファイルをリン
クとして添付することは許可されていないことに注意してください。
フォーマットを使用したファイル・アップロードの防止についてを参照してく
ださい。
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• (オプション)照合コンプライアンス・トランザクションの構成の説明に従って、この
フォーマットに照合コンプライアンス・トランザクションを構成します。

Note:

トランザクション照合方法に基づくフォーマットの場合、「システムの調整」
および「サブシステムの調整」タブはデフォルトで非表示になっています。
ビジネスでこれらの属性を構成する必要がある場合、「残高のサマリー」タ
ブの「ソース・システムに対する調整(タブ)」列および「サブシステムに対
する調整(タブ)」列の「非表示」の選択を解除します。

照合コンプライアンス・トランザクションの構成
照合コンプライアンスでのトランザクションの管理方法を設計します。
トランザクションの構成の一部として、次のことができます:

• 調整および説明に対するカスタム属性の追加
• 属性を表示または編集できるユーザーを含めて、属性がどのように動作する必要があるか
の指定

• アクション・プランおよびトランザクションのルールの定義
この構成は照合コンプライアンス・トランザクションで使用されます(トランザクション照合
ベースの方法を使用するフォーマットの場合でも)。
フォーマットの作成ダイアログおよび「フォーマットの編集」ダイアログの「プロパティ」
タブに、トランザクションを構成するための一連のタブが表示されます。これらのタブの数
および名前は、フォーマットで使用される方法によって異なります。「残高のサマリー」タブ
はすべてのフォーマットに対して表示されます。残りのタブの名前は使用されるフォーマッ
トによって異なりますが、次のセクションが含まれています: トランザクションの詳細、アク
ション・プランおよびルール。

Note:

トランザクションの構成は、「トランザクション照合のみ」方法を使用するフォーマ
ットには適用されません。

残高のサマリー
「ラベル」列を使用して、残高属性にわかりやすい名前を割り当てます。これらのラベルは、
照合の「残高のサマリー」セクションに表示されます。照合から属性を除外するには、「非表
示」を選択します。たとえば、サブシステムが銀行の残高を表すとします。銀行の残高を調
整することはできないため、「サブシステムに対する調整」を非表示にして、ユーザーがこれ
らのタイプのトランザクションを追加することを防止できます。
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Note:

列を非表示にするために選択するとき、計算が列に含まれているため、サブ
システム側の全体を非表示にしないでください。または、勘定科目分析ベー
スのフォーマットが、かわりに使用される「説明なし差異」である必要があ
ります。

トランザクションの詳細
システム管理者は、「償却/増価を可能にする」オプションを使用して、ユーザーがトラ
ンザクションを償却できるかどうかを制御できます。つまり、ユーザーはかわりに、
GLに正しく転記し、翌月に「残高の説明」タブでのみ償却します。このオプション
は、「差異分析」方法を使用するフォーマットには使用できません。
デフォルトでは、次の属性が使用可能です: 概略、トランザクション日、クローズ日お
よび長い説明。追加の属性が必要な場合は、「追加」をクリックして属性を作成しま
す。これらの属性は通常、調整に使用され、Oracle ERP Cloudなどのターゲット・シ
ステムに転記できます。たとえば、Account Reconciliationをエンタープライズ仕訳と
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統合して属性をマップする場合、エンタープライズ仕訳はこれらの属性を選択して仕訳を作
成し、その仕訳を Oracle ERP Cloudに転記します。
指定したフィルタ条件に基づいて属性へのアクセス権を制限することもできます。属性を選
択し、「編集」をクリックし、「ルール」タブを使用して役割ベースのアクセス権を指定しま
す。たとえば、「クローズ日」について、「ルール」タブに移動し、レビュー担当者に「編集
を許可」アクセス権を指定する「属性アクセスの設定」ルールを追加します。ルールの作成
時にフィルタ条件を追加することもできます。
アクション・プラン
「アクション・プランの表示」を選択して、アクション・プランの使用を有効にします。デフ
ォルトのアクション・プランのセットがあり、独自のプランを追加できます。
通常、アクション・プランは調整に対して作成されます。それらを使用して、Oracle ERP
Cloudなど、他のシステムへの Account Reconciliation照合データの転記を管理できます。
ルール
ルールを作成して、このタブで作成された調整または説明の動作を管理できます。使用可能
なルールは次のとおりです:

• 前の照合からトランザクションをコピー
• トランザクション保存の防止
• トランザクション添付が必要
• トランザクション削除の防止
• 金額編集の防止
これらのタブを使用して、照合コンプライアンス・トランザクションのルールのみを定義で
きることに注意してください。これらのルールはフォーマットに表示されます。フォーマッ
トの作成ダイアログまたは「フォーマットの編集」ダイアログの「ルール」タブを使用して
作成されたルールは、照合に適用され、ロック記号とともにプロファイルに表示されます。
ルールの詳細は、自動照合およびルールの優先順位を参照してください。
構成済トランザクションおよび照合のサマリー・ダイアログ
照合コンプライアンス・トランザクションに指定された設計が、このフォーマットを使用す
る照合の照合のサマリー・ダイアログで使用されます。
「残高のサマリー」タブで指定されたラベルは、照合のサマリー・ダイアログの「サマリー」
タブで使用されます。
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同様に、フォーマットの調整または説明タブで定義された属性は、照合のサマリー・
ダイアログの対応するタブに表示されます。

フォーマットの削除
プロファイルに割り当てられているフォーマットは削除できません。フォーマットを
プロファイルから除外し、その後で削除します。照合に割り当てられているフォーマ
ットは削除できます。照合が参照しているのは、フォーマット自体ではなく、フォー
マットのスナップショットです。
フォーマットを削除するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックしま
す。

2. フォーマットを選択して「削除」をクリックします。
3. 「フォーマット(NAME)を削除しますか。」という質問に対して「はい」をクリック
します。

フォーマット・ルールの操作
フォーマット・ルールは、照合ワークフロー、照合添付の要件、またはプロファイル
属性/照合属性の値に影響します。ルールはプロファイル・ルールタブに読取り専用形
式で表示されます。
附随する照合がすでに存在する場合にのみ、ルールはトランザクション条件のみを評
価します。
使用可能なルール:
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自動照合およびルールの優先順位を参照してください。
• 照合の自動承認 - 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認が自動的に
完了します。
このルールに適用される条件の例:

– 残高が指定の範囲外にある場合。
– 残高が指定された金額または割合を超えて、いくつかの前期間から変動する場合。
– 前の照合に、指定の基準を満たすトランザクションまたはその他の条件がある場合。
– 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含む)。
条件を満たすと、指定のレビュー担当者レベルが完了としてマークされ、ワークフローが
次のレベルに進むか、他に確認レベルがない場合はワークフローがクローズ済になりま
す。
このルールは再実行できます。
フォーマットまたはプロファイル・ルールによってどの役割が自動的に完成されるかをモ
ニターするには、次のステップを実行します。
1. 「照合」画面から、「アクション」、「列の選択」の順にクリックします
2. ルールが自動的に実行され、照合が送信されたことを示す場合は、「自動送信済」を
選択します。

3. その役割を自動的に完成するためにルールが使用されたことを示す場合は、「自動承
認済(レベル 1)」を選択します。

たとえば、「説明なし差異」が 0.00の際は自動承認するようにレビュー担当者 1役割のル
ールを設定済の場合、「自動承認済(レベル 1)」と呼ばれる列は、その役割を自動的に完成
するためにルールが使用されたことを示します。ただし、自動照合方法を使用して自動的
に照合された照合は、照合が自動照合されたかどうか、そしてどの自動照合方法が使用さ
れたかを示す別の列としてそのまま残されます。

• 照合の自動送信 - 指定された条件を満たしている場合にのみ、照合を自動的に送信しま
す。調整ステータスがオープン(レビュー担当者)に変更されたときに実行されます。
このルールに適用される条件の例:

– 残高が指定の範囲外にある場合。
– 残高が指定された金額または割合を超えて、いくつかの前期間から変動する場合。
– 前の照合に、指定の基準を満たすトランザクションまたはその他の条件がある場合。
– 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含む)。
条件を満たすと、指定のレビュー担当者レベルが完了としてマークされ、ワークフローが
次の確認レベルに進むか、他に確認レベルがない場合はワークフローがクローズ済になり
ます。
このルールは再実行できます。

• 照合承認の防止 - 属性値または他の特性に基づいて、照合が承認されないようにします。
• 照合送信の防止 - 属性値または他の特性に基づいて、照合が送信されないようにします。
• 照合添付が必要 - 照合の主要添付セクションに添付が追加されていない場合に照合が送
信されないようにします。属性値、またはどのような場合に添付が必要になるかを指定す
る他の特性に基づいて、条件が設定されます。
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例: 期間の頻度に基づいて策定者期間を設定します。ルール構成でサポートされる
値設定のタイミング: プロファイルが期間にコピーされる前。

• 照合却下の防止 - 特定の条件下でレビュー担当者による却下を阻止します。この
ルールは、レビュー担当者が「却下」をクリックすると実行されます。

• 更新時に電子メールを送信 - 特定の条件が満たされて照合が保存されたときに電
子メールが送信されます。

ノート:

このルールは、属性の設定など照合に対する操作を行うと実行されるよ
う設計されます。日付のリセットなどの「アクション」ダイアログ以外
で行われる照合に対する操作では実行されません。

• 属性値の設定 - ルール定義で指定されている条件に基づいて、属性値を指定の値に
設定します。このルールを使用すると、標準属性に対してルールを構成できます。
このルールは再実行できます。

• アラートの作成 — ルール定義の指定に従って、アラートを作成し、割り当てます。
 フォーマット・ルールを操作するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックしま
す。

2. フォーマットをダブルクリックします。
3. フォーマットの編集で「ルール」タブを選択します。次の情報を表示できます:

• 順序 - 優先順位。自動照合およびルールの優先順位を参照してください
• ルール - ルールの名前。
• 条件 - ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択。

4. ルールの作成、編集、複製、削除または並替えを行うには、「ルール」タブで適切
なボタンをクリックし、必要に応じて次の項目を更新します。
• ルール - ルールを選択します。
• 説明—オプション。ルールを構成した理由と、ルールの使用方法を説明しま
す。

• メッセージ(一部のルールについて):

– 策定者へのメッセージ - 照合送信の防止ルールおよび照合添付が必要ルー
ルでの策定者へのオプションのメッセージを定義します。

– レビュー担当者へのメッセージ - 照合承認の防止ルールでの策定者へのオ
プションのメッセージを定義します。

• レビュー担当者レベル - 「すべてのレベル」を選択してすべてのレビュー担当
者レベルにルールを適用するか、特定のレビュー担当者レベルを個別に選択し
ます。1つ以上のレビュー担当者レベルを選択する必要があります。

• 「フィルタの作成」 を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタ
の使用」を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構
成するフィルタによって、ルールの適用をトリガーする条件が決まります。

• 条件 -
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– 「保存済フィルタの使用」を選択した場合、「条件」セクションに保存済フィルタ
に関連付けられた条件の読取り専用バージョンが表示されます。

– 「フィルタの作成」を選択した場合、「条件」セクションが有効になります。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフィルタ
機能の場合と同様に動作します。フィルタを作成する際は次の属性を使用できま
す。
* 照合およびトランザクション属性として分類される計上属性を含む、あらゆ
る照合またはトランザクション属性

* 期間頻度

ノート:

ルール定義を変更すると、追加情報が監査ログに追加されます。「履歴」タブと
監査レポートの両方に変更を表示できます。

ルールを含むフォーマットの使用に関するビデオを見るには、次のリンクをクリックして

ください:

自動照合およびルールの優先順位
このトピックでは、自動照合とルールの実行時の優先順位について説明します。処理順序の
概要は次のとおりです。
1. 自動照合方法 - プロファイルの作成の自動照合方法を参照してください
2. 3つの自動照合方法(アクティビティなし、残高が範囲内、残高が範囲内でアクティビテ
ィなし)によってクローズされた照合、前の照合からのトランザクション/コメントのコピ
ー

3. ルールの実行
a. トランザクション・ルールのコピー
b. 属性ルールの設定(該当する場合)

c. ルールの自動送信/承認
優先ルールの順序
Oracle Account Reconciliationでのルールの正常な実行によって、後のルールが呼び出されな
いようになる可能性があります。たとえば、自動照合ルールを照合に割り当てて、自動照合
が成功した場合は、「送信」機能に関連付けられたルール(照合添付の要求など)が呼び出され
なくなります。
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表 6-1 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
照合の自動承認 フォーマット/プロフ

ァイル・ルール
オープン(レビュー担当者)への照合ステータス
変更。
データ・ロードの後処理で、データ・ロード・
プロセスの結果満たされる可能性のある残高
条件にルールが基づいているケースを処理す
る場合。
このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。
自動承認ルールは、自動送信ルールがあるかど
うかに依存します。たとえば、照合が次のよう
な場合に実行されます:
• データ・ロードの前にクローズされ、新し

いデータまたは変更されたデータのため
に再オープンされ、自動送信ルールによっ
て照合が「承認者」ステータスになった場
合

• オープンしているが、照合のためのトラン
ザクションが入力またはインポートされ
ておらず、自動送信ルールによって照合が
「承認者」ステータスになった場合

複数の自動承認ルー
ルが構成されている
場合、なんらかのル
ールが成功すると照
合が自動的に承認さ
れます。

照合の自動送信 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

「保留中」から「オープン(策定者)」への照合ス
テータス変更
データ・ロード後の処理時に、自動送信ルール
を実行するための基準は、照合が次のような場
合です:
• データ・ロードの前にクローズされ、新規
または変更されたデータのために再オー
プンされた場合

• オープンしているが、照合のためにトラン
ザクションが入力またはインポートされ
ていない場合

このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。

照合の自動送信ルー
ルが評価される前に
トランザクションの
コピールールが処理
されます。
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表 6-1 (続き) 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
トランザクションの
コピー
ユーザーによって実
行された前の照合か
らトランザクション
をコピーすると、同
じプロファイルに対
応します。
このコピー機能は、
「前の照合からトラ
ンザクションをコピ
ー」ウィンドウと同
じように動作しま
す。コピー対象の前
の照合からのトラン
ザクション、トラン
ザクション添付およ
びトランザクショ
ン・コメントは、設
定された条件に基づ
いて選択されます。
ノート: 前の照合か
らのトランザクショ
ンのコピーは、サマ
リー照合には許可さ
れていません。

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

このルールは次の場合に実行されます:
• 照合のステータスが「保留中」から「オー

プン(策定者)」に変更されます。
• ステータスが「保留中」の照合に残高がロ
ードされます。

このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。

照合の自動送信ルー
ルが評価される前に
トランザクションの
コピールールが処理
されます。

金額編集の防止 フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者が「トランザクションの詳細」ダイアロ
グ・ボックスにアクセスする場合。

ルールに関連付けら
れた条件が満たされ
ている場合、策定者
がアプリケーション
からトランザクショ
ン金額を編集するこ
とはできません(金額
属性が無効であり、
計上金額に対する上
書き機能もすべて無
効になっています)。
また、インポート検
証により、インポー
トを介した金額の編
集はできません。

照合承認の防止 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

承認者が「承認」をクリックします 承認者が「承認」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は承認機能は
使用できません。
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表 6-1 (続き) 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
照合送信の防止 フォーマット/プロフ

ァイル・ルール
策定者が「送信」をクリックします。 策定者が「送信」を

クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます(順序は関
係ありません)。いず
れかのルールが成功
した場合は送信機能
が防止されます。

照合却下の防止 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

レビュー担当者が「却下」をクリックします。 ユーザーが特定のフ
ィールドに入力して
いないかぎり、ルー
ルによって却下が阻
止されます。策定者
に修正方法の詳細が
提供されます。

トランザクション削
除の防止

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者はトランザクションの「削除」をクリッ
クします。

策定者が「削除」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は削除機能が
防止されます。

トランザクション保
存の防止

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者がトランザクションの「保存」をクリッ
クします

策定者がトランザク
ションの「保存」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます(順序は関
係ありません)。いず
れかのルールが成功
した場合は送信機能
が防止されます。

トランザクションの
添付が必要

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者がトランザクションの「保存」をクリッ
クします

策定者がトランザク
ションの「保存」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は送信機能が
防止されます。

照合添付が必要 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

策定者が「送信」をクリックします 策定者が「送信」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は送信機能が
防止されます。
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表 6-1 (続き) 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
更新時に電子メール
を送信

フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

ユーザーが照合の属性を更新し、あらかじめ存
在する条件が満たされます。

ユーザーが「照合」
ダイアログで属性値
を更新し、このルー
ルに関連付けられて
いる特定の条件が満
たされた場合にルー
ルがトリガーされま
す。

属性値の設定 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

「実行時期」属性の構成に準拠:
プロファイル属性: プロファイルが期間にコピ
ーされる前。
このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。
フィルタ条件の期間を参照するルールは、(プ
ロファイルまたは期間から)照合を作成する際
に実行されません。そのようなルールは、照合
の作成後に、「アクション」の下の「ルールの
実行」オプションを使用して実行する必要があ
ります。

ルールの構成のベスト・プラクティス
ルールを構成する際は、次のガイドラインに従うことをお薦めします。
自分のルールはどこで構成する必要がありますか。
経験則では、フォーマットでルールを構成することをお薦めします。まれな場合にのみ、プ
ロファイルでルールを構成します。
フォーマットでのルールの構成には、次の利点があります:

• 複数のプロファイルで再利用できます
フォーマットで作成されたルールは、引き続きフォーマットの定義の一部です。複数のプ
ロファイルに同じルールが必要な場合は、フォーマットでルールを作成し、プロファイル
が、フォーマットからこのルールを継承するようにします。

• 関連するプロファイルが削除されても削除されません
サービス管理者は、定期メンテナンスの一環としてプロファイルを削除することがありま
す。これにより、プロファイルに関連付けられているルールが削除されます。

自分のルールはどのようにしてテストできますか。
ルールを作成するときにフィルタを定義する必要があります。フィルタにより、適用される
ルールをトリガーする条件が決まります。フィルタを定義するには 2つの方法があります:

• 新規フィルタを作成します
• 保存済フィルタを使用します
保存済フィルタを使用することをお薦めします。保存済フィルタの利点は次のとおりです:
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• 複数のルールが同じ条件を使用する場合、保存済フィルタを複数のルールで使用で
きます。

• 保存済フィルタを照合カードに適用してルールをテストできます。
「照合」カードで、ページの右上にある省略記号( )をクリックしてフィルタを
選択します。選択したフィルタに一致する照合が表示されます。次に、フィルタ条
件に関連する情報を含む列が「照合」リストに表示されていることを確認します。
表示されたデータをフィルタ条件と比較することでルールを検証します。

フィルタの使用方法の詳細は、Oracle Account Reconciliationの管理のフィルタでの作
業を参照してください。
ルールを構成する際に従うガイドラインは何ですか。
ルールは賢明に構成してください。
• ルールは、Account Reconciliationに定義された優先順位に従って機能します。し
たがって、自動照合方法と非常によく似た条件でルールを構成すると、両方が構成
されている場合に優先順位が適用されます。
自動照合およびルールの優先順位を参照してください。

• 条件は可能なかぎり汎用にしてください。たとえば、特定のアカウント ID、ユー
ザー IDまたは期間を指定したルールは構成しないでください。

フォーマットの指示の指定
管理者は、フォーマットの使用方法に関する指示を提供します。これらの指示には、
テキストベースの指示、URL、添付ファイル、またはドキュメント・リポジトリのフ
ァイルへのリンクを含めることができます。これらの指示は、プロファイルの指示と
マージされ、照合に表示されます。
指示を指定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックしま
す。

2. 「新しいフォーマット」または「フォーマットの編集」で、「指示」タブを選択しま
す。

3. 「指示」で、指示のテキストを入力します。
参照を追加するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックしま
す。

2. フォーマットを選択し、「指示」タブを選択します
3. 「参照」セクションで、「追加」(+)をクリックします。
4. 「タイプ」リストで、タイプを選択します。

• ローカル・ファイル
「参照」をクリックし、ファイルを選択して添付し、「名前」を入力して「OK」
をクリックします。ファイル・サイズは、「システム属性」で指定します。

• URL
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Oracle、http://www.oracle.comなど、URLに名前を付けて入力し、「OK」をクリック
します。

ヒント:

参照を削除するには、その参照を選択して「削除」をクリックします。

フォーマットの属性の追加
フォーマット属性は、照合全体に影響しており、準備時間やレビュー時間などの追加情報を
取得できます。「照合」ダイアログにある「サマリー」タブの追加属性にフォーマット属性が
表示されます。
属性の割当てを追加するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックします
2. 「新しいフォーマット」または「フォーマットの編集」で、「属性」タブを選択します。
3. 「追加」を選択します。
4. 「属性の割当ての追加」ダイアログ・ボックスで、次を入力します。

• 属性:

いずれかを選択します。属性の作成を参照してください。
タイプ:

これは、編集不可のフィールドであり、属性の内容によってデータが移入されます。
• 値:

属性のタイプに関連付けられた値(フォーマット済数値属性の数値、「リスト」属性の
リスト、「ユーザー」属性の個人の名前、「はい/いいえ」属性の「はい」または「いい
え」など)を選択します。

• アクセス
次の表に指定されていないかぎり、すべての役割に表示アクセス権があります。
アクセス権を追加するには、それぞれの「テキスト・ボックス」タブおよび「添付」
タブで:

a. 「追加」をクリックします。
b. 役割を選択します。
c. 役割アクセス・タイプのいずれかを選択します:

– テキスト・ボックス:

* 表示しない - この属性は「照合」リスト、あるいはダッシュボード、リス
ト・ビューまたはレポートのいずれにも表示されません。

* 編集を許可 - 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、編
集ルールの対象です。
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* 必須 - 属性に値が必要です。策定者とレビュー担当者には、「必須」
オプションがあります。値が指定されるまで、策定者は送信でき
ず、承認者は承認できません。

– 「複数行のテキスト」ボックスには、アクセス・タブが 2つあります:

* 「テキスト・ボックス」タブ:

* 表示しない - この属性は「照合」リスト、あるいはダッシュボ
ード、リスト・ビューまたはレポートのいずれにも表示されま
せん。

* 編集を許可 - 属性の値を追加、変更および削除する権限があり
ますが、編集ルールの対象です。

* 必須 - 属性に値が必要です。策定者とレビュー担当者には、
「必須」オプションがあります。値が指定されるまで、策定者
は送信できず、承認者は承認できません。

* 「添付」タブ:

* 表示しない - この属性は「照合」、あるいはダッシュボード、
リスト・ビューまたはレポートのいずれにも表示されません。

* 追加および削除 - ファイルの追加や、自分が追加したファイル
の削除が可能ですが、編集ルールの対象です。

* 必須 - 策定者またはレビュー担当者が少なくとも 1つのファ
イルを添付することが必要です。策定者とレビュー担当者に
のみ、「必須」オプションがあります。ファイルが添付される
まで、策定者は送信できず、承認者は承認できません。

* すべてを追加および削除 - 自分のファイルの追加や削除、別の
役割によって追加されたファイルの削除も可能です。

d. 「OK」をクリックします。
5. 「ルール」タブは、割当て中の属性のルールを定義します。
フォーマット属性ルールは、指定された条件が一致したときに実行されます。

表 6-2 フォーマット・ルール

ルール 実行する条件 ルール・タイプ 優先順位のノート
属性アクセスの設定
「フォーマット」ダイアログ
のトランザクション属性セ
クションに割り当てられた
属性の値を設定します。

このルールは、ルールに関
連付けられた属性が(ユー
ザー編集またはインポート
を介して)更新される可能
性があるたびに評価されま
す(実行されません)

フォーマット/プロファイ
ル属性ルール

異なるアクセス・レベルを
トリガーするルールを構成
できます。この状況が発生
した場合、アクセスは次の
ようになります:
• 非表示
• 必須
• 編集
• 読取り専用

フォーマットの質問の指定
管理者は、策定者がレビュー用に照合を送信する前に回答する必要のある認証の質問
を構成できます。たとえば、ポリシーによって 60日以内に調整をクリアすることが要
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求される場合、「60日超の古さのすべての調整をクリアしましたか? - Yesまたは No」という
認証の質問を追加します。管理者は、認証の質問をフォーマットごとに必要な数だけ無制限
に追加できます。
質問を指定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順にクリックします
2. 「新しいフォーマット」で、「質問」タブを選択します。
3. 「新規」をクリックします。
4. 「新規質問」で「質問」に質問のテキストを入力します。
5. 「タイプ」で、質問のタイプを選択します。

• 日付
• 日付/時間
• 整数
• リスト
質問に対する有効な回答のリストを入力します。

• 複数行のテキスト
質問の最大長は 1,000文字未満です。
「複数行のテキスト」を選択し、3から 50行の間の行数を入力します。「複数行のテ
キスト」では、「アクション」ダイアログ・ボックスで、スクロールせずに表示でき
るテキストの行数を決定します。
複数行のテキスト・タイプの場合: 照合アクション・ダイアログ・ボックスに添付用
のセクションを作成するためにカスタム属性が必要な場合は、「添付を含める」を選
択します。

• 数値
「数値」を選択した場合、数値のフォーマット・オプションを選択します。
– 「小数点以下の桁数」には、表示する小数点以下の桁数の値を入力します。
– 数値に 3桁ごとの区切り文字(たとえば、1,000.00)を表示する場合、「3桁ごとの
区切り文字」オプションを選択します

– 「通貨記号」リストから、通貨記号を選択します。たとえば、ドル($)。
– 「負数」リストから、負数の表示方法を選択します。たとえば、(123)。
– 「スケール」リストから、数値のスケール値を選択します。たとえば、1000。

• True/False

• テキスト
• ユーザー
• はい/いいえ

6. 役割を割り当てます。役割は、質問に回答できる役割を決めるために割り当てます。
• 管理者
• コメント作成者
• パワー・ユーザー
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• 策定者
• レビュー担当者(アプリケーションで現在使用されているレビュー担当者のレ
ベルごとに異なる役割を指定)

• 参照者

ノート:

質問の順序は、役割の中でのみ変更できます。

7. 策定者またはレビュー担当者で「必須」チェック・ボックスが選択されている場
合、ユーザーは質問に回答せずに照合をクローズできますが、送信や承認はできま
せん。

ノート:

「必須」チェック・ボックスは、策定者およびレビュー担当者の質問に割
り当てられた質問で有効になっています。

8. 「OK」をクリックします。
9. オプション: 質問の順序を変更するには、質問を選択し、「アクション」を選択し
て、「一番上へ移動」、「上へ移動」、「下へ移動」または「一番下へ移動」を選択し
ます。

ヒント:

質問を編集するには、その質問を選択して「編集」をクリックします。
質問を削除するには、その質問を選択して「削除」をクリックします。
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7
プロファイルの操作

次も参照:

• プロファイルの定義
• プロファイルの作成
• 差異分析のプロファイルの作成
• プロファイルの指示の作成
• プロファイル・ワークフローの割当て
• プロファイルの通貨の指定
• プロファイルのアクセスの指定
• プロファイル属性の指定
• プロファイル・ルールの操作
• プロファイルの履歴の表示
• 勘定科目の追加
• プロファイルでの Excel CSVファイルの使用
• プロファイルのインポート
• プロファイルのエクスポート
• プロファイルまたは照合の削除

Account Reconciliationで 1つ以上のプロファイルまたは照合を削除できます。複数の
削除を実行する場合は、バッチ・ジョブをバックグラウンドで実行することにより、処理
中も引き続きタスクを実行できます。ジョブが実行されると、「ジョブ」カードを使用し
て、エラーがあるかどうかを確認できます。

• プロファイルの「アクション」パネルの使用
• 期間へのプロファイルのコピー
• プロファイルの複製

プロファイルの定義
プロファイルは、Account Reconciliation内で最も重要なオブジェクトの 1つであり、「照合
コンプライアンス」と「トランザクション照合」の両方で作成されます。
プロファイルは、照合の前段階です。現在の策定者およびレビュー担当者の割当て、勘定科
目の説明、指示、フォーマットの割当て、リスク評価などの機能が含まれます。実行される
照合ごとに 1つのプロファイルが存在します。照合は、月ごとに管理者によってプロファイ
ルから作成されます。プロファイルから照合を作成するプロセスによって、プロファイルの
スナップショットが作成され、照合とともに格納されます。プロファイルの構成は、時間の
経過とともに変わる場合があります。ただし、照合とともに格納されているプロファイル情
報は、そのような変更によって影響されません。
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「照合コンプライアンス」では、1セットのプロファイルを作成して、「勘定科目分析」
方法と「残高の比較」方法の両方で使用できます。差異分析を実行するには、別のプ
ロファイル・セットを作成する必要がありますが、差異分析プロファイルは他の方法
を使用しているプロファイルと同じ期間に使用できます。
「トランザクション照合」では、1セットのプロファイルを作成して、「勘定科目分析
(トランザクション照合あり)」方法と「残高の比較(トランザクション照合あり)」方法
の両方で使用できます。「トランザクション照合のみ」方法を使用するには、別のプロ
ファイルを作成する必要があります。
管理者および許可されたパワー・ユーザーは、プロファイルと照合を更新し、レポー
トで使用するユーザー割当ておよび属性を変更できます。実行される照合のタイプに
影響を与える属性(フォーマットおよび通貨バケットの構成を含む)は、照合で変更でき
ません。変更する必要がある場合、照合を削除し、変更をプロファイルに直接適用す
る必要があります。その後、プロファイルを期間に再度コピーできます。新しいプロ
ファイル構成のスナップショットである新しい照合が作成されます。
プロファイルは手動で作成することも、スプレッドシートからインポートすることも
できます。
「期間へコピー」機能は、「期間」ダイアログ・ボックスおよび「プロファイル・リス
ト」ビューで実行できます。
プロファイルの作成のビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

プロファイルの作成
勘定科目分析または残高の比較方法のプロファイルを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「新規」(+)をクリックし、「新規プロファイル」を作成します。
3. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します。

• 勘定科目 ID - セグメント値の組合せは、プロファイル全体で一意である必要が
あります。使用可能なセグメントの数は、システム設定で定義されます。

• プロファイル名 - プロファイルを特定する 2つ目の方法。名前は、一意である
必要はありません。ベスト・プラクティスとして、標準勘定科目セグメントに
関連付けられた名前と、プロファイルの所有権または責任を識別する他の記述
子を使用することをお薦めします。

• 説明
• アクティブ  - 手動で入力またはインポートされたプロファイルについてデフ
ォルトで選択されています。このプロファイルをある期間にコピーしない場
合は、このチェック・ボックスをクリアします。更新された残高が非アクティ
ブ・プロファイルにロードされると、「アクティブ」フラグは自動的に非アク
ティブからアクティブに切り替えられます。残高が変更されない場合、プロフ
ァイルは非アクティブのままになります。
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• サマリー・プロファイル - 選択されている場合、プロファイルはサマリー・プロファ
イルです。「自動照合」の構成セクションは削除され、残高を編集できません。
含まれる勘定科目 - このセクションにより、管理者およびパワー・ユーザーはプロフ
ァイルをサマリー・プロファイルに割り当てることができます。非サマリー・プロフ
ァイルを、サマリー・プロファイルへの追加用に選択できます。

• 組織単位 - 組織のモデル化に使用できる階層型のエンティティ・タイプ構造を表しま
す。別々にレポートする必要のある各エンティティに対して、あるいは休日、労働日
数、参照者の割当てまたはコメント作成者の割当て用に異なる構成が必要なエンティ
ティに対して、別々の組織単位を定義します。組織単位はシステム設定で定義しま
す。

• フォーマット - 管理者によって作成されたフォーマットにプロファイルを関連付け、
照合の方法と、策定者が提供する必要のある情報を決定します。

• 方法 - プロファイルに割り当てられたフォーマットに関連付けられた方法。
• プロセス - プロファイルを特定の照合プロセス(貸借対照表照合プロセスやローカル

GAAP照合プロセス)に関連付けます。プロセスは、システム設定で定義されます。
• リスク評価 - プロファイルをリスク評価に関連付けます。リスク評価は、「高」、「低」、
「中」のように、システム設定で定義されます。

• 勘定科目タイプ - プロファイルを勘定科目タイプに関連付けます。「リスク評価」お
よび「勘定科目タイプ」は、レポートに役立つ属性です。値は、管理者によって定義
され、照合をフィルタ処理するためにダッシュボードとリスト・ビューで使用できま
す。
選択された値を編集するには、「クリア」アイコンをクリックして現在の設定をクリ
アした後、「検索」を使用して設定が必要な勘定科目タイプを検索し、選択します。

• 通常の残高 - プロファイルが含むことになる残高(借方残高、貸方残高、または借方残
高と貸方残高のいずれか)を識別します。残高が通常の残高と異なる場合、照合に警
告が設定されます。

• 「自動照合方法」で、自動照合方法で構成された照合が、自動照合に適格であるため
に満たす必要がある条件を説明する方法を選択します。条件が 1つでも当てはまら
ない場合は自動照合が失敗し、策定者が手動で照合を準備できるよう、照合ステータ
スが「オープン」に設定されます(自動照合の失敗の詳細は、自動照合エラーの理由
コードを参照してください)。
– 「勘定科目分析」および「勘定科目分析(トランザクション照合あり)」の場合:

* 「残高はゼロです」必須条件:

* 勘定科目分析フォーマットがプロファイルに割り当てられる場合、「勘定
科目にゼロの残高があります」自動照合方法に対してプロファイルを有
効にできます。

* 特定の期間の照合に関連付けられた残高が 0の場合、照合はその期間に
対して自動的に準備およびレビューされます。

* 残高が 0ではない場合、照合は手動で準備およびレビューする必要があ
ります。

* 「残高はゼロで、アクティビティはありません」必須条件:

* ソース・システムの残高がゼロです。
* ソース・システムの残高が、前の照合ソース・システムの残高と同じで
す。
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ノート:

この最後の条件は、前の照合ソース・システムの残高が
存在する必要があることも意味します。

* 前の照合が存在しない場合、前の照合ソース・システムの残高は
ゼロと仮定されます。
* 現在の期間のソース・システム残高もゼロの場合、照合は自動
照合になります。

* 現在の期間のソース・システム残高がゼロ以外の場合、照合は
自動照合になりません。

自動照合が成功すると、照合ステータスは「クローズ済」に設定され
ます。

* 「アクティビティはありません」必須条件:

* 前の照合が存在する場合は、次の条件を満たしている必要があり
ます。
* 前の照合ステータスが「完了」であることが必要です。
* 前の照合ソース・システムの残高が、現在の照合ソース・シス
テムの残高と同じであることが必要です。

* 前の照合フォーマットは、現在の照合フォーマットと同一であ
ることが必要です
特に:

a. 現在と前のフォーマット・インスタンスの作成に使用され
たフォーマット IDが同一であることが必要です。

b. 現在のフォーマット・インスタンスに、前のフォーマッ
ト・インスタンスにはない必須属性を含むことはできませ
ん。

* 前の照合が存在しない場合、前の照合ソース・システムの残高は
ゼロと仮定されます。
* 現在の期間のソース・システム残高もゼロの場合、照合は自動
照合になります。

* 現在の期間のソース・システム残高がゼロ以外の場合、照合は
自動照合になりません。

自動照合が成功した場合:

* 照合ステータスが「クローズ済」に設定されます
* 説明付き残高とソース・システム調整トランザクションが前の照
合から現在の照合にコピーされます。
* トランザクションに関連付けられている添付ファイルとコメ
ントがコピーされます

* 新しい期間終了日(トランザクションのコピー先の期間)から
オープン日を引いて、経過期間が再計算されます

* 経過期間が許可された経過期間を超える場合、そのトランザク
ションには経過期間違反が設定されます
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* 各タイプの 1つ以上のトランザクションに経過期間違反がある場合、
照合に対して経過期間違反フラグが設定されます

* 照合レベルで存在するコメントおよび添付がコピーされます
* 「残高は範囲内です」必須条件:

* 前の照合が存在し、この照合のステータスが「完了」であることが必要
です。

* 前の照合フォーマットは、現在の照合フォーマットと同一であることが
必要です。具体的には、現在と前の両方のフォーマット・インスタンス
が同じフォーマット IDを使用して作成されている必要があり、また現在
のフォーマット・インスタンスに前のフォーマット・インスタンスには
ない必須属性を含むことはできません。

* ソース・システムの残高が残高範囲(低)以上であること。
* ソース・システムの残高が残高範囲(高)以下であること。
自動照合が成功した場合:

* 照合ステータスが「クローズ済」に設定されます
* 説明付き残高とソース・システム調整トランザクションが前の照合から
現在の照合にコピーされます。
* トランザクションに関連付けられている添付ファイルとコメントが
コピーされます

* 新しい期間終了日(トランザクションのコピー先の期間)からオープ
ン日を引いて、経過期間が再計算されます

* 経過期間が許可された経過期間を超える場合、そのトランザクション
には経過期間違反が設定されます

* 各タイプの 1つ以上のトランザクションに経過期間違反がある場合、
照合に対して経過期間違反フラグが設定されます

* 照合レベルで存在するコメントおよび添付がコピーされます
* 「残高は範囲内で、アクティビティはありません」必須条件:

* 前の照合が存在し、この照合のステータスが「完了」であることが必要
です。

* 前の照合フォーマットは、現在の照合フォーマットと同一であることが
必要です。具体的には、現在と前の両方のフォーマット・インスタンス
が同じフォーマット IDを使用して作成されている必要があり、また現在
のフォーマット・インスタンスに前のフォーマット・インスタンスには
ない必須属性を含むことはできません。

* ソース・システムの残高が残高範囲(低)以上であること。
* ソース・システムの残高が残高範囲(高)以下であること。
* ソース・システムの残高 - 前の照合ソース・システムの残高 = 0; 範囲は
負数でもかまいません。
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ノート:

この最後の条件は、前の照合ソース・システムの残高が
存在する必要があることも意味します。

自動照合が成功した場合:

* 照合ステータスが「クローズ済」に設定されます
* 説明付き残高とソース・システム調整トランザクションが前の照
合から現在の照合にコピーされます。
* トランザクションに関連付けられている添付ファイルとコメ
ントがコピーされます

* 新しい期間終了日(トランザクションのコピー先の期間)から
オープン日を引いて、経過期間が再計算されます

* 経過期間が許可された経過期間を超える場合、そのトランザク
ションには経過期間違反が設定されます

* 各タイプの 1つ以上のトランザクションに経過期間違反があ
る場合、照合に対して経過期間違反フラグが設定されます

* 照合レベルで存在するコメントおよび添付がコピーされます
– 「残高の比較」または「残高の比較(トランザクション照合あり)」の場合:

* 「残高はゼロです」必須条件:

* 残高の比較フォーマットがプロファイルに割り当てられる場合、
「勘定科目にゼロの残高があります」自動照合方法に対してプロフ
ァイルを有効にできます。

* 特定の期間の照合に関連付けられたソース・システム残高が 0の
場合、照合はその期間に対して自動的に準備およびレビューされ
ます。サブシステム残高は考慮されません。

* 残高が 0ではない場合、照合は手動で準備およびレビューする必
要があります。

ノート:

「残高の比較」が「残高がゼロ」の場合、サブシステム残高
は考慮されません。考慮する場合は、カスタム・ルールを使
用して、ソースとサブシステムの両方の残高を評価できま
す。または、残高一致条件の使用を検討することもできま
す。これにより、ソースとサブシステムの残高が比較され、
それらが等しいか、目的のしきい値内にあることが確認され
ます。

自動照合が成功すると、照合ステータスは「クローズ済」に設定され
ます。

* 「残高はゼロで、アクティビティはありません」必須条件:
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ノート:

アクティビティなしの残高の比較フォーマットの場合は、カスタ
ム・ルールを使用して適切な結果を取得できます。たとえば、差異
(レポート)は 0 USDに等しく、かつ期間アクティビティ (レポート)
は 0 USDに等しいというフィルタ条件で「照合の自動送信」のカ
スタム・ルールを追加します。

* 「アクティビティはありません」必須条件:

ノート:

アクティビティなしの残高の比較フォーマットの場合は、カスタ
ム・ルールを使用して適切な結果を取得できます。たとえば、フィ
ルタ条件を指定して「照合の自動送信」のカスタム・ルールを追加
します。

* 残高一致(許容差%): 残高比較フォーマットがプロファイルに割り当てられる
場合、「残高が一致する箇所の残高の比較」(許容差%)の自動照合方法に対し
てプロファイルを有効にできます。
この方法が有効の場合、しきい値を適用できます。しきい値の割合は、しき
い値を計算するためにソース・システムの残高に対して乗じられます。
* ソース・システムの残高とサブシステムの残高の差異が、ある期間にお
けるしきい値未満である場合、照合はその期間に対して自動的に準備お
よびレビューされます。

* 差異がしきい値を超える場合、照合は手動で準備およびレビューする必
要があります。

「残高一致のしきい値(パーセント)」に 1から 100の間の整数を入力します。
自動照合が成功すると、照合ステータスは「クローズ済」に設定されます。

* 残高一致(許容差数): ソース・システムの残高とサブシステムの残高の差は、
許容差の値以下です; 許容値は、プロファイルで指定されます。残高一致のし
きい値(数)許容金額を入力します。
自動照合が成功すると、照合ステータスは「クローズ済」に設定されます。

• 最大経過期間制限 - 照合トランザクションの最大経過期間の日数を入力します:

– 照合調整(勘定科目分析方法と残高比較方法に適用)

– 残高の説明(勘定科目分析方法に適用)

ノート:

経過期間違反: 値が指定され、アイテムの経過期間(期間終了日からトランザ
クション・オープン日を引いて計算)がその指定値を超えるトランザクショ
ンが照合に含まれる場合、トランザクションには経過期間違反のフラグが設
定され、照合に経過期間違反の警告が設定されます。
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• 残高の手動入力 - ソース・システムまたはサブシステムの残高を照合の策定者
が手動で入力できるようにするかどうかを決定します。次のボックスは、残高
をプロファイルに対してインポートしない場合にのみ選択します。次の一方
または両方を選択します:

– ソース・システム残高の手動入力(「勘定科目分析」方法と「残高比較」方
法に適用)

– サブシステム残高の手動入力(「残高比較」方法に適用)

自動照合エラーの理由コード
次の表は、特定の勘定科目が自動照合されなかった理由をまとめたものです:

表 7-1 特定の勘定科目が自動照合されなかった理由

理由コード 説明 適用対象
アクティビティがゼロではあ
りません

使用可能な通貨バケットの照
合のアクティビティがゼロで
はありません

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• アクティビティはありま
せん

• 残高はゼロで、アクティビ
ティはありません

残高がゼロではありません 使用可能な通貨バケットの照
合の残高がゼロではありませ
ん

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• 残高はゼロです
• 残高はゼロで、アクティビ
ティはありません

残高が範囲内ではない 使用可能な通貨バケットの勘
定科目の残高が許可された範
囲内ではありません

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます
• 残高は範囲内です
• 残高は範囲内で、アクティ
ビティはありません

照合許容差を超過 ソースとサブシステムの残高
の差異が、使用可能な通貨バケ
ットに対して許可された許容
差レベルを超えています

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• 残高一致(許容差%)
• 残高一致(許容差数)

前の照合なし 前の照合が存在しません 次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• 残高はゼロで、アクティビ
ティはありません

• 残高は範囲内で、アクティ
ビティはありません

前の照合がクローズされてい
ない

勘定科目の前の照合が存在し
ますが、前の照合のステータス
がクローズ済ではありません

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• 残高はゼロで、アクティビ
ティはありません

• 残高は範囲内で、アクティ
ビティはありません

ソース・システム残高が存在し
ない

勘定科目/期間のソース・シス
テム残高が存在しません

すべての自動照合方法に適用
されます
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表 7-1 (続き) 特定の勘定科目が自動照合されなかった理由

理由コード 説明 適用対象
一部の使用可能な通貨バケッ
トのソース・システム残高が存
在しない

照合で使用可能な通貨バケッ
トの一部にソース・システム残
高がありません

すべての自動照合方法に適用
されます

サブシステム残高が存在しな
い

勘定科目/期間のサブシステム
残高が存在しません

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• 残高一致(許容差%)
• 残高一致(許容差数)

一部の使用可能な通貨バケッ
トのサブシステム残高が存在
しない

照合で使用可能な通貨バケッ
トの一部にサブシステム残高
がありません

次の自動照合方法で構成され
た照合に適用されます:
• 残高一致(許容差%)
• 残高一致(許容差数)

照合に取引が存在する 照合に取引が追加されていま
す

すべての自動照合方法に適用
されます

残高の手動入力が選択されて
います

照合に「ソース・システム残高
の手動入力」または「サブシス
テム残高の手動入力」のいずれ
かのオプションが選択されて
いる場合、その照合は自動照合
の対象になりません。

すべての自動照合方法に適用
されます

差異分析のプロファイルの作成
差異分析のプロファイルを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「新規」(+)をクリックし、新規プロファイルを作成します。
3. 「プロパティ」タブで、次の情報を入力します。

• 勘定科目 ID - セグメント値の組合せは、プロファイル全体で一意である必要がありま
す。使用可能なセグメントの数は、システム設定で定義されます。

• 名前 - プロファイルを特定する 2つ目の方法。名前は、一意である必要はありませ
ん。ベスト・プラクティスとして、標準勘定科目セグメントに関連付けられた名前
と、プロファイルの所有権または責任を識別する他の記述子を使用することをお薦め
します。

• 説明
• アクティブ  - 手動で入力またはインポートされたプロファイルについてデフォルト
で選択されています。このプロファイルをある期間にコピーしない場合は、このチェ
ック・ボックスをクリアします。

• サマリー・プロファイル - 選択されている場合、プロファイルはサマリー・プロファ
イルです。

• 組織単位 - 組織のモデル化に使用できる階層型のエンティティ・タイプ構造を表しま
す。別々にレポートする必要のある各エンティティに対して、あるいは休日、労働日
数、参照者の割当てまたはコメント作成者の割当て用に異なる構成が必要なエンティ
ティに対して、別々の組織単位を定義します。組織単位はシステム設定で定義しま
す。
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• フォーマット - 管理者によって作成されたフォーマットにプロファイルを関
連付け、照合の方法と、策定者が提供する必要のある情報を決定します。

• 方法 - プロファイルに割り当てられたフォーマットに関連付けられた方法。
• プロセス - プロファイルを特定の照合プロセス(貸借対照表照合プロセスやロ
ーカル GAAP照合プロセス)に関連付けます。プロセスは、システム設定で定
義されます。

• リスク評価 - プロファイルをリスク評価に関連付けます。リスク評価は、
「高」、「低」、「中」のように、システム設定で定義されます。

• 勘定科目タイプ - プロファイルを勘定科目タイプに関連付けます。「リスク評
価」および「勘定科目タイプ」は、レポートに役立つ属性です。値は、管理者
によって定義され、照合をフィルタ処理するためにダッシュボードとリスト・
ビューで使用できます。

• 通常の残高 - プロファイルが含むことになる残高(借方残高、貸方残高、または
借方残高と貸方残高のいずれか)を識別します。残高が通常の残高と異なる場
合、照合に警告が設定されます。

• 残高の手動入力 - 策定者が現在の期間残高、差異の期間残高、あるいはその両
方のどれを入力するかを決定します。次のボックスは、残高をプロファイルに
対してインポートしない場合にのみ選択します。次の一方または両方を選択
します:

– 現在の期間残高の入力
– 差異の期間残高の入力

プロファイルの指示の作成
「指示」タブでは、プロファイルに割り当てられたフォーマットに構成された指示を継
承することで、プロファイルごとに指示を指定する必要がなくなります。ただし、一
部のプロファイルには特別な指示が必要です。指示は、段落テキスト、添付ファイル、
URL、またはドキュメント・リポジトリのファイルへのリンクとして追加します。
プロファイルの指示を指定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順にクリックします。
2. 「新しいフォーマット」または「フォーマットの編集」で、「指示」タブを選択しま
す。

3. 「指示」で、指示(段落テキスト、添付ファイル、URL、またはドキュメント・リポ
ジトリのファイルへのリンク)を入力します。

4. オプション: 「参照」で、「追加」(+)をクリックします。
5. 「参照の追加」ダイアログ・ボックスで、参照のタイプを選択します。

• ローカル・ファイル
「参照」をクリックし、ファイルを選択して添付し、「名前」を入力して「OK」
をクリックします。ファイル・サイズは、「システム属性」で指定します。

• URL

URLの名前を入力し、URLを入力して(Oracle、http://www.oracle.comなど)
「OK」をクリックします。
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ヒント:

参照を削除するには、その参照を選択して「削除」をクリックします。

プロファイル・ワークフローの割当て
「ワークフロー」タブには、策定者とレビュー担当者の割当てが含まれます。策定者およびレ
ビュー担当者の役割を許可されたユーザーのみに、プロファイルでこれらの機能を割り当て
ることができます。システムによって、同じユーザーを同じプロファイルの策定者およびレ
ビュー担当者の役割に割り当てることや、同じユーザーを複数のレビュー担当者の役割に割
り当てることは禁止されます。
場合によっては、照合の策定またはレビューで複数のレベルが必要になります。たとえば、
承認チームのメンバーすべてが照合を承認する必要があるが、承認する順序は関係ない場合
です。ここで、「アクションが必要なユーザー」 フィールドの「すべての策定者」または「す
べてのレビュー担当者」を使用して、プロファイル・ワークフローをチームのすべてのメン
バーに割り当てることができます。
このプロファイルへのコメント作成者または参照者の割当ての詳細は、プロファイルのアク
セスの指定を参照してください。
策定者に関する次の情報を入力します:

• ユーザー名 - 策定者として選択できるユーザー名は、策定者の役割を許可されたユーザー
のみです。

• バックアップ・ユーザー - プライマリ策定者のユーザーに割り当てられた場合、策定者と
して権限があるバックアップ・ユーザーを割り当てることができます。

ノート:

「照合コンプライアンス」では、バックアップ策定者は、プライマリのステータ
スが作業不可の場合にのみ、照合を策定できます。「トランザクション照合」で
は、バックアップ策定者がプライマリ策定者のように行動でき、プライマリ策
定者であるかのように「トランザクション照合」タスクへのアクセス権を持ち
ます。

プロファイル・ワークフローを割り当てるには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「新規」(+)をクリックして新規プロファイルを作成し、「ワークフロー」タブをクリッ
クします。

3. 「策定者」で、策定者に割り当てるユーザーおよびバックアップ・ユーザーに割り当
てるユーザーを選択します。
a. 「検索」をクリックして、その役割のユーザーを選択します。「名」および「姓」
は移入されています。

b. 「詳細」をクリックしてユーザーのステータスを「作業可能」に設定し、「閉じる」
をクリックします。
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c. オプション: 「詳細」をクリックして、ユーザー ID、電子メール・アドレ
スやユーザーの説明を入力します。

d. 「OK」をクリックして割り当てた策定者またはバックアップ・ユーザーを
保存します。

4. チームを「策定者」として割り当てると、「アクションが必要なユーザー」フ
ィールドが表示され、デフォルトは「任意の策定者」になります。チームのす
べてのメンバーが策定に関係する必要がある場合、これを「すべての策定者」
に変更できます。

5. 期間に関連付けられた頻度と一致する頻度がプロファイルに含まれる場合、頻
度を選択します。そうすると、管理者が「期間へコピー」機能を使用すると、
期間に照合がコピーされます。頻度の例: 「年次」、「四半期ごと」、「四半期ご
と - 米国」、「四半期ごと - ヨーロッパ」、「月次」。

6. 開始日オフセットを選択して、照合の開始日を決定します。この負数または正
数によって、照合の開始が許可される期間のクローズ日の前(負数の場合)また
は後(正数の場合)の日数が決定します。

7. 「スケジュール開始」を選択して、開始日オフセットを関連付ける日(クローズ
日、終了日など)を決定します。

8. 期間を選択します。これが開始日に加算され、策定者の期限が計算されます。
9. 「レビュー担当者」で、「新規」(+)をクリックし、レビュー担当者を割り当てま
す。各レビュー担当者を作成すると、レベルが追加されます。無制限のレビュ
ーのレベルがサポートされています。
a. 「ユーザー名」で、最も頻度の高いレビュー担当者から始めます。「レビュ
ー担当者を選択します。」アイコンをクリックし、レビュー担当者を割り当
てます。レビュー担当者として選択できるユーザー名は、レビュー担当者
の役割を許可されたユーザーのみです。

b. 「バックアップ・ユーザー」で、バックアップのレビュー担当者またはチー
ムを割り当てるには、「レビュー担当者を選択します。」をクリックします。
プライマリ・レビュー担当者のユーザーを選択した場合は、バックアップ・
レビュー担当者を選択できます。「バックアップ・ユーザー」列で「バック
アップ・ユーザーを選択します。」をクリックし、バックアップ・ユーザー
を選択します。

10. チームを「レビュー担当者」として割り当てると、「アクションが必要なユー
ザー」フィールドが表示され、デフォルトは「任意のレビュー担当者」になり
ます。チームのすべてのメンバーがレビューしてサイン・オフする必要がある
場合、これを「すべてのレビュー担当者」に変更できます。

11.「頻度」で、照合のレビュー頻度を選択します。照合は、月ごとに準備し、四
半期ごとにレビューできます。

12.「期間」で、レビュー担当者の期限を設定します。期限は、策定者の開始日 +
策定者の期間 + レビュー担当者の期間として計算されます。レビュー担当者
の開始日は、策定者が照合をレビュー用にリリースする時期によって決まるた
め、レビュー担当者に開始日オフセットはありません。この操作が発生すると
同時に、レビュー担当者はレビューを開始できます。

13.「保存」をクリックします。
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ノート:

サービス管理者は、策定者チームとレビュー担当者チームに同じユーザーを含めた
チームを割り当てることができます。ただし、照合の承認プロセスで、そのユーザ
ーは策定または承認のいずれかを実行できますが、両方は実行できません。

プロファイルの通貨の指定
会社が 1つの通貨構成を使用する場合、「通貨」タブは非表示になります。サマリー照合は常
に単一通貨で準備されます。単一通貨バケット用の構成を有効にするには、「通貨」タブに変
更が必要です。サマリー照合で、「レート・タイプ」を選択してから、単一通貨バケットを選
択します。機能通貨バケットがデフォルトです。
照合と、外国為替換算の動作に対して有効にする通貨バケットの数を決定します。次の情報
を入力します:

プロファイル通貨を設定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「新規」(+)をクリックし、「新規プロファイル」を作成します。
3. 「通貨」タブをクリックします。
4. ソース・システムの再評価の影響を受けない勘定科目を含むプロファイルに対して「履歴
レート」を選択します。
• 「履歴レート」が選択されると、策定者は、照合にトランザクションを入力するとき
に、その照合に対して有効になっているすべての通貨バケットに値を指定する必要が
あります(残高の説明または調整など)。

• 「履歴レート」がクリアされている場合、策定者は、最下位レベルの通貨バケットに
値を入力する必要があります(入力済の通貨バケットなど)。そうすると、保持されて
いる為替レートを使用して、システムによって、他の通貨バケットにおける同等の値
が計算されます。

5. 「レート・タイプ」を選択します。レート・タイプの選択は、履歴レートがクリアされて
いる場合にのみ可能です。外貨レート(FXレート)がロードされると、それらはレート・
タイプに関連付けられます。プロファイルでのレート・タイプの設定によって、プロファ
イルに関連する照合のトランザクションに対して通貨換算を実行するために使用する一
連の FXレートが決定されます。

6. 「入力済」、「機能」、「レポート」などのバケット・ラベルごとに有効にして、デフォルト
通貨を選択します。
通貨バケット表によって、プロファイルに対して有効にする通貨バケットが決定されま
す。通貨バケットは、システム設定で構成されます。システム・レベルで有効になってい
るバケットのみを個々のプロファイルに対して有効にできます。通貨バケットが有効に
なると、そのバケットに対するシステム・レベルのデフォルトを受け入れるか、プロファ
イル固有のデフォルト値を割り当てることで、プロファイルにデフォルト通貨を割り当て
ることができます。
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プロファイルのアクセスの指定
「アクセス」タブでは、プロファイルに関連する照合のコメント作成者または参照者と
して許可するユーザーを決定します。コメント作成者は、照合を表示して、照合また
は照合のトランザクションにコメントを追加できます。参照者は、読取り専用アクセ
ス権を持ちます。
ユーザーまたはチームをコメント作成者またはレビュー担当者として選択するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「新規」(+)をクリックし、「新規プロファイル」を作成します。
3. 「アクセス」タブを選択します。
4. 「追加」(+)をクリックします。
5. 「参照者の選択」または「コメント作成者の選択」で、「ユーザーの検索」 をクリ
ックします。

6. 「ユーザー」または「チーム」を選択し、名前を入力するか「検索」をクリックし
ます。

7. 「検索結果」で、コメント作成者または参照者ユーザー、またはチームを選択し、
それらを「作業可能」列に追加します。

プロファイル属性の指定
「属性」タブを使用すると、管理者は、プロファイルに属性を割り当てて、その属性に
値を指定できます。「照合」にある「サマリー」タブの下の「他の属性」に属性が表示
されます。
「ロック済」列には、属性がフォーマットから継承されたことが表示されます。
属性の作成方法の詳細は、属性の作成を参照してください
プロファイル属性を追加するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「新規」(+)をクリックし、「新規プロファイル」を作成します。
3. 「属性」タブをクリックします。
4. 「追加」(+)をクリックし、「属性の割当ての追加」を表示します。
5. 属性で、定義された属性のリストから属性を選択します。属性の選択に応じてダイ
アログ・ボックスのオプションが表示されます。
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ノート:

差異分析プロファイルに属性を追加する場合は、「属性の設定」ダイアログで次
の点に注意してください。
• 「ソース・システム残高の入力」を使用して、現在の期間残高の入力を指定
する必要があります

• 「サブシステム残高の入力」を使用して、可変の期間残高の入力を指定する
必要があります。

6. 「タイプ」の下にあるこの編集不可のフィールドには、属性の選択に応じて値が移入され
ます。

7. 「値」で、属性のタイプに関連付けられた値を選択します。たとえば、フォーマット済数
値属性の場合は数値、「リスト」属性の場合はリスト、「複数行のテキスト」の場合はスク
ロールせずに表示できる複数行のテキスト、「ユーザー」属性の場合は個人名、「はい/い
いえ」属性の場合は「はい」または「いいえ」です。

8. 「アクセス」で、選択した属性の役割およびアクセスを選択します。次に指定されていな
いかぎり、すべての役割に表示アクセス権があります。
各テキスト・ボックスおよび「添付」タブのアクセスを追加するには:

a. 「追加」をクリックします。
b. 役割を選択します。
c. 役割アクセス・タイプのいずれかを選択します:

• テキスト・ボックス:

– 表示しない - この属性は「照合」リスト、あるいはダッシュボード、リスト・
ビューまたはレポートのいずれにも表示されません。

– 編集を許可 - 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、編集
ルールの対象です。

– 必須 - 属性に値が必要です。策定者とレビュー担当者には、「必須」オプショ
ンがあります。値が指定されるまで、策定者は送信できず、承認者は承認で
きません。

• 「複数行のテキスト」ボックスには、アクセス・タブが 2つあります。
– 「テキスト・ボックス」タブ:

* 表示しない - この属性は「照合」リスト、あるいはダッシュボード、リス
ト・ビューまたはレポートのいずれにも表示されません。

* 編集を許可 - 属性の値を追加、変更および削除する権限がありますが、編
集ルールの対象です。

* 必須 - 属性に値が必要です。策定者とレビュー担当者には、「必須」オプ
ションがあります。値が指定されるまで、策定者は送信できず、承認者
は承認できません。

– 「添付」タブ:

* 表示しない - この属性は「照合」、あるいはダッシュボード、リスト・ビ
ューまたはレポートのいずれにも表示されません。
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* 追加および削除 - ファイルの追加や、自分が追加したファイルの削
除が可能ですが、編集ルールの対象です。

* 必須 - 策定者またはレビュー担当者が少なくとも 1つのファイル
を添付することが必要です。策定者とレビュー担当者にのみ、「必
須」オプションがあります。ファイルが添付されるまで、策定者
は送信できず、承認者は承認できません。

* すべてを追加および削除 - 自分のファイルの追加や削除、別の役割
によって追加されたファイルの削除も可能です。

9. 照合内で属性に行われた更新をプロファイルにプッシュする場合、「照合の変更を
プロファイルにコピー」を選択します。これにより、照合と合うようにプロファイ
ルが更新され、次の期間に照合を作成したときに同じ値が使用されるようになりま
す。

10.「OK」をクリックします。

プロファイル・ルールの操作
プロファイル・ルールは照合の動作に影響します。これらのルールを使用すると、プ
ロファイル/照合に直接ルールを割り当てることができます。これらのルールは、ルー
ルが構成された照合に対して適用されます。
附随する照合がすでに存在する場合、ルールはトランザクション条件のみを評価しま
す。
プロファイルのフォーマットに割り当てられたルールは、読取り専用形式で表示され
ます。
• 照合の自動承認 - 指定された条件を満たしている場合にのみ、指定された承認が自
動的に完了します。
このルールに適用される条件の例を次に示します。
– 残高が指定の範囲外にある場合
– 残高が指定された金額または割合を超えて、いくつかの前期間から変動する場
合

– 前の照合に、指定の基準を満たすトランザクションまたはその他の条件がある
場合

– 属性に指定の値がある場合(計算済属性を含む)

条件を満たすと、ルールによって指定のレビュー担当者レベルが完了としてマーク
され、これによりワークフローが次の確認レベルに進むか、他に確認レベルがない
場合は「クローズ済」になります。
このルールは、照合ステータスがオープン(レビュー担当者)に変更されたときに実
行されます
このルールは再実行できます。

• 照合の自動送信 - 指定された条件を満たしている場合にのみ、照合を自動的に送信
します。
このルールに適用される条件の例:

– 残高が指定の範囲外にある場合。
– 残高が指定された金額または割合を超えて、いくつかの前期間から変動する場
合。
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– 前の照合に、指定の基準を満たすトランザクションまたはその他の条件がある場合。
– 属性に指定の値がある(計算済属性を含む)

条件を満たすと、指定のレビュー担当者レベルが完了としてマークされ、ワークフローが
次の確認レベルに進むか、他に確認レベルがない場合はワークフローがクローズ済になり
ます。

ノート:

このルールは、ワークフロー・ステータスが常に「クローズ済」に進む既存の
自動照合機能とは異なります。自動送信ルールは、引き続き手動による確認を
呼び出しつつ、準備を自動化できるオプションの方法です。

このルールは、照合ステータスが「保留中」から「オープン(策定者)」に変更されたとき
に実行されます
このルールは再実行できます。

• 照合承認の防止 - このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、照合が承認されな
いようにします。このルールは、承認者が「承認」をクリックすると実行されます。

• 照合送信の防止 - このルールでは、属性値または他の特性に基づいて、照合が送信されな
いようにします。このルールは、策定者が「送信」をクリックすると実行されます。

• 照合添付が必要 - このルールは、照合の主要添付セクションに添付が追加されていない場
合に照合が送信されないようにします。属性値、またはどのような場合に添付が必要にな
るかを指定する他の特性に基づいて、条件が設定されます。このルールは、策定者が「送
信」をクリックすると実行されます。

• 照合却下の防止 - このルールは、特定の条件下でレビュー担当者による却下を阻止しま
す。このルールは、レビュー担当者が「却下」をクリックすると実行されます。

• 更新時に電子メールを送信 - このルールでは、特定の条件が満たされて照合が保存された
ときに電子メールが送信されます。

ノート:

このルールは、属性の設定など照合に対する操作を行うと実行されるよう設計
されます。日付のリセットなどの「アクション」ダイアログ以外で行われる照
合に対する操作では実行されません。

列:

ロック済
ルールがフォーマットから継承された場合に「ロック済」が表示されます。
順序
ルールの正常な実行によって、後のルールが呼び出されないようになることがあります。た
とえば、顧客が自動照合ルールを照合に割り当てて、自動照合が成功した場合は、「送信」機
能に関連付けられたルールが呼び出されなくなります。自動照合およびルールの優先順位を
参照してください。
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属性値の設定
プロファイルが期間にコピーされ、ルール定義で設定される前に、属性値を指定の値
に設定します。このルールを使用すると、標準属性に対してルールを構成できます。
このルールは再実行できます。
例: 期間の頻度に基づいて策定者期間を設定します。ルール構成でサポートされる値
設定のタイミング: プロファイルが期間にコピーされる前。
プロファイル・ルールを操作するには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「プロファイル」をクリックしま
す。

2. 「プロファイル」で、プロファイルをダブルクリックします。
3. 「ルール」タブを選択します。次の情報を表示できます:

• 順序 - 優先順位。自動照合およびルールの優先順位を参照してください。
• ルール - ルールの名前
• 条件 - ルールを実行する前に存在している必要がある条件の選択

4. ルールの作成、編集、複製、削除または並替えを行うには、「ルール」タブで適切
なボタンをクリックし、必要に応じて更新します。
• ルール - ルールを選択します。
• 説明—オプション。ルールを構成した理由と、ルールの使用方法を説明しま
す。

• メッセージ(合計ルールについて):

– 策定者へのメッセージ - 照合送信の防止ルールおよび照合添付が必要ルー
ルで、策定者へのオプションのメッセージを定義します。

– レビュー担当者へのメッセージ - 照合承認の防止ルールで、レビュー担当
者へのオプションのメッセージを定義します。

• レビュー担当者レベル - 「すべてのレベル」を選択してすべてのレビュー担当
者レベルにルールを適用するか、特定のレビュー担当者レベルを個別に選択し
ます。少なくとも 1つのレビュー担当者レベルを選択する必要があります。

• 「フィルタの作成」 を選択して条件セクションに移入するか、「保存済フィルタ
の使用」を選択してからフィルタを選択します。ルールに対して選択および構
成されたフィルタが、適用するルールをトリガーする条件を決定します。

• 条件 -

– 保存済フィルタの使用を選択すると、「条件」セクションには保存済フィル
タに関連付けられた条件の読取り専用バージョンが表示されます。

– 「フィルタの作成」を選択すると、「条件」セクションが有効になります。
「組合せ」、「ソース」、「属性」、「演算子」および「値」は、既存の高度なフ
ィルタ機能の場合と同様に動作します。フィルタを作成する際は次の属性
を使用できます。
* 照合およびトランザクション属性として分類される計上属性を含む、
あらゆる照合またはトランザクション属性

* 期間頻度
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自動照合およびルールの優先順位
このトピックでは、自動照合とルールの実行時の優先順位について説明します。処理順序の
概要は次のとおりです。
1. 自動照合方法 - プロファイルの作成の自動照合方法を参照してください
2. 3つの自動照合方法(アクティビティなし、残高が範囲内、残高が範囲内でアクティビテ
ィなし)によってクローズされた照合、前の照合からのトランザクション/コメントのコピ
ー

3. ルールの実行
a. トランザクション・ルールのコピー
b. 属性ルールの設定(該当する場合)

c. ルールの自動送信/承認
優先ルールの順序
Oracle Account Reconciliationでのルールの正常な実行によって、後のルールが呼び出されな
いようになる可能性があります。たとえば、自動照合ルールを照合に割り当てて、自動照合
が成功した場合は、「送信」機能に関連付けられたルール(照合添付の要求など)が呼び出され
なくなります。

表 7-2 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
照合の自動承認 フォーマット/プロフ

ァイル・ルール
オープン(レビュー担当者)への照合ステータス
変更。
データ・ロードの後処理で、データ・ロード・
プロセスの結果満たされる可能性のある残高
条件にルールが基づいているケースを処理す
る場合。
このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。
自動承認ルールは、自動送信ルールがあるかど
うかに依存します。たとえば、照合が次のよう
な場合に実行されます:
• データ・ロードの前にクローズされ、新し
いデータまたは変更されたデータのため
に再オープンされ、自動送信ルールによっ
て照合が「承認者」ステータスになった場
合

• オープンしているが、照合のためのトラン
ザクションが入力またはインポートされ
ておらず、自動送信ルールによって照合が
「承認者」ステータスになった場合

複数の自動承認ルー
ルが構成されている
場合、なんらかのル
ールが成功すると照
合が自動的に承認さ
れます。
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表 7-2 (続き) 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
照合の自動送信 フォーマット/プロフ

ァイル・ルール
「保留中」から「オープン(策定者)」への照合ス
テータス変更
データ・ロード後の処理時に、自動送信ルール
を実行するための基準は、照合が次のような場
合です:
• データ・ロードの前にクローズされ、新規

または変更されたデータのために再オー
プンされた場合

• オープンしているが、照合のためにトラン
ザクションが入力またはインポートされ
ていない場合

このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。

照合の自動送信ルー
ルが評価される前に
トランザクションの
コピールールが処理
されます。

トランザクションの
コピー
ユーザーによって実
行された前の照合か
らトランザクション
をコピーすると、同
じプロファイルに対
応します。
このコピー機能は、
「前の照合からトラ
ンザクションをコピ
ー」ウィンドウと同
じように動作しま
す。コピー対象の前
の照合からのトラン
ザクション、トラン
ザクション添付およ
びトランザクショ
ン・コメントは、設
定された条件に基づ
いて選択されます。
ノート: 前の照合か
らのトランザクショ
ンのコピーは、サマ
リー照合には許可さ
れていません。

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

このルールは次の場合に実行されます:
• 照合のステータスが「保留中」から「オー

プン(策定者)」に変更されます。
• ステータスが「保留中」の照合に残高がロ
ードされます。

このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。

照合の自動送信ルー
ルが評価される前に
トランザクションの
コピールールが処理
されます。
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表 7-2 (続き) 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
金額編集の防止 フォーマット・トラ

ンザクション・ルー
ル

策定者が「トランザクションの詳細」ダイアロ
グ・ボックスにアクセスする場合。

ルールに関連付けら
れた条件が満たされ
ている場合、策定者
がアプリケーション
からトランザクショ
ン金額を編集するこ
とはできません(金額
属性が無効であり、
計上金額に対する上
書き機能もすべて無
効になっています)。
また、インポート検
証により、インポー
トを介した金額の編
集はできません。

照合承認の防止 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

承認者が「承認」をクリックします 承認者が「承認」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は承認機能は
使用できません。

照合送信の防止 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

策定者が「送信」をクリックします。 策定者が「送信」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます(順序は関
係ありません)。いず
れかのルールが成功
した場合は送信機能
が防止されます。

照合却下の防止 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

レビュー担当者が「却下」をクリックします。 ユーザーが特定のフ
ィールドに入力して
いないかぎり、ルー
ルによって却下が阻
止されます。策定者
に修正方法の詳細が
提供されます。

トランザクション削
除の防止

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者はトランザクションの「削除」をクリッ
クします。

策定者が「削除」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は削除機能が
防止されます。
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表 7-2 (続き) 優先ルールの順序

ルール ルール・タイプ 実行する条件 優先順位のノート
トランザクション保
存の防止

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者がトランザクションの「保存」をクリッ
クします

策定者がトランザク
ションの「保存」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます(順序は関
係ありません)。いず
れかのルールが成功
した場合は送信機能
が防止されます。

トランザクションの
添付が必要

フォーマット・トラ
ンザクション・ルー
ル

策定者がトランザクションの「保存」をクリッ
クします

策定者がトランザク
ションの「保存」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は送信機能が
防止されます。

照合添付が必要 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

策定者が「送信」をクリックします 策定者が「送信」を
クリックするとルー
ルがトリガーされま
す。任意の順序で評
価できます。いずれ
かのルールが成功し
た場合は送信機能が
防止されます。

更新時に電子メール
を送信

フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

ユーザーが照合の属性を更新し、あらかじめ存
在する条件が満たされます。

ユーザーが「照合」
ダイアログで属性値
を更新し、このルー
ルに関連付けられて
いる特定の条件が満
たされた場合にルー
ルがトリガーされま
す。

属性値の設定 フォーマット/プロフ
ァイル・ルール

「実行時期」属性の構成に準拠:
プロファイル属性: プロファイルが期間にコピ
ーされる前。
このルールは、「ルールの実行」メニューの「ア
クション」を使用して再実行できます。
フィルタ条件の期間を参照するルールは、(プ
ロファイルまたは期間から)照合を作成する際
に実行されません。そのようなルールは、照合
の作成後に、「アクション」の下の「ルールの
実行」オプションを使用して実行する必要があ
ります。

プロファイルの履歴の表示
プロファイルの履歴を表示するには:

第 7章
プロファイルの履歴の表示

7-22



1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 勘定科目 IDをダブルクリックして「プロファイルの編集」を開き、「履歴」タブをクリッ
クします。

3. ワークフロー割当ての変更、フォーマット構成の変更、リスク評価、プロファイル属性な
ど、プロファイルに対する変更が記録される「履歴」タブを確認します。

勘定科目の追加
「勘定科目の追加」ダイアログを使用して、勘定科目をサマリー・プロファイルに割り当てる
ことができます。
勘定科目をサマリー・プロファイルに割り当てるには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「プロファイル」をクリックします。
2. 新規プロファイルを作成して「サマリー・プロファイル」を選択するか、サマリー・プロ
ファイルを選択して「編集」を選択します。

3. 勘定科目を選択して「選択済勘定科目」に追加します。
4. 次のいずれかとして保存します。

• フィルタとして保存 - サマリー・プロファイルが期間にコピーされるときにフィルタ
を評価し、その時点でその勘定科目のリストが保存されて保管されます。

• リストとして保存 - 「使用可能な勘定科目」で、サマリー・プロファイルの勘定科目
を選択して、「選択済勘定科目」に追加し、勘定科目を選択します。

5. 終了したら、「保存して閉じる」をクリックします。

プロファイルでの Excel CSVファイルの使用
管理者およびパワー・ユーザーは、Excelでプロファイルを構成し、それらをインポートでき
ます。
プロファイルをインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「プロファイル」をクリックします。
2. プロファイル・リストをエクスポートして、列見出し付きのスプレッドシートを作成する
インポート・テンプレートを作成します。

3. これにプロファイル情報をコピーして貼り付けます。
4. ファイルをインポートします。プロファイルのインポートを参照してください。

プロファイルのインポート
この手順を使用して、プロファイルを「勘定科目照合」にインポートします。1つのファイル
に一度にインポートできるプロファイルは最大 300,000です。300,000を超えるプロファイ
ルをインポートする必要がある場合は、プロファイルを複数のファイル・インポートに分割
して、最大数を下回るようにする必要があります。
プロファイルをインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「プロファイル」の順にクリックします。
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2. 「プロファイル」で、「アクション」、「インポート」の順に選択します。
3. 「プロファイルのインポート」ダイアログ・ボックスで、次の入力を行います。

a. ファイル
インポートするファイルの場所を入力するか、「参照」をクリックしてファイ
ルを検索します。

b. 「ファイル・タイプ」で、次のいずれかを選択します。
• プロファイル
• サマリー照合の子

ノート:

プロファイルのエクスポート・オプションを使用して、インポー
トを使用する前にまずサマリー照合の子をエクスポートできま
す。プロファイル属性に変更を加える場合は、最初にプロファイ
ルのエクスポート・オプションを使用することもできます。まず
ファイルをエクスポートして変更を加えてから、「インポート」
を使用して、変更したプロファイルを再インポートします。プロ
ファイルのエクスポートを参照してください。

c. 次のいずれかを選択します:

d. インポート・タイプ
次のいずれかを選択します:

• 置換 - プロファイルの定義を、インポート・ファイル内の定義に置き換え
ます。このオプションでは、プロファイルの詳細を、インポートするファ
イル内の詳細に置き換えます。

• 更新 - プロファイルの部分的な情報を更新します。勘定科目セグメント値
は必須です。たとえば、インポート・ファイルで、プロファイルの指示を
変更した場合や、レビュー担当者を再割当てした場合が考えられます。ま
た、同じ変更を多数のプロファイルに行った(400プロファイルのうち 100
のプロファイルに新しい属性を追加するなど)場合も考えられます。この
オプションは、プロファイルの詳細を完全に置き換えるものではありませ
ん。ファイルに指定されている属性の詳細のみが更新されます。たとえ
ば、インポート・ファイルにプロファイルの指示に関する列のみが含まれ
る場合、策定者、レビュー担当者およびその他の属性は影響を受けません。

ノート:

組織単位を含むプロファイルをインポートする場合、インポート・フ
ァイルで「組織単位 ID」を指定する必要があります。

e. 日付フォーマット
使用可能な日付フォーマットのドロップダウン・リストから、日付フォーマッ
トを選択します。日付フォーマットは変換されません。デフォルトで、日付フ
ォーマットはエクスポートされたファイルの場所のロケールの日付フォーマ
ットに設定されます。
例:
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• MM/dd/yyyy

• dd/MM/yyyy

• dd-MMM-yy

• MMM d, yyyy

f. インポート・ファイルのファイル区切り文字を選択します(カンマやタブなど)。また
は、「その他」を選択して、任意の 1文字を区切り文字として指定します。

g. 「インポート」をクリックします。インポートのサマリー・ステータスが表示されま
す:

• インポートが成功すると、「インポート - 成功」にインポートされたプロファイル
の数が表示されます。

• インポートでエラーが発生した場合、エラーのあるプロファイルはインポートさ
れず、「インポート・エラー」にエラーが表示されます。

4. 「OK」をクリックして「プロファイル・リスト」に戻るか、「リセット」をクリックして
別のファイルをロードします。どちらを選択しても、正常にインポートされたプロファイ
ルは保存され、エラーのあるプロファイルは破棄されます。

プロファイルのエクスポート
ファイルへのプロファイルのエクスポート
プロファイルをエクスポートするには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」、「プロファイル」の順にクリックします。
2. 「プロファイル」で、「アクション」、「エクスポート」の順に選択します。
オプション: エクスポートするプロファイルのみを含めるようにプロファイル・リストを
フィルタ処理します。

3. プロファイルのエクスポートで、次のように選択します。
• 行
次のいずれかを選択します:

– すべてのプロファイルでは、現在のフィルタ条件に一致するすべてのプロファイ
ルがエクスポートされます。

– 「選択されたプロファイル」では、選択されたプロファイルがエクスポートされま
す

ノート:

「リストに表示するアイテムの最大数」設定を使用して、表示する最大行数
を調整できます。手順の詳細は、勘定科目調整でのガバナー制限の設定を参
照してください。

• フォーマット
次のいずれかを選択します:

– 「フォーマットされたデータ(表示列のみ)」では、Excel互換形式にエクスポート
されます
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– 今後のインポート用のサマリー照合の子では、将来のインポート用にサマ
リー情報がエクスポートされます。

– 「今後のインポート用のフォーマットされていないデータ」では、将来のイ
ンポート用に CSV形式にエクスポートされます。
管理者またはパワー・ユーザーは、ファイルに含める属性を選択するか、
デフォルトの「すべて」のままにできることに注意してください。
 

 

4. 「エクスポート」をクリックします。
5. 「開く」または「保存」をクリックして、ファイルをハード・ドライブに保存しま
す。

6. プロファイルのエクスポートで、「閉じる」をクリックします。
変更されたプロファイル属性の将来のインポートに対するプロファイルのエクスポー
トの使用
エクスポートしたファイル内で変更を加えてから変更したプロファイルを「勘定科目
照合」に再インポートするために、プロファイルのエクスポート・ダイアログを使用
してプロファイル属性をエクスポートできます。プロセスは次のとおりです:
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• 「プロファイル」ダイアログの「エクスポート」を使用して、プロファイル属性をエクス
ポートします。プロファイルのエクスポートを参照してください

• ダウンロードした csvファイルに変更を加えます。
• 「プロファイル」ダイアログの「インポート」を使用して、変更したプロファイルをイン
ポートします。プロファイルのインポートを参照してください

プロファイルまたは照合の削除
Account Reconciliationで 1つ以上のプロファイルまたは照合を削除できます。複数の削
除を実行する場合は、バッチ・ジョブをバックグラウンドで実行することにより、処理中も
引き続きタスクを実行できます。ジョブが実行されると、「ジョブ」カードを使用して、エラ
ーがあるかどうかを確認できます。
Related Topics

• プロファイルの削除
サービス管理者は 1つ以上のプロファイルを照合リストから削除できます。

• 照合の削除
サービス管理者は 1つ以上の照合を照合リストから削除できます。

プロファイルの削除
サービス管理者は 1つ以上のプロファイルを照合リストから削除できます。

Note:

トランザクション照合のフォーマットに関連付けられているプロファイルを削除す
ると、プロファイルに関連付けられている照合および未照合の「トランザクション
照合」トランザクションもすべて削除されます。プロファイルを削除する前に、環
境のバックアップを取ることをお薦めします。

プロファイルを削除するには:

1. 「アプリケーション」から「プロファイル」を選択して、プロファイルのリストを表示し
ます。

2. 目的の照合に簡単にアクセスするには、「検索」フィールドを使用します。次のグリッド
のソース残高とサブシステム残高、日付およびアイコンベースの列を除いて、任意の属性
で検索できます。たとえば、"Accounts"という語で検索すると、名前に Accountsが含ま
れるすべてのレコード (Accounts Payable、Accounts Receivableなど)が表示されます。
特定のフィルタ機能を使用して特定の照合のリストにアクセスすることもできます。「検
索」フィールドの隣にある「フィルタ」アイコンをクリックしてフィルタを設定します。

3. 削除するプロファイルを強調表示し、「アクション」から「削除」を選択します。
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4. 警告メッセージが表示され、「選択したオブジェクトを削除しますか?」というメッ
セージに対して「OK」をクリックします

5. 複数のプロファイルを削除する場合は、バッチ・ジョブの実行が開始され、バック
グラウンドで実行されている処理のステータスを確認できます。
 

 

照合の削除
サービス管理者は 1つ以上の照合を照合リストから削除できます。
照合を削除するには:

1. 「ホーム」から「照合」を選択して、照合リストを表示します。
2. 削除する照合を強調表示し、「アクション」から「削除」を選択します。
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3. 警告メッセージが表示され、「選択したオブジェクトを削除しますか?」というメッセージ
に対して「OK」をクリックします

4. 複数の照合を削除する場合は、バッチ・ジョブの実行が開始され、バックグラウンドで実
行されている処理のステータスを確認できます。
 

 

プロファイルの「アクション」パネルの使用
「アクション」パネルを使用して、プロファイルの属性およびワークフローのバッチ更新を実
行します。すべてのプロファイルか、またはフィルタ処理されたプロファイルのサブセット
を更新することができます。
たとえば、500のプロファイルに Johnが策定者として割り当てられているとします。部署の
責任が変更されたため、これらの勘定科目の策定者に Maryを割り当てる必要があります。
Johnが策定者であるプロファイルのみを含めるようにプロファイル・リストをフィルタ処理
し、「アクション」パネルを使用して Maryを策定者に設定します。

期間へのプロファイルのコピー
期間にプロファイルをコピーするには:
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1. ホームで「アプリケーション」、「プロファイル」の順に選択します。
2. 「アクション」パネルで「照合の作成」をクリックします。
3. 希望の期間を選択し、「適用」をクリックします。
4. 期間にコピーするプロファイルを選択し、「適用」をクリックします。

プロファイルの複製
プロファイルは、コピーして貼り付けることで複製できます。
プロファイルをコピーするには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「プロファイル」をクリックしま
す。

2. プロファイルを選択します。
3. 「アクション」、「コピー」の順に選択します。
4. 「プロファイルのコピー」で、「保存して閉じる」または「取消し」をクリックしま
す。

プロファイルを貼り付けるには:

1. ホームから「アプリケーション」をクリックし、「プロファイル」をクリックしま
す。

2. プロファイルを選択して、「アクション」、「貼付け」の順に選択します。
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8
グループ照合の操作

次も参照:

• グループ照合の操作について
• グループ照合の管理者設定タスク
グループ照合を操作するために管理者が実行する必要がある、1回限りの設定タスクが複
数あります。

グループ照合の操作について
多くの企業では、照合の実行レベルより下位のレベルで総勘定元帳および補助元帳の残高を
追跡することが有用であると考えます。照合コンプライアンスにおいてグループ照合でサブ
セグメントを使用すると、策定者はあるレベルで照合し、下位レベルで詳細を理解できるよ
うになります。これは、データをより徹底的に分析し、注意が必要な領域を識別するのに役
立ちます。
次に例を示します:

勘定科目分析の場合、策定者は多くの総勘定元帳(GL)残高について単一グループ照合を実行
できますが、どの説明付き残高トランザクションがどの詳細残高を意味していないかについ
てもアクセスできます。
残高の比較の場合、策定者は多くの総勘定元帳(GL)残高および補助元帳残高について単一グ
ループ照合を実行し、どの詳細残高が一致しないかを容易に確認できます。
残高照会 - 照合の策定者、レビュー担当者または監査者は、特定の詳細残高がどのグループ照
合に含まれるかを判別できます。
残高検証 - 管理者は、ロードを予定したすべての残高がロードされ、システムで有効であるか
どうかを確認できます。
グループ照合でサブセグメントを使用する一般的な例としては、「エンティティ」、「勘定科
目」および「コスト・センター」の 3セグメント構成があります。これらのセグメントを潜
在的なサブセグメントとして指定した場合、任意の組合せのセグメント全体におけるグルー
プ照合を作成できます。たとえば、グループ照合#1はエンティティ -勘定科目レベルとし、す
べてのコスト・センター全体をグループ化することで、コスト・センターがサブセグメント
となります。また、グループ照合#2を作成して勘定科目レベルとし、すべてのエンティティ
およびコスト・センター全体をグループ化することで、エンティティおよびコスト・センタ
ーがサブセグメントとなります。基本的に、全体をグループ化できるセグメントはサブセグ
メントとして指定するため、照合の構成時には必要に応じて柔軟にグループ化できます。
グループ照合のデータ・ロードについて
サブセグメント・レベルへのデータ・ロードは、「データ管理」内で実行する必要がありま
す。「勘定科目照合」を使用して、残高を手動で編集したり、事前マップ済データをサブセグ
メント・レベルにロードすることはできません。事前マップ済残高のインポートは、常にプ
ロファイル・セグメント・レベルで実行されます。
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グループ照合の管理者設定タスク
グループ照合を操作するために管理者が実行する必要がある、1回限りの設定タスクが
複数あります。
1. サブセグメントの定義
2. 新しいグループ照合設定用にフォーマットの構成を行い、次に、グループ照合とな
るプロファイルにこのフォーマットを適用します。

3. グループ照合フォーマットをプロファイルに適用します
4. 「データ統合」でターゲット・ディメンションにサブセグメントをマップします。
データ統合 - ターゲット・アプリケーション・ディメンション・マッピングを参照
してください。

5. データ統合での統合の作成
• データ統合でのディメンションのマッピング
• データ統合でのメンバーのマッピング

設定の後、進行中のタスク - 「勘定科目照合」におけるデータ・ロードの作成と実行を
参照してください。
策定者の場合の相違点
管理者は、「勘定科目照合」および「データ統合」の両方でプロファイル・サブセグメ
ントを設定および構成し、グループ照合のフォーマットを作成および適用してからフ
ォーマットをプロファイルに適用したため、これが策定者にどのように表示されるか
を説明します。グループ照合の策定者タスクを参照してください。

サブセグメントの定義
プロファイル・セグメントが「勘定科目照合」でサブセグメントとしてマークされて
いる場合、このプロファイル・セグメントはデータ統合でターゲット・ディメンショ
ンにもマップされる必要があります。
サブセグメントがアクティブ化された後で 1つ以上の期間にデータがロードされる
と、サブセグメントはロックされることに注意してください。

Note:

サブセグメント IDにハイフン(-)を含めることはできません。

最初に、「勘定科目照合」でサブセグメントを定義します:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」、「システム属性」の順に選択しま
す。

2. 「プロファイル・セグメント」で、「サブセグメント」チェックボックスを選択し、
ドロップ・ダウン・リストから「ターゲット・ディメンション」を選択します。デ
ータ統合で定義されているディメンションを次に示します。
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Note:

Account Reconciliation内の照合勘定科目 IDにマップする際には、空白のター
ゲット・セグメントに関する考慮事項があります。ターゲット照合で 2つの移
入済セグメント間に空白のセグメントがある場合、Account Reconciliationによ
って、照合勘定科目 IDの中にある空白および nullのセグメント値はそれぞれ 3
つの空白文字として処理されます。また、Account Reconciliationによって、最
後の移入済セグメントに続く NULLセグメントが切り捨てられます。
たとえば、グループ照合で照合 IDが"001-null-null-1925 XXX"の場合(照合/プロ
ファイルを表示すると、Account Reconciliation内の"null"は存在しません(文字
の無効化)。)Account Reconciliationの設計では、移入済セグメントの間の空白お
よび nullのセグメントごとに、データベース層の"null"が 3つの空白文字に置き
換えられます。データ統合内のターゲット・マップ済プロファイルでは、
Account Reconciliationに合せるために、"ACCOUNT ID 001- - -1925 XXX"とな
る必要があります。

フォーマットの構成
次のステップは、グループ照合のフォーマットの設定です。グループ照合のフォーマットを
作成するには:

1. 「ホーム」から、「アプリケーション」、「構成」、「フォーマット」の順に選択します。
2. プラス記号(+)をクリックしてから必須フィールドに入力して、グループ照合の新規フォ
ーマットを作成します。グループ照合について作成されたフォーマットの例を次に示し
ます。次の点に注意してください。
• 「グループ照合」チェックボックスを選択します。これを選択すると、照合アクショ
ン・ダイアログに「グループの詳細」リンクが表示されます。

• その他のすべての設定は、個別照合と同様に動作します。
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• グループ照合は、トランザクション照合または差異分析方法に適用されませ
ん。

 

 

グループ照合フォーマットをプロファイルに適用します
新規グループ照合のフォーマットを構成したら、グループ照合となるプロファイルに
このフォーマットを適用できます。これはプロファイルにフォーマットを適用する通
常のプロセスに従います。プロファイルの操作を参照してください

データ統合 - ターゲット・アプリケーション・ディメンシ
ョン・マッピング

データ統合では、「勘定科目照合」で追加した各サブセグメントを、データ統合の「タ
ーゲット・アプリケーション」のディメンションとして、まったく同じサブセグメン
ト名およびディメンション名を使用して追加する必要があります。
プロファイルは、「勘定科目照合」で構成されたプロファイルと一致する 1つの連結値
としてロードされます。各追加サブセグメントは、それ自体の"UD"フィールドに「参
照」としてマップされます。これにより、UDマッピングが「勘定科目照合」の「プロ
ファイル・セグメント」画面における"UD"の選択内容と一致します。
データ統合でサブセグメントをディメンションとして追加するには:

1. ホームから、「アプリケーション」、「データ交換」の順に選択します。データ統合
ページが表示されます。
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2. 「アクション」をクリックし、「アプリケーション」を選択します。「アプリケーション」
ダイアログが表示されます。

3. 「照合コンプライアンス残高」を選択し、「アクション(省略記号)」をクリックし、「アプ
リケーション詳細」を選択します。

4. 「ディメンション」タブで、「追加」をクリックし、「勘定科目照合」で追加した各サブセ
グメントをデータ統合に追加し、正しくマップされるようにします。サブセグメントごと
に次を追加します:

a. ディメンション名 - 「勘定科目照合」のプロファイル・セグメント名と完全に一致す
る必要があります。

b. ターゲット・ディメンション・クラス - 「参照」にする必要があります。
c. データ表列名 - 「勘定科目照合」で指定したターゲット・ディメンション名と一致す
る必要があります。
 

 

データ統合での統合の作成
統合は、データをソース・システムから抽出して、ターゲット・システムにロードする方法
を指定します。
1. ホーム・ページで、「アプリケーション」、「データ交換」の順に選択します。データ統合
ページで、「追加」アイコンをクリックして統合を作成します。
Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理のデータ統合の定
義を参照してください。

2. サブセグメントをマッピングします。データ統合でのディメンションのマッピングを参
照してください。

3. データ・ロード中に、データをソースからターゲットにマッピングします。データ統合で
のメンバーのマッピングを参照してください。

データ統合でのディメンションのマッピング
各サブセグメントが、Account Reconciliationにロードできるように、ディメンションのマ
ッピング・ステップの一部として「フォーマットのインポート」でマップされていることを
確認してください。
「データ統合」でのフォーマットのインポートの詳細は、Oracle Enterprise Performance
Management Cloudデータ統合の管理のディメンション・マップの作成を参照してください。
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データ統合でのメンバーのマッピング
データ統合でデータ・ロード・マッピングを構成するには、データ統合の作成時にメ
ンバーのマッピング・ステップを使用する必要があります。Oracle Enterprise
Performance Management Cloudデータ統合の管理のメンバーのマッピングを参照し
てください。
次のイメージは、データ管理でのグループ照合に対するメンバーのマッピング構成を
示しています。ターゲット値 101-13XXXは、ターゲット・プロファイルを表します。
101-13???のソース値は、101-13000から 101-13999までのソース・プロファイルが
すべてターゲット・プロファイル 101-13XXXにマップされることを示します。Oracle
Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理のマルチディメンショ
ナル・マッピングでの特殊文字の使用を参照してください。
 

 
「データ統合」で統合を構成したら、グループ照合の設定タスクが完了します。進行中
のタスクにより、「勘定科目照合」でデータ・ロードが作成および実行されます。

進行中のタスク - 「勘定科目照合」におけるデータ・ロー
ドの作成と実行

新規データ・ロードを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「構成」、「データのロード」の順に選択します。
2. 「データのロード」ページで、「追加」アイコンをクリックします。
3. 「新規データ・ロード」ダイアログで、「空白のセグメント値の許可」を選択しま
す。サブセグメント値を持たない残高をロードできるように、これを選択する必要
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があります。

4. 「場所」で、残高のインポート元のソースのタイプ(「ファイル」など)を展開し、適切な場
所を選択します。

Account Reconciliationで残高をインポートするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「期間」の順に選択します。
2. リストから、データをインポートする対象の期間を選択し、「アクション」から「データ
のインポート」を選択します。
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第 II部
トランザクション照合の設定

次も参照:

• トランザクション照合について学ぶ
トランザクション照合モジュールでは、企業は複雑な照合の実行に費やす時間を節約しな
がら、品質を向上させ、リスクを軽減できます。

• トランザクション照合の設定の概要
トランザクション照合を設定する前に照合コンプライアンスを設定する必要があります。
これが必要になるのは、トランザクション照合が照合コンプライアンスで設定された期間
を使用し、フォーマットとプロファイルも使用して照合を作成するためです。

• 調整またはトランザクションの仕訳としてのエクスポート
「トランザクション照合」では、データ・ソースから調整またはトランザクションを二面
性を持つ仕訳としてエクスポートでき、その後、Oracle ERPシステムにインポートでき
ます。エクスポートされた仕訳は.csvファイルで提供されます。



9
トランザクション照合について学ぶ

トランザクション照合モジュールでは、企業は複雑な照合の実行に費やす時間を節約しなが
ら、品質を向上させ、リスクを軽減できます。
Related Topics

• トランザクション照合の概要
このトピックでは、トランザクション照合、そのメリットおよびビジネス・ケースの基本
的な理解を提供します。

• トランザクション照合のワークフロー
• トランザクション照合の用語
トランザクション照合を使用する前に、主要な概念および用語を理解します。

• トランザクション照合の照合方法
• トランザクション・ステータスについて
• トランザクション照合のタスクの設定
• トランザクション照合エンジンについて
このトピックでは、トランザクション照合エンジンがトランザクションをどのように評価
するかを説明します。

トランザクション照合の概要
このトピックでは、トランザクション照合、そのメリットおよびビジネス・ケースの基本的
な理解を提供します。
Related Topics

• トランザクション照合について
• トランザクション照合のメリット
• トランザクション照合がシナリオに適しているかどうかをどのようにして判別しますか。
• トランザクション照合のビジネス・ケース
• トランザクション照合のサンプル・アプリケーションについて

トランザクション照合について
トランザクション照合により、組織では、大量で労力を要する複雑な照合の準備を自動化で
きます。これらの照合は、照合コンプライアンス内の追跡機能とシームレスに統合できます。
照合コンプライアンス・プロセスの一環として、組織には、残高の比較に加えて、残高を形
成するトランザクションを照合することが望まれます。トランザクション照合は、照合コン
プライアンス機能セットを完全に補完するものです。複雑な照合の準備を単純化するために
必要な機能を提供し、期間終了の結果を照合コンプライアンスの期末の処理に統合します。
トランザクション照合の目標は、1つ以上のデータ・ソースからトランザクションをロード
し、事前定義済ルールを使用してトランザクションを照合して、例外を特定し、例外を説明
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することです。通常、照合コンプライアンスで照合を準備する頻度は、トランザクシ
ョンをロードする頻度以下になります。たとえば、毎月残高を比較して照合を準備す
る場合、トランザクションは日次、週次または月次でロードできます。
また、異なるソース間での貸借対照表以外の照合(運用照合とも呼ばれる)にトランザク
ション照合を使用することもできます。例としては、システム間照合、株式決済、経
費払戻などがあります。

Note:

トランザクション照合機能は、Oracle Enterprise Performance Management
Enterprise Cloud Service (EPM Enterprise Cloud Service)でのみ提供されま
す。

Account Reconciliationのビデオ・ツアー
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

トランザクション照合のメリット
トランザクション照合を使用するメリットは、次のとおりです:

• 複雑な照合を手動で準備するために費やされる追加の時間と労力を節約します
• リスクを軽減し、照合プロセスの品質が向上します
• 照合の準備プロセスでの非効率性を除去します
• 人的エラーを削減し、照合プロセスを高速化します

トランザクション照合がシナリオに適しているかどうか
をどのようにして判別しますか。

次の質問に回答し、トランザクション照合が照合に適しているかどうかを決定します:

• この照合に費やした FTE (常勤換算)はどのくらいですか。
• この照合での 1か月または 1日当たりのトランザクション件数はどのくらいです
か。

• 詳細データは両方のソースから入手できますか。
一方のソースのデータには詳細が含まれ、もう一方のソースのデータは要約されて
いる場合があります。また、データ自体が完全に信頼できない場合もあります。た
とえば、信頼性の低い手動の仕訳名または説明に基づいて照合ロジックを作成しよ
うとする場合などです。

トランザクション照合のビジネス・ケース
照合の合計数を考慮すると、照合の数が少ない場合に最も多くの作業が発生すること
がわかります。これが、トランザクション照合機能が照合コンプライアンスを完全に

Chapter 9
トランザクション照合の概要

9-2

https://apexapps.oracle.com/pls/apex/f?p=44785:265:0:::265:P265_CONTENT_ID:12656


補完する理由です。これらの複雑な照合を単純化するツールを提供し、期間終了の結果を照
合コンプライアンスの期末の処理に統合します。

トランザクション照合が有益なシナリオ
• 貸借対照表関連の照合

– 仮勘定および決済勘定
– 会社間
– 現金
– クレジット・カード売掛/未収金
– 詳細補助元帳照合

• 運用(貸借対照表以外の)照合
– システム間照合(通常、アカウントが相互に同期している必要のある 2つのサードパ
ーティが関与します)

– 株式決済
– 経費払戻

トランザクション照合のサンプル・アプリケーションについ
て

サービス管理者が Account Reconciliationについてさらに学習するのに役立つように、サービ
スを初めて起動するときにサンプル・アプリケーションを作成できます。アプリケーション
の作成を参照してください。

トランザクション照合のワークフロー
トランザクション照合を使用するワークフローには、照合する勘定科目ごとに実行する必要
がある複数のステップが含まれます。新しいデータが使用可能になるたびに、ステップを繰
り返す必要があります。
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トランザクションは任意のソースからインポートできます。インポート・プロセスは、
オン・デマンドで実行するか、または自動的に実行するようにスケジュールできます。
自動照合プロセスは事前定義済ルールに従ってトランザクションを照合し、ユーザー
は例外にのみ集中する必要があります。自動照合によって、確認済照合(アクションは
不要です)、および照合候補(ユーザーは照合を確認または破棄できます)が作成されま
す。期間終了照合は、ビジネス要件に応じた頻度で実行されます。

トランザクション照合の用語
トランザクション照合を使用する前に、主要な概念および用語を理解します。
Related Topics

• 照合タイプ
• トランザクション照合のトランザクション
• データ・ソース
• 照合ルール

照合タイプ
照合タイプによって、トランザクション照合プロセスでこの照合タイプを使用する勘
定科目がどのように処理されるかが決定されます。照合されるデータの構造、および
照合に使用されるルールも決まります。
照合タイプはサービス管理者が作成します。照合タイプごとに、データ・ソースおよ
び照合プロセスを定義します。照合プロセスで、照合プロセスに含めるデータ・ソー
ス、およびトランザクションの照合に使用する 1つ以上の照合ルールを指定します。
同じデータ・ソースおよび照合ルールの構成を共有するかぎり、同じ照合タイプを複
数の照合に使用できます。
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企業は、多くの異なる照合タイプを持つことができます。たとえば、会社間の勘定科目、銀
行の勘定科目、売掛金、買掛金、様々な決済勘定などがあります。これらの様々な勘定科目
ではデータ構造や照合ルールが異なる可能性があるため、企業では通常、勘定科目タイプご
とに照合タイプを作成することになります。さらに、照合タイプを使用して、調整をテキス
ト・ファイルの仕訳として Enterprise Resource Planning (ERP)システムにエクスポートでき
ます。
たとえば、単一のデータ・ソースがある決済勘定用の照合タイプ、2つのデータ・ソースがあ
る会社間照合および照合用の照合タイプ、3つのデータ・ソース(GL、POS、銀行)がある現
金口座用の照合タイプを作成できます。

トランザクション照合のトランザクション
トランザクションは 1つ以上のソース・システムからロードされ、サブシステム内のトラン
ザクションと照合されます。
タイミングと頻度
トランザクション照合では、次のような様々なワークフローの要件がサポートされます。
次のことが可能です:

• 毎日の照合および残高調整
• 毎日の照合および毎月の残高調整
• 毎月の照合および残高調整

データ・ソース
データ・ソースは、トランザクション照合へのトランザクションのロード元となるシステム
です。これには、Enterprise Resource Planning (ERP)システム、オンプレミスまたはクラウ
ドのデータベース、またはファイルが含まれます。
シナリオによっては、照合タイプ内に 1つ以上のデータ・ソースを定義する必要がある場合
があります。データ・ソースごとに、必要な属性(列)およびデータ・エンリッチメントに使用
される計算属性を定義します。データ・ソースの例としては、総勘定元帳、補助元帳、銀行
などがあります。

照合ルール
照合ルールによって照合がどのように行われるかが決まります。
ルールは、日付および金額の許容範囲について構成でき、差異がある場合は調整できます。
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照合ルール・タイプ
次の照合ルール・タイプがサポートされています:

• 1対 1

• 1対多
• 多対 1

• 多対多
• 調整
許容差の限度
許容差の限度には、トランザクション照合で 2つの値を照合するときに許容される差
異を指定します。数値またはパーセンテージで表現できます。
たとえば、照合ルールで金額に-10から+10の許容差限度を指定したとします。次に、
ソース・システムとサブシステムとの金額の差が 10以下の場合、それらの金額は完全
に一致していると見なされます。ソース・システムの金額が 26000で、サブシステム
の金額が 25990であるとします。これらの値の差は 10で、指定された許容差の 10以
下のため、これらの値は完全一致と見なされます。
詳細は、トランザクション照合エンジンについての「許容差の評価」を参照してくだ
さい。
照合ルール条件
照合ルール条件は、どの属性を照合相手とするか、およびそれらが正確に一致する必
要があるかどうか、または許容差を許可するかどうかを決定します。
照合ルール条件を使用すると、ソース・システムとサブシステムの属性間のデフォル
トの関係を定義することで、複数ソースの照合プロセスの照合ルールを定義しやすく
なります。
照合ルールの照合ステータス
自動照合プロセスの間、各照合ルールには照合ステータスが保持されます。
調整タイプ以外の照合ルールで考えられる照合ステータスは、次のとおりです:

• 候補
• 確認済
• 候補(不明なし)

• 確認済(不明なし)

調整タイプの場合、サポートされている照合ステータスは「候補」または「確認済」
のみです。

トランザクション照合の照合方法
トランザクション照合のフォーマットは、次の照合方法のいずれかに基づきます:

• 残高の比較(トランザクション照合あり)
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この方法は、残高を比較し、ソース・システムとサブシステムなど、2つの異なるソース
間でトランザクションを照合する場合に使用されます。たとえば、販売時点管理システム
と業者トランザクション・システムを使用したり、買掛金と総勘定元帳内の仕訳のトラン
ザクションを照合できます。

• 勘定科目分析(トランザクション照合あり)

この方法は、単一のデータ・ソース内でドランザクションを照合する場合に使用されま
す。たとえば、借方と貸方の照合などです。最も一般的な使用例は、決済勘定などの勘定
科目の正味残高を判別するために、単一のデータ・ソース内でトランザクションを相殺す
る場合です。

• トランザクション照合のみ
この方法は、主として、期間終了照合を実行せずに 2つのシステム間でトランザクション
を照合する場合に使用されます。

トランザクション・ステータスについて
すべてのトランザクションは、トランザクション照合にロードされたとき未照合です。その
後、照合が実行されると、トランザクションにはステータスが割り当てられます。
トランザクションのステータスは、次のいずれかになります:

• 未照合
未照合トランザクションは、まだ対応するものがないトランザクションです。

• サポート
サポート済トランザクションは、対応するものがない正当な理由がある未照合トランザク
ションです。
策定者は、サポート詳細で理由を入力し、トランザクションに対応するものがない有効な
理由を説明します。サポート詳細は、トランザクションが照合された後も Account
Reconciliationに保持されます。
サポート済トランザクションを照合すると、ステータスは「確認済照合」に変わります。
サポート済トランザクションの処理を参照してください。

• 確認済照合
自動照合によって、トランザクションに完全一致があるか、または指定の許容差の限度内
に一致があることが判断されると、トランザクションのステータスは「確認済照合」に設
定されます。
手動照合を使用する場合:

– 照合候補が確認されると、照合候補内のトランザクションのステータスは「確認済照
合」に変わります。

– 未照合トランザクションが照合されると、トランザクションのステータスは「確認済
照合」に変わります。

• 照合候補
照合候補は、自動照合により可能な照合として識別される照合です。自動照合プロセスの
みこのステータスを設定できます。
策定者が照合候補を確認すると、トランザクションのステータスは「確認済照合」に変わ
ります。策定者が照合候補を破棄すると、トランザクションのステータスは「未照合」に
なります。
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照合候補の確認を参照してください。
• 確認済調整
自動照合ルールによってトランザクションが片側調整としてクリアされると、トラ
ンザクションのステータスは「確認済調整」に設定されます。
手動照合を使用する場合:

– ステータスが「調整候補」のトランザクションが確認されると、そのステータ
スは「確認済調整」に変わります。

– 片側のみからのトランザクションが選択されて調整されると、それらのトラン
ザクションのステータスは「確認済調整」に変わります。

自動照合時に実行する片側調整の設定を参照してください。
• 調整候補
自動照合ルールによって、片側調整としてクリアするのが可能なトランザクション
が識別されると、それらのトランザクションに「調整候補」ステータスが割り当て
られます。自動照合プロセスのみこのステータスを設定できます。
策定者は、調整候補を確認または破棄できます。候補が確認されると、トランザク
ションのステータスは「確認済調整」に変わります。候補が破棄されると、トラン
ザクションのステータスは「未照合」に変わります。
自動照合時に実行する片側調整の設定を参照してください。

トランザクション照合のタスクの設定
サービス管理者は、トランザクション照合を設定するために特定のタスクを実行する
必要があります:

1. 照合タイプを作成します。照合タイプの作成を参照してください。
a. データ・ソースの定義データ・ソースの定義を参照してください。
b. 照合プロセスの定義照合プロセスの定義を参照してください。

2. フォーマットの作成
フォーマットの作成を参照してください。

3. プロファイルの定義
プロファイルの作成を参照してください。

トランザクション照合エンジンについて
このトピックでは、トランザクション照合エンジンがトランザクションをどのように
評価するかを説明します。
このトピックの例では、ソース・システムのデータ・ソースとサブシステムのデータ・
ソースの次に示すトランザクションを想定しています。
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照合ルール
1. ソース・システムの請求書が、サブシステムの請求書と正確に一致する
2. ソース・システムが、-1から+3の許容差の範囲内でサブシステムの日付に一致する
3. ソース・システムの金額が、サブシステムの金額と正確に一致する
ソース・システムとサブシステムの金額属性は調整属性です。
評価の順序/最初に一致したものが優先
トランザクションは、データベースに存在する順序で照合に関して評価され、照合に関する
評価を受けて、最初に条件を満たしたトランザクションが一致として選択されます。
評価の順序/トランザクション IDが最も小さく最初に一致したもの
トランザクションがロードされると、トランザクションにはトランザクション IDが順番に割
り当てられます。そのため、トランザクション IDが最小の照合トランザクションは、最初に
ロードされ、最初に照合されることを意味します。
1対 1照合では、第 3のトランザクションとの一致として適格である 2つのトランザクショ
ンが存在するが、一致できるのは 1つのみである場合、トランザクション IDが最も小さいト
ランザクションが一致として選択されます。
サブセット・ルールの場合、照合では、照合の作成時に金額とトランザクション IDの両方に
基づいてトランザクションがソートされます。2つのトランザクションの金額が同じ場合、ト
ランザクション IDが最も小さいトランザクションが照合に使用されます。
不明なしを選択して同じルールを実行した場合、すべてのトランザクションが未照合のまま
となります(予測どおり)。
許容差の評価
差異のあるトランザクションの照合を可能にする許容差レベルを設定するには、3つの方法が
あります。次の設定が可能です。
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• トランザクションに適用される許容差の差異値。たとえば、-1から+3までの差異
の自動照合です。

• パーセンテージで表した許容差しきい値レベル。たとえば、金額の値の 0.5%まで
の自動照合です。

• パーセンテージで表した許容差しきい値レベルと差異の金額。たとえば、金額の値
の 1.0%まで、最大金額は 100.00までの自動照合です。

ノート:

パーセンテージ値は、高い方、低い方とも 100以下である必要があり、
数値または整数のデータ・ソース属性に使用できます。

値として設定された許容差の評価
設定された許容差値である許容差を評価する際、計算は、許容差の高い方の値や低い
方の値のトランザクションへの適用方法に左右されます。たとえば、サンプル・トラ
ンザクションで日付値に許容差を適用する際、許可される許容差が-1から+3だとしま
す。これらの値をソース・システム表の 1つ目のレコードに適用した場合、9月 18日
は 9月 15日の+3日以内であるため、サブシステム表の 1つ目のレコードが照合ルー
ルを満たします。ただし、この許容差を(ソース・システムではなく)サブシステムのト
ランザクションに適用した場合、9月 15日は 9月 18日の-1日以内ではないため、照
合は失敗します。

ノート:

前述の例では日付の許容差が使用されていますが、同じ論理は日付、時間お
よび整数データ型の許容差に当てはまります。

一貫した結果になるよう、許容差を評価する際には次のアプローチが使用されます。
1対 1ルール・タイプの評価
1対 1ルール・タイプでは、ソース・トランザクションは基本トランザクションまたは
アンカー・トランザクションとして扱われます。次の例で、評価の行われ方を示しま
す。この例では、日付の許容差が「開始」はゼロ(0)に設定され、「終了」は+3に設定
されたとします。
1. 1つ目のソース・トランザクションから開始し、トランザクションの日付値に許容
差の限度を加え、サブシステムの日付値の許容範囲を導出します。

2. 次に、一致している、サブシステムの 1つ目のトランザクションが選択されます。
この例では、ソースの 1つ目のトランザクションの日付値は 9月 15日です。

3. 0から+3の許容差をサブシステム・トランザクションに加えると、日付値が 9月
15日以降で 9月 18日以前である、ソース・システムの 1つ目のトランザクション
が一致として選択されます。この一致は、緑で示してあります:
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4. ソースの 2つ目のトランザクション(日付値は 9月 16日)に進むと、日付が 9月 16日以降
で 9月 19日以前である、サブシステムの 1つ目のトランザクションが検出されます。こ
の一致の 9月 17日は範囲内となり、次に赤で示されています:

 

 

5. ソース・システムの 3つ目のトランザクション(日付値は 9月 17日)に進むと、日付が 9
月 16日以降で 9月 20日以前である、ソース・システムの 1つ目のトランザクションが
検出される必要があります。ソース・システムには、この条件を満たすトランザクション
がないため、一致は作成されません。
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ノート:

1つのソースの照合プロセスの場合、プラスのトランザクションがマイナス
のトランザクションと一致します。

1対多ルール・タイプの評価
1対多ルール・タイプでは、ソース・システムのトランザクションが基本トランザクシ
ョンです。

ノート:

1対多ルール・タイプでは、調整属性に加えて、完全一致または許容差の範
囲内での一致となるルール条件を 1つ定義する必要があります。

多対 1ルール・タイプの評価
多対 1ルール・タイプでは、サブシステムのトランザクションが基本トランザクショ
ンです。

ノート:

多対 1ルール・タイプでは、調整属性条件に加えて、完全一致または許容差
の範囲内での一致となるルール条件を 1つ定義する必要があります。

多対多ルール・タイプの評価
多対多ルール・タイプには、基本トランザクションはありません。かわりに、一連の
ルールを使用して条件が評価されます。
日付の許容差が指定されている多対多ルール・タイプの照合を評価するには、次のプ
ロセスが使用されます。
1. ソース・システムから日付の最小値と日付の最大値を見つけます。
2. サブシステムから、次の式を使用して、照合を判別するときに許容される日付の最
小値と日付の最大値を計算します:

• サブシステムの最小の日付は、ソース・システムの最大の日付 + 日付の許容差
範囲の開始値以降である必要があります

• サブシステムの最大の日付は、ソース・システムの最小の日付 + 日付の許容差
範囲の終了値以前である必要があります

3. 照合を決定する際、計算されたサブシステムの最小の日付とサブシステムの最大の
日付の範囲内にあるすべてのサブシステム・トランザクションを考慮します

サブシステムの最小の日付は、サブシステムの最大の日付以前である必要があること
に注意してください。
例: 日付許容差が指定されている多対多ルール・タイプ
この例では、照合に許容される日付許容差は-2から+3です。
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店舗 ID 3738の次のソース・システムのトランザクションについて考えます。
表 9-1 ソース・システムのトランザクション

店舗 ID 金額 日付
3738 $715 23年 2月 7日
3738 $595 23年 2月 7日
3738 $960 23年 2月 4日
3738 -$138 23年 2月 4日
ソース・システムのトランザクションでは、日付の最小値は 23年 2月 4日で、日付の最大値
は 23年 2月 7日です。
店舗 ID 3738の次のサブシステムのトランザクションについて考えます。
表 9-2 サブシステムのトランザクション

店舗 ID 金額 日付
3738 $387 23年 2月 5日
3738 $211 23年 2月 5日
3738 $378 23年 2月 7日
3738 $342 23年 2月 5日
3738 $714 23年 2月 6日
3738 $100 23年 2月 7日
ステップ 2の式を使用して、照合の対象にする必要があるサブシステムのトランザクション
の日付範囲を決定します。
• サブシステムの最小の日付は、23年 2月 5日(23年 2月 7日 - 2日)以降である必要があ
ります

• サブシステムの最大の日付は、23年 2月 7日(23年 2月 4日 + 3日)以前である必要があ
ります。

したがって、照合の作成時に 23年 2月 5日から 23年 2月 7日までのサブシステムのトラン
ザクションがすべて考慮されます。この例では、サブシステムのすべてのトランザクション
がこの範囲内にあります。
ソース・システムの金額の合計は 2132です。サブシステムでは、計算された日付範囲内にあ
るトランザクションの金額の合計は 2132です。したがって、ソース・システムとサブシステ
ムのトランザクションは一致と見なされます。
照合が作成されない場合の例を理解するために、前述と同じソース・システムのトランザク
ションについて考えます。サブシステム・トランザクションの唯一の変更点は、最後のトラ
ンザクション(金額 = 100)の日付が 23年 2月 8日であることです。照合を作成する際に考慮
できるサブシステムの最大の日付は 23年 2月 7日であるため、23年 2月 8日のトランザク
ションは含まれません。ソース・システムの金額の合計は 2132ですが、サブシステムの金額
の合計は 2032です。したがって、これらのソース・システムとサブシステムのトランザクシ
ョンのセットは一致しません。
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ノート:

多対多ルールの場合、完全一致条件を少なくとも 1つ定義する必要がありま
す。

調整属性の照合ルール条件の評価
調整属性の照合ルール条件を評価する方法は、その他の属性と多少異なります。サン
プル・データを使用し、多対多ルール・タイプについて考えてみます。システムの評
価方法は次のとおりです。
1. まず、請求書番号が一致するすべてのトランザクションが選択されます(ルール

#1)。
2. 次に、ルール条件を満たしているかどうかを確認するために、日付属性が評価され
ます(ルール#2)。

3. 最後に、ソース・システムの金額がサブシステムの金額と正確に一致するかどうか
が評価されます(ルール#3)。
ソース・システムとサブシステムの複数のトランザクションが関わる多対多の照合
であるため、まずデータ・ソースごとに金額の値を合計してから、総額同士を比較
する必要があります。
この例では、ソース・システムの金額の合計が$500で、サブシステムの金額の合
計も$500であるため、照合条件が満たされています。
 

 

ノート:

1対多の照合と多対 1の照合にも同じプロセスが適用されます。1つの照合
に、同じデータ・ソースの複数のトランザクションが存在する場合は、比較
する前に調整属性の値を合計しておく必要があります。
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パーセンテージおよび差異限度として設定された許容差の評価
パーセンテージの許容差オプションは、数値および整数型のデータ・ソース属性(調整属性を
含む)に使用でき、次のものに対して設定できます。
• 自動照合ルール
• 手動照合ルール
• デフォルトの属性マッピング
高い方の値と低い方の値がパーセンテージで表された許容差による照合の仕組みを見てみま
しょう。たとえば、次のような仮定だとします。
• 照合ルールには、高い方、低い方とも 1%の許容差があります
• 許容差の最大は.5に設定されています

ソース・システ
ム金額

サブ・システム
金額

算出された許容
差

差異(ソース -
サブ・システム

金額)

一致の計算 結果

99.6 100 99.6の 1%
= .99

99.6 - 100 = .4 .4 < .99かつ
< .5

はい。一致が見
つかりました

99.1 100 99.1の 1%
= .99

99.1 - 100 = .9 .9 < .99ただし
> .5

許容差の最大差
異を超えている
ため、一致は見
つかりませんで

した
100 99.6 100の 1% = 1 100 - 99.6 = .4 .4 < 1かつ< .5 はい。一致が見

つかりました
100 99.1 100の 1% = 1 100 - 99.1 = .9 .9 < 1かつ> .5 許容差の最大差

異を超えている
ため、一致は見
つかりませんで

した
50, 49.6 50, 50 99.6の 1%

= .99
99.6 - 100 = .4 .4 < .99かつ

< .5
はい。一致が見
つかりました

1対 1および 1対多ルールの日付の許容差の評価
日付の許容差は、2つのデータ・ソース間でのトランザクションの照合に対して考慮する日数
です。「トランザクション照合」では、トランザクションを照合する最も一般的な方法で日付
の許容差が考慮され、銀行預入またはサブシステム・トランザクションの前に(GLなどの)ソ
ースを使用可能として処理します。エンジンは、ソースにアンカーし、ルールに入力された
許容差値に基づいて、そこから先の照合に対して考慮する日付値の範囲を計算します。
日付の許容差オプションは、「日付」タイプのデータ・ソース属性に使用でき、次のものに対
して設定できます:

• 自動照合ルール
• 手動照合ルール
• デフォルトの属性マッピング
日付の許容差は柔軟性が非常に高く、次のものを使用して照合を指定するために使用できま
す:
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• 日付の範囲
ルールで日付の許容差を使用して、照合に対して考慮する日付の範囲を設定しま
す。ルール作成では、これらのフィールドには範囲を示すために「開始」と「終
了」というラベルが付けられています。エンジンでは、日付の許容差範囲を柔軟に
操作できます。たとえば、今日と 1日後との照合のトランザクションについて考え
ます。開始および終了の日付は、0から 1になります。別の例では、トランザクシ
ョンの照合をソース・トランザクションから 2日で開始し、4日後に終了します。
開始を-1、終了値を+1として入力することで、1日前(-1として開始)から 1日先ま
で考慮されるようにすることもできます。

• 特定の日付
日付の範囲ではなく別の特定の日付で 1つのソースのトランザクションからサブ
システムのトランザクションに照合できるため、日付の許容差の精度が増します。
これは、「開始」および「終了」フィールドの日付の許容差値を、同じ値として使
用することで行われます。たとえば、ソース・トランザクションを銀行トランザク
ションと 2日後にのみ照合するとします。「開始」フィールドに 2、「終了」フィー
ルドに 2を入力して、その日のみを照合で考慮できます。

• 休日および週末を照合で考慮しないように、通常のカレンダではなくビジネス・カ
レンダ。
デフォルトでは、「勘定科目照合」では日付範囲の日付を指定するために通常のカ
レンダが使用されます。また、日付範囲を計算するときにビジネス・カレンダを使
用して、範囲の計算で会社の休日や週末をカウント対象から簡単に除外するオプシ
ョンもあります。許容差を使用した日付タイプ属性ルール条件を作成する場合、お
よび照合プロセスのデフォルトの属性マッピングにも、オプションとして「ビジネ
ス・カレンダを使用」チェック・ボックスを選択できます。ビジネス・カレンダの
オプションは、手動照合には使用できません。

ノート:

ビジネス・カレンダを使用するには、組織単位の勤務日および休日のリ
ストを含む休日ルールを指定する必要があります。組織単位はプロファ
イルに割り当てられ、その後、関連するビジネス・カレンダが照合の作
成中に使用されます。Account Reconciliationの設定と構成ガイドの組
織単位の定義を参照してください。

次に、日付の許容差が指定されたルールとビジネス・カレンダのチェック・ボックス
の例を示します。
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照合プロセスの定義時に日付の許容差を使用したルールを作成する方法の詳細は、ルールの
作成による照合プロセスの定義を参照してください
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10
トランザクション照合の設定の概要

トランザクション照合を設定する前に照合コンプライアンスを設定する必要があります。こ
れが必要になるのは、トランザクション照合が照合コンプライアンスで設定された期間を使
用し、フォーマットとプロファイルも使用して照合を作成するためです。
トランザクション照合の詳細
• トランザクション照合の構成ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

• トランザクション照合エンジンについてさらに学習するには、トランザクション照合エン
ジンについてを参照してください

• 複数のデータ・ソースおよび複数の照合プロセスの使用についてさらに学習するには、複
数のデータ・ソースおよび複数の照合プロセスの使用参照してください

トランザクション照合を設定するステップ
トランザクション照合を照合とともに使用する前に、設定ステップを実行する必要がありま
す。
トランザクション照合の設定での重要なステップは、次のとおりです:

1. 照合タイプの作成時に使用するグループ属性を定義します。グループ属性の作成を参照
してください。

2. 照合タイプの作成の説明に従って、照合タイプを作成します
照合タイプによってどのようにトランザクション照合を行うかが決まります。照合タイ
プごとに、データのソースおよび照合プロセスに使用するルールを定義します。同じデー
タ・ソースおよび照合ルールの構成を共有するかぎり、同じ照合タイプを複数の照合に使
用できます。

3. トランザクション照合で使用できるフォーマット方法の 1つを選択してフォーマットを
作成し、照合タイプと関連付けます。
トランザクション照合のフォーマット方法:

• 残高の比較(トランザクション照合あり) - 照合コンプライアンスで使用される「残高
の比較」フォーマットに似ています

• 勘定科目分析(トランザクション照合あり) - 照合コンプライアンスで使用される「勘
定科目分析」フォーマットに似ています

• トランザクション照合のみ - 前と同じトランザクション照合を使用し、期末の照合を
使用しない場合は、このフォーマットを選択します。また、少なくとも 1つの期間を
構成する必要があります。

フォーマットの定義を参照してください。
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4. 定義したフォーマットに基づいた照合の作成に使用されるプロファイルを定義し
ます。プロファイルの操作を参照してください

いったんプロファイルが作成されると、管理者はトランザクション照合のために照合
を作成することができ、ユーザーがトランザクション照合機能を実行できるようにデ
ータをインポートできます。トランザクション照合での照合の作成およびデータ・ロ
ードの理解を参照してください

Note:

期間の設定方法の詳細またはロック期限のトランザクション照合のアクティ
ビティへの影響については、期間の構成および期間のクローズおよびロック
を参照してください。

Note:

「トランザクション照合のみ」のために Oracle Account Reconciliation Cloud
を使用する予定で、残高調整レポートを作成する必要がある場合は、トラン
ザクション照合設定の前提条件として少なくとも 1つの期間を設定する必要
があります。

グループ属性の定義
グループ属性では、単一エンティティに関連する依存属性のセットを簡単に管理する
メカニズムが提供されます。
Related Topics

• トランザクション照合でのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。

• グループ属性の作成
照合コンプライアンスで、サービス管理者はグループ属性を作成できます。トラン
ザクション照合で、「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、
グループ属性を作成できます。

• グループ属性メンバーの値のエクスポート
グループ属性をエクスポートすると、メンバー属性値を別の環境で再利用できま
す。

• グループ属性のインポート
グループ属性をインポートすると、インポート.csvファイルに含まれたグループ
属性を自分の環境で使用できます。

• グループ属性の編集
サービス管理者は、メンバー属性のメンバーおよびグループ属性の値を変更できま
す。

• グループ属性の削除
サービス管理者は、グループ属性、メンバー属性、または特定の条件の対象である
メンバー属性値を削除できます。

• 照合コンプライアンスでのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。
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トランザクション照合でのグループ属性について
グループ属性は、1つ以上のメンバー属性で構成されるユーザー定義属性です。
グループ属性は、メンバー属性のセットに対して複数の値を格納できます。グループ属性の
1つのメンバー属性を、キー・メンバー属性として割り当てる必要があります。
グループ属性の例は、店舗 ID、店舗名、店舗の場所、電話番号、店舗マネージャおよび店舗
電子メールのメンバー属性がある店舗です。複数の店舗の詳細は、このグループ属性に格納
できます。各メンバー属性のデータは、値として参照されます。
グループ属性に格納されているデータは、次のようにすることができます:

Table 10-1    例: 店舗グループ属性

店舗 ID 店舗名 店舗の場所 電話番号 店舗マネージ
ャ

店舗電子メー
ル

100 店舗 1 Store1_Locati
on

123-7645 Jane D jane.d@comp
any.com

200 店舗 2 Store2_Locati
on

765-3467 Amar K amar.k@comp
any.com

300 店舗 3 Store3_Locati
on

980-4821 Anita T anita.t@comp
any.com

400 店舗 4 Store4_Locati
on

564-3563 Jack S jack.s@compa
ny.com

Note:

照合コンプライアンスで定義されたグループ属性は、トランザクション照合で定義
されたものとは異なります。トランザクション照合では、照合コンプライアンスの
グループ属性を使用できず、その逆も同様です。

Note:

トランザクション照合で、「照合タイプ - 表示」アプリケーション役割を持つユーザ
ーは、グループ属性のリストを表示する「グループ属性」タブを表示できません。

グループ属性を使用するメリット
• 一度定義して、複数のオブジェクト内で使用します
• 複数のオブジェクトで使用される属性の値の不一致を阻止します

– いずれかのメンバーの値に変更がある場合、更新する必要があるのはグループ属性の
その値のみです。この変更は、グループ属性のキー値を参照するアプリケーション内
のすべてのオブジェクトで表示できます。

– 照合またはトランザクションでグループ属性のキー・メンバーを選択すると、すべて
のメンバー属性の値を自動的に取得します。

• アプリケーションでの複数の関連属性の設定に関係する労力が削減されます

第 10章
グループ属性の定義

10-3



通常、グループ属性メンバーのサブセットは、フォーマット、照合またはトランザ
クションに含まれます。そのため、照合で店舗 ID、店舗マネージャおよび店舗電
子メールを使用し、トランザクションで店舗 ID、店舗の場所および電話番号を使
用する場合があります。グループ属性が使用される場合、これらの属性のすべてを
個別に設定する必要はありません。かわりに、店舗 ID (キー属性)を選択すると、
他の属性メンバーの値は移入されます。

トランザクション照合グループ属性を使用できる場所
トランザクション照合に定義されたグループ属性は、次の場所で使用できます:

• 照合タイプ
– データ・ソース属性
– 調整属性
– サポート属性

• ダッシュボード - 照合オブジェクト・タイプ用

グループ属性の作成
照合コンプライアンスで、サービス管理者はグループ属性を作成できます。トランザ
クション照合で、「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、グル
ープ属性を作成できます。
照合コンプライアンスでグループ属性を作成するには:

1. ホームから、「アプリケーション」、「構成」、「属性」の順に選択します。
「属性」タブには、照合コンプライアンスで定義されたグループ属性を含むすべて
のカスタム属性が表示されます。

2. 「追加」をクリックして「新規カスタム属性」ダイアログを表示します。
3. グループ属性プロパティを指定します。グループ属性プロパティの指定を参照し
てください。

4. グループ属性メンバーを定義します。メンバー属性の定義を参照してください。
5. グループ属性メンバーの値を指定します。グループ・メンバー属性の値の指定を参
照してください。

6. 「OK」をクリックしてグループ属性を保存します。
トランザクション照合でグループ属性を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「グループ属性」タブを選択します。このタブには、トランザクション照合で定義
されたすべてのグループ属性が表示されます。

3. 「追加」をクリックして「新規カスタム属性」ダイアログを表示します。
4. グループ属性プロパティを指定します。グループ属性プロパティの指定を参照し
てください。

5. グループ属性メンバーを定義します。メンバー属性の定義を参照してください。
6. グループ属性メンバーの値を指定します。グループ・メンバー属性の値の指定を参
照してください。
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7. 「OK」をクリックしてグループ属性を保存します。

グループ属性プロパティの指定
グループ属性プロパティには名前およびタイプがあります。
グループ属性プロパティを指定するには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログの「プロパティ」タブをクリックします。
2. 「名前」に、グループ属性の名前を入力します。名前は、アプリケーション内のすべての
カスタム属性全体で一意である必要があります。

3. 「タイプ」で「グループ」を選択します。
ノート: グループ属性の作成時は、「計算」オプションが無効になっています。

メンバー属性の定義
グループ属性の各メンバー属性に、名前およびタイプを指定する必要があります。
グループ属性のメンバー属性を定義するには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログの「メンバー」タブをクリックします。
2. 次のステップを使用して、1つ以上のメンバー属性を作成します:

a. 「追加」をクリックします。「新規属性メンバー」ダイアログが表示されます。
b. 「名前」に、メンバー属性の一意の名前を入力します。
名前は、アプリケーション内のすべてのカスタム属性およびシステム属性全体で一意
である必要があります。

c. 「タイプ」でメンバー属性のタイプを選択します。カスタム属性についてを参照して
ください。
「リスト」を選択した場合、このメンバー属性の値リストを指定する必要があります。
メンバー属性のタイプとして「グループ」は選択できません。

Note:

照合コンプライアンスで、複数行のテキスト属性に添付を追加することはで
きません。

d. これが計算属性の場合、「計算」を選択します。計算済属性についておよび計算済属
性の作成を参照してください。
計算式の定義の指定時に、このグループ属性のメンバー属性のみを使用できます。

Note:

このオプションは、トランザクション照合で作成されたメンバー属性には無
効です。

3. このグループ属性のキーとして使用する必要があるメンバー属性の「キー」を選択しま
す。グループ属性には 1つのキー属性が必要です。
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グループ・メンバー属性の値の指定
グループ属性の各メンバー属性に複数の値を指定できます。
メンバー属性の値を入力するか、.CSVファイルからインポートできます。グループ属
性のインポートを参照してください。
グループ属性のメンバー属性の値を指定するには:

1. 「新規カスタム属性」ダイアログの「値」タブをクリックします。
「メンバー」タブで定義された各メンバー属性に対して、グリッドに 1つの列が表
示されます。

2. 定義されたメンバー属性に対して、1つ以上の値のセットを作成します。
a. 「追加」をクリックして、新しい行を表示します。
b. 各メンバー属性に値を入力します。

Note:

キー属性の値は、グループ属性全体で一意である必要があります。

グループ属性メンバーの値のエクスポート
グループ属性をエクスポートすると、メンバー属性値を別の環境で再利用できます。
グループ属性をエクスポートするには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きま
す。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構
成」、「属性」の順にクリックします。エクスポートする必要があるグループ属
性の名前をクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合
タイプ」の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、エクスポー
トする必要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. 「値」タブをクリックし、「エクスポート」を選択します。
メンバー属性値が、メンバー属性名を列とした Members.csvという名前のファイルに
エクスポートされます。この名前のファイルがすでに存在する場合、整数の接尾辞が
使用され、ファイル名は Members(n).csvになります。

グループ属性のインポート
グループ属性をインポートすると、インポート.csvファイルに含まれたグループ属性
を自分の環境で使用できます。
インポート・ファイルに無効な値(つまり、グループ属性に存在しない値)が含まれてい
る場合、その属性は空白のままになり、後で更新できます。
グループ属性をインポートするには:
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1. 「新規カスタム属性」ダイアログまたは「カスタム属性の編集」ダイアログを開きます。
グループ属性の作成またはグループ属性の編集の最初のステップを参照してください。

2. 「値」タブをクリックし、「インポート」をクリックします。
「メンバーの値のインポート」タブが表示されます。

3. 「ファイルの選択」をクリックし、メンバーの値を含む.csvファイルを選択します。
4. 「インポート・タイプ」で、1つ以上のメンバーに既存の値がある場合に実行する処理を
示すオプションを選択します。
次のいずれかのオプションを選択してください:

• 置換: インポート・ファイルのすべての値が追加されるか、既存の属性値が置換され
ます。インポート・ファイルにない既存の属性値は変更されません。ただし、特定の
キー値のすべての属性データが、ファイルのコンテンツで置換されるか、クリアされ
ます。
最新の変更をソース・システムから単に移動している場合、このインポート・タイプ
を使用します。たとえば、企業買収からの新規店舗データを追加する場合です。

• すべて置換: インポート・ファイルのすべての値によって既存の属性値が完全に置換
されます。インポート・ファイルにない既存の属性値は削除されません。
フル更新でソース・システムからの値をミラーリングしている場合、このインポー
ト・タイプを使用します。たとえば、ERPシステムからの店舗データと同期するた
めの週次更新です。

• 更新: キー属性を使用して比較し、メンバー属性値を、インポートしているファイル
内のメンバー属性値で更新します。インポート・ファイルで指定されていないキー属
性の値には影響がありません。
インポート・ファイルのすべての値が追加されるか、既存の属性値が置換されます。
インポート・ファイルにない既存の属性値は変更されません。特定のキー値の属性デ
ータのみが、ファイルのコンテンツで置換されます。ファイルにない属性の属性デー
タは変更されません。属性にないキー値がインポート・ファイルにあると、エラーが
発生します。
すべての属性値にわたる数個の属性のみを更新する場合、このインポート・タイプを
使用します。たとえば、組織変更の後に、店舗マネージャを更新して残りの店舗デー
タには影響を与えない場合です。

5. 「日付フォーマット」で、必要な日付フォーマットを選択します。
6. 「ファイル区切り文字」で、インポート.csvファイルでファイル区切り文字として使用さ
れる文字を選択します。

7. 「インポート」をクリックします。

グループ属性の編集
サービス管理者は、メンバー属性のメンバーおよびグループ属性の値を変更できます。
グループ属性を編集するには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きます。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。更新する必要があるグループ属性の名前をクリックしま
す。
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• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合
タイプ」の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、更新する必
要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. (オプション)「名前」で、グループ属性の名前を変更します。
3. メンバー属性を編集するには、「メンバー」タブをクリックします。
編集するメンバー属性を選択し、「編集」アイコンをクリックします。メンバー属
性名およびリスト属性に指定された値リストを編集できます。新規メンバー属性
を追加するには、「追加」アイコンをクリックします。
キー属性は変更できず、メンバー属性のタイプも変更できないことに注意してくだ
さい。

4. メンバー属性の値を編集するには、「値」タブをクリックします。
必要なセルをクリックし、値を変更します。変更を保存すると、このメンバー属性
を使用するすべての照合またはトランザクションが、新しい値を使用するように更
新されます。
「追加」アイコンをクリックして、新しい値を追加できます。キー属性の値は変更
できないことに注意してください。

グループ属性の削除
サービス管理者は、グループ属性、メンバー属性、または特定の条件の対象であるメ
ンバー属性値を削除できます。

Note:

照合コンプライアンスでグループ属性およびメンバー属性を削除できるの
は、ロックされていない期間内にそれらがフォーマット、プロファイルまた
は照合で使用されていない場合のみです。

グループ属性またはメンバー属性が削除されると、それらを使用する照合またはトラ
ンザクションは削除された情報を引き続き保持します。
グループ属性を削除するには:

1. 既存のグループ属性のリストにアクセスします。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構
成」、「属性」の順にクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合
タイプ」の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択します。

2. 削除するグループ属性について、「アクション」メニューをクリックし、「削除」を
選択します。

3. 「削除の確認」ダイアログで、「はい」をクリックします。
メンバー属性を削除するには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きま
す。
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• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。メンバー属性を削除する必要があるグループ属性の名前
をクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」
の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、メンバー属性を削除する必
要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. 「メンバー」タブをクリックします。
3. 削除するメンバー属性を選択し、「削除」アイコンをクリックします。
4. 「削除の確認」ダイアログで、「はい」をクリックします。
メンバー属性値を削除するには:

1. 更新する必要があるグループ属性の「カスタム属性の編集」ダイアログを開きます。
• 照合コンプライアンスで、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「構成」、「属
性」の順にクリックします。メンバー属性値を削除する必要があるグループ属性の名
前をクリックします。

• トランザクション照合で、ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」
の順にクリックします。「グループ属性」タブを選択し、メンバー属性値を削除する
必要があるグループ属性の名前をクリックします。

2. 「値」タブをクリックします。
3. 行全体を削除するには、行を選択して「削除」アイコンをクリックします。
4. 特定の値を削除するには、そのセルをクリックして[Delete]キーを押します。
このメンバー属性の値は nullになります。削除された値を使用するすべての照合も、この
メンバー属性値に対して nullを表示します。

照合タイプの作成
照合タイプによって、トランザクション照合プロセスでその照合タイプを使用する勘定科目
がどのように処理されるかが決定されます。
次も参照:

• データ・ソースの照合タイプ・ビューについて
照合タイプ・ビューは、承認済の各照合タイプについて作成されます。このビューには、
照合タイプ内のすべてのデータ・ソースにわたるすべてのトランザクションが含まれま
す。

• 照合タイプを作成するステップ
照合タイプによって、データ・ソースから取得されるデータの構造(列およびデータ・タ
イプ)および照合に使用されるルールが決まります。サービス管理者および「照合タイプ
- 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、照合タイプを作成できます。

• 照合タイプのプロパティの定義
• データ・ソースの定義
データ・ソースには、照合する必要があるトランザクションが含まれています。

• トランザクション・タイプの操作
トランザクション・タイプには調整タイプおよびサポート・タイプが含まれます。

• ルールの作成による照合プロセスの定義
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データ・ソースの照合タイプ・ビューについて
照合タイプ・ビューは、承認済の各照合タイプについて作成されます。このビューに
は、照合タイプ内のすべてのデータ・ソースにわたるすべてのトランザクションが含
まれます。
照合タイプ・ビューは、特定の照合タイプのすべてのトランザクションに対するレポ
ートの作成を簡素化します。特定の照合タイプの照合タイプ・ビューには、その照合
タイプ内のすべてのデータ・ソースの属性が含まれています。このビューの SQL問合
せを使用して、各データ・ソースの列名を取得します。次に、特定の照合タイプ内の
すべてのデータ・ソースにわたるすべてのトランザクションが含まれるレポート問合
せを作成できます。このレポート問合せに基づいてカスタム・レポートを実行すると、
1つの照合タイプのすべてのトランザクションに関するデータを 1つの場所でフィル
タリングして表示できます。Oracle Account Reconciliationの管理のカスタム・レポー
トの生成を参照してください。
照合タイプ・ビューは、他の表と結合できます。照合タイプに基づくレポート問合せ
は移植可能です。2つのアプリケーションで照合タイプ構成が同じ場合は、アプリケー
ションが完全なクローンでなくても、両方のアプリケーションで同じレポート問合せ
が機能します。
照合タイプ・ビューは、照合タイプが承認されると作成または更新されます。
データ・ソースの照合タイプ・ビューの構造
照合タイプ・ビューの名前は、照合タイプ IDに接頭辞「TM_」が付いたものになりま
す。たとえば、IDが POtoInvの照合タイプの照合タイプ・ビュー名は TM_POtoInvで
す。ビュー名の最大長は 30バイトです。
照合タイプ・ビューでサポートされる列の最大数は 300です。
照合タイプ・ビューには、その照合タイプ内のすべてのデータ・ソースからの固定の
システム定義属性とデータ・ソース属性が含まれています。列名は 30バイトを超えな
いようにする必要があります。データ・ソース属性の列名は、データ・ソース属性 ID
にアンダースコアと列のデータ型を表す文字が接尾辞として付加されたものになりま
す。照合タイプ・ビューの列に関する詳細は、Account Reconciliationの表およびビュ
ーの TM_<MATCH_TYPE_ID>を参照してください。

Note:

照合タイプ IDまたはデータ・ソース属性 IDにピリオド(.)または中カッコ({ま
たは})が含まれている場合、この文字は照合タイプ・ビューではアンダース
コアに置換されます。たとえば、照合タイプ IDが InterCompany1.2の場合、
照合タイプ・ビューの名前は TM_InterCompany1_2になります。

例: 照合タイプの照合済トランザクションをレポートするための問合せ
例 1: 特定のデータ・ソースのすべてのトランザクションの選択
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次のいずれかのレポート問合せを使用して、データ・ソースが'Bank'の照合タイプ
TM_GL_POS_BANKのすべてのトランザクションを取得します。
SELECT * FROM "TM_GL POS Bank" TM_GL_POS_BANK WHERE TM_GL_POS_BANK.SOURCE = 
'Bank';

SELECT * FROM "TM_GL POS Bank" TM_GL_POS_BANK WHERE TM_GL_POS_BANK.SOURCE = 
'Bank' and 
TM_GL_POS_BANK.RECON_ID IN
(SELECT recon.recon_id FROM tm_recon recon, tm_recon_type recon_type, 
TM_DATA_SOURCE data_source 
     WHERE recon.recon_type_id = recon_type.recon_type_id AND 
recon.recon_type_id = data_source.recon_type_id 
     AND data_source.recon_type_id = recon_type.recon_type_id AND 
data_source.DATA_SOURCE_ID = 2009);

例 2: 照合タイプの未照合トランザクションの選択
次のレポート問合せでは、すべてのデータ・ソースについて照合タイプ TM_GL_POS_BANK
の未照合トランザクションがすべて返されます。
select * FROM "TM_GL POS Bank" TM_GL_POS_BANK where 
TM_GL_POS_BANK.match_status_enum is null or TM_GL_POS_BANK.match_status_enum 
= 6

例 3: 指定された 2つの日付間のすべての照合済トランザクションの選択
次のレポート問合せでは、日付の範囲内に作成された照合タイプ TM_GL_POS_BANKの照合
済トランザクションがすべて返されます。この結果には、照合タイプのすべてのデータ・ソ
ースのトランザクションが含まれます。
 SELECT * FROM "TM_GL POS Bank" TM_GL_POS_BANK LEFT OUTER JOIN TM_MATCH 
MATCH ON 
   (TM_GL_POS_BANK.RECON_ID = MATCH.RECON_ID AND MATCH.MATCH_ID = 
TM_GL_POS_BANK.MATCH_ID) 
   WHERE MATCH.CREATE_DATE > ~MATCH_DATE_LOW~ and MATCH.CREATE_DATE <= 
~MATCH_DATE_HIGH~

照合タイプを作成するステップ
照合タイプによって、データ・ソースから取得されるデータの構造(列およびデータ・タイプ)
および照合に使用されるルールが決まります。サービス管理者および「照合タイプ - 管理」ア
プリケーション役割を持つユーザーは、照合タイプを作成できます。
企業には、会社間の勘定科目、銀行の勘定科目、売掛金、買掛金、各種決済勘定など多数の
照合タイプがある場合があります。データ構造およびルールは、これらの勘定科目それぞれ
で異なる可能性があるため、企業では各勘定科目に対して照合タイプが作成されます。照合
タイプは照合に割り当てられ、複数の照合で同じ照合タイプを使用できます。

第 10章
照合タイプの作成

10-11



Note:

アプリケーションで作成できる照合タイプの最大数は 300です。

照合タイプを作成するには:

1. 照合タイプのプロパティの定義。これには、照合タイプ ID、名前、およびこの照
合タイプを使用する際のユーザー向け指示が含まれます。
照合タイプのプロパティの定義を参照してください。

2. 1つ以上のデータ・ソースの定義。
データ・ソースの定義を参照してください。

3. 照合プロセスの定義。照合トランザクションで使用する必要があるルールの作成
を含みます。
照合プロセスの定義を参照してください。

4. トランザクション・タイプの定義。調整タイプおよびサポート・タイプを含みま
す。
トランザクション・タイプの定義を参照してください。

Note:

環境間で照合タイプをエクスポートおよびインポートすることもできます。
環境間での照合タイプのエクスポートおよびインポートを参照してください

照合タイプの作成のビデオを見る
ビデオを見るには、次のリンクをクリックしてください。

照合タイプのプロパティの定義
新規照合タイプの定義は、「プロパティ」タブで始めます。名前、この照合タイプを使
用する際のユーザーへの指示または説明、およびこのタイプを使用した照合について
残高調整が行われる頻度を決定するカレンダを入力します。
照合タイプのプロパティを定義するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「照合タイプ」から「新規」をクリックします。「新規照合タイプ」ダイアログの
「プロパティ」タブが表示されます。

3. 照合タイプ間で一意の ID値、名前、およびオプションで説明を入力します。
IDは、28バイト以下の英数値である必要があります。使用できる特殊文字は、ピ
リオド(.)、アンダースコア(_)およびハイフン(-)です。
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Note:

• ステータスは、「保留中」または「承認済」のいずれかです。新規照合タイ
プのデフォルトは、「保留中」ステータスです。ユーザーがこの照合タイプ
を使用する準備ができたら、「承認済」に変更します。タイプが「承認済」
ステータスの場合、フィルタの編集以外の編集は行えません。

• 「照合タイプ」画面に警告アイコンが表示される場合:

– 日常的な操作に影響を与えずに、照合タイプを使用し続けることができ
ます。ただし、この照合タイプの SQLビューを参照する既存のレポー
トに影響する場合があります。データ・ソースの照合タイプ・ビューに
ついてを参照してください。

– 警告を修正するには、ステータスを「保留中」に戻して、照合タイプを
承認できます。

4. 「保存」をクリックします。
照合タイプのステータスを「承認済」に設定して定義を保存すると、この照合タイプの照合
タイプ・ビューが作成されます。このビューには、この照合タイプのすべてのデータ・ソー
スにわたるすべてのトランザクションが含まれます。「ビュー」フィールドのデータベース・
アイコンをクリックして、カスタム・レポート内でビューを使用するための SQL問合せを表
示します。Oracle Account Reconciliationの管理のカスタム・レポートの生成を参照してくだ
さい。
 

 
「ビュー」フィールドにデータベース・アイコンではなく感嘆符が表示される場合は、ビュー
の作成時にエラーが発生していたことを示します。照合タイプのステータスを「保留中」に
設定し、ステータスを「承認済」に設定し直して変更を保存することにより、再試行できま
す。問題が解決しない場合は、照合タイプ IDおよびデータ・ソース IDを確認してください。
このトピックのステップ 3およびデータ・ソースの定義を参照してください。

データ・ソースの定義
データ・ソースには、照合する必要があるトランザクションが含まれています。
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次も参照:

• データ・ソースの定義について
• データ・ソース属性について
• 計算済属性について
• データ・ソースを定義する手順

データ・ソースの定義について
追加するデータ・ソースの数に制限はありませんが、ほとんどの照合に 2つのデータ・
ソースが含まれ、ソース・システムのトランザクションがサブ・システムのトランザ
クションと照合されます。
特定のタイプの照合(決済勘定、仮勘定、大量の経過勘定など)では、1つのデータ・ソ
ース内での借方/貸方の照合が必要です。どちらの場合も目標は照合を生成すること
で、フォーマットは複数のソース・プロセスか 1つのソース・プロセスかで異なりま
す。

Note:

• アプリケーションで作成できるデータ・ソースの最大数は 750です。
• 照合タイプ内のデータ・ソースの最大数は 20です。

データ・ソースを定義する際、ソースの属性を定義します。これがインポートするデ
ータの列です。これは、計算属性を使用して、照合の準備を整えるためにデータのエ
ンリッチ化および正規化を行う場所でもあります。たとえば、あるテキスト・フィー
ルドの中央からテキスト文字列を抽出し、このテキスト文字列を別の属性と照合する
必要がある場合があります。あるいは、照合が可能なように様々なテキスト値を正規
化された値に変換する必要がある場合があります。計算属性のライブラリは、データ
のエンリッチメントおよび正規化に使用され、これによって自動照合エンジンを使用
して最多数の照合を達成できます。

Note:

各データ・ソースに対して、最低 2つ(「金額」および「日付」)のフィールド
を設定する必要があります。「金額」属性は、ソースまたはサブシステムのト
ランザクション額を表すために必要で、データ・ソース定義で調整金額とし
て定義されます。「金額」は常に「数値」タイプとして設定する必要がありま
す。日付 属性は、トランザクションが反映される会計期間を決定する会計日
付を表すために必要です。金額および日付の属性は期末の計算の実行に使用
されるため、各トランザクションに移入される必要があります。

管理者は、特定のデータ・ソースに対するトランザクションの削除をユーザーに許可
することもできます。これは、「トランザクションの削除を許可」チェックボックスを
有効にして行います。この機能は、トランザクションがすでにロードされているかど
うかに関係なく、特定のデータ・ソースに対して有効にすることができる点に注意し
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てください。トランザクションの削除の詳細は、トランザクションの削除を参照してくださ
い。
管理者は、データ・ソース属性ごとにトランザクションの編集機能を有効にして、この機能
の実行をユーザーに許可することもできます。トランザクションの編集の詳細は、トランザ
クションの編集を参照してください。
例: 2つのデータ・ソースがある照合タイプ
買掛金と売掛金という 2個のデータ・ソースがあり、買掛金データ・ソースにデータ・ソー
ス属性があることを示した照合タイプの例を次に示します。AP_DDATEという、必須の日付
属性が作成されていることに注意してください。また、AP AMTという調整属性も作成され
ています。
 

 

データ・ソース属性について
データ・ソースで属性を定義するときは、特定の詳細を指定する必要があります。次の表に、
詳細を示します。

Note:

1つのデータ・ソースの最大属性数は 200です。

Table 10-2    属性詳細

フィールド 説明
ID データ・ソース属性の ID
名前 データ・ソース属性の名前
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Table 10-2    (Cont.) 属性詳細

フィールド 説明
タイプ • テキスト - 長いコメントや説明などに使用し、最大 300文字を

使用できます。

Note:

テキスト文字列内にカンマがあり、そのテキスト内
の値の先頭と末尾にすでに二重引用符が付いている
場合は、さらに二重引用符で囲みます。例: "GM LLC
- GMNA, formerly ""NAO"" ADMIN STAFF"

• 日付 - トランザクションをロードする際のフォーマットは DD-
MMM-YYYYまたは DD-MMM-YYである必要があります。

Note:

日付属性は複数使用できますが、1つは必須に指定
し、トランザクションが反映される会計期間を表す
会計日付として機能させる必要があります。各トラ
ンザクションに割り当てられるこの日付は、期末の
すべての計算の実行に使用されます。

• 数値:
総桁数が 15桁までで小数点以下の桁数が 12桁までの金額フ
ィールドに使用されます。差異の計算の場合、数値は小数点以
下 2桁に丸められます。総桁数が 15桁までの数値が精度を損
なうことなく、サポートされます。
たとえば、次の例はすべて有効です。
– 1234567890123.45
– 12345678901234.5
– 123456789012.345
– 1234.56789012345

• 整数:
最大 18桁の非小数値に使用され、正または負にできます。

• リスト:
値リストの構成に使用され、インポート時に大文字と小文字は
区別されません。

• はい/いいえ:
ブール値フィールドに使用され、空白のまま、はい (1、Yes、
YES、Y、y、T、t、True、TRUE、True)またはいいえ (0、No、
NO、N、n、F、f、False、FALSE、False)にすることができま
す

• グループ:
グループ属性に使用されます。照合コンプライアンスでのグル
ープ属性についてを参照してください。

小数点以下の桁数 「タイプ」が数値に設定されている属性には、属性に使用する必要が
ある小数点以下の桁数を入力します。

デフォルト値 (オプション)この属性のデフォルト値を入力します。
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Table 10-2    (Cont.) 属性詳細

フィールド 説明
キー 重複トランザクション・チェック・プロセスをアクティブ化する場

合に選択します。「キー」の設定は、データベース内のレコードを一
意に識別する方法です。1つ以上の属性を重複チェックの「キー」
として選択できます。トランザクションのインポートでは、すでに
ロード済のキーと一致する 1つ以上のトランザクションがファイ
ルに含まれる場合、このファイルはロードされません。

必須 この属性を必須にする場合は選択します。
会計日付 属性を会計日付として設定する場合に選択します。会計日付は、ト

ランザクションが反映される会計期間を表します。各トランザクシ
ョンに割り当てられるこの日付は、期末のすべての計算の実行に使
用されます。会計日付として設定できる属性は 1つのみです。

調整属性 属性を調整属性として設定する場合に選択します。調整属性として
設定できる属性は 1つのみです。
調整属性の精度は、プロファイルで有効になっている最下位の通貨
バケットのデフォルト通貨の通貨コードから継承されます。

計算 (オプション)属性データを計算する場合、このボックスを選択しま
す。このオプションを選択すると、「計算式の定義」セクションが表
示されます。

計算タイプ 計算をスクリプトに基づかせるか、条件を満たす場合にするか、値
をリストに割り当てるかを選択します
• 値をリストに割当て - リストに値を割り当てる場合
• 条件 - 特定の条件が満たされたときに計算を実行する場合
• スクリプト - スクリプトに基づいて計算する場合。スクリプト
は、テキスト、日付、数値または整数タイプの属性に使用でき
ます

計算式の定義 計算スクリプトをこの領域に入力します。
属性の追加 リストから選択し、計算スクリプトに既存の属性を追加します。
関数の追加 関数のライブラリから選択し、スクリプトの作成に役立てます。

• 日付差異
• テキストの抽出
• If Then Else
• 小文字
• 最大
• 最小
• 丸め処理
• テキストの場所
• 大文字

属性の例
一般的な属性の例を次に示します。
テキスト
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「スクリプト」計算タイプの例
 

 
「条件」計算タイプの例
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計算済属性について
計算済属性は読取り専用です。管理者は「アクション」ダイアログ・ボックスの属性セクシ
ョンに属性を追加でき、ワークフロー・ユーザーはその属性をアクション・ダイアログ・ボ
ックスとトランザクションに表示できます。管理者は、アクセス権を「表示しない」に設定
することで、特定の役割に対してアクセス権を制限できます。たとえば、管理者が計算済属
性 XYZに対して「参照者: 表示しない」アクセス権を追加すると、XYZは参照者に表示され
ません。
どのユーザー役割でも、計算済属性を列としてビューおよびポートレットに追加できます。
「フィルタ・パネル」にフィルタ可能な属性として追加することもできます。

Note:

循環依存関係が生じる計算済属性は作成できません。たとえば、Aと Bが相互に依
存する次の計算済属性は許可されません: A= {B}*(-1)および B= {A} + 100。許可
されていない循環依存関係が生じ、エラーが発生するためです。

計算タイプについて
• 値をリストに割当て - 値をリスト・タイプの属性に割り当てます
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• リストを値に割当て - リストの値を異なる属性の値に割り当てます。タイプ・リス
トの属性にのみ使用できます

• 条件 - 条件付き計算(If – Then – Else)

• スクリプト - 自由形式のスクリプト計算。スクリプトは、テキスト、数値または整
数タイプの属性に使用できます

次の表は、「計算」オプションが選択された場合に、属性タイプごとに使用可能な計算
タイプを示しています。

Table 10-3    「計算」オプションが選択された場合に、属性タイプごとに使用可能な計算タイプ

属性タイプ 値をリストに割当て 条件 スクリプト リストを値に割当て
日付 X
整数 X X X
リスト
数値 X X X

テキスト X X X
はい/いいえ X

スクリプト関数の例
その他のスクリプト関数の例:

• 日付差異: 2つの日付の差を日、時間、分または秒で戻します。たとえば、Date1
と Date 2には、それぞれ現在の日付(時間コンポーネントなし)と日時を表す
TODAYおよび NOWの値を使用できます。
DATE_DIFF(<Date1>, <Date2>, <Type>)

例: DATE_DIFF('TODAY', {Preparer End Date}, 'DAYS')または
DATE_DIFF({Preparer End Date}, 'NOW', 'HOURS')

• テキストの抽出: 値内の指定した位置からの部分文字列を戻します。
SUBSTRING(<Value>, <Location>, <Length>)

例: SUBSTRING( {Name} , 5, 10)

• If Then Else: 条件付きの計算をスクリプト計算に挿入できるようになります。
IF_THEN_ELSE計算式は、ネストして ELSE IFタイプの計算式に対応することも
できます。
IF_THEN_ELSE(<Condition>, <Value1>, <Value2>)

例:

IF_THEN_ELSE( {Risk Rating} = 'Low', 'Good',
IF_THEN_ELSE( {Risk Rating} = 'Medium', 'Better',
IF_THEN_ELSE({Risk Rating} = 'High', 'Best','Bad')))

• 長さ テキスト値をパラメータとして受け取り、テキスト内の文字数である整数を
返します。
LENGTH('Value')では 5が返され、LENGTH({Name})ではオブジェクトの名前の文
字数が返されます。値が空/nullの場合は、計算で 0が返されます。
SUBSTRINGを含む計算を使用して、テキスト値の最後の 4文字を抽出します。
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例: SUBSTRING( {MyString}, LENGTH ({MyString}) - 4
• 小文字 値を小文字で戻します

LOWERCASE(<Value>)

例: LOWERCASE( {Description} )

• 最大: 属性リストの最大値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MAX(<Value1>, <Value2>,<ValueN>)

例: MAX({Acccount1},{Account2},{Account3})

• 最小: 属性リストの最小値を戻します。任意の数のパラメータを含めることができます。
MIN(<Value1>, <Value2>,<ValueN>)

例: MIN({Acccount1},{Account2},{Account3})

• 丸め処理: 指定された小数点以下の桁数で丸めた値を戻します。
ROUND(<Value>, <Decimal Places>)

例: ROUND( ({Scripted Translate} /7), 4)

• テキストの場所: 値内の部分文字列の索引(1が最初の位置)を戻します。
INSTRING(<Value>, <Value To Search>)

例: INSTRING( UPPERCASE( {Name} ), 'TAX' )

• 大文字: 値を大文字で戻します。
UPPERCASE(<Value>)

例: UPPERCASE( {Name} )

データ・ソースを定義する手順
データ・ソースを定義するには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」を選択します。
2. 「照合タイプ」タブで、作成する照合タイプを選択します。
3. 「データ・ソース」タブで、「新規」を選択します。
4. データ・ソースのプロパティを定義します。データ・ソース・プロパティの定義を参照し
てください。

5. (オプション)フィルタを作成します。データ・ソースの定義時のフィルタの作成を参照し
てください。

データ・ソースの定義についてを参照してください。
データ・ソース・プロパティの定義

次の手順を使用して、データ・ソースのプロパティを定義します。
1. データ・ソースの IDと、わかりやすい名前を入力します。

IDは、27バイト以下の英数値である必要があります。使用できる特殊文字は、ピリオド
(.)、アンダースコア(_)およびハイフン(-)です。
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Note:

照合 IDという名前は予約 IDであるため、IDとして使用することはでき
ません。

2. データ・ソースが「ソース・システム」データ・ソースか、「サブシステム」デー
タ・ソースかを指定します。

3. このデータ・ソースに対するトランザクションのユーザーによる削除を許可するか
どうかを決定します。トランザクションの削除の詳細は、トランザクションの削除
を参照してください。

4. このデータ・ソースに対するトランザクションのユーザーによる分割を許可するか
どうかを決定します。次に「保存」をクリックします。トランザクションの分割の
詳細は、未照合トランザクションの分割を参照してください

5. 「データ・ソース属性」で、「+」(新規属性)をクリックして、この列のデータの表
示方法を説明する属性の追加を開始します。これは、トランザクション照合の照合
エンジンを使用する前に強力な計算属性機能を使用してデータを正規化およびエ
ンリッチ化する方法であることに注意してください。
データ・ソース属性を作成する際に指定する必要がある情報の詳細は、データ・ソ
ース属性についてを参照してください。
「タイプ」の下のグループを選択する際、「グループ名」の使用可能なグループ属性
のリストから必要なグループ属性を選択します。リストには、トランザクション照
合の「グループ属性」タブで定義されたグループ属性のみが含まれることに注意し
てください。「ID」および「名前」フィールドは無効になっており、それらの値は
選択に基づいて自動的に更新されます。

Note:

会計日付を表すために必要な日付タイプ属性を作成する必要がありま
す。

6. (計算された属性のみ)計算された属性を作成するには、「計算」を選択します。
計算された属性の詳細は、計算済属性についてを参照してください。
• 「計算タイプ」で、次のオプションのいずれかを選択します: 「値をリストに割
当」、「リストを値に割当」、「条件」または「スクリプト」。
リストされるオプションは、属性に選択されたデータ型によって異なります。
参照してください。

• 「スクリプト」計算タイプを選択する場合、自由形式の計算式を入力するには、
「属性の追加」および「関数の追加」を使用します。
– 属性の追加 - 属性を選択して「追加」をクリックすると、「計算式の定義」
ボックスのカーソルの位置に属性が挿入されます。カーソルが単語または
属性上にある場合は、定義内でその単語/属性が置き換えられます。追加さ
れる属性は、スクリプトの形式に従って、名前が大カッコ{}で囲まれます。

– 関数の追加 - 関数を選択して「追加」をクリックすると、「計算式の定義」
に関数が追加されます。関数は各パラメータのプレースホルダとともに追
加されます。
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7. 「保存」をクリックして、次の属性の追加を続けます。
データ・ソースの定義時のフィルタの作成

データ・ソースを定義してデータ・ソースの属性を設定したら、リストに含めるレコードを
制限するためのフィルタを設定できます。情報の表示方法に応じて、様々なフィルタを多数
作成できます。
データ・ソースの定義時にフィルタを作成するには:

1. 「データ・ソース」タブから「フィルタ」タブをクリックします。
2. フィルタを追加する「+」(プラス記号)をクリックして「フィルタ定義」ダイアログを表
示します。

3. フィルタの「名前」を入力します。
4. フィルタ条件を入力します。

a. 「条件の作成」をクリックします。
b. フィルタ定義の式を作成するために使用する条件を入力します(組合せ、属性、演算
子、値)。

経過期間を使用したデータ・ソース・フィルタの例
データ・ソース・フィルタが役立つ例として、現在の日付から会計日付を引いたものとして
計算される経過期間を使用して、180日以上経過したすべての未照合トランザクションを識
別してそれらを償却する方法があります。そのフィルタを作成したら、調整の照合ルールに
適用して、すべての古い未照合トランザクションが自動的にクリアされるか、調整として照
合されるようにします。作成された他の調整と同様に、これらを GLへの仕訳として抽出でき
ます

Note:

各ユーザーが最後に使用したフィルタは、照合タイプ、照合プロセス、データ・ソ
ース別に永続化(保存)されます。つまり、ログアウトして再度ログインし、同じ照
合タイプの別の照合を開くと、同じフィルタが表示されます。

ステータス属性を使用したデータ・ソース・フィルタの例
データ・ソース・フィルタが役立つ別の例として、「ステータス」属性を使用してフィルタす
る方法があります。可能なステータスは、「未照合」、「サポート」、「確認済調整」、「確認済照
合」、「調整候補」または「照合候補」です。
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トランザクション・タイプの操作
トランザクション・タイプには調整タイプおよびサポート・タイプが含まれます。
次も参照:

• Account Reconciliationでのトランザクション・タイプについて
トランザクション・タイプを使用すると、照合要件に合せて一意の調整およびサポ
ート・タイプを必要なだけ作成できます。

• 新規調整トランザクション・タイプの作成
• 新規サポート・トランザクション・タイプの作成

Account Reconciliationでのトランザクション・タイプについて
トランザクション・タイプを使用すると、照合要件に合せて一意の調整およびサポー
ト・タイプを必要なだけ作成できます。
サービス管理者は、トランザクション照合の設定時にトランザクション・タイプを設
定します。提供されているデフォルトのトランザクション・タイプは 2つあります。
• 調整タイプ
• サポート・タイプ
各トランザクション・タイプを構成すると、調整を作成しているユーザーは、この照
合に使用可能な調整をリストから選択でき、その照合からの仕訳の転記に必要なすべ
ての情報が表示されます。策定者は、コメントと添付を追加することでアドホック情
報を入力することもできます。たとえば、照合の各費用勘定科目についてその照合の
「調整」タイプを構成することが必要な場合があります。
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Note:

管理者は、自動照合に使用される特定の調整タイプを設定し、それらの調整タイプ
が手動照合で選択されないように他のユーザーに対して非表示にできます。調整タ
イプの非表示化は、調整タイプの作成または編集時に手動照合ルールに対する調整
タイプの許可チェック・ボックスを使用して選択を解除できます。デフォルトでは、
チェック・ボックスは選択されています。調整タイプが 1つ以上の照合ルール候補
で使用されている場合は、調整タイプを非表示にできないことに注意してください。
調整タイプを非表示にする前に作成された照合候補は、トランザクション検索の非
表示の調整タイプを表示できますが、確認することはできません

構成可能なサポート・タイプは、調整タイプ・プロセスと非常によく似ており、策定者がそ
の照合に使用可能なサポート・タイプのリストから選択できるため、未照合のトランザクシ
ョンを、その照合に適したサポート・カテゴリに簡単にマークできます。
調整タイプまたはサポート・タイプでは、属性はグローバル属性です。つまり、属性を作成
すると、他のユーザーがその属性を再利用でき、ドロップ・ダウン・リストに表示されます。

新規調整トランザクション・タイプの作成
1. 「アプリケーション」から「照合タイプ」を選択し、編集する照合タイプを選択します。
「アクション」で「編集」を選択します。

2. 「トランザクション・タイプ」タブを選択し、「調整」を選択します。

Note:

照合タイプのステータスは「保留中」である必要があります。

 

 
トランザクション・タイプのリストが左に表示されます。

3. デフォルト調整 IDに関連付けられている名前と説明は変更できます。
4. 新規調整タイプを作成するには、新規トランザクション・タイプをクリックします。
5. ID (このトランザクション・タイプを識別する最大 25文字)、名前(最大 50文字)およびオ
プションで説明(最大 250文字)を入力します。
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6. 「追加」をクリックし、「新規」を選択して、新規属性を追加できます。属性はグロ
ーバル属性であるため、他のユーザーが使用できるようにドロップ・ダウン・リス
トに表示されます。グローバルな調整属性およびサポート属性の作成を参照して
ください。
グループ属性を含む既存のカスタム属性を追加するには、「追加」をクリックし、
「既存」を選択します。「属性詳細」ダイアログで、必要なカスタム属性を選択しま
す。

Note:

ドロップ・ダウン・リストに含まれる既存のグローバル属性を使用する
こともできます。

各属性について、次のいずれかのデータ型を選択します:

• テキスト - 長いコメントや説明などに使用し、最大 255文字を使用できます

Note:

カンマ(,)を含む文字列値をインポートするには、その文字列値を二重
引用符で囲む必要があります。文字列が二重引用符で囲まれている
場合は、その文字列の中にあるその他すべての二重引用符を、別の二
重引用符で囲む必要があります。次の表に例を示します。

文字列値 インポート・ステータス
"GM LLC - GMNA, formerly ""NAO""
ADMIN STAFF"

成功(文字列値全体に二重引用符が付き、
NAOが別の引用符のセットで囲まれてい
る)

"GM LLC - GMNA, formerly "NAO"
ADMIN STAFF"

インポート・エラー(NAOが別の二重引用
符のセットで囲まれていない)

"GM LLC - GMNA, formerly NAO
ADMIN STAFF"

成功(文字列値が二重引用符で囲まれてい
る)

GM LLC - GMNA, formerly NAO
ADMIN STAFF

エラー(文字列値が二重引用符で囲まれて
いない)

• 日付 - 日付値に使用します
トランザクションをロードする際のフォーマットは DD-MMM-YYYYまたは
DD-MMM-YYである必要があります。

• 数値 - 最大 18桁(12桁と小数点以下 6桁まで)の金額フィールドに使用されま
す。
正または負の値にできます。負の数値は、マイナス記号を使用してインポート
時に指定できます。たとえば、インポート時には-1,000.00でも、ユーザー・
インタフェースでは(1000.00).と表示されます
「小数点以下の桁数」に、属性の精度を 0から 12の範囲で入力します。

• 整数 - 最大 18桁の非小数値に使用されます
値は正または負にすることができます。
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• リスト - 値リストの構成に使用され、インポート時に大文字と小文字は区別されませ
ん

• はい/いいえ - ブール・フィールドに使用されます
値は、空白のまま、はい(1、Yes、YES、Y、y、T、t、True、TRUE、True)またはいいえ
(0、No、NO、N、n、F、f、False、FALSE、False)にできます。

7. 手動照合時にユーザーが調整タイプを使用しないように非表示にするには、手動照合ルー
ルに対する調整タイプの許可チェック・ボックスの選択を解除します。デフォルトでは、
チェック・ボックスは選択されています。調整タイプが 1つ以上の照合ルール候補で使用
されている場合は、調整タイプを非表示にできないことに注意してください。

トランザクション・タイプは次の作業を行うときに表示されます。
• 照合ルールの編集
• 一致候補の操作
• 調整を含む自動照合

新規サポート・トランザクション・タイプの作成
1. 「アプリケーション」から「照合タイプ」を選択し、編集する照合タイプを選択します。
「アクション」で「編集」を選択します。

Note:

照合タイプのステータスは「保留中」である必要があります。
2. 「トランザクション・タイプ」タブを選択し、「サポート」を選択します。
トランザクション・タイプのリストが左に表示されます。これは、デフォルト・サポー
ト・タイプを表示している例です。
 

 

3. デフォルト・サポート IDに関連付けられている名前と説明は変更できます。
4. 新規サポート・タイプを作成するには、新規トランザクション・タイプをクリックしま
す。

5. ID (このトランザクション・タイプを識別する最大 25文字)、名前(最大 50文字)およびオ
プションで説明(最大 250文字)を入力します。

6. 「追加」をクリックし、「新規」を選択して、新規属性を追加できます。
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グループ属性を含む既存のカスタム属性を追加するには、「追加」をクリックし、
「既存」を選択します。「属性詳細」ダイアログで、必要なカスタム属性を選択しま
す。
• テキスト - 長いコメントや説明などに使用されます。
値の長さは最大 255文字です。

Note:

テキスト文字列の値を文字列の先頭と末尾で二重引用符で囲む場合
で間にカンマがある場合、二重引用符を使用します。例: "GM LLC -
GMNA, formerly ""NAO"" ADMIN STAFF"

• 日付 - 日付値に使用します
トランザクションをロードする際のフォーマットは、DD-MMM-YYYYまたは DD-
MMM-YYである必要があります。

• 数値 - 最大 18桁(12桁と小数点以下 6桁まで)の金額フィールドに使用されま
す。
正または負にできます。負の数値は、マイナス記号を使用してインポート時に
指定できます。たとえば、インポート時には-1,000.00でも、ユーザー・イン
タフェースでは(1000.00).と表示されます
「小数点以下の桁数」に、属性の精度を 0から 12の範囲で入力します。

• 整数 - 最大 18桁の非小数値に使用され、正または負にできます
• リスト - 値リストの構成に使用され、インポート時に大文字と小文字は区別さ
れません

• はい/いいえ - ブール・フィールドに使用されます
空白のまま、はい(1、Yes、YES、Y、y、T、t、True、TRUE、True)またはいいえ
(0、No、NO、N、n、F、f、False、FALSE、False)にできます。

ルールの作成による照合プロセスの定義
データ・ソースを定義したら、次のステップはトランザクションの照合に使用するル
ールを定義することです。照合ルールによって照合がどのように行われるかが決まり
ます。自動照合ルールおよび手動照合ルールを使用して、照合プロセスを作成できま
す。
ベスト・プラクティスとして、まず最も精度の高いルール、つまり最多数の質の高い
照合を作成する可能性のあるルールの定義から始め、結果がより不確実なルールの定
義へと移っていきます。

ノート:

照合タイプ内の照合プロセスの最大数は 20です。

サポートされているルール・タイプは、次のとおりです。
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• 1対 1

• 1対多
• 多対 1

• 多対多
• 調整

ノート:

手動照合のみを実行しようとする場合は、自動照合ルールなしで照合プロセスを作
成できます。

「調整」以外のルールで指定可能な照合ステータスは、次のとおりです:

• 候補
• 確認済
• 候補(不明なし)

不明な結果(ルール条件を満たす複数のトランザクション).を許可しない、照合候補が指定
されたルールを追加します

• 確認済(不明なし)

不明な結果(ルール条件を満たす複数のトランザクション)を許可しない、確認済照合が指
定されたルールを追加します。

• 候補(不明)*

• 確認済(不明)*

*1対 1の自動照合ルールの場合、不明の照合が多数あるときは、照合ステータス「候補(不
明)」および「確認済(不明)」を使用できます。これらのオプションによって、自動照合の実
行時に、潜在的なすべての照合が検出されます。ただし、照合パフォーマンスに影響する場
合があります。

ノート:

ルール・タイプが「調整」の場合、「候補」または「確認済」のみが表示されます。

ルールは、作成時にデフォルトで「アクティブ」に設定されます。
照合プロセスの定義 - プロパティの指定
新しい照合プロセスのプロパティを指定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「照合タイプ」タブで、作業を行う照合タイプを選択します。「照合タイプの編集」タブが
表示されます。

3. 「照合プロセス」タブを選択すると、「プロパティ」タブが表示されます。
4. 照合プロセスの IDおよび名前を入力します。
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5. 「データ・ソースの数」を選択します。
6. 「ソース・システム」のデータ・ソースと「サブシステム」のデータ・ソースを選
択します。

7. デフォルトで、「調整会計日付の選択」に「照合日付」が選択されています。この
「調整会計日付の選択」の設定は、「照合グループの最新会計日付」に変更できま
す。

8. 「保存」をクリックします。
9. 「デフォルトの属性マッピング」に、定義済のデータ・ソースの属性が表示され、
ソース・システムとサブシステムのデータ・ソースの属性間の関係が表示されま
す。

属性マッピング
照合プロセスのプロパティの入力内容と、デフォルトの属性マッピングを確認するた
めに、Bank to GL (総勘定元帳)の例を示します。「デフォルトの属性マッピング」に
は、データ・ソースにあらかじめ定義されている調整属性が自動的に表示されます。
 

 

新しい属性マッピングを追加するには、「デフォルトの属性マッピング」の+ (プラス記
号)を使用します。「新規属性マップ」ダイアログを使用して、ソース・システムの属性
をサブシステムの属性にマップし、許容差の限度を宣言できます。
 

 

許容差の仕組みの詳細は、トランザクション照合エンジンについてを参照してくださ
い。
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照合プロセスの定義 - ルールとルール条件について
ルール条件を設定することで、どの属性を照合相手とするか、正確に一致する必要があるか
どうか、許容差を許可するかどうかを決定します。ルール条件を使用すると、ソース・シス
テムとサブシステムの属性間のデフォルトの関係を定義することにより、複数ソースの照合
プロセスの照合ルールを定義しやすくなります。

ノート:

各照合プロセスの最大ルール数は 500です。これには、自動照合ルールおよび手動
照合ルールが含まれます。

IDと名前で様々な場所にある照合プロセスを識別できるため、特定の照合セットの作成に、
どの照合ルールのセットが使用されたかがわかります。IDは、照合タイプ内で常に一意であ
ることが必要です。データ・ソースの数で、特定の照合プロセスに含まれるデータ・ソース
の数を判断できます。
たとえば、3つのデータ・ソースが定義されていて、照合プロセス 1で 2つのソースを、照
合プロセス 2で 1つのソースを使用する場合は、ソース・システムおよびサブシステムに割
り当てるデータ・ソースの名前を選択します。次に、フォーマットを選択しますが、使用可
能なフォーマットのリストは、照合プロセスに割り当てられているデータ・ソースの数によ
って異なります。
たとえば、ソース・システムの金額とサブシステムのトランザクション額を照合する必要が
ある複数の照合ルールを構成する場合、この関係をこの表で一度定義すれば、ソース・シス
テムの金額を参照する照合ルールを構成するときは、サブシステムのトランザクション額が、
照合する属性として常にデフォルトで設定されます。これは、ルールの構成時にオーバーラ
イドできます。
調整属性は、照合残高調整レポートの生成に使用される属性です。たとえば、会社間を照合
する場合は、金額の値になります。
ルールは、表内の順序で処理されます。ドラッグ・アンド・ドロップでルールの順序を変更
できます。
ルール・タイプのリストは、フォーマットによって異なります。次に例を示します。
• 残高の比較(照合あり)は、2つのソースの照合に対応し、1対 1、1対多、多対 1、多対多
を使用できます。
1対 1は、ソース・システムの 1つのトランザクションが、サブシステムの 1つのトラン
ザクションと照合されることを意味します。
1対多は、ソース・システムの 1つのトランザクションが、サブシステムのルール条件を
満たすすべてのトランザクションと照合されることを意味します。

• 勘定科目分析は、1つのソースの照合に対応し、1対 1、1対多、多対 1、多対多を使用で
きます。
1 +対 1-は、1つのプラスのトランザクションが、1つのマイナスのトランザクションと
照合されることを意味します。
1+対多–は、1つのプラスのトランザクションが、ルール条件を満たすすべてのマイナス
のトランザクションと照合されることを意味します。

ルールを作成するには:
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1. 一意の IDおよび名前をルールに割り当てます。説明はオプションです。

ノート:

「ID」フィールドには、英数字を最大 25文字入力でき、ピリオド(.)、ダ
ッシュ(-)、アンダースコア(_)以外の特殊文字は使用できません。「名前」
フィールドには、英数字を最大 50文字入力でき、ピリオド(.)、ダッシュ
(-)、アンダースコア(_)以外の特殊文字は使用できません。

2. ルール・タイプを指定します。これによって、照合の各側に選択されるトランザク
ションの数が決まります。この例では、会社間買掛金から 1つのトランザクション
が選択され、会社間売掛金の 1つのトランザクションと照合されます。

3. ルールを満たすために満たす必要のある条件を指定します。このルールの場合、請
求書の完全一致と金額の完全一致が必要です。このルールによって生成された照
合は、ステータスが確認済となり、照合が行われた後にユーザー・アクションが必
要ないことを表します。
 

 

ルールが不要になったが、ルールを使用して照合された既存の照合がある場合、ル
ールを削除するのではなく、非アクティブ化することをお薦めします。ルールに対
する照合をパージした後で、そのルールを削除できます。
次のルールの例では、請求書は完全一致が必要ですが、金額は$100まで差異が許
容されます。このルールによって生成される照合には、$100の差異の調整が含ま
れます。このルールは一致候補が作成されるよう構成されました。これによって、
適切なレベルのセキュリティ権限を持つユーザーが照合とこれに関連付けられて
いる調整を確認し、照合を受け入れるか却下するかを決定できます。
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ノート:

1対多および多対 1ルール・タイプでは、調整属性条件に加えて、完全一致ま
たは許容差の範囲内での一致となるルール条件を 1つ定義する必要がありま
す。多対多ルール・タイプの場合、完全一致条件を定義する必要があります。

自動照合ルールの例
自動照合ルールは、自動照合プロセスで使用されます。照合を行うために満たす必要のある
ルールまたは条件を定義します。会社間タイプの自動照合プロセス用に指定された「ルール」
タブの例を次に示します。「アクティブ」列には、自動照合時に実行されるルールが表示され
ます。「x」は、ルールが実行されず、非アクティブであることを示します。「ルールの編集」
ダイアログを使用して、ルールを非アクティブに設定できます。
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許容差レベルの設定
差異のあるトランザクションの照合を可能にする許容差レベルを設定するには、3つの
方法があります。次の設定が可能です。
• トランザクションに適用される許容差の差異値。たとえば、-1から+3までの差異
の自動照合です。

• パーセンテージで表した許容差しきい値レベル。たとえば、金額の値の 0.5%まで
の自動照合です。

• パーセンテージで表した許容差しきい値レベルと差異の金額。たとえば、金額の値
の 1.0%まで、最大金額は 100.00までの自動照合です。

ノート:

パーセンテージの値は、高い方、低い方の許容差とも 100以下である必
要があります。パーセンテージで表す許容差レベルは、数値および整数
型のデータ・ソース属性にのみ使用できます。パーセントで表すオプシ
ョンは、日付などの他の型には表示されません。

許容差パーセンテージ・チェックボックス 許容差の限度を設定する際、「パーセンテー
ジ許容差を使用」チェック・ボックスがあり、許容差レベルをパーセントで表すこと
ができます。また、最大差異値を設定することもできます。
例 1.自動照合ルール - 許容差の限度
 

 
調整ルール・タイプの場合、下限および上限の値が空白のときは「調整制限」は無制
限です。
例 2.手動照合ルール - 策定者の許容差の限度
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1対 1および 1対多ルールでの日付許容差の設定
日付の許容差は、2つのデータ・ソース間でのトランザクションの照合に対して考慮する日数
です。「トランザクション照合」では、トランザクションを照合する最も一般的な方法で日付
の許容差が考慮され、銀行預入またはサブシステム・トランザクションの前に(GLなどの)ソ
ースを使用可能として処理します。エンジンは、ソースにアンカーし、ルールに入力された
許容差値に基づいて、そこから先の照合に対して考慮する日付値の範囲を計算します。
日付の許容差オプションは、「日付」タイプのデータ・ソース属性に使用でき、次のものに対
して設定できます:

• 自動照合ルール
• 手動照合ルール
• デフォルトの属性マッピング
日付の許容差は柔軟性が非常に高く、次のものを使用して照合を指定するために使用できま
す:

• 日付の範囲
ルールで日付の許容差を使用して、照合に対して考慮する日付の範囲を設定します。ルー
ル作成では、これらのフィールドには範囲を示すために「開始」と「終了」というラベル
が付けられています。エンジンでは、日付の許容差範囲を柔軟に操作できます。たとえ
ば、今日と 1日後との照合のトランザクションについて考えます。開始および終了の日付
は、0から 1になります。別の例では、トランザクションの照合をソース・トランザクシ
ョンから 2日で開始し、4日後に終了します。開始を-1、終了値を+1として入力するこ
とで、1日前(-1として開始)から 1日先まで考慮されるようにすることもできます。

• 特定の日付
日付の範囲ではなく別の特定の日付で 1つのソースのトランザクションからサブシステ
ムのトランザクションに照合できるため、日付の許容差の精度が増します。これは、「開
始」および「終了」フィールドの日付の許容差値を、同じ値として使用することで行われ
ます。たとえば、ソース・トランザクションを銀行トランザクションと 2日後にのみ照合
するとします。「開始」フィールドに 2、「終了」フィールドに 2を入力して、その日のみ
を照合で考慮できます。

• 休日および週末を照合で考慮しないように、通常のカレンダではなくビジネス・カレン
ダ。
デフォルトでは、「勘定科目照合」では日付範囲の日付を指定するために通常のカレンダ
が使用されます。また、日付範囲を計算するときにビジネス・カレンダを使用して、照合
範囲の計算で会社の休日や週末をカウント対象から除外するオプションもあります。許
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容差を使用した日付タイプ属性ルール条件を作成する場合、および照合プロセスの
デフォルトの属性マッピングにも、オプションとして「ビジネス・カレンダを使
用」チェック・ボックスを選択できます。ビジネス・カレンダのオプションは、多
対多を除くすべてのルールで使用でき、手動照合では使用できません。
ビジネス・カレンダを使用するには、組織単位の労働日数と、その組織単位の休日
のリストを含む休日ルールを指定する必要があります。組織単位はプロファイル
に割り当てられ、その後、関連するビジネス・カレンダが照合の作成中に使用され
ます。Account Reconciliationの設定と構成ガイドの組織単位の定義を参照してく
ださい。

ノート:

特定の営業日についてオフセット営業日が計算されます。営業日はアンカ
ー・データ・ソースからの一意の日付です。ビジネス・カレンダを使用して
いる場合は、一意の日付ごとにサブ・システムの計算済オフセット日が計算
されます。1対 1、1対多(ソース・システム・アンカー)および多対 1 (サブ・
システム・アンカー)の場合、アンカー日は単一の一意の日付であり、その一
意の日付にビジネス・カレンダを適用してオフセット日が計算されます。多
対多の照合では、グループ内に複数の日付がある可能性があり(ソース・シス
テム・アンカー)、オフセット日を計算するための一意の日付がないことを意
味します。

日付許容差およびビジネス・カレンダの使用を表す例を次に示します:

• 例 1 - 「ビジネス・カレンダを使用」オプションを指定した日付タイプ・ルール条
件を示しています。このルールは、「開始」がソース・システム・トランザクショ
ンから 3日で、範囲の「終了」日が 4日であることを指定しています。
 

 

• 例 2 - 属性マッピングの日付の許容差の限度およびビジネス・カレンダ・オプショ
ンの使用を示しています。このルールは、「開始」がソース・システム・トランザ
クションから 0日で、範囲の「終了」日が 2日であることを指定しています。
日付許容値を入力し、ビジネス・カレンダの使用を選択するには:

1. 「照合タイプの編集」から、「プロパティ」タブを選択します。
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2. 「デフォルトの属性マッピング」で「+」(新規)をクリックすると、「新規属性マップ」
ダイアログが表示されます。
a. 「デフォルトの許容差」で、「開始」と「終了」に日付の許容差の限度を入力しま
す。

b. オプションで、通常のカレンダのかわりにビジネス・カレンダを使用するには、
「ビジネス・カレンダを使用」チェック・ボックスを選択します。

 

 

• 例 3 - ビジネス・カレンダが感謝祭の休日の週末をまたぐ日付とどのように照合されるか
を示しています。
この例は、「開始」には 3日、「終了」には 4日を指定したが、感謝祭の休日とそれに続
く週末をまたぐルールの場合です。システムでその組織のビジネス・カレンダが使用され
ることにより、感謝祭の休日とそれに続く週末にわたる日付は自動的に照合対象から除外
されます。照合は 11月 25日から 12月 3日までの 8日間ですが、11月 26日から 29日
までの休日が適切に除外されました。
 

 

ルールの非アクティブ化
自動照合時に特定のルールを実行しないようにする場合は、「ルールの編集」ダイアログで
「アクティブ」チェック・ボックスの選択を解除することで、ルールのデフォルトの「アクテ
ィブ」ステータスを非アクティブに変更できます。新しいルールはすべて自動的に「アクテ
ィブ」に設定されることに注意してください。
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不要になった照合ルールを使用して照合された既存の照合がある場合、最初にこのル
ールを非アクティブ化できます。照合がパージされた後、照合ルールを削除できます。
自動照合ルールのバッチ・サイズおよび照合繰返し回数の変更
「トランザクション照合」では、自動照合ルールの照合プロセスでの繰返し回数のデフ
ォルト値を変更できます。自動照合ルールのデフォルトの最大繰返し回数の変更を参
照してください。

1対多および多対 1ルールの作成中におけるサブセット・ルール
の使用

1対多または多対 1ルール・タイプを使用して作業している際、正確に照合するため
に、すべてのトランザクションのサブセットと金額との照合が必要になる場合があり
ます。これが必要な場合、1対多または多対 1ルールに「サブセットあり」チェック・
ボックスを使用できます。
 

 

次のソース・システムおよびサブシステムのトランザクションについて考えます。定
義されたルール条件では、金額、日付および GL値が正確に一致する必要があります。
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表 10-4 ソース・システムのトランザクション

金額 日付 GL値
111 10-13-2023 Shop-1
233 10-13-2023 Shop-1

表 10-5 サブシステムのトランザクション

金額 日付 GL値
100 10-13-2023 Shop-1
10 10-13-2023 Shop-1
1 10-13-2023 Shop-1

200 10-13-2023 Shop-1
30 10-13-2023 Shop-1
3 10-13-2023 Shop-1

サブセット照合機能を使用する場合、ソース・システムの金額 111は、サブスシステムのト
ランザクションのグループの金額(100 + 10 + 1)と照合する必要があります。同様に、金額
233は、グループの金額(200 + 30 + 3)と照合する必要があります。
サブセットの照合機能を使用しない場合、金額と日付、GL文字列が正確に一致するというル
ール条件では、サブシステムの日付と GL文字列(10-13-2023.、Shop-1)が、ソース・システ
ムの日付と GL文字列と等しいため、サブシステムの 6つのトランザクションすべての金額の
合計が返されます。そのため、結果は、ソース・システムの金額 111とサブシステムの合計
(100+10+1+200+30+3) = 344となり、正確な照合にはなりません。同様に、ソース・システ
ムの金額 233は、サブシステムの金額 344と一致しません。

多対多ルールの作成中におけるサブセットの使用
多対多照合タイプのサブセット・ルールによって、データ・ソース内の 1つ以上のトランザ
クションを別のデータ・ソース内のトランザクションのすべてのサブセットと照合できます。
指定された許容差の限度が両方のデータ・ソースに適用されます。
多対多(サブセットあり)ルールの例
POSがソース・システムで Bankがサブシステムの、2つのデータ・ソースを含む照合タイ
プについて考えます。次の表は、この例の目的に必要な限られたトランザクションを示して
います。
Table 10-6    ソース・システムのトランザクション

トランザクション ID 店舗 ID トランザクション日 金額
10001 7959 15-JUL-2021 983
20001 7959 14-JUL-2021 637
30001 7959 11-JUL-2021 288
40001 7959 10-JUL-2021 500
50001 7959 09-JUL-2021 818
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Table 10-7    サブシステムのトランザクション

トランザクション ID 店舗 ID トランザクション日 金額
19999 7959 14-JUL-2021 -475
29999 7959 16-JUL-2021 2095
39999 7959 15-JUL-2021 -725

日付は完全一致ではありませんが、ソース・システムのトランザクション ID 10001お
よび 20001のトランザクションを合計すると、金額は 1620になります。サブシステ
ムのトランザクション ID 19999および 29999のトランザクションを合計すると、同じ
金額の 1620になります。
金額および店舗 IDと厳密に照合し、日付をアンカーし、指定された許容差の限度を日
付に適用するというルール条件を考えます。指定された許容差をプラスまたはマイナ
ス 1日とします。この例で、日付が 15-JUL-2021の、ソース・システムの最初のトラ
ンザクションについて考えます。多対多ルール(サブセットなし)を使用する場合、ルー
ル条件と一致するソース・システムのトランザクションはトランザクション ID 10001
および 20001であり、その金額は合計 1620です。サブシステムでは、すべてのトラ
ンザクションがルール条件と一致し、その金額は合計 895です。これは完全一致にな
りません。一方、多対多(サブセットあり)ルールを使用すると、サブシステムのトラン
ザクションの考えられるすべてのサブセットが、指定された照合ルールに基づいて作
成されます。その結果、サブシステムのトランザクション ID 19999および 29999のサ
ブセットが、ソース・システムのトランザクション ID 10001および 20001と一致しま
す。
多対多(サブセットあり)ルールの指定
多対多(サブセットあり)ルールを作成するには、次のことが必要です:

• 「サブセットあり」でデータ・ソースを選択します
• 少なくとも 1つの属性を「グループ」に含めます

第 10章
照合タイプの作成

10-40



サブセット・ルールをソース・システムまたはサブシステムに適用できます。「新規ルール」
ダイアログで、「サブセットあり」を使用して、サブセット・ルールを適用する必要があるデ
ータ・ソースを選択します。その他のデータ・ソースは、指定された許容差の限度を適用す
るためのアンカーとして使用されます。たとえば、照合タイプに 2つのデータ・ソース(Bank
および POS)があります。Bankを「サブセットあり」で選択した場合、サブセット・ルール
が Bankに適用され、Bankのトランザクションのサブセットが POSの 1つ以上のトランザ
クションと照合されます。POSはアンカーとして使用され、指定された許容差の限度が POS
と Bankの両方で適用されます。
「ルール条件」タブの「グループ」セクションで、アンカーされるデータ用の少なくとも 1つ
のグループ、または少なくとも 1つの完全一致ルール条件を定義します。グループを定義す
るには、「グループ」セクションで、アンカーされるデータ・ソースから少なくとも 1つの属
性を選択します。グループ化は、「サブセットあり」で選択したデータ・ソースについては無
効です。
ノート: 「サブセットあり」でデータ・ソースを選択しない場合、動作は多対多ルール・タイ
プ(サブセットなし)と同じです。

複数のデータ・ソースおよび複数の照合プロセスの使用
トランザクション照合には 3方向(またはそれ以上)の照合シナリオがあるため、トランザクシ
ョンは、残高調整ソース Aから残高調整ソース Bに自動的に照合されます。複数の照合プロ
セスの使用例を見てみましょう。
3方向照合は、GLから POS、さらに POSから Bankです。3方向照合に加え、POSソース
に反映されていない GLまたは Bankに関わるトランザクションもあるため、GLから直接
Bankに照合するための別の照合プロセスを設定できます。たとえば、銀行取引明細には銀行
手数料があり、GLには転記されますが、通常、POSのソース・アクティビティには含まれ
ません。
• GLから POS (逆)
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• POS (通常)から BANK

• GLから BANK

ロードされた 2つの販売時点(POS)ファイル(POS (逆)と POS (通常))は、ソース・シス
テム内で差し引きゼロになるため、正味ゼロです。POS (逆)は、金額フィールドが反
対の記号に置き換えられていることを除き、Bankと照合される POS (通常)と同じファ
イルであるため、残高調整ソースは GLと Bankのみです。
例 - 複数データ・ソースの設定
この例では、次の 3つのデータ・ソースを使用して、照合タイプを作成したものと仮
定しています: 総勘定元帳(GL)用の GLというデータ・ソースと、販売時点(POS)とい
うデータ・ソース。また、銀行取引明細を表す Bankデータ・ソースもあります。
 

 

ノート:

調整属性は、照合プロセスでデフォルトの属性マッピングを作成するために、
システムによって使用されます。トランザクションがまだインポートされて
いなければ、チェック・ボックスを使用して会計日付や調整属性を変更でき
ます。

例 - 複数照合プロセス・シナリオの設定
複数のデータ・ソースを定義したら、照合プロセスを設定できます。定義されている
3つの照合プロセスを示す次の例を見てみましょう。
• GL-IPOSは、販売時点ソースにマイナス(逆)の金額がある総勘定元帳(GL)間の単一
ソースの照合プロセスです。

ノート:

トランザクション照合では、同じソースの無効な(またはマイナスの)トラ
ンザクションに、自動的にトランザクションを照合できるため、それら
を手動で照合する必要はありません。
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GLデータ・ソースを作成した際に選択した調整属性である Amountに基づいて、デフォ
ルトの属性マッピングが作成されているのがわかります。プラス記号(+)を選択すると、
調整属性以外の属性の新しい属性マッピングを作成できます。

• POS-BANKは、プラスの販売時点(POS)アクティビティと Bankソース間の、ソースが
2つある照合プロセスです。
 

 

• GL-BANKは、総勘定元帳(GL)と Bankソース間の、ソースが 2つある照合プロセスで
す。

自動照合プロセスの実行順序
自動照合プロセスは、「照合プロセス」ダイアログの照合プロセスの順序に従います。これら
のプロセスの順序は、「上へ移動」および「下へ移動」インジケータを使用して変更できま
す。自動照合では、リストされている順序とルールで、各照合プロセスが順番に実行されま
す。
個々のトランザクションは一度一致すると、他の照合プロセスの対象になりません。
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自動照合ルールでのトランザクションのフィルタ処理およびグ
ループ化

トランザクション照合での自動照合ルールは、ルールでのトランザクションのグルー
プ化およびフィルタ処理をサポートします。このルールはトランザクションを照合す
るための照合エンジンで使用されます。1つのデータ・ソースまたは 2つのデータ・ソ
ースに対して、「ルールの編集」ダイアログにフィルタおよびグループというタブが表
示されます。
自動照合ルールでのトランザクションのフィルタ処理
自動照合では、ルールの実行中に、フィルタによって指定されたトランザクションの
みが含まれます。その他のトランザクションは照合で除外されます。
トランザクションのフィルタ処理について次の点に注意してください。
• 各ルールに対するフィルタ処理の定義はオプションです。
• フィルタは各データ・ソースに対して定義します。
• 各ルールでは、データ・ソースごとにフィルタを 1つのみ選択できます。
様々なタイプのすべてのルールでフィルタ処理を使用できます。
2つのソースの照合プロセス - 2つのソースの照合プロセスでは、ソース・システムに
対して 1つ、サブシステムに対して 1つのフィルタを選択できます。
単一ソースの照合プロセス - 単一ソースの照合プロセスでは、サブシステムに対して選
択するフィルタを、ソース・システムに対して選択したフィルタと同じにできます。
自動照合でのトランザクションのグループ化
• ルールに対するフィルタ処理のグループ化の定義はオプションです。
• グループ化のための属性を 1つ以上選択できます。
• グループ化は、「多」タイプのルール(1対多、多対 1、多対多)でサブセットが使用
されていない場合のみ可能です。

1対多
グループ化はサブ・システムのデータ・ソースに対してのみ可能です。
• 2つのソースの照合プロセスでは、サブ・システムのデータ・ソースとその属性の
みが表示されます。

• 1つのソースの照合プロセスでは、データ・ソースとその属性のみが表示されま
す。

多対 1

グループ化はソース・システムのデータ・ソースに対してのみ可能です。
• 2つのソースの照合プロセスでは、ソース・システムのデータ・ソースとその属性
のみが表示されます。

• 1つのソースの照合プロセスでは、データ・ソースとその属性のみが表示されま
す。

多対多
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グループ化はソース・システムとサブ・システムの両方のデータ・ソースに対して可能です。
• 2つのソースの照合プロセスでは、ソース・システムのデータ・ソースとその属性、およ
びサブ・システムのデータ・ソースとその属性の両方が表示されます。

• 1つのソースの照合プロセスでは、データ・ソースとその属性が表示されます。
属性
グループ化属性には次の条件が適用されます。
• グループ化のための属性を 1つ以上選択できます。
• グループ化属性はどのような順序でも指定できます。
• グループ化属性には計算済属性を含めることができます。
• 調整属性はグループ化属性として指定できません。
• 多対多のルールでは、ルール条件で定義されるすべての属性は、調整属性を除き、グルー
プ化基準問合せの一部である必要があります。

ルール条件
「多」タイプのルールに対してグループ化が使用可能になっている場合、ルール作成の際に
は、グループ化用に選択された属性のみが考慮されます。ルール条件では属性がフィルタさ
れ、グループ化用に選択した属性のみがドロップ・ダウンに表示されます。これらの属性を
使用したルール条件の作成はオプションです。

ノート:

サブセット・ルールを使用する場合、トランザクションのグループ化は 1対多およ
び多対 1ルールには使用できません。

グループを使用した自動照合の実行方法
グループ化されたトランザクションは 1つのトランザクションとして動作します。グループ
化は「多」側にのみ適用されます。「1対多」または「多対 1」のルールで「多」側にグルー
プ化を適用すると、ルールは、「多」側でも「1対 1」のルールとして動作します。そのため、
グループ化されたトランザクションは 1つのトランザクションとして考慮されます。
「多対多」のルールでは、グループ化を両側または片側のみに適用できます。グループ化を両
側に適用した場合は、グループ化されたトランザクションが 1つのトランザクションとして
動作する、「1対 1」のルールとして動作します。ただし、グループ化を片側のみに適用した
場合は、グループ化が適用されたソースに応じて、「1対多」または「多対 1」のルールとし
て動作します。
例
次に示す銀行トランザクションと GLトランザクションの例を使用して、照合の仕組みを説明
します。
次の「1対多」のルールの例では、GLトランザクションは、トランザクション日、支払タイ
プ(PymtType)およびバッチ IDでグループ化されています。属性の順序は照合に影響しませ
ん。
ルール条件: GLの「金額」が銀行の「金額」と完全一致
調整属性: BANKの「金額」および GLの「金額」
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表 10-8 GLトランザクションの例

数値 トランザクショ
ン日

PymtType バッチ ID 金額

1 9月 18日 銀行為替手形 CS18091802 200

2 9月 18日 銀行為替手形 CS18091802 200

3 9月 18日 銀行為替手形 CS18091802 600

4 9月 20日 銀行為替手形 CS18091802 200

5 9月 20日 銀行為替手形 CS18091802 200

表 10-9 銀行トランザクションの例

数値 基準日 銀行 ID 口座番号 金額
1 9月 19日 121000248 4129965265 1000

2 9月 22日 121000248 4129965265 400

このルールでは 2つの照合が作成されます。
表 10-10 照合 1 - 銀行トランザクションの照合の例

数値 基準日 銀行 ID 口座番号 金額 照合セット番号
1 9月 19日 121000248 4129965265 1000 1

表 10-11 照合 1 - GLトランザクションの照合の例

数値 トランザクシ
ョン日

PymtType バッチ ID 金額 照合セット番
号

1 9月 18日 銀行為替手形 CS18091802 200 1

2 9月 18日 銀行為替手形 CS18091802 200 1

3 9月 18日 銀行為替手形 CS18091802 600 1

表 10-12 照合 2 - 銀行トランザクションの照合の例

数値 基準日 銀行 ID 口座番号 金額 照合セット番号
1 9月 22日 121000248 4129965265 400 2

表 10-13 照合 2 - GLトランザクションの照合の例

数値 トランザクシ
ョン日

PymtType バッチ ID 金額 照合セット番号

4 9月 20日 銀行為替手形 CS18091802 200 2

5 9月 20日 銀行為替手形 CS18091802 200 2
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前述のルールで、「「基準日」と「トランザクション日」が「完全一致」」というルール条件を
追加した場合、照合は作成されません。

自動照合時に実行する片側調整の設定
銀行の手数料や銀行口座からの振替送出のように、GL側の照合先がない場合は、自己照合の
ための片側調整を使用することが必要になります。これは、トランザクションをロードして
ソースに対して照合する場合に、一方の側のトランザクションを相殺するトランザクション
が他方にないことで頻繁に発生します。自動照合時に実行される、このようなタイプの調整
を処理するための、「調整」という事前定義済のルール・タイプがあります。
自動照合時に調整ルールを実行することで、これらのトランザクションを調整によってクリ
ア・オフします。その後、この調整を転記するための仕訳の転記プロセスを使用できます。
この例では、仕訳から作成された GLトランザクションは、すでに銀行側からトランザクショ
ンを照合済/クリア済であるため、GLフィードのトランザクション照合に戻されません。仕訳
のロードの詳細は、Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理の
Account Reconciliationを使用するお客様を参照してください。
事前定義済調整ルールの処理
• 調整ルールでは、データ・ソースのルールに従って、(1つ以上の)トランザクションが選
択されます。このソースは、調整ルール・タイプの「調整対象のソース」と呼ばれます。

• このルール・タイプではフィルタおよびグループ機能を使用できます。ルールでグループ
を使用した場合は、グループごとに 1つの調整が作成されます。

• グループがない場合は、使用可能なトランザクションごとに 1つの調整が作成されます。
調整ルールの用語
自動照合の実行後には、次のステータスが表示されます。これらのステータスの例を次に示
します。
• 照合候補
• 確認済照合
• 調整候補
• 確認済調整
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調整ルール・タイプの設定
調整ルール・タイプを設定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「照合タイプ」タブで、作業を行う照合タイプを選択します。「照合タイプの編集」
タブが表示されます。

3. 「照合プロセス」タブを選択します。使用する照合プロセスを選択し、「ルール」タ
ブをクリックします。次に例を示します。
 

 

4. プラス記号(「+」)をクリックして、新しいルールを作成します。「新規ルール」ダイ
アログが表示されます。
a. 「ID」、「名前」および「説明」を入力します。
b. 「ルール・タイプ」で、ドロップダウンから「調整」ルール・タイプを選択し
ます。次に例を示します:
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ノート:

この 1つのダイアログから、フィルタおよびグループを使用できるように
なりました。また、ここでルール条件の設定も行います。

c. 「照合ステータス」で、「候補」または「確認済」を選択できます。
d. 「保存」をクリックしてルールを保存すると、「調整対象のソース」フィールドが表示
されます。

e. ドロップダウンからソースを選択し、ルールを「保存」します。
 

 

ノート:

「調整」ルール・タイプで作業する場合は、「調整詳細」タブが表示されま
す。

f. 必要に応じて、フィルタおよびグループを使用します。
g. 「保存」をクリックします

5. ルール条件を入力します。「調整」ルール・タイプは、他のルールと異なり、あるソース
を別のソースと比較するものではないため、ルール条件は 1つのみ存在します。そのた
め、別のルール条件を作成することはできません。
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必要に応じて、自動照合を特定の範囲に制限する場合は、調整制限を追加できま
す。たとえば、-2000から+2000の値です。下限と「上限」の値が空白の場合、制
限はありません。

照合での調整ルールの効果
調整ルールを使用して自動照合を実行した後の「照合」ダイアログを次に示します。
• 調整候補および確認済調整のリストが表示された「照合」ダイアログの例。

 

 

• 「照合候補」の表示例 - これは、自動照合実行後の「照合候補」ダイアログの片側
調整の表示例です。
 

 

デフォルト調整とサポート値の設定
照合中に、差異を説明するための調整およびサポート・トランザクションを追加する
必要があります。管理者がルールの作成を介して照合プロセスを定義し、そのルール
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に許容差が存在する場合は、管理者がデフォルトの調整とサポート属性の値を設定しておく
ことで、ユーザーがそれらの値を手動で繰り返し入力する必要がなくなります。これによっ
て照合時のユーザー入力の時間を短縮できます。
手動照合時に「未照合のトランザクション」ダイアログから手動で入力する必要がある「調
整タイプ」の値の例を次に示します。「調整タイプ」の下に入力フィールドがあります。
 

 

管理者が前もってデフォルトの調整とサポートの値を入力していた場合、ユーザーには手動
照合時に次のように表示されます。
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自動照合でのデフォルト調整またはサポート属性値の設定
デフォルトの調整またはサポート属性の値を設定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「照合タイプ」タブで、作業を行う照合タイプを選択します。「照合タイプの編集」
タブが表示されます。

3. 「照合プロセス」タブを選択し、作業対象の「照合プロセス」を選択します。
4. 「ルール」タブを選択します。
5. デフォルト値を入力する自動照合ルールを選択し、「アクション」で、「編集」を選
択してルールを編集します。
 

 
ルールに許容差の限度が設定されているため、「調整詳細」タブが表示されます。

6. 「トランザクション・タイプ」を選択し、そのトランザクション・タイプの属性の
デフォルト値を入力します。
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タイプが数値の調整属性の場合、表示される値は、属性の定義時に設定された精度に基づ
いています。デフォルト値が設定されると、調整が含まれる照合を実行する際に、「未照
合のトランザクション」ダイアログにデフォルト値が表示されます。

手動照合ルールでのデフォルト調整およびサポート属性値の設定
手動照合ルールでデフォルト調整またはサポート属性値を設定するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「照合タイプ」タブで、作業を行う照合タイプを選択します。「照合タイプの編集」タブが
表示されます。

3. 「照合プロセス」タブを選択し、作業対象の「照合プロセス」を選択します。次に、「ルー
ル」タブを選択します。

4. 「手動照合ルール」の下の「構成」をクリックします。
ルールに許容差の限度が設定されているため、「調整詳細」タブが表示されます。
 

 

5. 「調整詳細」で、ドロップダウン・リストから「調整」または「サポート」のいずれかを
選択します。

6. 「トランザクション・タイプ」を選択し、そのトランザクション・タイプの属性のデフォ
ルト値を入力します。
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タイプが数値の調整属性またはサポート属性の場合、表示される値は、属性の定義
時に設定された精度に基づいています。デフォルト値が設定されると、調整が含ま
れる照合を実行する際に、「未照合のトランザクション」ダイアログにデフォルト
値が表示されます。

オプション構成: レビューなしの手動照合での調整詳細の設定
通常は 1つの調整タイプのみを使用する手動調整が大量にある場合、管理者は、「ルー
ルの編集」ダイアログにあるオプションの「調整を含む照合ではレビューをスキップ」
チェック・ボックスを使用して、手動照合でデフォルトの調整タイプを使用すると、
調整プロセスを迅速化できます。これにより、デフォルトの調整タイプの情報を使用
して調整が即時に作成されるため、レビューを要求したり、ユーザーが調整の属性の
データを入力または調整する必要がなくなります。
このオプション構成を使用するには:

1. 「照合タイプの編集」から、照合プロセスを選択して「ルール」タブを選択します。
2. 「手動照合ルール」で、「構成」をクリックします
3. 「ルールの編集」で「調整詳細」タブを選択し、次に「調整」を選択します。
4. 「調整を含む照合ではレビューをスキップ」チェック・ボックスを選択します。「調
整対象のソース」および「デフォルト・トランザクション・タイプ」の 2つの追加
フィールドが表示されます。
 

 

5. 「調整対象のソース」ドロップダウンで、照合プロセスで使用可能なデータ・ソー
スのリストからデータ・ソースを選択します。

6. 「デフォルト・トランザクション・タイプ」ドロップダウンで、「調整対象のソー
ス」として選択したデータ・ソースで使用可能なトランザクション・タイプのリス
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トから選択します。ドロップダウンには、手動照合ルールに対する調整タイプの許可セク
ションで選択されたトランザクション・タイプのみがリストされます。

7. 「保存」をクリックします。
8. 「ルールの編集」でこれらのステップを実行すると、ユーザーに対して「未照合のトラン
ザクション」に次の 2つのボタンが表示されます:

• レビュー - (オプション)ユーザーは、「調整を含む照合」に進む前に照合詳細をレビュ
ーできます

• 調整を含む照合 - ユーザーは、それ以上のレビューなしで照合を作成できます。照合
は、手動照合ルール条件に従って検証されます。調整を転記するときは、調整詳細に
対して「調整対象のソース」および「デフォルト・トランザクション・タイプ」の選
択内容が使用されます。

 

 

ノート:

このオプション構成が設定されなかった場合、「レビュー」および「調整を含む
照合」ボタンは「未照合のトランザクション」に表示されません。

トランザクション照合で調整詳細を評価する方法
データ・ソース属性からマップされた調整属性の場合:

• 手動照合: 調整の値は、選択された最初のトランザクションからコピーされます
• 自動照合: 調整の値は、トランザクション IDが最下位のトランザクションからコピーされ
ます

自動照合ルールのデフォルトの最大繰返し回数の変更
トランザクション照合で特定の自動照合ルールを作成する際、「繰返し」フィールドがデフォ
ルト値で表示される場合があります。ほとんどの場合、これらのデフォルト値を変更する必
要はありません。このトピックの手順は、なんらかの理由で変更を加える必要がある場合に
のみ適用されます。
1対多サブセット、多対 1サブセットおよび多対多サブセットの自動照合ルールでの最大繰返
し回数の設定
トランザクション照合では、1対多サブセット、多対 1サブセットおよび多対多サブセット自
動照合でのパフォーマンスと一致率のバランスをとるために、「ルールの編集」ダイアログで
繰返し回数を調整できます。サブセット照合が使用されている場合、トランザクション照合

第 10章
照合タイプの作成

10-55



では、「多」側で一致する可能性のあるトランザクションの様々な組合せの評価が試み
られます。フィルタ処理およびグループ化の条件が適用された後、各トランザクショ
ンは、「多」側のトランザクションの可能性のあるすべての組合せに対して照合が試み
られます。
一致の検出を試みるときにトランザクション照合で試行する組合せの数を調整するこ
とで、パフォーマンスを調整できます。多くの場合、トランザクションが一致せずに、
「多」側に大量のトランザクションがあると、組合せがなくなるまで一致の検出が試み
られます。このプロセスには時間がかかる可能性があります。
トランザクションの特性がわかっている場合は、繰返し回数をより高い値に増やして、
より高い一致率を達成できます。ただし、パフォーマンスのコストが伴います。逆に、
一致率に影響する可能性のある繰返し回数を減らすことで、パフォーマンスを向上で
きます。したがって、この最大繰返し回数の設定を使用して、パフォーマンスと一致
率のバランスを整えることができます。
1対多(サブセットあり)、多対 1 (サブセットあり)および多対多(サブセットあり)ルール
の場合、「繰返し」の範囲は 10,000,000から 100,000,000です。デフォルト値は
10,000,000です。
最大繰返し設定を変更するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「照合タイプ」タブで、作業を行う照合タイプを選択します。「照合タイプの編集」
タブが表示されます。

3. 「照合プロセス」タブを選択すると、「プロパティ」タブが表示されます。
4. 「ルール」タブを選択し、編集するルールを選択します。「ルールの編集」ダイアロ
グが表示されます。

5. 「ルールの編集」ダイアログに、デフォルトの「繰返し」回数が表示されます。1
対多(サブセットあり)、多対 1 (サブセットあり)および多対多(サブセットあり)ルー
ルの場合、上(上限 1億)または下(下限 1000万)に調整できます。デフォルト値は
1000万です。

6. 「保存」をクリックします。

照合タイプの編集
サービス管理者および「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、
照合タイプを編集できます。
「アクション」メニューを使用して、照合タイプを編集します。
照合タイプの定義を編集するには:

1. 「アプリケーション」、「照合タイプ」の順にクリックします
2. 編集する照合タイプの横にある「アクション」メニューから、「編集」を選択しま
す。
「照合タイプの編集」ダイアログが表示されます。

3. 次の 1つ以上のカードで情報を変更します: 「プロパティ」、「データ・ソース」、
「トランザクション・タイプ」、「照合プロセス」および「仕訳属性マッピング」。
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照合タイプのステータスを「承認済」に設定すると、変更を保存した後に照合タイプ・ビュ
ーが作成されます。この照合タイプ・ビューの作成に使用された SQL問合せを表示するに
は、「ビュー」アイコンをクリックします。
「承認済」照合タイプを変更した場合、照合タイプのステータスが「承認済」に設定されて変
更が保存されると、関連する照合タイプ・ビューが再作成されます。照合タイプ・ビューの
作成後に照合タイプ IDが変更されると、更新された照合タイプ IDを使用してビューが再作
成されます。このビューに基づく既存のすべてのレポート問合せは、手動で更新する必要が
あることに注意してください。照合タイプ・ビューの詳細は、データ・ソースの照合タイプ・
ビューについてを参照してください。

照合タイプの削除
サービス管理者および「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、照合タ
イプを削除できます。
照合タイプを削除するには:

1. 「アプリケーション」、「照合タイプ」の順にクリックします。
2. 削除する照合タイプについて、「アクション」、「削除」の順に選択します。
3. 確認ダイアログで「はい」をクリックして削除を確認します。
削除される照合タイプに関連付けられている照合タイプ・ビューは自動的に削除されます。

環境間での照合タイプのエクスポートおよびインポ
ート

システム管理者は照合タイプ構成をエクスポートし、それを Account Reconciliation環境にイ
ンポートできます。
エクスポートされた照合タイプ構成は、次のいずれかのオプションを使用してインポートで
きます:

• 前回と同じ環境
• 別の Account Reconciliation環境
たとえば、システム管理者は Account Reconciliation Cloudテスト環境で照合タイプを構成し
てテストし、その準備が完了したら、テストからエクスポートして本番環境にインポートす
ることができます。
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ノート:

• 照合タイプのインポートおよび更新を実行する前に、環境の最新のバッ
クアップを常に作成しておいてください。

• 既存の照合タイプと同じ名前の照合タイプをインポートすると、インポ
ート・プロセスによって、既存の照合タイプの構成がインポート中の照
合タイプで上書きされます。
– 照合タイプ内のオブジェクトが、インポートされている照合タイプ

zipファイル内およびシステム内に存在する場合、照合タイプ zipフ
ァイルからのオブジェクトによってシステム内のオブジェクトは上
書きされます。

– 照合タイプ内のオブジェクトが、インポートされている照合タイプ
zipファイル内に存在するが、システム内には存在しない場合、新し
いオブジェクトがシステム内に作成されます。

– 照合タイプ内のオブジェクトが、インポートされている照合タイプ
zipファイル内に存在しないが、システム内には存在する場合、その
オブジェクトは、インポートされている照合タイプ zipファイルと同
期するように、システムから削除されます。

ノート:

照合タイプ内のオブジェクトは、データソース、データソース
属性、照合プロセス、ルールまたはルール条件のいずれかです。

• 既存の照合タイプを更新しない場合は、インポートの前に既存の照合タ
イプの名前を変更できます。

照合タイプのエクスポート
エクスポートしている照合タイプに 1つ以上のグループ属性が含まれている場合、こ
れらのグループ属性の定義および値が照合タイプとともにエクスポートされます。
テスト環境から本番環境に移行する際、グループ属性を最新にしておくことをお薦め
します。
照合タイプをエクスポートするには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」の順にクリックします。
2. 「照合タイプ」タブで、照合タイプを選択します。
3. オプション: 照合タイプの名前を変更する場合:

• 照合タイプを選択して、「編集」をクリックします。
• 「照合タイプの編集」画面で、「プロパティ」タブをクリックします。
• 照合タイプの新しい「ID」および「名前」を入力して、「保存」をクリックし
ます。
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Note:

ベスト・プラクティスとして、詳細や元の照合タイプに加えた変更を「説
明」に入力します。

4. 「アクション」 で「エクスポート」を選択します。ダイアログ・ボックスで、「ファ
イルの保存」を選択し、必要な場所にナビゲートしてから「OK」をクリックします。
エクスポートは zipファイルとして作成されます。1つの zipファイルが各照合タイプに
ついて作成されます。

照合タイプのインポート
インポートしている照合タイプに 1つ以上のグループ属性が含まれている場合:

• アプリケーションにインポート・ファイルのものと同じ名前のグループ属性が含まれてい
ない場合は、グループ属性(値を含む)がインポートされます。

• アプリケーションにインポート・ファイルのものと同じ名前のグループ属性が含まれてお
り、このグループ属性が他の照合タイプで使用されていない場合は、メンバーおよび値が
インポート・ファイル内のそれらと置換されます。

Note:

テスト環境から本番環境に移行する際、グループ属性を最新にしておくことをお薦
めします。

照合タイプをインポートするには:

1. ホーム・ページから、「アプリケーション」、「照合タイプ」の順にクリックします。
2. 「インポート」をクリックします。
3. 「照合タイプ」ダイアログ・ボックスで、「<ファイルを選択してください>」をクリック
します。

Note:

インポート中の照合タイプの名前が既存の照合タイプの名前に一致する場合、
既存の照合タイプを更新するか、新しい名前でインポートするかを選択できま
す。

4. 「インポート」ダイアログ・ボックスで、エクスポートされた zipファイルにナビゲート
して、「インポート」をクリックします。
照合タイプが正常にインポートされたことを示すメッセージが表示されます。

5. 「照合タイプ」画面で、「リフレッシュ」をクリックします。
6. インポートが完了すると、「照合タイプ」画面のステータスが、「承認済」に設定されま
す。
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トランザクション照合のためのフォーマットとプ
ロファイルの定義

「トランザクション照合」で「照合タイプ」を作成したら、フォーマットの定義、フォ
ーマットと「照合タイプ」の関連付け、プロファイルの作成といったタスクを実行す
る必要があります。
• フォーマットの定義と照合タイプの関連付け - フォーマットの定義を参照
• プロファイルの定義 - プロファイルの操作を参照
「トランザクション照合」の設定が完了したら、管理者は照合を作成してデータをロー
ドできます。Oracle Account Reconciliationの管理の照合の作成およびデータのイン
ポートを参照してください。
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11
調整またはトランザクションの仕訳としてのエクスポート

「トランザクション照合」では、データ・ソースから調整またはトランザクションを二面性を
持つ仕訳としてエクスポートでき、その後、Oracle ERPシステムにインポートできます。エ
クスポートされた仕訳は.csvファイルで提供されます。
次も参照:

• プロセス・フロー: 調整またはトランザクションの仕訳としてのエクスポート
通常の操作中に、ユーザーは調整を作成し、トランザクション照合にトランザクションを
ロードします。これらの調整またはトランザクションは、「仕訳のエクスポート」ジョブ
を使用して仕訳としてエクスポートできます。

• 単一調整とエクスポート用に作成される仕訳の例
単一調整の詳細と、その情報から生成される二面性のある仕訳の例を次に示します。

• グローバルな調整属性およびサポート属性の作成
「照合タイプ」では、調整タイプ、サポート・タイプ、照合タイプに対してグローバルに
使用できる属性を作成できます。

• 仕訳列の定義
サービス管理者および「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、仕
訳列を定義できます。

• 属性の仕訳属性へのマッピング
必要な仕訳列を作成した後、「照合タイプの編集」の「仕訳属性マッピング」オプション
を使用して、属性を仕訳属性にマッピングする必要があります

• データ・ソース内のトランザクションへのフィルタの適用
所定のデータ・ソース内のトランザクションに対してフィルタを作成して、希望するトラ
ンザクションのみをエクスポートできます。

• 「仕訳のエクスポート」ジョブを使用した調整およびトランザクションのエクスポート
調整またはトランザクションを仕訳としてテキスト・ファイルにエクスポートすると、ユ
ーザーがこれらのエントリを Oracle ERPにロードできます。エクスポートした仕訳は、
再オープンおよび再エクスポートできます。

プロセス・フロー: 調整またはトランザクションの仕
訳としてのエクスポート

通常の操作中に、ユーザーは調整を作成し、トランザクション照合にトランザクションをロ
ードします。これらの調整またはトランザクションは、「仕訳のエクスポート」ジョブを使用
して仕訳としてエクスポートできます。
トランザクション照合での調整またはトランザクションのエクスポートのプロセス・フロー
には、次のタスクが含まれます:

1. 調整タイプとサポート・タイプのグローバル属性の作成
グローバルな調整属性およびサポート属性の作成を参照してください。
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2. 仕訳列の定義
仕訳列の定義を参照してください。

3. トランザクションまたは調整の属性の仕訳属性へのマッピング
属性の仕訳属性へのマッピングを参照してください。

4. (オプション)トランザクションに対するフィルタの使用
データ・ソース内のトランザクションへのフィルタの適用を参照してください。

5. テキスト・ファイルへの仕訳のエクスポート
調整の仕訳としてのエクスポートまたはトランザクションの仕訳としてのエクス
ポートを参照してください。

エクスポートされた仕訳のロードの詳細な手順は、次のトピックを参照してください:

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ管理の管理のエクスポ
ートされた仕訳のロードに関する項

• Oracle Enterprise Performance Management Cloudデータ統合の管理の Account
Reconciliationを使用するお客様

単一調整とエクスポート用に作成される仕訳の例
単一調整の詳細と、その情報から生成される二面性のある仕訳の例を次に示します。
Table 11-1    調整詳細

勘定科目 ID トランザク
ション日付

金額 CCY 概略 調整タイプ

100-1150 6/15/2018 10.00 USD 銀行預金不足 現金過不足

Table 11-2    調整から作成される仕訳転記

会社コード GL勘定
科目

利益セン
ター

日付 金額 CCY テキスト

100 1150 6/15/2018 -10 USD 銀行預金不足
100 567345 1100 6/15/2018 10 USD 銀行預金不足
この表の最初の行は、現在の残高が高すぎる金額 10.00の照合勘定科目 1150を示す仕
訳の一面です。
この表の 2行目は、オフセット勘定科目 567345を示す仕訳の一面です。"不足の"現金
が精算されているため、これは経費勘定です。

Note:

これはデータ・ソースに基づいた 1つのトランザクションにも対応し、2つ
の行が 1つの仕訳に対して作成されます。たとえば、銀行の手数料の場合で
す。
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グローバルな調整属性およびサポート属性の作成
「照合タイプ」では、調整タイプ、サポート・タイプ、照合タイプに対してグローバルに使用
できる属性を作成できます。
他のユーザーは、属性の作成時に有効になるグローバルな調整属性およびサポート属性を再
利用できます。たとえば、名前、説明、IDなどの属性を作成できますが、これらの属性は再
利用でき、一般的に使用されます。サービス管理者および「照合タイプ - 管理」アプリケーシ
ョン役割を持つユーザーは、グローバルな調整属性およびサポート属性を作成できます。
新たにグローバルな調整属性およびサポート属性を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「調整およびサポート属性」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックします。
4. 必要な名前を入力します。
5. 属性の「タイプ」に、次のいずれかのオプションを選択します。

• 日付 - 日付値に使用します
トランザクションをロードする際のフォーマットは DD-MMM-YYYYまたは DD-
MMM-YYである必要があります。

• 整数 - 最大 18桁の非小数値に使用され、正または負にできます
• リスト - 値リストの構成に使用され、インポート時に大文字と小文字は区別されませ
ん。

• 数値 - 最大 18桁(12桁と小数点以下 6桁まで)の金額フィールドに使用されます。
正または負にできます。負の数値は、マイナス記号を使用してインポート時に指定で
きます。たとえば、インポート時には-1,000.00でも、ユーザー・インタフェースで
は(1000.00).と表示されます
「小数点以下の桁数」に、属性の精度を 0から 12の範囲で入力します。

• テキスト - 長いコメントや説明などに使用し、最大 255文字を使用できます。

ノート:

カンマ(,)を含む文字列値をインポートするには、その文字列値を二重引用符
で囲む必要があります。文字列が二重引用符で囲まれている場合は、その文
字列の中にあるその他すべての二重引用符を、別の二重引用符で囲む必要が
あります。次の表に例を示します。

文字列値 インポート・ステータス
"GM LLC - GMNA, formerly ""NAO""
ADMIN STAFF"

成功(文字列値全体に二重引用符が付き、NAO
が別の引用符のセットで囲まれている)

"GM LLC - GMNA, formerly "NAO"
ADMIN STAFF"

インポート・エラー(NAOが別の二重引用符の
セットで囲まれていない)

"GM LLC - GMNA, formerly NAO ADMIN
STAFF"

成功(文字列値が二重引用符で囲まれている)
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文字列値 インポート・ステータス
GM LLC - GMNA, formerly NAO ADMIN
STAFF

エラー(文字列値が二重引用符で囲まれていな
い)

• はい/いいえ - ブール・フィールドに使用され、空白のまま、はい(1、Yes、
YES、Y、y、T、t、True、TRUE、True)またはいいえ(0、No、NO、N、n、F、f、
False、FALSE、False)にできます

仕訳列の定義
サービス管理者および「照合タイプ - 管理」アプリケーション役割を持つユーザーは、
仕訳列を定義できます。
Oracle ERPシステムに仕訳をインポートするために、その Oracle ERPシステムで必
要となる必須列の例を次に示します。「トランザクション照合」でこれらの列を作成し
ます。
 

 
「トランザクション照合」で仕訳列を作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 「仕訳」タブをクリックします。
3. 「新規」をクリックすると、新しい仕訳列が作成されます。
4. 「名前」に入力し、「保存」をクリックします。

ノート:

この情報は、「アクション」をクリックして「編集」を選択して編集する
こともできます。

属性の仕訳属性へのマッピング
必要な仕訳列を作成した後、「照合タイプの編集」の「仕訳属性マッピング」オプショ
ンを使用して、属性を仕訳属性にマッピングする必要があります
調整の場合は、照合タイプごとに操作し、仕訳列を「照合勘定科目」と「オフセット
勘定科目」にマッピングします。
トランザクションの場合は、データ・ソースごとに操作し、データ・ソース属性を仕
訳属性にマッピングします。
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調整の属性を仕訳属性にマッピングするには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 対象の照合タイプの「アクション」メニューから、「編集」を選択します。
3. 「照合タイプの編集」ダイアログで、「仕訳属性マッピング」を選択します。
4. 「マッピング先」の下で、「調整」またはドロップダウンに表示されるいずれかのデータ・
ソースを選択します。

5. 各「仕訳列」で、「照合勘定科目」と「オフセット勘定科目」についてドロップ・ダウン・
リストから属性を選択します。

6. すべての選択を行ったら、「保存」をクリックします。

ノート:

「調整」のマッピングを保存した後で、各データ・ソースのマッピングの保存を
続ける必要があります。

例 1.「調整」の仕訳属性マッピング
「調整」の属性マッピングの例を次に示します。
 

 

マップ可能属性には、「照合 ID」および「戻し処理ステータス」があります。「戻し処理ステ
ータス」属性は通常の調整の場合は空であり、戻し処理調整の場合は「戻し処理調整」です。
サービス管理者は、「戻し処理ステータス」属性を「照合」および「オフセット勘定科目」の
片側または両側にマッピングすることで、調整と戻し処理調整を区別できます。「照合 ID」属
性を仕訳調整にマッピングすることで、元の調整の照合 IDまでトレースできます。「戻し処
理ステータス」属性は、調整にのみ適用可能で、トランザクションには適用できないことに
注意してください。
例 2.データ・ソース「買掛金」の仕訳属性マッピング
データ・ソース「買掛金」の属性マッピングの例を次に示します。
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データ・ソース内のトランザクションへのフィル
タの適用

所定のデータ・ソース内のトランザクションに対してフィルタを作成して、希望する
トランザクションのみをエクスポートできます。
最初に「照合タイプの編集」ダイアログの「データ・ソース」タブでフィルタを作成
します。次に、仕訳としてのエクスポート中に、そのフィルタをリストから選択でき
ます。
エクスポートのためにトランザクションを制限するフィルタを作成するには:

1. ホームから「アプリケーション」、「照合タイプ」の順に選択します。
2. 必要な照合タイプを選択し、「アクション」の「編集」を選択します。
3. 「データ・ソース」を選択してから、フィルタするデータ・ソースを選択します。
4. 「フィルタ」タブを選択してから、「新規」をクリックします。「買掛金」データ・
ソースに対して新しいフィルタを作成する例を示します。
 

 

5. 「名前」フィールドにフィルタの名前を入力します。
6. 「フィルタ定義」では、組み込まれるために満たす必要がある条件を作成できます。
その後、「適用」をクリックします。
たとえば、金額が 100を超える買掛金のフィルタを作成します。
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7. 「条件の作成」をクリックします。
8. 「属性」で買掛金額を選択します。
9. 「演算子」で、「次より大きい」を選択します。
10.「値」で「100」を選択してから、「適用」をクリックします。

 

 
このフィルタは、トランザクションを仕訳としてエクスポートする際に使用できます。

Note:

エクスポートすると、正常にエクスポートされたトランザクションは状態が「オー
プン」から「クローズ済」に変わります。エクスポート・プロセスには、「クローズ
済」状態のトランザクションは含まれません。これにより、同じトランザクション
が誤って複数回エクスポートされることはありません。以前にクローズした仕訳の
再オープンまたは以前にエクスポートした仕訳の再エクスポートの方法の詳細は、
仕訳の再エクスポートまたは再オープンを参照してください

「仕訳のエクスポート」ジョブを使用した調整および
トランザクションのエクスポート

調整またはトランザクションを仕訳としてテキスト・ファイルにエクスポートすると、ユー
ザーがこれらのエントリを Oracle ERPにロードできます。エクスポートした仕訳は、再オー
プンおよび再エクスポートできます。
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次も参照:

• 調整の仕訳としてのエクスポート
トランザクション照合で「仕訳のエクスポート」ジョブを使用すると、調整を仕訳
としてエクスポートできます。エクスポートされた仕訳は、Oracle ERPｂなどの
ターゲット・システムにインポートできます。

• トランザクションの仕訳としてのエクスポート
トランザクション照合で「仕訳のエクスポート」ジョブを使用すると、トランザク
ションを仕訳としてエクスポートできます。エクスポートされた仕訳は、Oracle
ERPｂなどのターゲット・システムにインポートできます。

• 仕訳の再エクスポートまたは再オープン
ジョブ履歴ページを使用して、仕訳を再エクスポートまたは再オープンします。

調整の仕訳としてのエクスポート
トランザクション照合で「仕訳のエクスポート」ジョブを使用すると、調整を仕訳と
してエクスポートできます。エクスポートされた仕訳は、Oracle ERPｂなどのターゲ
ット・システムにインポートできます。
エクスポート・プロセスでは、戻し処理調整を含む、「オープン」ステータスのすべて
の調整がエクスポートされます。照合タイプで使用可能なトランザクション・タイプ
を 1つ以上選択できます。トランザクション日に基づいて調整をフィルタ処理するこ
ともできます。1つのアクションでエクスポートできる照合ごとの調整の数は
1,000,000です。1,000,000を超えてエクスポートするには、残りの調整について別の
エクスポートを実行する必要があります。
調整を仕訳としてエクスポートするには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」、「ジョブ」の順に選択します。
2. 「トランザクション照合」タブを選択します。
3. 「アクション」から、「仕訳のエクスポート」を選択します。

 

 

4. 「タイプ」で「調整」を選択します。
5. 「照合タイプ」を選択します。
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6. (オプション)「調整タイプ」に、前のステップで選択した照合タイプで使用できる調整タ
イプが表示されます。表示されている値の 1つ以上を選択します。値を選択しない場合、
使用されるデフォルトは「すべて」です。

7. (オプション)「会計日付」を指定します。
フィルタ処理に使用できる演算子は、「次と等しい」、「次より前」、「次の間」および「次
より後」です。日付の比較に必要な演算子を選択し、日付ピッカーを使用して日付を選択
します。何も指定しない場合、使用されるデフォルトは「すべて」(すべての日付)です。

8. 「OK」をクリックします。
このジョブは「ジョブ履歴」に表示されます。正常に終了すると、作成された.csvファイル
を開いたり保存したりできます。
エクスポートされた仕訳を含む.csvファイルをダウンロードして保存することをお薦めしま
す。このファイルは一時ディレクトリに保存されるため、一時スペースの再利用が必要にな
った場合に上書きされる可能性があります。後日このファイルをダウンロードしようとした
ときにこのファイルが元の場所になかった場合、ファイルが存在しないことを示すエラー・
メッセージが表示されます。仕訳を再エクスポートした後、そのファイルをダウンロードで
きます。

Note:

エクスポートすると、正常にエクスポートされた調整は状態が「オープン」から「ク
ローズ済」に変わります。エクスポート・プロセスには、「クローズ済」状態の調整
は含まれません。これにより、同じ調整が誤って複数回エクスポートされることは
ありません。以前にクローズした調整の再オープンまたは以前にエクスポートした
調整の再エクスポートの方法の詳細は、仕訳の再エクスポートまたは再オープンを
参照してください。

トランザクションの仕訳としてのエクスポート
トランザクション照合で「仕訳のエクスポート」ジョブを使用すると、トランザクションを
仕訳としてエクスポートできます。エクスポートされた仕訳は、Oracle ERPｂなどのターゲ
ット・システムにインポートできます。
トランザクションの仕訳としてのエクスポート
エクスポート・プロセスでは、ステータスが「オープン」で、適用されるフィルタ基準と一
致するすべての調整とトランザクションがエクスポートされます。フィルタ処理は、トラン
ザクションの数を制限するために使用できます。
トランザクションを仕訳としてエクスポートするには:

1. 「ホーム」から「アプリケーション」、「ジョブ」の順に選択します。
2. 「トランザクション照合」タブを選択します。
3. 「アクション」から、「仕訳のエクスポート」を選択します。
4. 「タイプ」で「トランザクション」を選択します。
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5. 「照合タイプ」で、照合タイプを選択します。
6. 「データ・ソース」で、データ・ソースを選択します。
7. フィルタをトランザクションに適用する場合は、フィルタを選択します。
8. 「OK」をクリックします。
ジョブが「ジョブ履歴」に表示されます。正常に終了すると、作成された csvファイ
ルを開いたり保存したりできます。
エクスポートされた仕訳を含む.csvファイルをダウンロードして保存することをお薦
めします。このファイルは一時ディレクトリに保存されるため、一時スペースの再利
用が必要になった場合に上書きされる可能性があります。後日このファイルをダウン
ロードしようとしたときにこのファイルが元の場所になかった場合、ファイルが存在
しないことを示すエラー・メッセージが表示されます。仕訳を再エクスポートした後、
そのファイルをダウンロードできます。

仕訳の再エクスポートまたは再オープン
ジョブ履歴ページを使用して、仕訳を再エクスポートまたは再オープンします。
エクスポートを実行した後で、「アクション」メニューに再エクスポートと「再オープ
ン」という 2つのオプションが表示されます。
「再エクスポート」は「ジョブ履歴」から実行できます。エクスポートを行ったときに
格納されたのと同じ「ジョブ ID」を使用します。この「再エクスポート」では、最初
のエクスポートと同じ結果が得られます。
調整またはトランザクションの仕訳を再び見る必要がある場合に、「再オープン」オプ
ションを使用できまです。Oracle ERPシステムにインポートされる前に部分的なエ
ラーが発生した場合や、フィルタ処理されたトランザクションのリストに変更を加え
たい場合に役立ちます。このオプションを使用すると、エクスポートされた仕訳の状
態が「クローズ済」から「オープン」に変わります。
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A
付録: 照合リストの列の選択の定義

この項では、アプリケーション内のリスト全体にわたって参照される、次のデータセット・
タイプの照合リストの列の選択の定義を示します:

• プロファイル
• 照合
• 残高
• トランザクション
プロファイル・データセット・タイプ
この項では、プロファイル・データセットの列の選択の定義について説明します。
 

 

次の表に、プロファイル・データセット・タイプの列の説明を示します。
表 A-1 プロファイル・データセットの列の選択

列属性 定義
--プロファイル・セグメント名 1-n 多数のセグメントを利用できます
--カスタム・プロファイル属性 多数のプロファイル属性を追加できます
勘定科目 ID プロファイルを一意にするプロファイル・セグメントの組合せ
勘定科目タイプ 勘定科目タイプは、ユーザーが構成した値リストです
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表 A-1 (続き) プロファイル・データセットの列の選択

列属性 定義
アクティブ アクティブ /非アクティブの設定
自動照合方法 設定される自動照合方法
残高範囲(高) 設定される高い残高値
残高範囲(低) 設定される低い残高値
作成者 プロファイルを作成したユーザーの名前
作成日 プロファイル作成の日時
通貨バケット - デフォルト通貨(入力
済、機能、レポート)

デフォルトの通貨

通貨バケット - 使用可能(入力済、機
能、レポート)

使用可能な通貨バケット(はい/いいえ)

終了日までの日数 現在の日付から終了日までの日数
説明 説明
使用可能なバケット 使用可能な通貨バケットの数
終了オフセット すべての役割にわたる開始オフセットと期間の合計
ソース・システム残高の入力 手動残高入力の許可(はい/いいえ)

サブシステム残高の入力 手動残高入力の許可(はい/いいえ)

グループ・プロファイル グループ・プロファイルの設定(はい/いいえ)

履歴レート 履歴レートの設定(はい/いいえ)

最終更新者 プロファイルを最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 プロファイルが最後に更新された日時
残高一致のしきい値(数) 残高比較一致しきい値(数)

残高一致のしきい値(パーセント) 残高比較一致しきい値(%)

照合タイプ フォーマットがリンクされている照合タイプ
最大経過期間の調整 経過期間違反設定 - 調整
最大経過期間の説明 経過期間違反設定 - 説明
方法 フォーマットがリンクされている方法
名前 プロファイルの名前
通常の残高 通常の残高の貸方/借方設定
組織単位 割り当てられた組織単位
策定者 割り当てられた策定者名
策定者(実際) 照合を送信した策定者名
策定者(バックアップ) 策定者(バックアップ)名
策定者(請求済) チームの請求した策定者

付録 A
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表 A-1 (続き) プロファイル・データセットの列の選択

列属性 定義
策定者(プライマリ) 現在、照合の策定者として割り当てられているチームのプライ

マリ策定者。次の場合があります:
• 策定者として割り当てられたユーザー
• だれも請求していない場合、策定者として割り当てられた
チーム

• 照合を請求した、策定者として割り当てられているチーム
のユーザー

• メインの策定者が不在の場合、バックアップ策定者。
策定者期間 設定される期間
策定者終了日 設定される終了日
策定者終了日(実際) 役割が完了した終了日
策定者頻度 設定される頻度
プロセス 設定されるプロセス値
レート・タイプ 設定される外国為替レート・タイプ
参照(件数) 添付される参照ファイルの数
アクションが必要なユーザー (策定者)「任意」または「すべて」として設定されるチーム
アクションが必要なユーザー (レビュ
ー担当者 1-10)

「任意」または「すべて」として設定されるチーム

レビュー担当者 1-10 割り当てられたレビュー担当者
レビュー担当者 1-10 (バックアップ) 割り当てられたレビュー担当者(バックアップ)

レビュー担当者 1-10 (プライマリ) チームのプライマリ・レビュー担当者
レビュー担当者 1-10の期間 各役割に対して設定される期間
レビュー担当者 1-10の終了日 各役割に対して設定される終了日
レビュー担当者 1-10の終了日(実際) 役割が完了した終了日
レビュー担当者 1-10の頻度 設定される頻度
レビュー担当者 1-10の欠如 割り当てられたレビューの欠如(はい/いいえ)

レビュー担当者 1-10の開始日 設定されるオフセット/期間に基づく開始日
レビュー担当者(人数) 割り当てられたレビュー担当者の合計数
リスク評価 割り当てられたリスク評価
ルール(件数) プロファイル上に直接存在するルールの合計数
スケジュール開始 クローズ日または期間終了日からのスケジュール
開始オフセット 設定される開始オフセット
ソース・システムの照合候補トランザ
クション(件数)

ソースの照合候補の合計数

サブシステムの照合候補トランザクシ
ョン(件数)

サブシステムの照合候補の合計数

サマリー・プロファイル プロファイルはサマリーです(はい/いいえ)

合計期間 照合を完了するために設定される日数
ソース・システムの未照合の新規トラ
ンザクション(件数)

ソースの新規トランザクションの合計数
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表 A-1 (続き) プロファイル・データセットの列の選択

列属性 定義
サブシステムの未照合の新規トランザ
クション(件数)

サブシステムの新規トランザクションの合計数

ソース・システムの未照合のサポート
済トランザクション(件数)

未照合のサポート済ソース・トランザクションの合計数

サブシステムの未照合のサポート済ト
ランザクション(件数)

未照合のサポート済サブシステム・トランザクションの合計数

ソース・システムの未照合のトランザ
クション(件数)

未照合のソース・トランザクションの合計数

サブシステムの未照合のトランザクシ
ョン(件数)

未照合のサブシステム・トランザクションの合計数

有効 照合の作成が有効なプロファイル(はい/いいえ)

有効(詳細) プロファイルの無効の詳細な理由

照合データセット・タイプ
この項では、照合データセットの列の選択の定義について説明します。
 

 

次の表に、照合データセット・タイプの列の説明を示します。
表 A-2 照合データセットの列の選択

列属性 定義
勘定科目 プロファイルの名前
勘定科目 ID プロファイルを一意にするプロファイル・セグメントの組

合せ
勘定科目タイプ 勘定科目タイプは、ユーザーが構成した値リストです
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表 A-2 (続き) 照合データセットの列の選択

列属性 定義
ソース・システムに対する調整(件
数)

ソース調整の合計数

サブシステムに対する調整(件数) サブシステム調整の合計数
経過期間違反 経過期間違反に該当(はい/いいえ)

経過期間違反(件数) 経過期間違反があるトランザクションの合計数
添付照合(件数) 照合に対する添付の合計数
添付合計(件数) 照合およびトランザクションに対する添付の合計数
自動承認済(レベル 1-10) 照合はルールによって自動承認されました(はい/いいえ)

自動照合済 照合は自動照合によって自動照合されました(はい/いい
え)

自動照合方法 設定される自動照合方法
自動送信済 照合はルールによって自動的に準備されました(はい/いい

え)

残高の説明(件数) 残高が説明されたトランザクションの合計数
残高の説明の経過期間違反 残高が説明されたトランザクションでの経過期間違反に

該当(はい/いいえ)

残高の説明の経過期間違反(件数) 経過期間違反がある残高が説明されたトランザクション
の合計数

残高範囲(高) 設定される高い残高値
残高範囲(低) 設定される低い残高値
コメント(件数) コメントの合計数
作成者 プロファイルを作成したユーザーの名前
作成日 プロファイル作成の日時
通貨バケット - デフォルト通貨(入
力済、機能、レポート)

デフォルトの通貨

通貨バケット - 使用可能(入力済、
機能、レポート)

使用可能な通貨バケット(はい/いいえ)

現在の期限日 アクティブな役割の期限日
現在のレビュー担当者レベル アクティブな役割のレビュー担当者レベル
遅滞日数 現在の日付から全体の終了日を差し引きます(遅滞ではな

い場合は空白)

終了日 照合で最後の役割に対して設定された終了日
終了日(実際) 最後の役割が照合を完了した終了日
ソース・システム残高の入力 手動残高入力の許可(はい/いいえ)

サブシステム残高の入力 手動残高入力の許可(はい/いいえ)

これまでの遅延 これまでに遅れたことがある役割があります(はい/いい
え)
策定者が遅延した場合、またはいずれかのレビュー担当者
が遅延した場合、「これまでの遅延」は「はい」に設定さ
れます。
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表 A-2 (続き) 照合データセットの列の選択

列属性 定義
これまでの遅延(策定者) これまでに遅れたことがある策定者役割があります(はい/

いいえ)
たとえば、元の送信で策定者が予定どおりだったとしま
す。しかし、レビュー担当者が照合を却下し、策定者に再
割当されました。レビュー担当者が遅延した場合、「これ
までの遅延(策定者)」は「はい」に設定されます。

これまでの遅延(レビュー担当者
1-10)

これまでに遅れたことがある各レビュー担当者役割があ
ります(はい/いいえ)
たとえば、レビュー担当者 1が遅延したとします。しか
し、他のすべてのレビュー担当者が予定どおりに完了し、
終了日までに照合が承認されました。レビュー担当者 1
が遅延したため、「これまでの遅延(レビュー担当者 1)」は
「はい」に設定されます。ただし、他のすべてのレビュー
担当者が終了日までに完了したため、「遅延」は「いいえ」
に設定されます。

フォーマット 設定されるフォーマット名
グループ・プロファイル グループ・プロファイルの設定(はい/いいえ)

履歴レート 履歴レートの設定(はい/いいえ)

最終更新者 照合を最後に更新したユーザーの名前
最終更新日 照合が最後に更新された日時
遅延 現在の日付が照合の「期限日」より後の場合は遅延です
遅延(策定者) 次のいずれかが TRUEの場合、策定者は遅延しています:

• 現在の日付が策定者の期限日より後です
• 策定者の期限日の後、照合が策定者に対して再び開か
れました

策定者が照合を送信すると、「遅延」は「いいえ」に設定
されます。
策定者の送信終了日の後、照合が策定者に対して再び開か
れた場合、この属性は「はい」に設定されます。策定者が
照合を送信すると、「遅延」は「いいえ」に設定されます。

遅延(レビュー担当者 1-10) 現在の日付がレビュー担当者の「期限日」より後の場合、
レビュー担当者は遅延しています。
レビュー担当者の終了日の後、照合がレビュー担当者に対
して再び開かれた場合、この属性は「はい」に設定されま
す。レビュー担当者が承認すると、レビュー担当者の「遅
延」は「いいえ」に設定されます。
例:
レビュー担当者 1が終了日より後に照合を承認し、照合が
レビュー担当者 2に割り当てられているとします。レビ
ュー担当者 1が遅延したため、「遅延」および「遅延 - レビ
ュー担当者 1」の両方が「はい」に設定されます。レビュ
ー担当者 1が照合を承認すると、「遅延」および「遅延 - レ
ビュー担当者 1」は「いいえ」に設定されます。ただし、
「これまでの遅延」およびこれまでの遅延 - レビュー担当者
1は「はい」に設定され、レビュー担当者 1が照合を承認
した後も「はい」に設定されたままです。

残高一致のしきい値(数) 残高比較一致しきい値(数)

残高一致のしきい値(パーセント) 残高比較一致しきい値(%)
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表 A-2 (続き) 照合データセットの列の選択

列属性 定義
最大経過期間の調整 経過期間違反設定 - 調整
最大経過期間の説明 経過期間違反設定 - 説明
方法 フォーマットがリンクされている方法
個人用終了日 照合での自分の役割の終了日
役割 照合での自分の役割
名前 プロファイルの名前
通常の残高 通常の残高の貸方/借方設定
通常の残高違反 ロードされた実際の残高が、通常の残高の貸方/借方設定と

競合します(はい/いいえ)

予定どおり アクティブな役割の終了日(実際)が、終了日以前です(は
い/いいえ)

組織単位 割り当てられた組織単位
期間 オブジェクトに関連付けられた期間の名前
期間のクローズ日 選択した期間のクローズ日
期間の終了日 選択した期間の終了日
期間の開始日 選択した期間の開始日
策定者 割り当てられた策定者名
策定者(実際) 照合を送信した策定者名
策定者(バックアップ) 策定者(バックアップ)名
策定者(請求済) チームの請求した策定者
策定者(プライマリ) 現在、照合の策定者として割り当てられているチームのプ

ライマリ策定者。次の場合があります:
• 策定者として割り当てられたユーザー
• だれも請求していない場合、策定者として割り当てら
れたチーム

• 照合を請求した、策定者として割り当てられているチ
ームのユーザー

• メインの策定者が不在の場合、バックアップ策定者。
策定者期間 設定される期間
策定者終了日 設定される終了日
策定者終了日(実際) 役割が完了した終了日
策定者頻度 設定される頻度
プロセス 設定されるプロセス値
レート・タイプ 設定される外国為替レート・タイプ
再割当要求済 再割当要求がアクティブ (はい/いいえ)

却下(件数) すべてのレビュー担当者での却下の合計数
アクションが必要なユーザー (策定
者)

「任意」または「すべて」として設定されるチーム

アクションが必要なユーザー (レビ
ュー担当者 1-10)

「任意」または「すべて」として設定されるチーム

責任 照合に対してアクティブなユーザーの名前
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表 A-2 (続き) 照合データセットの列の選択

列属性 定義
レビュー担当者 1-10 割り当てられたレビュー担当者
レビュー担当者 1-10 (実際) 照合を承認したレビュー担当者
レビュー担当者 1-10 (バックアッ
プ)

割り当てられたレビュー担当者(バックアップ)

レビュー担当者 1-10 (プライマリ) チームのプライマリ・レビュー担当者
レビュー担当者 1-10請求済 チームの請求したレビュー担当者
レビュー担当者 1-10の期間 各役割に対して設定される期間
レビュー担当者 1-10の終了日 各役割に対して設定される終了日
レビュー担当者 1-10の終了日(実
際)

役割が完了した終了日

レビュー担当者 1-10の頻度 設定される頻度
レビュー担当者 1-10の欠如 割り当てられたレビューの欠如(はい/いいえ)

レビュー担当者 1-10却下(件数) 役割別の却下の合計数
レビュー担当者 1-10の開始日 設定されるオフセット/期間に基づく開始日
レビュー担当者(人数) 割り当てられたレビュー担当者の合計数
リスク評価 割り当てられたリスク評価
ルール(件数) プロファイル上に直接存在するルールの合計数
ソース・システムの経過期間違反 ソースの経過期間違反に該当(はい/いいえ)

ソース・システムの経過期間違反
(件数)

ソースで経過期間違反があるトランザクションの合計数

開始日 開始日
ステータス 現在のステータス
ステータス(詳細) 詳細な現在のステータス
ステータス(アイコン) 現在のステータスのアイコン表示
サブシステムの経過期間違反 サブシステムの経過期間違反に該当(はい/いいえ)

サブシステムの経過期間違反(件
数)

サブシステムで経過期間違反があるトランザクションの
合計数

サマリー・プロファイル プロファイルはサマリーです(はい/いいえ)

合計期間 照合を完了するために設定される日数
トランザクション(件数) トランザクションの合計数
差異の説明(件数) 差異の説明の合計数
差異の期間 現在の期間の比較対象となる前期間

残高データセット・タイプ
この項では、残高データセットの列の選択の定義について説明します。
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次の表に、残高データセット・タイプの列の説明を示します。
表 A-3 残高データセットの列の選択

列属性 定義
調整済のソース・システム(入力済、機能、
レポート)

期末残高 - 調整 = 調整済残高

調整済のサブシステム(入力済、機能、レ
ポート)

期末残高 - 調整 = 調整済残高

ソース・システムに対する調整(入力済、
機能、レポート)

ソースに対する調整の合計金額

サブシステムに対する調整(入力済、機能、
レポート)

サブシステムに対する調整の合計金額

残高あり ソースまたはサブシステムの残高がバケットにロードされ
ました

残高あり(ソース・システム) ソースの残高がバケットにロードされました
残高あり(サブシステム) サブシステムの残高がバケットにロードされました
残高の説明(入力済、機能、レポート) 残高の説明トランザクションの合計金額
差異(入力済、機能、レポート) ソースおよびサブシステムの期末残高の差異
最終残高ロード 最終残高がロードされた日時
最終残高ロード実行者 残高を最後にロードしたユーザーの名前
期間アクティビティ (入力済、機能、レポ
ート)

以前の期間の期末残高 - 現在の期間の期末残高

前期間残高(入力済、機能、レポート) 期間構成の前期間の設定に従った前期間からの期末残高
ソース・システム残高(入力済、機能、レ
ポート)

ロードされたソース残高

ソース・システム残高(デフォルト通貨) -
入力済、機能、レポート

通貨バケット内のすべての通貨に対するソースシステムの
単一の数値残高。
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表 A-3 (続き) 残高データセットの列の選択

列属性 定義
ソース・システム通貨数(入力済、機能、
レポート)

ソース・システムにロードされた一意の通貨数

ソース・システム - 減算: 照合済未達(入力
済、機能、レポート)

合計照合済未達

ソース・システム - 減算: 未照合(入力済、
機能、レポート)

減算: 合計未照合

ソース・システム - 減算: サポート済未照
合(入力済、機能、レポート)

減算: 合計未照合のサポート済

サブシステム残高(入力済、機能、レポー
ト)

ロードされたサブシステム残高

サブシステム残高(デフォルト通貨) - 入力
済、機能、レポート

通貨バケット内のすべての通貨に対するサブシステムの単
一の数値残高。

サブシステム通貨数(入力済、機能、レポ
ート)

サブシステムにロードされた一意の通貨数

説明なし差異(入力済、機能、レポート) 説明なし差異の金額
差異の説明(入力済、機能、レポート) 差異の説明の合計金額
差異の期間残高(入力済、機能、レポート) ロードされた差異の期間残高

トランザクション・データセット・タイプ
この項では、トランザクション・データセットの列の選択の定義について説明します。
 

 

次の表に、トランザクション・データセット・タイプの列の説明を示します。
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表 A-4 トランザクション・データセットの列の選択

列属性 定義
アクション・プラン 設定されるアクション・プランの値
アクション・プラン添付(件数) アクション・プラン添付の合計数
アクション・プラン・クローズ日 設定されるアクション・プラン・クローズ日
アクション・プラン・クローズ済 アクション・プラン・クローズ済(はい/いいえ)

アクション・プラン・コメント(件数) アクション・プラン・コメントの合計数
経過期間 トランザクション日から期間終了日までの日数「アクショ

ン・プラン」が有効になっている場合、「経過期間」はトラ
ンザクション日からアクション・プラン・クローズ日まで
の日数です。

償却 トランザクションは償却中です(はい/いいえ)

償却終了日 償却スケジュールの終了日
償却方法 設定される償却方法
償却開始日 償却スケジュールの開始日
償却開始期間 償却スケジュールの開始期間
償却/増価金額(入力済、機能、レポート) 選択した期間に対して償却された金額
金額(入力済、機能、レポート) 選択した期間の残存償却金額
オーバーライドされる金額(機能、レポー
ト)

トランザクション外国為替計算のオーバーライド(はい/い
いえ)

添付(件数) トランザクションの添付の合計数
繰越し済 トランザクションは以前の照合からコピー繰越しされまし

た(はい/いいえ)

子勘定科目 トランザクションに関連付けられた子勘定科目
クローズ日 トランザクションのクローズ日
コメント(件数) コメントの合計数
フラグ 設定されるレビュー担当者フラグ(要注意/OK)

半月簡便法 設定される償却半月簡便法
仕訳 ID エンタープライズ仕訳の一意の ID

仕訳名 エンタープライズ仕訳の名前
仕訳ワークフロー・ステータス エンタープライズ仕訳内の仕訳のワークフロー・ステータ

ス
仕訳の転記ステータス エンタープライズ仕訳の転記ステータス(「転記済」または

「未転記」)
仕訳の転記メッセージ 転記後に ERPから返されるメッセージ
最終更新者 トランザクション属性「概略」、「長い説明」、「トランザク

ション日」、「クローズ日」の 1つ以上を最後に更新したユ
ーザーの名前。

最終更新日 トランザクション属性「概略」、「長い説明」、「トランザク
ション日」、「クローズ日」の 1つ以上についてトランザク
ションが最後に更新された日時。

長い説明 長い説明の値
期間数 償却スケジュール内の期間の数
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表 A-4 (続き) トランザクション・データセットの列の選択

列属性 定義
元の金額(入力済、機能、レポート) 償却トランザクションの元の金額
使用レート トランザクション換算に使用される為替レート
残存期間 スケジュール上の償却トランザクションの残存期間
概略 概略の値
サブセグメント トランザクションに関連付けられたサブセグメント ID

トランザクション日 トランザクションの日付
タイプ トランザクション・タイプ(ソース・システムに対する調

整、サブシステムに対する調整、残高の説明、差異)
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